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NAGAI，Katsuichi 


長井勝一 

[ブロフイール]1921年、宮城県塩釜に生ま 
れる。戦後、特価本の卸をするかたわら48年 
に足立文靡、56年に漫画社、59年に三洋社と、 
マンガ出版を手掛ける。62年に育林堂を設立 
し、64年より 1 ■ガロ j を発行。現在、青林堂 
会長。 


はじめに 


主堂を設立して、三〇年になる とい、っ。 
私は、八 i で「何々記念」ということにさほ 
どこだわらないでやってきたので、感慨ひと 
しおというわけでもない。『ガ ロ』 は、*^:堂 
設立以前から作品を描いてもらっていた白土 
三平さんに、既製の商業誌では不可能な大長 
編「カムィ伝」を発表してもらうために創刊 
した。 

貸本_時代に活躍していた水木しげるさ 
んたちに も 手伝って もらっ たが、創刊当時は 
まだ復の人達も少なかった。# iW が七人 
以上いないと雑誌と認めて もらえな かった の 
で、水木さんには幾つも备刖を変えて聾し 
て もらつ た。 

つげさんはどこへ引っ越したのだか、連絡 
先が分からなかったので、きっとこの本を見 
てくれてい ると 思って、本の中で「連锋乙、っ」 
と 書いた こと もあった。今 零っと、 釋なつ 
げさんが、 ょくも あれだけ続けて作品を発表 
して もらつ たもの だと m き，.；る。「カムィ伝」 







の第一部が終ると、『ガロ』の部数も急激 
に減って、休刊を#^たこともあったが、今 
になってみると、そ、っしなくて良かったと思 
ぅ。 

雑誌の方はどんどん一人歩きして、白土さ 
んの時代とは感じが変わってしまったが、そ 
れも仕方なかったと思、っ。 

何度か霞で死線を彷徨った末に、創立し 
た主 r # 堂は、貧乏の代名詞のよ、っに言われも 
した。 

部数が減ってからは、注豕の方々に原® 
を支払えないとい、っ事態になつてから、も、っ 
二〇玺刖後にもなるが、それでも描き続けて 
いただいたのには、 i に感謝している。 

当初『ガロ大全』とい、っ題名でスタ—卜し 
た奎日『ガロ曼陀羅』には、奎に多くの方々 
が協力してくださつたと聞く。 if 実現し 
ていただいた執筆者の方々や TBS ブリタニ 
力の皆様に、改めてここにお礼を申し上げる 
とともに、『ガ ロ』 の方.^永く愛読して参加 
して頂けるよ、っな雑誌であり続けるよ、っに、 
我々も頑張り続けたいと考之ている。 












YAMANAKAJun 


山中潤 


[ブロフイーヴレ]叩61年生まれ。和歌山県出 
身。83年、コンピュータ•ソフトのアドヴェ 
ンチヤーゲームコンテストでグランプリを受 
賞。84年に株式会社ツァイトを設立。88年、 
つげ義春氏との運命的な出会いにより、「ねじ 
式」のコンピュータゲームを制作。91年、育 
林堂社長就任。 



運命的な 
出会ぃに 
感謝を込めて 


学生時代から愛読していた『ガロ』に直接 
関わるきっかけは、調布の中華料理屋で偶然、 
つげ義春先生と出会つたことでした。 

昔から企画を温めていた、つげ作品のコン 
ピユ—夕. ゲ—ム 化の権利を快諾していただ 
き、以降ひさ、っちみちおさんのコンピユー 
夕.ゲームなども作り、『ガロ』に広告を載せ 
ネっと！一霖堂を訪れている、っち；/現在の状 
況に至ったわけです。 

今回の『ガロ曼陀羅』に多くの方々が協力 
してくださったと聞き、私たちも勇気づけら 
れ ました。 やはり『ガ ロ』 以外に 『 ガロ』はな 
く、絶対になくしてはならない雑誌なのです。 
『ガ ロ』 は今、低迷して いた 頃と比べて、徐々 
にでは あります が、部数も増えて きました。 
しかし、メジャー誌で 『 ガ ロ』 的な作品が ヒ 
ットしている現在、改めてその存在 S が問 
われる時期にさしかかったのかも知れません。 

壽の数々の証言は、今後の；口』がど 
、 rHe るべき か、 とい、 っ指針を きつと 示してく 
れるでしょ、っ。運命的な出会いに感謝を込め 
て、関係 i 位に厚く御礼を申し上げます。 








そこには =1 ガロ』のパックナンパ—がずらりと 
並んでいた。「フ—テン」、 i 慎二、「赤色エレジ 
—」林静一、「怪人二重面相」高信太郎、「ぬけら 
れます」滝田ゆ、っ、「鬼面石」つげ義春、「しんき 
らり」やまだ紫、「桜画報永久保存版」赤瀬川原 
平と、単行本の新刊旧刊がにぎやかに背表紙を見 
せている。 

カタツ、パタリ……。 

といぅ乾いた音に！〇高けると、誰もいない床 
の上でアルミ製の灰皿が一枚 くるくると 踊ってい 
た。まるで、 キリモミ 状態で墜落するアダム スキ 
—型円盤みたい。これはその店にいくつかあった 
怪奇現象の、っちのひとつ々身投げする灰皿"だっ 
た。 

灰皿たちは、無人の、黒い、滑らかなテーブル 
の表面を命あるものの去っに、見えないで移 
動しつづけ、やがてデコラ貼りの絶望の淵に達す 
ると' 一気に塞の床へと身を躍らせるのだ。 

マルチステレオの巨大なスピ—力—からの ^ H 
動が原因だとい、っ説は誰も信じなかった。 

この店の灰皿は、あまりに^上が上がらない 
雨の夜更けなどには、^王の代わりに責任^#じ 
て自殺をくわだてるのである。 

ぐわらん堂はビンボーだった。青林堂に負けな 


いくらいビンボ—だった。ビンボ—が二つの 
"堂"を結びつけたのだろぅか？ 

ある嵐の午後、ぼくはぐゎらん堂のスタッフと 
いっしよに登山用のでかいキスリングをかつぎ、 
神田麓町" 木造モルタルの王國堂〃へ漫 
画の買い出しにでかけた。これが二つの"堂"の 
最初の出 < i 3 s いだった。 

それ以来、"モーゼルの勝ちゃん" こと 青林堂 
社長長井勝一氏は、吉祥寺へたびたびやってきた。 
彼を"モーゼルの—— ，と 呼ぶ よっ になったのは、 
彼が満州で愛用したモ—ゼル拳銃を戦後秘かにも 
ち帰り、浅草あたりではちよ っと、っるさ かった と 
い、フ話を本人の口から聞いてからだった。彼は、 
交通ゼネストの日には、阿佐ヶ谷から下駄を鳴ら 
して徒歩で飲みにきた。 

二つのズ 1 4はいろいろな交わり方をした。 

あがた森魚が、後に彼を「紅白」にまで押し上 
げるあのヒッ^ - S 「赤色エレジ—」の発表会をぐ 
ゎらん堂で開いた。林静一がスペシャル•ゲスト 
だった。 

ぐゎらん堂は^#!きを待つ壁、さもなければ三 
多摩地区の若*栢だった。鈴木翁二が、やまだ紫 
が、 靈よぅこが原画展を開催した。高信太郎は、 
文字どおり、この店のトィレの壁に最初の落書き 






^5 していった人物だった。 

鈴木翁二は™ I ガロ』誌上でぐゎらん堂の狂乱の 
夜を描いた。〈さあ、みなし子さんたち/星が流 

れたオンザロックよ〉と、ママ(ゆみこ.ながい¬ 
むらせ) がすすめるグラスを、 シパ (三橋乙揶) が 
あおり、クレーンに吊されたトモ(友部正人)は、 
はるか夜空のてっぺんで小林旭の「流転」を歌っ 

のだった ( I 九七三年八月号「ギタ I 壊し浮かれた J )。 

漫画とフォーク以外に面白い表現は見当らん。 
士择寺ゥニタ書店の0王が、電気ブランをなめな 
がらボヤィていたあの七〇 

いや、ぼくの場合『ガ ロ』 とのつきあいは、も 
っと古いのだ。場所はひとっ飛びにワ—プして、 
早稲田大学キャンパス —— 一九六六年の冬。 

学園のぐるりを天にそびえる机と長椅子のパリ 
ケードが囲んでいる。ぼくは、ズック靴に麻のヒ 
モ、ベルトの下に『ガロ』を固く巻いて街頭デモ 
に出 an - るニニ歳だった。「カムィ」の変移抜刀 
霞切りょ。 

あちらから歩いてくる色白のふっくら太った若 
者は、わが友 S ではないか。柔らかい髪を初期ビ 
I トルズ風の長髪にした彼は、とっくり襟の黒い 
セータ—の胸に三色スミレを一輪飾り、肩から大 
振りのハンドバッグを下げている。むろん女性用。 


男物のショルダーなんて六〇#にはなかったの 
だ。 

彼が、その後、暗い部屋で*- * みゆきの歌を聴 
きながら男性ホルモンの血 B - jg 度を孤独に高まら 
せることになる吳智英になろ/っとは誰も予想しな 
かったことだ。二〇年早かった偉大なるアンドロ 
ジナス(両性具有者)。彼が今、フェミニズムさえ 
理解すれば偉大なる思想家になるのは間違いない 
のだが。 

一九七〇年、ゆみこ.ながい•むらせとぼくは、 
最初に生まれた男の子に"タブテ，， とい、を 
つけた。漢字で書くと"飛礫(石ッブテの意)"。む 
ろん「カムィ伝」の人物=あの夙谷の少年にあや 
かったのだ。投石の上手なに育ってほしいと。 

ぼくらガロ•チルドゥレンの子供——モ—ゼル 
の勝ちゃん にと っては"孫"にあたるタブテは、 
今年でもっ二〇歳。ぼくの青林堂コレクションの 
愛馨である。でも、きっと、ぼくとは違、っ読み 
方をしているんだ ろ、！ あ。 

ガ ロ』 は空腹の子供たちに知恵と勇気を 
あたえてきた。今、『ガ ロ』 は満腹の子供たちに 
何をあたえられるのだろ、フか？ 

そんなことを恩っ一九九一年の春。 
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月刊漫画誌 =1 ガ ロ』 に作品を応募したのは、 
『太陽の王子ホルス』(東映動画制作)が二度目の制 
になり、それ S 会に東映動画を辞し、師 
匠の月岡貞夫氏が設立した^ i 2 a 社に身を置いた 
頃だった。 

作品の内容は、二人の正義の味方が自分の正し 
さ皇張し合い、一方の正義が死んでゅくといっ 
た内容で、応募はしたものの連載通知はこなかっ 

た(あの作品は何処にいったのでしょぅか、長井さん)。 

当時のぼくは、タップ(動画を 描く ときに 必要な ス 
テンレスの 道具。世界共通規格)一本を ジ—ン ズのポ 
ケットに差して、月岡さん.のアシストやら 、 TV 
アニメの带番組の原動画や、 CM のアニメ部分を 


P: : 

辱 


45社から貰い仕事をしていた。 

「赤色エ レジー」 に^ I 日いたが、文字どおり、夕 
ップー本、渡り鳥だった。 

なかなか『ガロ』から採用通知がこないので、 

二本目の応募作品を描き始めた。これで採用され 
なければ、漫画を描く ことを 諦め-^ っと 思っ てい 
た。 

その二 f の題名は「わが母は」で、この作品 
を送っ たと ころ、編集部から話を したいと 連絡が 
あった。期待と K - t 女が混ざりあった気持ちの僕は、 
当時僕のアシストをして扒た鈴木さんを連れ、神 
田の編集部を訪れた。 

出版社が思ったほど大きく無いことは、$の 


[^3 



頃に学習研究社の仕事で感じていたから、(僕が仕 
事をした数年後に、学習研究社は大きなモダンなビルに移 
った) 青林堂の狭い編集部を見ても、別段驚きは 
なかった。 

印象的だったのは、水木しげるさんが破れ障子 
を吹き抜けると評した長井さんの大声と、その傍 
らで黙々と事務をとる奥さんや、^#かな応待の 
編集員高野慎三さん達との対比だった。 

長井さんは、僕の作品に対して、 

「あのね一、長いんだ。新人の人には勉強の為に、 
短篇描く去っ勧めているんだがね一」 

僕は採用されると思っていたから、この話に少 
しばかり落胆した。アニメ業界しか知らない僕は、 
出版界の現実を垣間見た気がした。 

でも、 もっ一度描くよっ勧める高野さん の 言葉 
に勇気づけられ、三本目の作品に執りかかった。 
その作品が僕のデビユーを飾った■「アグマと息子 
と食えない魂」である。 

この作品を長井さんに見せると、 

「、っん、載せ名っ。でも、来って訳にはいか 
ないよ。ほら、こんなに応募がきているんだから 
ね一」と僕に、応募作品の山を見せた。 

「新人の人は、すぐ印刷された自分の作品を見た 
がるんだね—」 


当時白土さんの「カムイ伝」で多くの 181 #を^ 
部数§ばしていた雑誌ならではの、強気の発言 
であった。 

僕は佐々木マキさんと同期で、『ガロ』の新世 
代としてデビユーした。そして半年.^ると、マ 
スコミからセットにして，記事にされた。 

週刊朝日のグラビアに載った、僕達の紹介記事 
は、「わからない漫画が流行る」だった。 

あの頃は、 f 運動が七〇改定阻止に向 
かって活発化し、詩と曲を自分で書く歌手が出現 
し、時代は S 文化の創世期といった盛り上がり 
を見せていた。 

NHK ドキュメンタリー番組から、現在の_ 
として二四時間取材を迫られたり、対談、インタ 
ビューと、僕の日常はすっかり変わってしまった。 

何だか出版界に足を踏み入れたら、一度にマス 
コミ 業界の中に身を置いた感じになってしまった。 

対談、インタビューは楽しかったが、その後の 
接待は、今思い出しても居心地の悪い感じが蘇る 

(銀座のクラブに、ジーンズと下駄ばきスタイルで接待をぅ 
けたのは、僕ぐらいかも知れない)。 

飲むのは嫌いじゃ無かったが、外に父親ほどの 
歳の運転手さんと車赛たすのは、少しも酔えた 
気分じゃなかった。自宅まで送ってもらぅ時、僕 





は何度も運転手さんに頭を下げていた。 

当時活字コンプレックス派と映像コンブレッ 
クス派に^:^分けて、遊んでいたのは赤瀬川原 
■平さんであった。僕はアニメ業界にいたので、活 
字の世界、出 i 界の人との付き合いに内心驚き、 
取材の度に花とか小物をプレゼントされると、こ. 
れが出渠界なのかと妙に：©!してし孝っ毎日だ 

った。 

スポーツに例えると、映像業界はラグビーや、 
サッヵ—、パレ！ボ—ルなどの集団競技で、活 
界は剣道、柔道、ボクシングといった、一対 
一の競技に似てる。個人と個人の親密な麗から、 
仕事が始まるといった印象をもつた。 

石子順造さんや上野昂志さんなど、美術評論家 
と云、 Hi 種の人と一対一のお付き合いも、その頃 
始まった。 

石子さんは長井さんに負けずユニークな声の主 
で、喫 S の片隅に陣取り、閉店まで休む事無く 
喋り続ける、不思議な人だった。 

それが電話になると、 

「あ、石子だけど、明日空いてる？ TBS テレ 
ビ出てよ。ガチヤン！」 

電話では、無駄な話は一切しない人だった。 
上野さんは、都立大生の松田哲夫さんや我田大 


さんを連れて、僕と飲んだ。上野さんも僕も酒が 
好きだったから、二人でょく飲んだ。 

飲んだ僕は、鉑江にあった上野さんの家に酔い 
潰れて泊まった。評論家の f 覗く下心もあって、 
酔った目で本棚を ジロジロと 眺め回した。上野さ 
んの奥さんは、当時ゴダールの映画に出てくるア 
ンナ.カリ—ナを思い出させる美人で、何で上野 
さんと結婚したのか、堂®$七不思議の一つ 

であつた(I説には異常に厚い上野さんの胸板にあると 

ぃぅ)。 

青林堂の忘^ HM は静かだった。 

「青林堂ご一同様」と書いた座敷の前にきても、 
人の声すら漏れてこなかった。まだ誰-^てない 
のかと襖を開けると、一〇名程の人が、差しつ差 
されつ盃を交わしていた。 

盃のカチャカチャ触れ令20と、小声で隣の人 
と話す静かな忘 i に、僕は驚いた。 

僕がいた東映動画の忘 fK は、課長にくだ巻く 
奴や、「遠くへ行きたい」を大声で歌ぅ三〇過ぎ 
の原画補、芸大で覚えた「桃太郎 j を踊る原画チ 
—フ と、メ チヤクチャだった。 

こんな静かな忘年会を経験するのは初めてで、 
出版業界はやはり違っなと感心してしまった。 

その中でも、 S 栢の飲み屋の二階で開いた忘年 





会は' 騒がしくも活気があり、凄かった。 

二階の廊下、階段まで人が溢れ、劇画ブームに 
乗った出版社ならではの盛況であった。 

当時『ガロ』と並んで、手塚治虫氏の-=|〇0 
MJ が前衛漫画の一一大派閥で、その 『 COMJ の 
ていたと噂され る ほど、何年かは忘れた 
が、その年の忘年会は異常な人気と熱気に包まれ 
ていた。 

でも、歌ったり踊ったりの、芸が披露される事 
はなかった。 

主蘇堂の亡^ HK が、歌あり、レズビアン•ショ- 
I ありに変わったのは、嵐山光三^などが参加 
した、箱根あたりからである。 

そ、っ云った忘 JJH 3 S で、僕は漫画家と云、 i 種の 
人と知合った。この人達も' 僕が知っているアニ 
メ—ター とは、一味違つていた。 

どの：どこか個人競技者の雰囲気があっ 
た。 

つげ義春さんは、いつも静かに呑んでいた。ど 
こか、孤独なマラソン•ランナ—と云った風貌だ 

つた。 

理数系のであった勝又進さんは、当時僕と 
よく呑んだ。酔うにつれ、お互いに悪口を言い合 
つた。勝又さんの悪口は一^に始まるから、足蹴 


りありのタィ 式ボ クサーといえる。それで^# っ 
と呑みに行くから、二人とも酒が好きだった の だ 
ろ/っ。 

池上遼一さんは、水木さんのアシストになって 
めきめきと絵の力がつき、漫画界から期待される 
大型新人だった。 

水木さんは不^ II な人で、この人の処に弟子入 
りすると、皆ペンさばきが上手くなる。つげさん 
1木さんのアシストをやって' 断然上手くなっ 
た。 

池上さんは、一気に勝負をかける武術家が似合 

った。 

の鈴木翁二さんと一さんは、 f に 
酒癖が悪かった。当時の1、酒飲みの雰囲気を 
最後にまとめて、この二人に背負わせてしまった 
感がある。 

で^®さんの作品に、僕はいつも注目してい 
た。上手い人だと思っていた¬ 
この二人は、 スタミナ不足のカンフ —と云った 
ところか。 

この若手の漫画¥最後に、§の飲み屋も人 
i ゎってぃった。 

僕の「赤色エレジー」を歌にしたあがた森魚氏 
に会ったのは、新宿の口 —レルと云、 r ' ss だっ 



た。あなたの漫画から歌を作りましたと、ギタ| 
を取り出し大きな声で歌いだした。お客も何事か 
と振り向く中で、僕はひたすら歌が終わってくれ 
ることを 願〇.ていた。 

あんなに恥ずかしく歌を聞いたのは初めてだっ 
た。 

あがた氏の歌は大ヒットした。僕は紅白に出場 
しろと、 はっぱをかけた。 

「赤色エ レジ—」 は img 当時も後も、色々な反響 
があった。 

ある 日、 松 田 氏と 新 宿の 「もっ さん」(現在、池 
林房など新宿に飲み屋のチ H— ン店を持つ太田さんは、こ 
こで 修業を していた) に 行く と、二人の若い飲み客 
が「赤色エ レジー」 の話をしていた。松田氏と僕 
は顔を見合わせ、二人の話に耳を傾けながら黙々 
.とお酒を呑んだ。僕は作品の手応え^じて嬉し 
くな った。 

作品を読んで同棲を始めたと、 S から手紙を 
頂ぃた f ある。 

「神田川」の作詞者喜多条さんから、「赤色エレ 
ジー」の風景は、神田川沿いの風景でしようと聞 
かれた。 

確かに「赤色ェレジー」は、僕が二〇歳の頃に 
住んでいた中井、下落合の「神田川」沿いの風景 


当時上野さんは批評文の中で、 

「彼は聾を泣かせたいという、それは作者にと 
って 何を意味す るのだろ、 っ」 

と書いていた。 

「赤色エレジ — J が一冊の単行本になった時松 
田氏はぽつりと言った。 

「一冊になると、一回しか泣けないな あ一」 と。 

「赤色エ レジー」 は、二度映画化されている。一 
つは東映で、-^フーつはあがた監督の自主映画。 
東映の映画を観に行った S は、最後の一郎の、 
「昨日もそう思った」という台詞を映画館で合唱 
するのが、正しい見方なのだと言った。 

先日内田春菊さんから、相原さんの『コ—ジ 
苑』に、エレジーの。ハロディが載ってる事を聞い 
た。 rn — ジ苑』は娘と息子がファンで、ょく買 
って読んでいた。僕も面白いから読んでいたが、 
自分のパロディは見ていなかった、残念。 

その後ィメージ.フォーラムのお富さんが企画 
して、若松孝ニプロで映画を監督した。 

その時の週刊誌の記事は、 

「あの赤色エレジ—の作者、桃色エレジーを撮 
る！」 だった。 

還！ i 






MIZUKI，Shigem _ 

水木しげる 

[プ〇フイ—ル]本名、武良茂。1924年、 


鳥取県境港市生まれ。太平洋戦争中、ラパウ 
ルに出征し、九死に一生を得る。第2次戦 
後、多くの職業を経ながら紙芝居、貸本漫画 
の世界に入る。「てれびくん」で講談社漫画 
賞受賞。91年には紫綬褒章を受章。他の代 
表作に「悪魔くん j 「ゲゲゲの鬼太郎」「河童 
の三平 j などがある。•■ガロ j では、創刊号 


富み給うことなかれ 


何年前だったかわすれたが、貸本の世界も 
ボツボツだめになり、南方の森の人のところ 
にでも行って居候せなければならんと思って 
いた頃、突如として長井勝一夫婦が現われた 
のである。 

「二人で、『ガ ロ』 という本を出すんだ。原 
稿料一頁五百円出すょ」 

とい、っ夢のょフな言葉、ぼくはその頃一頁 
二百円位な仕事で、しかも仕事は途切れがち 
だったから、 あまりの 嬉しさに、買ってきて 
いたソーセージを、夫婦の前でパクパク食べ 
て やる 必要はなかったのだが、嬉し さのあま 
り ソーセ ー ジを全部食べて しまつた。 

その頃は毎月一頁五百円の原稿料をくれて 
いたから、あの貧乏時代には M 叩の恩人"と 
いうべきかもしれない。 

まァ、それにしてもょくここまで『ガ ロ』 
を続けてこられたということは"普通の人 
間"でできることではない。 

氏は貧乏ではあったけれどもやはり"天 
才"のうちに入れられるべきお人であろ、っ。 

もっとも『ガ ロ』 のあの不可思議な新発明 


の編§法も、じつに金がない奴の超発明で 
あった。 

逆に"金"があれば、平凡な雑誌と化して 
いたであろ、っ。 

げに〃貧乏"は発明の母である。 

枚^水木しげるも「ふくふく M •し^の 
一つも食えないといった長年の貧乏生活から、 
なんとか抜け出したいとい、っ I 心から「鬼太 
郎 J 「悪魔 くん」「河童の三平」と書き続けた 
のでアル。 

貧乏なくして、それはなかつた、 といえる 
だろぅ。 

げに〃貧乏"は発明の母である。 


青林堂主人 



長井さんとの最初の出会いは、ぼくが大塚 
に住んでいた頃、出来たての白土三平さんの 
『忍者武芸帳』第一巻を持ってひょっこり訪ね 
てきたのが最初で、三 S を始めた頃だった 
と思います。 

白土さんのデビユー以前から、ぼくは貸本 
向けのマンガを描いていましたが、白土さん 
はよく、ぼくの作品を読んでくれていた去っ 
ですので、白土さんに言われて長井さんが来 
たのかな、とも思いました。 

それで、三蓮の『忍風』に描くよっにな 
ったのです。当時はミステリー、ハ—ドボィ 
ルドものが人気があったので、その手の作品 
を描いていました。 

しばらくして、僕も引っ越しして、少しマ 
ンガから遠ざかっていた頃、『ガロ』の本の柱 
に「つげ義春さん、連絡 e っ」と出ていたの 
を友だちの漫画家が見て、ぼくに教えてくれ 
ました。別に放浪していたわけでもなかった 
のですが、引っ越し先の住所が分からなかっ 
たからで しよぅ か。 

それで長井さんのところへ出向きました。 



白土さんが、『ガ ロ』 を作るときのメンバ—に 
ぼくの备刖も考えていてくれていたからでし 
ょうね。 

当時は、本当にこっちも苦しかったから、 

一か月後の原稿料の支払いも待てず、原稿と 
引き換えにギヤ ラをもら、 っと いうことでやつ 
ていました。 

でも、神保町の長井さんの持ち合わせがな 
かったときは、練馬の赤目プロに行って、 白 
土さんに二回くらい立て替えてもらつたこと 
も ありました。 長井さん、 白 土さんにそれを 
返したのかな？ 

それが気掛かりですが、もしそのままだっ 
たら、ぼくは未だに白土さんから原稿料を借 
りていることになつてしまつていますね。 

そのついでというわけでもないのですが、 

一週間くらいは白土さんの手伝いをした事も 
あります。 

「紅い花」が NHK で映像化されたことにつ 
いて何か、とい、 フこ となのですが、正直言っ 
て当時はあまり面白くなかったです。七〇分 
くらいの作品で、佐々木昭一郎さんがきれい 

_一! 


な映像に仕上げてくれましたが、反戦思想を 
作品の中に盛り込んだりした ことが ふさわし 
くないネ っに 思ったんです。 

でも、ぼくにとっても初めての経験でした 
し、エミ—賞とい、っ海外の賞や芸術祭參加作 
品の大賞をいただいた作品なので、今思えば 
すごいことだったのでしようね。 

八 i 『無能の人』が映画になるのですが、 
その話があった時は、これは自分の作品では 
なくてヒトの 作品なん だ、と割り切れました。 


今では、人様の手を経て違、^,のにな ってい 
くのを、逆に楽しんでいます。 

最近は、ほとんどマンガを読んでいません 
が、『ガ ロ』 はちゃんと目を通しています。林 
静一さんや菅野修さんもまた描いていますし 
ね。ぼくは、まだマンガを描ける体調ではな 
いのですが、以前のベテランの方がまた『ガ 
口』に戻って盛り立てていって欲しいと思い 
ますね。 





[プロフイール]1944年12月4日生まれ。 『 COMj 67 年2月号に「いきぬき j で漫画家デビュー。69年に第2回 r COMj 新 
人貨、80年に第25回小学館漫画貨、第24回高知県出版文化賞を受賞。代表作「鬼やん」「土佐の一本釣り j 「純平』など。 


7ソガ界の宇野重吉 


僕にとってガロ！ィクォール長井さんだ。 

僕は『ガ ロ』 に作品を発表したことはない。 
『 COM 』 出身の、何の面識もない僕の初期 
の作品を長井さんは単行本にしてくれた。嬉 
しかった。長井さんに初めてお目にかかった 
のは、週漫 (週刊漫画 TIMES ) で描かしても 
らっている時だった。編集の花沢さんに ^ C 
してもらって青林堂に初めて行った時だ。 

「ワッ！宇野重吉さんに似てる」と思った。 
温和で笑顔をたやさず、田舎者の僕にメシを 
おごってくれた。小さな体、その体中にファ 
ィトが満ちぁふれてる方だと思った。 

僕の住む土佐へ来てくれた事もぁった。そ 
の時は、桂浜で龍馬の銅像を見ながら酒を酌 
み交わして くれた。 

花沢さんの結婚式の時、上京した田舍者の 
僕は、将棋の坂田三吉のような気持ちで席へ 
ついていた。その僕を編集長クラスの席から 



長井さんが呼んでくれ、「これが土佐の青柳 
だょ」と編集長クラスの人に紹介してくれ、 
「こいつ、ゥソつかない ょ」 と言ってくれた 
言葉#心れない。 

長井さん、^一一にありが と、 っごさいました。 
いつまでも、お元気で。 






MURANO, Moribi _ 

村野守美 

[プロフィール]1941年9月5日、大連生ま 
れの福島育ち。60年に 1 ■少年 j 増刊号に「弾 
丸ロッキー」を発表し、漫画家デビュー。以 
後、虫プロダクションでアニメの演出も手掛 
ける。ライパルと言われていた 1 "OWj には 
71年に登場。短編作品を2000本以上も発表す 
るが、ご本人の弁によれば、「代表作なし〇 ( 老 
骨に厶チ打って）これからです/」とのこと。 


おじさんは、じ一つとポクを見ている。そ 
の目はポクの薄っぺらなを見透かしてい 
るょっな静かな表情だ。おじさんは、奥に引 
っ込んで本を二冊持ってきた。 

「進呈しましょ、っ」と、じつとポクを見なが 
ら言った。随分経ってから、あのおじさんが 
長井さんその人と知る。 

あの目で幾多の^^送り出し、今も尚、 
奔放と反骨を匂わして若者を送り出している。 

時々、古武士の去！長井さんに会、つと、 
今でも至らなかった過日の自分が恥ずかしく 
しかし、無注に懐かしく思います。 


じさんかポツンと立っている。車を止めて、 
ポクは声をかけた。 

「すみませんが、青林堂っちゅぅ本屋さん、 
この辺なんスけど……」 

おじさんは振り向いて指差しながら、 

「ここです」と 答える。 

ここつてどこだと、ポクは思つた。ここは 
とてもあんなすごい欲しくてたまらない本を 
出している ホっな/ j こではなかったから、ボ 
クは面食らってしまった。ススぼけた二階屋 
なのだ。 

「おじさん、主目林堂の人……？」 

ポクは若かった。生意気の盛りだった、わ 
けもなく毎日をむさぼり生きていた。このお 
じさんはきっと青林堂に働いている人だろぅ 
けど、本を運んだり、掃除をしたりする人だ 
ろ、っと決めてしまった。くだんの本、白土三 
平著のものはもっ残り少なく、 

「私の分があるだけだ」とおじさんは言、っ。 

「じゃあ、それ分けてょ。おじさんが持って 
いても仕方ない。あの本からみなぎりこぼれ 
る熱は、このポクが受けてこそ生きるのだ」 




p 


SASAK7, Maki 

佐々木マキ 


ぼくのマンガが初めて『ガロ』に載ったの 
は一九六六年、ぼくが二〇歳の頃だから、も 
、っ 四半世紀1刖のことになる。自分の描いた 
ものが印刷され ると いぅのは、何とも実に快 
感です。すっかり おもしろく なって、せっせ 
とマンガを描いては『ガ ロ』 に投稿していた。 

その翌年、二度も落ちているので、 もっ ど 
ぅでもいいや、とい、っ気持で受験した美術大 
学に、三度目で合格して しまつた。 ところが、 
おもしろくな いんだね、その学校が。 ぼくは 
ハタチの オト ナだけど、 まわりは 一八かそこ 
らのお 嬢ちやん、お坊っちゃんばかりで、 ウ 


ォーホルもジャスパー.ジョ—ンズも知らな- 
い、 何だろ、 こいつらと思いました。 

金もなかったしね。看板描きや s 教師の 
アルバィトやって、その合間にマンガを描く。 
ガッコへ行ってる暇なんてなかった。 

まあ、それで、学費滞納•出席不良•マン 
ガを 描いて いる——といぅ 理由 (推測) で、 
二年生で抹籍処分にされたんですけど。 

学校は放り出されるし、すでに同棲してる 
女性 (今の女房) はいるしで、こいつは何とか 
しなく ち ゃと 思って、長井さんに、とにかく 
上京したいんですけど、と打診したところ、 
いいと も、出ておいでょ、 とい、っ 返事で、お 
まけ.に長井さんは、ぼくのために『朝日ジャ 
—ナル』連載の話までまとめてくれた。 

半分しろぅとが、いきなり週刊誌の連載だ 
からね、苦しかった。バルザックの小説に 
「人生には一年生の行く？ M なんてないのょ。 
誰だって最初からいちばん難しいことをやら 
されるんだわ」とい、っ科白があったと申>っけ 
ど、まさにそれだった。 

でも、いい経験になった。それ以後、いく 





らしんどい条件の仕事が来ても、あの時の苦 
しさを考えたら、こんなの物の数じやないと 
思って、何とか切り抜けられるもの。 

あれは一九七〇年の秋だったかな、岡山大 
学の学園祭に4ガロ』御一同伊として招 
かれたことがある。長井さん、上野昂志さん、 
勝又進さん、林静一さんたちと一緒に岡山へ 
行った。行ったけれども' 講演するわけでも、 
何かをやってみせるわけでもない、ひたすら 
飲んで騒ぐだけとい、つ結構な御招待だった。 

その f 、 京都に立ち寄って、長井さんに 


連れられて行った所というのが、ぼくが美大 
で教わった秋野不矩先生の御子息のお宅だっ 
た。それが縁となって、のちに秋野先生の紹 
介で、ぼくは福音館から絵本を出すことにな 
る。本当に、どこでど、っなるか判らないね。 

こう振り返ってみると、初めて=1ガロ』に 
投稿した咬おもしろいので続けて描くよ、っ 
に励ましてくれたのを含めて、長井さんは、 
ぼくの重大な転機に、三度大きく絡んでるこ 
とがよく判る。ぼくが長井さんをひそかにフ 
ィクサーと呼ぶ所以です。 

話が始めっから脇道にそれっぱなしだった 
けど、ここで『ガロ』に戻ると、『ガロ』の 
魅力は"ルールなし.なんでもぁり"の自由 
にあると一^っ。これだけは、創刊当時も現在 
も変っていない。この自由さは、長井さんの 
ひととなりの反映だろ、っし、唯一のポリシー 
なんだろうね。原稿料もフリーだ.3——とい 
、っのは冗談だけど、プロとして多かれ少なか 
れ制約の中で仕事をしていると、自由つてい 
いなと^っ。自由を自由に使いこなすのは、 
けつこ、っ難しいことなんだけどね。 


[ブロフィール]1946年に神戸に生まれる。66年に•■ガロ j 入選。69年に上京し、•■朝日ジャーナル j の連載を開始。72年より 
京都に在住。主著は 1 ■ピクルス街異聞 j やエッセイ集「ぼくのスクラッププック j (筑摩書房）や絵本など多数。 





長井さんと会った時、長井さんはとにかく 
凄い読書量の人で、視野が広く、誰にも負け 
ない位、強い信念が有り、漫画に関しては黙 
って任せるとい、の偉人の様な所のある 
人だと思った。とにかく奥が深く、機を見て 
敏という人であった。云いたい事が百有って 
も一つ位を云って置くという具合であった。 

一時期、私と妻は毎晩の様に、ごちそうに 
なった。実に人を飽きさせない人であった。永 
島慎二先生は、漫画や油絵において風雅を尊 
ぶという風であった。黙して語らず意志堅固' 
若い人に接する時も自分の仕事に関しては、 
ほとんど語らず礼儀をもって自己を叱すると 
い、っ風だったが、自ら若い人に飽きないとい 
、又でもある風だった。鈴木翁二は、頑固に 
自分の道を進もっとい、取りの気性の人で、 
好きな^:^にも余り影響を受けない、という 
風だった。こちらが見て飽きないとい、っ人で、 
思想に関しては広いという風に見受けられた。 

私は作風において、林静一さんとつげ義春 
さんに影響を受け、においては、、奮慎 
二先生の人民愛、意思においては、長井さん 
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ABE ， Shin-ichi 

安部慎一 

酒をやめて 3 年になるが、酒を呑み 
ながら生活し、漫画を描くといラ形はそれま 
で有ったが、酒をやめて創作するといラ事は 
まだ一度も無いので、どろいろものが出来る 
か楽しみである。•■ガロ J に描くという事は、 
多くの作家にとって歴史に残る仕事であり、 
世界に通用する物になるべ吉筋合いである。 
私と妻は縫製工場という事業をしているが、 
『ガロ J に比べて、歴史性が無く残念である。 
筑费に私と家族は住んでいるが、筑豊という 
のは福岡県西南部に位臞する、昔の炭田地帯 
で' ここに藝した多くの旗鉱夫たちの生きざ 
まは、描けば世界史の歴史に残る物である。 
これを三井という事業主の側から観ると、面 
白い物は出来ず、この点は金を中心として描 
かれた多くの商業誌に載った作品が面白くな 
ぐ歴史にも残らないという点に等しいので 
ある。金で動いた物は、消えるのである。 



の見識によって支えられていた。私は、見て 
画くとい、っ進行形であった。物をまず見て、 
感動したものを画面に現わすというで、 
全く飽きなかった。 

今後の r ガロ』は、白土三平氏、水木しげ 
る氏等の、これまで『ガロ』によって支えら 
れたり、あるいは r ガロ』を支えて来た多く 
の^^が、競作という形で一度に登場すれば 
漫画史に残る『ガロ』が出来る。一冊の『ガ 
口』を全部競作にするのである。とすれば、 
私を始め今画いてない人も励みになり良い仕 
事が出来るチヤンスとなる可能性もある。 

最後に香田明子さんは、長井さんの夫人で 
あるが、先日、私と妻が仕事中に、「一緒に 
風呂に入ったのは香田さんとだけだった」と 
妻が語っていた。夫の生き方の邪魔をせず、 
良き語り相手であり、 i においては協力と 
いう心を持つ人だった。この点は、私の妻の 
美代子も、、 i 先生の御夫人である小百合さ 
んも、翁二の女房の智子さんも同じであり、 
夫の生き方に従、っという感じの女性達である。 
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SUGIURA, Hinako 一 

杉浦日向子 

[プロフイール]1958年11月30日、東京生ま 
れ。日大芸術学部に進むが、江戸文化に惹かれ、I 
考証家 • 稲垣史生のもとで時代考証を学ぶた 
めに中退〇80年11月号の『ガロ j に「通信室乃梅」 

が入選し、マンガ家デビュー〇84年、処女作品集 
『合葬』で日本漫画家協会賞優秀竇を、88年『風 
流江戸雀』で文春漫画賞を受賞。エッセイ『江 
戸へようこそ j など、マンガ以外の著作も多い。 



『ガロ』との出会いは、強いて言えば本屋の 
店先ということになります。 

もともと 私は漫画の ことはあまり 詳しくな 
かったのですが、たまたま漫画を描く ことと 
なり、どこかに投稿して みよっかと色々 探し 
ている内に出会ったのが『ガロ』だったので 
す。『ガロ』は他の漫画誌とは全然違ってい 
ましたし、私の漫画も『ガロ』以外には受け 
入れられそうになかったので、『ガロ』の間 
口の広さというか、懐の深さに、 

「こんな所もあるのか！」 

と感動しながらその懐に飛びこんだのでした。 
行きあたりばったりというか、無謀というか、 
それ以前には『ガ ロ』を 読んだ こともありま 
せんでした。 

長井さんは、最初に伺った時には「長老」 
とい、っ印象で、障くて恐い人のよっに旱足た 
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のですが、何度かお目にかかっている間に親 
しくなって、生活のことに至るまで、まるで 
身内のネっに御心配いただき、私もずいぶん 
頼りにさせていただきました。 

こうして初めて描いた漫画が『ガロ』に掲 
載されたのですが、この時は「うわっ」とい 
う感じでものすごく恥ずかしく、また描いた 
時よりも冷静に自分の下手さを認識してしま 
って、こうい、一^の数刷ってはィケナィ 
のではないかと思い、こっそり隠れて見てい 
ました。 

『ガロ』は奮に自由で、やりたいよっにや 
れば良いし、なにも強制されないし、本人の 
やる気がなければ何も生まれない場所です。 

何かに例えるとすれば、地鶏の放し飼いで 
しょうか。農家の御主人が長井さんで、地鶏 
が走っているのをキセルふかしてニコニコ見 
ているィメ ージがあります。 

経営に関しては、ドカツと売れる、という 
わけには行かないのでしょうが、細く長く、 
倒れそうで倒れないという状態であっても、 
とにかく生き残ってほしい本です。 



[ブ〇フイークレ]1933年1月30日、東京都生まれ。早大政治学科中退。ジャーナリスト。学生時代から新聞社でアルパイトをし、 

59年『内外タイムス j の記者、65年雑誌『話の特集』を創刊。著書に『情況のなかへ j (7〇年)、『編集後記』（⑴年）などがある。 
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たいていの！^が気がつかない、ある種の記号 
のよぅ なものが、雑誌にはついている。 (一 九九 I 
年二月現在)通巻ナンパ1、特別運賃の許可、第三 
種郵便の承認、といったものがそれだ。*1ガ ロ』 

は通巻「315」、特運の許可が「2343」、三 
種が「一九六四年一一月一〇 日」 となっている。 
裔の特集』は、通巻「3 0 3」、特運「2 2 2 
1」、三種「一九六六年三月一八日」である。見 
比べていただくと分かるが、約一年後発の裔の 
ij が、特運の許可だけは、遙かに早い。出版 
界に身を置いていると、こんな繫子からも、取次 
店や！¢¢5とのが見えてくる。また、様々な苦 
労も分かる。 

5堂の長井勝 一さん も私も、創刊以¥ っと 
「編集兼発行人」である。日本の雑誌界では長井 
さんを 越える者は いないだろ、っ。 長いから. いい 
(これはシャレではない)とい、っ わけでは ない が、雑 
誌を作り続ける とい、っことは 容易な ことではない。 
まして、儲け中心のものでなければ、尚更である。 
印刷紙代の支払いに追われ' その煽りで原稿料や 
社員の給料が遅れる という、 貧乏出版社の経営者 
は枕 ^ f くして眠ることなど一日たりともないの 
である。 しかも^: 現場の責任者である編集長を 
兼任していたら、寿命をすり減ら$日 だと 思つ 


て欲しい。 

毀誉褒贬は世の常だが、おょそまともなものを 
作っていて、それでいて順風満帆なんて出版社は 
絶対にない。この業界でも、二匹目の泥 sit を租っ 
ものが勝つ。新人の発掘にしても同じである。と 
にかく、私が言いたいのは™ I ガロ』 がなかったら、 
今現在の コミック 誌の流行もなかっただろうし、 
漫画界の質のょい部分はもっと変貌していたに違 
いないという こと だ。これはとても恐ろしい こと 
だけれど、たいていの人は気付いていない。 

日本の文化庁な どと いうところは、くだらない 
ものにばかり金を出しているが、『ガ ロ』 にウン 
億円の奨§を出したらいいのだ。それくらいの 
価値は あると 思っている。 もし、 本当に もし、 
『ガ ロ』 がなかったら、日本の漫画界は世界に大 
きく遅れていただろう。 

さて、私が期待しているのは、恥ずかしくて言 
いにくいのだが、そのうち長井さんが、「もし 
裔の特集』がなかったら」という原稿をどこか 
に発表してくれる こと だ。誰も雑誌を作って くれ 
と頼んではいないと言うかも知れないが、たかが 
雑誌だけれど、長井さんや私は、実は、命がけで 
作っているのだ。これだけは、はっきり言ってお 
こ、っ 0 



G 5 枠を超えて、多種多様な表現手法の発表の場となったのである。 
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G 『ガ P J は、新人を発掘し育てるため、今までにないよ 5 な斬新で自由な作品の発表の場として、そのポリシ ー G 




YAGUCHI，Takao 


矢口高雄ほ 


秋田県生まれ。秋田県立増田高校卒業後、地 
元の羽後銀行に就職。70¢、マンガ家を志し、 
同銀行を退職。同年、「鲇 j (少年サンデー） 

-〇 74年に「釣りキチ三平/幻の怪 


『ガ ロ』 との出会いが無かったら、ポクの人生が 
これほどまでに逸脱することは無かったでしよ、つ。 

それまでのポクは、郷里秋田で銀行員をしてい 
ました。 サラリーマンの中で も 代表的にお堅い銀 


行員で、それも在籍八年を数える中堅行員でした。 

そんなポクにこの年(一九六六)三度目の転勤の 
辞令が下りました。転勤は銀行員の { S 叩とも言、っ 
べきもので、気分は一新されますが、不馴れな地 
でのスタ I - ^はかなりのエネルギーを消耗します。 

それはともかくも、転勤した三度目のことです。 
ポクは定期預金係を命ぜられましたが、その隣に 
普通預金係の F 嬢がいました。 F 嬢は書店の娘さ 
んでした。しかし、その書店が銀行の真向いだっ 
たので、昼食時に なると F 嬢は書店の売り物のマ 
ンガ誌をどっさり持ち込んで、読みながら食事を 
するのです。 

四歳頃にマンガにシビれ、小学校の頃には既に 
「将来の夢はマンガ家」などとぅそぶいたポクで. 
したから、 F 嬢の持ち込むマンガ誌に手を出さな 
いはずはありません。 

と、何気なく手にした一冊に、.ポクの脳天は斧 
でカチ割られた様な衝配を受けました。 

手にした一冊は『ガロ』。 

脳天をカチ割ったのは「カムイ伝」。 

島抜けした夢の七兵衛がやたら漬けと称する漬 
け物を発明するくだりでした。 

その迫力ある画面と、リアリティの横溢するス 
トーリ I 運び、 そしてその 裏に描かれた作者の思 
想性は、おおよそポクがこれまでに培ったマンガ 


とい、っ繁を、根底からゆさぶり、覆すものでし 
た。 

あわてて扉をめくり返し作者名を見ました。 
「白土三平」正直言ってヘンな名前でした。おそ 
らくペンネームだろうと思いましたが、しかし 
衝 * でした。 

「八年間マンガと絶縁している、っちに、世の中が 
こんなに変わっていたのか！」 

読み終えたポクは、思わず胸の内でそうつぶや 
いていました。 

古冋校までのポクは、くるおしいばかりのマンガ 
マニアでした。$校の頃には、既にマンガ f 
夢見るガキでした。*-^では' 将来の職業とい 
う欄に堂々と「マンガ家」と記していました。も 
ちろん、そ、っした〃 f は高校生になっても変わ 
ることはありませんでした。 

しかし、なにしろ山の中の、世間知らずの、貧 
しい百姓家の小#でした。そんな己れのスタンス 
が、年をとるごとに見えてきました。それは同時 
に、夢は夢としても、現実との間には測りよっの 
ない距離がある、と解釈するよっになって、流れ 
に身を任せるかたちで銀行に就職したのです。 

銀行員となってからは、日々ののなかで、 
いつしか少年の日の夢^^れていました。あれほ 
ど熱を上げたマンガも、せいぜい年賀状か暑中見 


舞のカット程度になり、それに代わって小切手 • 
手形法をひもといていました。つまり、マンガと 
絶縁状態になって八年の歳月が流れていたのです。 

ポクの胸に、にわかに少年の日の熱い炎が点火 
しました。マンガの炎でした。白土三平作「カム 
ィ伝」が、まさにその導火線でした。 

その日の、っちにボタは文具店に走り、墨汁とぺ 
ンとケント紙を買い求め、昼は銀 n 夜はマンガ 
を描く日々が続く-^っになりました。 

三年の歳月が流れた一九六六年正月' 一本の作 
品が完成しました。この作品は前年九月より描き 
始めていたものですが、正月休みの三日間を総て 
費やして完成させました。「長持唄考」とい、っ作 
品です。 

完成するや、祈りを込めて投稿しました。もち 
ろん宛先は！^堂『ガロ』です。 

待つ身はつらいもので文ポクはもっ、投稿し 
た翌日から出版社からの通知$つ.^っになって 
いました。 

二月も半ばを過ぎ去っとしていました。雪国秋 
田はまだ冬も真只«で、粉雪が舞っていました。 
仕事を終え帰宅すると、玄間の上りがまちに一通 
の封書が配達されていました。■何気なく手にとり、 
送り人の备刖を見てドキッとしました。1堂か 
らでした。 
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震える手ももどかしく封を切ったポクは、思わ 
ずニォクターブも高い卜 I ンで歓声を上げていま 
した。 

"初入選"でした。 

この年ポクは馬令を重ねて二九歳でした。もち 
ろん妻子もありました。しかし、まさかその翌年 


銀行を辞しプロのマンガ家になろぅとは夢にも思 
いませんでした。 

初入選作「長持唄考 J が掲載された『ガロ』が 
発売されたのは、それから一力月ほどして、^-っ 
やく雪が解けはじめた頃でした。 

大感激でした。 

自分の作品が初めて印刷された歓びと、ポクの 
胸にマンガの炎を再点火してくれた「カムイ伝」 

と同じ本に載ったとい、っ事で、歓びも倍増でした。 

ポクはただちに堂に手紙き、その本を 
五〇冊注文しました。注文の本がわが家に届いた 
時は見事なボリユ—ムで部屋を占拠し、女房もあ 
きれ果てていました。でもポクは平気でした。当 
時ポクは外務係と称して、銀行内の仕事ではなく、 
オートパイにまたがり、 i を一軒一軒訪問して 
預金8!^やる係でしたので、その利点を 
活用したのです。 

つまり、その本をオートパイに積んで得棄を 
訪れ売り歩いたのです。それ至疋価で。 

なつかしい想い出です。 

あれからニニ年、そしてポクのマンガ^活も 
今年で二一年になりました。しかし『ガロ J との 
出会いがなかったら、おそらくこんなにも逸脱し 
た人生は無かったかも知れません。 

(一九九一•三•八記) 
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私に、ひとつ自慢できることがあるとすれば 
『ガ ロ』 を創刊号から持っているといぅことだ。 
そして 、 t っ ひとつ自慢できることがあるとすれ 
ば、私ほど『ガロ J を海外の人たちに送ったり紹 
介してきた者はいないだろ 、っ、 とい、 っ 点だ (もっ 
とも、ただ、好きでやっているにすぎないのだけれど)。 

最近の例をあげるならば、ことし、一九九一年 
一月にフランスのカスターマン社から 1 PJ 打された 
ばかりの日本のコミックスにづいての研究書『マ 
ンガの宏由 J のなかには、昨( I 九九 〇) 年に出た 
『ガロ』のある号の表紙が、手塚治虫の作品その 
ほかの多くの日本のマンガについての図版ととも 
に転載されているのを見ることができる。私が送 
ったのだ。 

とい、っよりも、 この本には、実は私も一章^! Id 
くはずになっていた。昨年の春、フランス人の編 
著者から私に手紙が届き、「日本のコミックスの 
経済」とい、 っテー マで、一章分喜いてほしいと 
いぅ依頼が来た。喜んでひ 等っ けたのはいいが、 
なまけものの私は、マレーシアでアジアのマンガ 
家たちと遊んだりしている、つちに、しめ切りが迫 
つてしまい、 と、つと、つ 原稿を「落して」しまつた 
のである。恥ずかしいはなしだ。まあ、いいわけ 


遅らせてしまった といぅべ きか。そして、フラン 
ス側が出版を急いでいたのは、一九九一年一月に 
フランスのアングレ—ム市で開催された恒例の国 
際コミックス 大会が、 日本のマン ガ の®:*だった 
ので、それに間にあわせて、フランス語による日 
本のコミックスについての研究 •紹介 •分析の本 
を、ともかくも 刊行して売らなければならなかっ 
たからである。フランスでは、アングレ—ムのほ 
か、 グレノ—ブルなどでも国際コミックス 大会が 
さかんだ が、 それはいまや、街おこし運動である 
とともに、 国であり、出^<止業がそれにか 
らんで、ビジネス戦をくりひろげているのである。 
国家がらみのコミックス文化のプロモーションな 
のだ。 

私の原稿は間にあわなかった が、 日本のマン ガ 
家のデータについて、問いあわせがファックスで 
ひんぱんに来たので、いろいろ M を伝えた。ま- 
た、 日本にアン ダー グラウンド.コミックスの優 
れたものはないか、ときいてきたので、私は， ガ 
口 J を送ったのである。«=! ガ ロ』 が、 いわゆる欧 
米でいうアン ダー グラウンド•コミックスに相当 
するものかど、つかは、私にもは つきり しない。そ 
れは < つでもいいことで、ともかく優れたコミ； 


をあえてすれば、私の一種の完余王義が、原稿を クス誌として(まだ相手が知らなければ)、日本のマ 


>>多クを海外に遮 


り続けて 



ンガ界に『ガロ J ありと、一冊なりとも送って、 
先方に現物を見せておくだけの価値はあると私は 
信じているのだ。だから、わがアメリカの友人、 
フレッド.ショットによる！ ■マンガ、マンガ、マ 
ンガ J (講談社ィンターナショナル刊) に次ぐ、外国 
語で書かれた日本のマンガの研究書である『マン 
ガの宇宙』には、『ガ ロ』 が、(一九九 〇年に 創刊 さ 
れたアート.コミックスの月刊誌 rA • h aj と共に)紹 
介されているのである。 

しかし、私にとつて、こ、っしたことは最初で -ii 
ない。一九七のはじめ、私はアメリカの季 
刊研究誌『マンガ家のプロファィル」の編 i で 
あるマンガ家のジャッド.ハ—ドの依頼で「日本 
のコミックス」と題する英文の原稿を送ったこと 
がある。これは日本における戦後のコミックス状 
況を記したもので、当時出ていた『ガ ロ』 や！ TC 
OMJ など、多くの日本のマンガ資料を、原稿と 
ともに、どさつとアメリカに送つたものだ。とこ 
ろが、送られてきた掲載誌の私のぺ—ジには、ど 
ぅしたわけか『ガ ロ』 からの図版だけが省かれて 
いたのである。文章のなかで、私は白土三平の 
「カムイ伝」に触れているのに、その場面の絵は 
載つていないのだ。私は、表紙に百姓一探の糧 
が描かれている号の-1ガ ロ』 を送っていたし、 内 


容にはすさまじい戦いのシーンがあるはずだった。 
手塚治虫そのほかの図版は載っているといぅのに。 

私は、なぜ そ、 ったのか考えてみた。 つまり 
『マンガ家のプロファィル』とい、っマンガ研究誌 
は(いまも続いているが)、編集方針が保守的だ 
ったのである。編囊である穏健なマンガ家は、 
『ガロ』を見てびっくりしたに違いない。百姓一 
揆の、切られた首が飛ぶ群衆場面を見て、とても 
これは自分の雑誌には載せられないと思ったので 
あろ、っ。 かくして、私の意気ごみだけから まわり 
してしまったのだが、しかしともかく、私の文章 
のなかでは「ガロ』とその作家たちについて述べ 
て あり、 英文で発表されたこの種のものとして、 
初めての試みだったのではないかと眾っ。 

そのころ私は NHK の馨局に籍を置き、ラジ. 
才や TV の^#!番組を作っていたが、ラジオの教 
養特集で「ロマンの 復活」(江戸川乱歩や夢野久作、 
久生十 蘭な どをとりあげたもの)、 「SF の 将来」 (まだ 
新しい分野だった SF をとりあげた)、 そして「現代マ 
ンガの展望」を提案-製作し 1?:1!仄の仲間は、こ 
れを私の三部作と称した)、この マン ガにづ いての番 
組に'『ガロ』編集•発行者の長井勝一さんに 
(他のマンガ家とともに) 出演をお願いしたのだった。 
このとき 私は、初めて神田の青林堂を訪ねている。 




それから、いろいろなことがあり、私は NHK 
を離れたが、海外の コミックス 界との交流は、ま 
すます深まり、海外旅行^一-るたびに日本のマン 
ガ本を スーツヶ—ス に積めていったものだが、そ 
ぅした折 (私も苦しぃ状況だった)、 長井さんを訪ね 
ると、こころよく刊打されたマンガ本を私に提供' 
してくださったもので、それがどんなに役だち、 
私をはげますことになったか、はかり知れない。 
そして' 昨(一九九〇)年の秋には、再びある TV 
番組で、長井さんといっしょになり、感慨が深か 

った。 

いまでは、海外でも日本のコミックスについて 
かなり知られる よフ になり、『ガ ロ』 についても、 
知っているひとは知っている。一九八〇年に、 
「アヴァンギヤルド.コミックスの雑誌」 といぅ 
ふれこみで、大判の国際アート.コミックス誌 
『 RAW 』 を創刊したニユーョークのマンガ家、 
アート•スピーゲルマンは、来日して、すぐに 
『ガ ロ』 に興味を示したし 、 『RAW 』 に優れた作 
品^^表しているマ—ク•パィヤーは、青林堂を 
訪れたことを、私に感激して語ったものだ。そし 
て 『 RAW 』 には、もともとは『ガ ロ』 に発表さ 
れたつげ義春のマンガの、つち「紅い花」と「大場 
電気聲工場」が、その後英訳、転載されている。 


スピ—ゲルマンの頼みで、私が®から転載の了 
承を得たのだが、1について「この工場の少年 
は、後に『ガロ』で活躍するよっになる作者自身 
の姿である」といった意味の解説文が 『RAW』 
の目次べージにそえられており、そこには『ガ 
口』という日本の n ミックス誌への敬意がうかが 
える。 

長いあいだに、 - i ガ ロ』 に描いているマンガ家 
にも、作品にも変化があった(近年では、杉浦日向 
子さんを発見してくれたことだけでも私は嬉しい)。しか 

し、日本の優れた質の高いアンダ—グラウンド. 
コミックスを見たい、という海外からの声に対し 
ては、私はいつも『ガロ』を送ってきた 。 『R A 
W』 も、『ガロ』と共通したところもあるネフで、 
やはり違っ。よく考えると『ガロ』に相当する外 
国のコミックス誌を、私は思いうかべられないこ 
とに気がつく。さまざまな異色コミックス誌を 
『ガロ』みたいだ、と思、っことはあっても、それ 
以上に無理に対応誌を探す必要はないとい、が 
する。『ガロ j は『ガロ』であり、世界でも類の 
ないコミックス誌というべきなのだろ、フ。少くと 
も私にとっては、いつもよその国のコミックス. 
フアンに紹介することを誇れる雑誌であったこと 
が嬉しいし、これからもそうでありつづけるだろ 


[プロフイ ー ル]1939年11月28日、東京に生まれる。国際基教大を卒業後、 NHK 国際部などに在籍中、ドキュメンタリー映画 




永島慎二 


[ブ〇フイール]1937年、東京生まれ。67年5 
月号「仮面」で•■ガロ j 初登場。虫プロでア 
ニメー•シヨンの演出も手掛ける0代表作「フ 
ーテン j 「その場しのぎの犯罪」「少年期たち j 



色々な人が 
ささ、^た 
『ガロ』 

『ガ ロ』 は、私にとってあまりに身近な存在 
だ。私の実質的な仲人は長井さんがつとめて 
下さったし、南伸坊君のオニギリの去っな似 
顔絵を最初に描•いたのも私だし、単行本も青 
林堂から出たものが一番多い。 

当時の私は漫画がすべてで、どぅし去！^ 
なく頭に血がのぼってしまっていた。すでに 
虫プロに勤務して、昼間はアニメーション、. 
夜は漫画を描きながら、漫画が本職でアニメ 
が内職だと思っていた。 

そんな頃に『ガロ』から誘いを受けて作品 
を発表しはじめた。ちなみに、同時期に、師 





たる手塚先生の己〇^にも発表していた 
が、作品の上で何らかの差をつけ-^っと思っ 
たことは全然ない。 

私は『ガロ』に登場していたほとんどの人 
をすでに知っていた。彼らが漫画家としてデ 
ビユー した 時、私はすでに貸本漫画を描いて 
いた。白土三平さんはデビユー当時、貸本時 
代の私の絵を真似て描いておられた劣っだ。 
つげ義春も後輩にあたり、彼が若 i 房で描 
いた「白面夜叉」は私が描いてヒットした 
「謎の白仮面」にちなむタイトルなのだ。 

そもそも、 私達貸本漫画出身者は いささか 
育ちの悪い人種で、その分パイタリテイーに 
あふれている、と自負していたのだが、それ 
をはるかに上廻るのが紙芝居出身者である。 
白 土さん や、水木しげる さん、^® 剛 夕さん 
といつた方々は、 安い 単価でウンと描く紙芝 
居を経験したことで、私達よりはるかにタフ 
なのだ。過酷な紙芝居に比べれば漫画などは 
屁の河童、とばかりに、ものすごい質と量と 
を保てる方々である。殊に、量の点では私達 
は足元にも及ばない。 


もちろん長井さんも、三洋社時代から知っ 
ていた。かつての長井さんは、今と違って、 
その辺を落ちつきなく走り廻る^^っな、ちょ 
っと ォッチョコチョィな 感じがあった。ひょ 
っとしたら、$たちより個性的であったか 
もしれない。今の長井さんを見るにつけ、私 
のこれまでつきあった人々..の中で、さまざま 
な時代を経て、時と共に、.これほど内面的に 
大きくなっていった人は珍しい、と舉っ。 

何人もの漫画家が長井さんを、『ガ ロ』 を 
支えてきた。常に誰かが 軸と なって、『ガ ロ』 
を維持してきたのだ。白土さんの時代や、水 
木さんの時代や、つげの時代が、次から次へ 
と築かれて - I ガ ロ』^^ っている。実に不思 
議 としか 言いよっがない。 

私に とって、 r ガ ロ』 は 一番 自由に、その 
時の描きたいものが描ける本だった。他の商 
業誌などとは全然違、っ。時代の移りゆく中で、 
私自身に^ S 化があって、いつしか漫画から 
心が離れてしまい、今では漫画雑誌を読むこ 
ともほとんどない。それでも、『ガ ロ』 だけ 
は目を通さずにいられない。 




魔の 

雑誌の 




『ガ ロ』 ありがとぅ。 

いや、過去形で言、备はないけれど。 

けれども、漫画のお城『ガ ロ』 なくして、 
僕の音楽も出発しなかった。不思議だ。 

キンクスもビーチボーイズもデイヴ.クラ 
—ク .ファイヴ も ボブ.デイラン も、 めち ゃ 
くちゃ カッコょ かった。北海道の高校生に、 
東京から深夜届く電波は、一刻一刻が刺激的 
だった。 

その頃、 1 M から送られてくるアートめく 
魔の雑誌が『ガロ』だった。 

少年漫画雑誌『少年』や『少年画報』や 
『冒険王』などで小学時代を、そして、つか 




.V 


のまで廃刊になってしまった『ボ I ィズ •ラ 
ィフ』 で$時代をすごし、 やつとこさ 少年 
漫画したばかりの高校生に『ガロ』は 
形容し難い魅力が あった。 

一般少年漫画雑誌のカラフルさとは、っらは 
らながらも、サツカリンと着色料を倍増させ 
た-^フな、貸本屋マンガをィ メージ させた、 
白土三平のィラストとレィアウトの表紙。そ 
して、内容は井伏鱒二的世界あり、夢野久作 
的世界あり、久生十蘭的世界あり、稲垣足穂 
的世界あり、と文！ Hfc 年を気取りはじめてい 
た高校生には、えもいわれぬ魅力があった。 


ni 

ill 

玉 






§ 一 さんは、一郎といぅマンガ憲望の 
アニメータ I 牵王人公に「赤色エレジー」を 
描いた。動画？-1 メーション)の世界が、ーコ 
マーコマ¥した漫画の中に描かれた。僕は 
その漫画の中に漫画を超越した躍動感とリズ 
ムをおぼえた。 

それは劇しい誘惑だった。歌は漫画の中か 
ら幸子と一郎をひきずり出して、躍らせ恋を 
させた。あの時代に、ストィックに生きた幸 
子と一郎はロクロ首を持った影法師のネフに 
サィケデリックかつ儍げだった。その存在は 
僕の覚に、っったえた。僕は声にして幸子 
と一郎の、そしてあの時代の僕らの全呼吸の 
中に吸って吐いたものを吐出したい衝動を押 
しとどめることができなかった。 

もちろん、それは林静一とい、フー個人にと 
どまったことではなかった。当然つげ義春で 
あるし、佐々木マキであるし、淀川さんぽで 
あるし、赤瀬川原平であるし、安部慎一であ 
るし、鈴木翁二であるし、といった=1ガ ロ』 

の牙城全般にわたってのことだった。 

一九六〇靠中•後半から『ガロ』に触れ、 
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七〇頭には「赤色エ レジー」 によって 
僕は とうと、 2日楽の世界に足を踏み入れて -L 
まい、それから約二〇年、音楽簾のよっな、 
放浪旅のような彷徨を重ね、今はアラブの彼 
方から さすらつ てきたよっな〈雷蔵〉とい、っ 
ユニットまで結成してしまった。苦難の二〇 
年でもあったが、本当に楽しい一〇年だった。 
そしてその出発の背景に音楽のみならず『ガ 
口』的世界が存在していたことが、不思議と 
いぇば不思議、当然といぇば当然というとこ 
がわれながら、驚きで ある。 『ガ ロ』 こそが、 
何といったって僕を表現世界に引きずり込ん 
だ重大な表現空間であったことには違いない。 

こういう 場だから f っのではないが、『ガ 
口』の六〇年代、七〇羡に持った空間がも 
う一度社会的に問い直される時が来るような 
気がしてならない。 

決して現在の『ガ ロ』を 軽んじて い、つつも 
りは ない。あの時代『ガ ロ』 の持っていたア 
—卜的な、社会的な、かつ反社会的な、さら 
に超現実的な、しかも、プリミテイヴな、少 


年世界的な、内省的な、静識かつ暴力的なエ 
ネルギーは、他に比較の出来ないエロティシ 
ズムにも似たマグマだった。 

あの時代だったからとか今はどうだとか言 
ったってはじまらない。歴史に残せとか神話 
化しろというのでもない。 

ただあの時代の『ガロ』の持ったマグマを 
もフー度みんなに見て欲しい気がする。懐か 
しいんじゃない。今見ても、本当にびかびか 
稲光っている。 そ、っい、 のの良さを忘却、 
廃棄して、現実や近未来の人間の幸福や、未 
来論を見つげたつもりでいるのはつまらない。 

とはいえ、この言い方は『ガロ』マニアの 
たわごとかもしれない。なおかつ、懐古趣味 
のための懐古趣味の次元で『ガロ』は良かっ 
たなんて言ってるとおもわれるとこまってし 
忘っ。いい加減にして欲しい。 

それでも、やっぱり言って おこう。 

『ガ ロ』 ありが と、 っ、と。 

長井勝一さんありが と、 っ、漫画をたくさん 
描いてくれた、読ませてくれたみなさんあり 
がとう、と。 





鈴木翁二 


私に古川益三、安部慎一を加えた三人が 
『ガロ』のトリオと呼ばれた時期があった。 
たんに备刖の、っちに数を持つことと、同世代 
であるとい、っ事実に依ったに過ぎないが、あ 
るいは読者の一部にはそこに共通する何もの 
かが見えたのかも知れない。 





ところで七〇年代のはじめに「むこ、っのラ 
ムネ庵」とい、っ漫画を画いた時、 さっ そく誉 
めてくれたのがこの二人で、古川は「ムー 
ド•マンガだ！」と言って、{畜は登場人物 
に自分と私とを当て嵌めて祝ってくれた。 

"七〇一^へのわがマニフェストとのひそか 
な思いと、デヴユー四作めなのに処女作とし 
ての思い、とをこめて仕上げた。「場を。つ 
まりはそれを画きつつあるところの自分とい 
ぅ現場が、画かれつつある場自体を、画かな 
いこと。」安部と古川が誉めてくれた。が、 
それだけのこと％ (才 In ラ 通信 .Na s ) 

さて、 ある 所に そぅ 書いた、私のそんな作 
物を三人が肴にしていたおり、居合わせた 
『ガ ロ』の 先輩 漫画家がモチア ゲ てくれつつ 
「あれマリワナでしょ」と、口をすべらせた 

(作中にある酒盛り中の男が煙草を啣えているので)。こ 
んな見当違いはいったいど、っしたことか。私 
は帰りの途みちそんな読み違いがどこから来 
るのか考えざるをえなかったし、はしき 
りと憤慨した。私は「たんに夜だけを画きた 
かった」に過ぎず、連れたちはただ夜を見た 
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だけなのに、である。理由は次の如き事情に 
因ると思われる。 

最近ある所から請われたアンケ—卜の資料 
中にみた以下の認識と、それはそれは軌を一 
にするものではないか？いわく「マンガは 
記号なのだから」(手#氏)、「マンガが記号な， 
のは今や常識」(批評家氏)。すでにカミサマで 
あるらしい手塚氏のミコトノリに関しては、 
不信心者の私としては聞き流すとしても、後 
者が批評の側から言われたとはにわかには信 
じたくない気もするが、しかし確かに先の先 
輩氏の言も含めてこ、っいった正統な誤解は、 
当時も、そして今も常識であるに違いなく、 
そこで私の漫画は存在の余地も未来への可能 
性も若干この地上にあるといぅわけである。 
こんな常識が当時も今も私の作品行為にとっ 
てはアンチ.テーゼにも等しく 、 S • 〇マン 
ガのエッセンスの全否定とい、 i 託宣として 
£にとっては) 受け取れるので、湿り勝ちの我 
が発動機を震わす格好の契機ともなるからだ。 
以上から『ガロ』である理由もまた明白であ 
る。 



間の都合で応えられなかった。御諒承を。 

*2:読者は叙場性の語に不審を抱いてはいけない。すでに 
死語なのか' いつ誰のなした造語なのか' 誰のでもな 
いのか、私にはわからないが、それが、自分の コ—ド 
Iの ケィコ—をよ く言い当てているな、と私には思え 
るので。語の示す内実については私のこれまでの集を 
(おひまな方には)見て貰うとして、 おりあら ば『ガ 
口 j の少学ノ—卜上で今度は概念として述べてみたい 
と思う。 

*3:ところでさて、近頃また表現に関わろうとする若い世 
代のなかに、 S • 〇マンガを玩味しようとする青年達 
を散見できるのは、どうやら漫画家であるらしい。し 
かし失敗家でもある私にとっては、「あたらないよう 
にお食べなさい」と願いつつもヨロコバ シィ ことであ 
る。それは夜の窓から望見する碍子の発光に似る、か 
けがえのないヌクモリであるから。断じて失敗家！ 

91 . 3 • 2 



いい查刖とい、フのは造形的、音響的にいい 
わけだが、もフーつ、その内容の盛り上がり 
や輝きなどが逆流してその^刖にじわじわと 
染み込み、 t 刖はいっそ、っ艷を増すとい、っこ 
とがある。 

『ガ ロ』 の由来は、白土三平のマンガに出て 
くる人物の备刖 だということである。 主人公 
ではなくて、何かちよ つと した人物らしい。 
でもその^刖の響きが まさに -.ガ ロ』 だから 


『ガ ロ』 の名前にしたわけで、これはちょっ 
と変な言い方だが、しかし そ、っい、 1^3ってい 
き方がいかにも『ガ ロ』 らしいと思、っのであ 
る。 

そんな『ガ ロ』 の伝説^！ I ® き出すときりが 
ないだ ろ、 っが、私個人としては、『ガ ロ』に 
対しては二つの面があ 







げる、つげ義春、滝田ゆう、林静一、佐々木 
マキ、鈴木翁二、 S 慎一、古川益三、淀川 
さんぽ、花輪和一、川崎ゆきお、とつづく描 
き手へのフアンであった面と、もっ一つは美 
学校の生徒であった沢井憲二、南伸坊、渡辺 
和博といった人々が編*^!として『ガ ロ』 に 
参入していった面である。それが時代的にも 
違っし、自分が『ガ ロ』 に接する感じも違っ 
てくるのである。 

ほかにも上野昂志、石子順造、嵐山光三郎、 
安西水丸、荒木経惟、糸井重里、などなど何 
層にも人名が浮かんでくるわけで、そ、っいう 
名1刖のコントラストだけでも、『ガロ』はや 
はり濃縮コンクジユースというか、有機農業 
の泥つき野菜というか、産地直送会員制の非 
売品というか、必発必中のパトリオットミサ 
ィルというか、まあたとえだす ときり がない。 

とにかく、ギネスブックに載る去っなデー 
夕はなにもないかもしれぬが、人がよくい、っ 
劣っに、記録には残らないが記憶に残る、あ 
の長嶋茂雄選手が、あるいは『ガロ』の近似 
値ではないのだろ、っか。 





❶# 

番5 

IWAMOTO, Hisanori 

岩本久則 



もつ一五年ほど前になるか、共同通信の二 
ューョーク支局長を務めた ことのある 萩原忠 
三さんは 、 『COMJ と 『ガ ロ』 を持参して 
ソ連のマンガ誌『クロコジィル』の編集部を 
訪れた。 

『クロコジィル』の編集長は 『 COM 』 の字 
を一目見るなり、「日本にはコミュニズムの 
漫画雑誌があるんですね」と言った。 

この時、「我が国では自由に漫画が描ける 
が、 一 KH では 如何？」と 尋ねる と、 

「我が国でも編集部の前に若い漫画家が長蛇 


の列を作り、自由に政治批判の漫画を描いて 
くる。ただ、編集長としては掲載しないだけ 
ですょ。日本でも金にならない漫画は掲載し 
ないのだから、同じでしょ、 っ」 

そこで、萩原さん、そんな ことは ありませ 
んょ、と、おもむろに『ガ ロ』 を取り出した 
とい、 フ 話を本人から聞いた。 

政治的プレツシャーの中で漫画誌を継続し 
ていくのと、金にならない漫画を掲載しなが 
ら継続していくのと、どちらがシン ドィ のか 
僕には判らないが、中国の漫画新聞『風刺と 
幽黙 (ユーモァ)』 編集長英 トウさん は、あの 
天事件の後「ともかく新聞を潰してしま 
つては元も子もない から」 との選択をした。 
これもご本人から聞いた話で ある。こぅなる 
と『ガ ロ』 の頑迷さは、世界で一番偉い。 

ソビエトも中国も政治体制が変われば、そ 
のプレツシャーが取り除かれる日が来ないと 
も限らない。なのに『ガロ』が金になる漫画 
をと考える日が来るかど、っかは疑わしい。 

ヤツパシ、『ガ ロ』 が一番偉いのである。 

コレ理屈通つてる？ 


[ブロフィール11939年、高知県生まれ。海上自衛隊で10年間船乗りをした後、漫画家に転身。熱心なパードウォッチヤーと 
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『ガロ』は"ガロ"ってい、盖刖がいい。 

中学生の時初めて見た時、正直言って「ナ 
ンダコレ」と思った。オトナのマンガだと思 
った。ヤラシイ、とい、っ意味もかなりあって。 

高校の頃、カッコイイ上に頭もいい友人が 
読んでて、 I 気に『ガロ 』 はカッコ良くて頭 
のちょっとイイ、とい、味でオトナのマン 
ガになった。ポクにとって。 

それからアングラ劇団的な世界を知って、 
「そぅか、もしかしたら『ガ ロ』 とはアング 
ラなのか」とも少し思った。 

別にその頃アングラはあまりクライとかビ 
ンボ—だとい、っ風にポクは思ってなかった。 
あれもある種のオトナだと思っていた。 





そういぇば『ガロ』とい、姜刖はおょそコ 
ミックつぼくない。当時 『 COM 』 という雑 
誌もあったけど、 『 COM 』 は COMIC の 
" COM " でポップだ。いかにも手塚治虫な 
感じがする。でも 『 COM 』 はッブれた。 

最近では『ばく』というのがあった。この 
マンガ誌も好きだったけど、『ばく』という 
のが、何か、ポップでもなく、アングラでも 
なく、 ちょっ と変わったおじさんて感じが し 
た。この雑誌も残念ながらなくなった。 

『ガロ』は途中で一度 『 GARO 』 に変わっ 
た。 

その時は、 

「あ、やっぱり"ガロ"じゃ今の若いオシャ 
レな1が敬遠するのかな」 

と 思つた。 もフアン グラは古い。 とい、っか 職 
業で言ぇば 3 K みたいなものになってしまっ 
たのかなァ、と思った。まァ仕方が無い、こ 
れも時代だもんな、ウケを狙って『ガロガ 
口』 とかやってもダメだろ、つし、歌謡曲もサ 
ビが英語になってるの多いし、 『 GARO 』 
なんて、どっかの DC ブランドみたいに思え 


ない事もないぞ。 

と思ってたら、またカタカナの『ガ ロ』 に 
戻った。なんかカッコィィ気がした。潔いと 
いぅか。今や、もはや、ヒネクレた意味でな 
く『ガ ロ』 っていい备刖だと辱っ。 

この备刖だからこそ、今までこんなに個性 
的で他からは絶対出てこれない魅力的マンガ 
¥生んできたんだと厚っ。やっとわかった。 

ポクは『ガ ロ』 でデビユーしたといぅのが、 
ちょっと恥かしい時期も正直言ってありまし 
たが、今や一点の曇りも無く誇りに思ってい 
ます。本当です。 




IZUMI, Haruki 


泉晴紀 



一「泉昌之」 

誕生の真相 

「泉昌之」は、ポク泉晴紀と久住昌之が二人 
で漫画を描くときの合名である。 

ポク達が二人で描き出したのはたいした理 
由もないのだが、こぅして一〇年も続けて来 
たのは、続くだけの理由があったのだろぅ。 

久住の原作「夜行」を受け取った時「あ、 
これは絶対面白い」「これを劇画調で描けば 
必ずゥケ る」と ポクは思ったのだった。その 
結果は……。他の所でも書いたょっに、ほと 
んど評価されなかった。 

受け皿のなかったポク達二人の作品を載せ 
てもらったのが『ガ ロ』 だった。 

「こんな面白いマンガがウケないわけがな 
い」 とポクは思っていたのだが、その最初の 
理解者が長井さんだった。 


「泉昌之」とい、っ、一人であるかの去っな筆 
名で描き出したのは、長井さんは原作付きの 
マンガを嫌、っ、という南(伸坊)さんの言葉 
によって、長井さんをごまかすためにづけた 
苦しまぎれの合名であって、それから一〇年 
ポクを苦しめる事になるのであるが、メンド 
—だから省く。 

ポクにとって面白いマンガとは、自分が楽 
しめるマンガとい、 •っ 事であり、久住 とこ、 っし 
て続けてきたのも、それは面白いからであっ 
た。ポク達はお互いに作者であり、！であ 
り、批評家である、という不思議な緊張 f 
の中でマンガを描き続けてきた。泉昌之は泉 
VS 久住のバトル.ロィヤルだったのである。 

近頃 ポク 達が別々 の 仕事をする事が多くな 
ったのは、手の内を知りあった相手同士が、 
別の対戦相手を求めて新たな技に磨きをかけ 
る、 というの に似ている。泉昌之と い、っ 着 
をあえて「作•久住昌之、画.泉晴紀 J と改 
めたのも、新たな緊張_が欲しいからだっ 
た。 


[^3 ♦ 


[ブ〇フイール;！1955年2月、石川県金沢市生まれ。赤瀬川原平=講師の美学校で知り合った久住昌之と共に、81年1月号の 
「夜行 j でデビュー。8人で1人の「泉畕之 j として91年1月までに12冊、「泉晴紀」名で•■東京ズカン j など単行本4冊刊行。 





AKI，Ryuzan 


秋竜山 

[プロフイ ー ル]1942年'静岡県生まれ。漁業 
や農業に従事し、郵便局勤務を経て漫画界に入 
り、ナンセンス灃画で新境地を開く。第16回小 
学館漫画寅、第21回文藝春秋漫画賞、第17回日 
本漫画家協会選考委員特別實を受賞。漫画集、 
エツセイ集など著書多数。 


?M!ia56ff: 


「これが漫画だ||:」と、強調したがる年齢が 
ある。いつたい、何歳ぐらいの時だろぅか。 
自分の描く漫画が、自信が有ったり無かった 
りしながらも、 そ、 2 B い切るとい、っか、言い 
たがる時があるものだ。はったりと笑われる 
かもしれないが、自分の漫画を世に出して、 
それで何とか生活していきたいと思っている 
時の、熱気のネっなもののあらわれだろぅ。 

何年か経って、冷や汗をかく運命にあるの 
であるが、血道をあげている時は、そんな未 
来があることなど思いもよらない。「これが 
馬鹿であるかないかわからない。これが若さ 


とい、っものですよっ HJ なんて、いいたがる 
人もいるが、ね。歴史 ある 『ガ ロ』 を毎号眺 
めていると、いつまで経っても『ガ ロ』 だね、 
とい、っ思いがする。そして、どの作品を とっ 
ても、「こういう漫画も ある」と、 いうこと 
だ。 

作者は、「これが漫画だ11:」と、言い切る 
ことをせず、「こういう漫画 もある」 と、言 
っているよっに作品を通して思えてくる。後 
になって、それが$であったり、冷汗作で 
あったりするわけだ。私は「これが漫画 
だ nj と、強調する作者も好きであるが、 




「こ、っい、っ漫画もある」と、『ガロ』に作品を 
発表する作者も好きだ。私の場合は「これが 
漫画だ n 」 の方であったが、『ガロ』を初め 
てめくった時「へエエ”：」と、眼を丸くした。 
そして、こうい、っ漫画もあったのか n と、思 
った。ガロ的な漫画を構築してきたのは、描 
き手によるものか、長井さんによるものか、 
一方に決めてし_っことはできないだろ、っ。 
それでは両方か、とい、っと、そ、っかもしれな 
い。でも長井さんに言わせると、もしかする 
と 

「こ、っい、っ結果になってしまったのですよ」 
と、いうことになるかもしれない。 

長井さんの、いつ-^ごいと思わせること 
は、ガロを発刊し続ける根性にあると思う。 
漫画界というか漫画の歴史において、「こ、っ 
い、っ漫画もある」とい、っ世界を造り上げたこ 
とは、これは無視して漫画の歴史を語ること 
はできないだろう。 

昔、私も『ガロ』誌上に発表させていただ 
いた。太陽に住む人間達が、火の中で寒い寒 
いと言ってふるえているといつた内容の漫画 


をかなりの期間連載させていただいた。その 
よっな漫画を『ガロ』でべージをさいてくだ 
さったのも、私の思った「こ、っいう漫画もあ 
る」とい、っ『ガロ』の性格にかなったからで 
はなかったろうか。『ガロ』がある限り、こ 
、っい、っ漫画もある、とい、っ漫画を発表できる 
場があるということだろう。これは、私が勝 
手にそ、っ思い込んでいるのであって、長井さ 
んは別のことを思っているかもしれない。で 
も、長井さんの気のやさしい人柄からすると、 
「秋さんの言う通りですよ n 」 と、言ってく 
れるに決まっている。長井さんとお会いする 
と、人間的にホッとするものがある。延々と 
漫画の話ができる人である。私自身、漫画の 
話ばかりしていたい。漫画以外の話などちっ 
とも楽しくない。漫画の話をしていて、では、 
ちよっと話題をかえて別の話をしようと言っ 
て、また、漫画の話を始める、とい、っ光景が 
好きで、私はいつもそ、っい、$にいたいと思 
っている。そこに、『ガロ』が置かれてあっ 
たりしたら_だろ、っ。 




KATSUMATA, Susumu 


勝又進 


[ブロフイール]1943年12月27日 ' 宮城栗生 
まれ。高校卒業後上京し、日製産業に3年間 
勤めた後、東京教育大学理学部物理学科に進 
む01年の時『ガロ j 投稿し、66年6月号以 
降、連続入選。カスタムコミックの表紙絵も 
担当。主著に•■勝又進短編集 j 「わら萆子 j 
らりんこん j 清林堂)、 r 桑いちご j (日本文芸 
社)、 r 絵本 • 遠野物語』(高文研)、 r 木菟巷談 j 
(風門社)などがあり、「八ンザキぞろぞろ j(P 
HP 研究所）など絵本の挿し絵も手掛ける。 



したり、牛追いをしたりしていたもんで、花 
巻村の正助が始めて綿作りに成功したときは 
感激したし、自由に生き 去つとする 忍者 カム 
イの行く末を見守ってもいた。 

当時私は三年間勤めた商 W 41社を辞めて、 
大学に通い始めていたのだが、会社の寮では 
「狼少年 ケン」 や「宇宙少年 ソラン」 の表紙 


『ガロ 』のこと 

『ガロ』はいつの時代も、さまざまな才能を 
吸収し増殖し続ける生命体だ。 

理念を追求する細胞、男と女の関係性を思 
索する細胞、旅する細胞、アクションに興じ 
る細胞、生殖にいそしむ細胞、四コマの壁に 
棲む腸内細菌もいたりして、極めて健康体だ。 ▲ 

己れのパワーが落ちている時など、送られ 
てくる『ガ ロ』 を開けるのがためらわれる。 

開けたとたん、ほっかほかの内臓が飛び出 
してく ることがあるからだ。 

私の漫画’が『ガ ロ』 に入選したのは、一九 
六六年の六月号でぁった。 

おりしも、かの日置領では蔵屋のマユ買い 
たたきに端を発した玉手村の一揆がぼっ発し、 
「カムィ伝」は盛り上がりを見せていた頃だ。 

カムィに抜忍になったかつての師、赤目 
を殺るょ、為令が下されたのもこの頃だった。 

私は実家が農家で、子どもの頃、裳— 




のついたスケッチブックに、忍者モノを描き 
ついでいたのだった。 

四コマ漫画が入選し、もっと他の作品も持 
つてくるネフにといぅハガキをもらい、私は 
はじめて神田#^町の！堂を訪ねた。 

主霖堂は『航空フアン』の二階にあって、 
狭いはしごの去っな階段を上った、鳥の巣の 
よっなところだつた。 

『忍法秘話』や『ガロ IU のパックナンパーが 
すり鉢状に積まれた底に机があって、そこに 
長井勝一社長と水木しげるさんがいた。 

「命がけで働いてはした金しかもらえねえ、 
忍者なんかになるやつの気がしれないよ」と 
い、 J ズミ男は、カムィと並ぶ『ガロ』のス 
ターであった。 

欲望を原動力とするネズミ男の会話は小気 
味よく、所作も生気にみちみちている。 

ある時は：に棲む神様だったり、ある時 
は夢のセールスマン、あるいは腰巻きデザイ 
ナーだったりするネズミ男の処世と失敗に、 
私は限りない愛着を覚えたものだ。 

私の忍者漫画は、少年忍者や動物が障虫杨 


リレーょろしく、やたら野山を駆けずり回る 
だけのシロモノであった。 

長井さんはカードを操る-^っにスケッチブ 
ツクをパラパラツとめくると、四コマでいつ 
たほぅがょい、ときっぱり宣託を下されたの 
であった。 

以来一〇年以上、私は四コマ漫画を描きつ 
づけた。 

四コマの梓の中で、いろいろな人間に化け 
る楽しみを覚えてしまったのだ。 

学園紛争でぅろたえる教授やノンポリ$、 
ゲバ棒をふる、っ女子学生や機動隊のおニィさ 
んなど、私は四コマの檻の中で狸であった。 

私は漫画家として『ガロ』から多くの養分 
を吸収してきたが、特にデビユー間もない頃 
に出会った人と作品に、鳥の刷込みみたいに 
深く影響されていると辱っ。 

私の入選第一作は、つげ義春さんの「李さ 
ん一家」が発表された号に載った。 

崩れかかった家に生い繁る雑草。いいなあ、 
私もあんなところで隠者の生活をしてみたい。 

わずか一二枚であんなすばらしい世界が描 
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けるなら、私もいつか短編を描きたいモンだ 
と0 

もっこれで、私の将来の貧乏は約束された 
よっなものであった。 

楠勝平さんは私と同世代だが、すでに「名 
刀」「居酒屋」で独自の境地を確立していた。 

楠さんは江戸の町医者や職人の目を通して、 
さまざまな死について思いを回らせている。 

すっきりと力強いタツチは感傷を寄せつけ 
ず、それは彼の生きる姿勢でもあった。 


楠さんは「ゴセの流れ」「彩雪に舞、 っ」 と 
いぅ珠玉の短編を残して、持病の心臓病のた 
めに三〇歳で夭逝した。 

楠さんは漫画を描くことで江戸の市井に生 
きる人々の命と連らなり、その作品群は九〇 
年代の今も僕らの心をとらえて離さない。 
「天国で見る夢」に始まる佐々木マキさんの 
一連の作品は、時代の洗練された落描きだ。 

シニカルなイラストのアナーキーな連らな 
りやリズミカルな反復はマザ—グ—スやビー 
トルズの音楽を連想させる。 

林静一さんはベタと白ヌキで美しく歌舞い 
た絵柄で繁栄の光の中の闇を描いた。 

「吾が田は」は戦後日本の選択を描いた真摯 
にして痛烈な寓話である。 

カエルのケロ吉は己が脳ミソ(知識人、指導 
者)と手足(労働者)の激しい問答の末、自由 
世界の一員になる決心をしたのだった。 

私は今も相変わらず狸のままだ。 

蜂飼いや技術者や芸人や筏乗りなんかに 
化けて作品を描き、流れていこぅと思っ 
ている。 






域家出少年と、 
着日本文化の一 

1111^ 初めて『ガロ』を読んだのはほんのガキの 
_頃で、つげ義春の「チ—コ」が載っていて、 
ょく 解んないな あと 思っていたのだ。それは 
一九六六年三月号の『ガロ』だった。それで 
も子供ながらに文鳥が死ぬシ—ンが衝撃的で 
.如 いつまでも引っかかって いた。そして 次に 
加 『ガ ロ』 を買ったのが、家出少年の ぼくで、 

1, 一九七〇年一月号の『ガ ロ』 だった。裸電球 
TO の三畳のアバートで見たつげ義春の「やなぎ 
S 4 屋主人」と、始まったばかりの「赤色エレジ 
—」をりっぱに理解できる不良少年に成長し 
ていたのだ。それから欠かさず読んできた家 
出少年は、『ガ ロ』 はつまらないほうがいい 
と 思つ ている (ポップにしなけりや売れないんでしよ 
うが)。マ イナー がいいと思つている。ぼくの 




去フなマィナーのマィナーが描いても恥ずか 
しくな. い『ガ ロ』 がいい。 

新生『ガ ロ』 に、ぼくは馨として何を見 

たいのか-それはいつでも決まっているの 

だ。ぼくの見た こと もない線で描かれた絵や、 
見た こと もない描き方で描かれた絵や、見た 
こと もない心で描かれた絵や、見た こと も聞 
いた こと もない情感のものを、 こっそり 見た ■ 
いのだ。 

なにしろそれが新しい文化の始まりなのだ 

から(なにしろ f ガロ J は日本文化の中心だったのだ、 
実は)。そ、っしてぼくはこっそりとしておく。 
そして蓋をあけてみたら一〇〇万人の^3少 
年が『ガロ』 を 読んで たら 実験成功です。 
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y ノクち7シ—『ガロ』 


手元に『ガロ』がないので正確なことはわ 
からないが、ぼくが「日本忍法伝」の連載を 
始めたのは『ガロ』創刊から間もなくのこと 
だったと記憶している。忍者列伝を書いてほ 
しいとの依頼であった。当時ぼくは TBS ラ 
ジオで民放ラジオ最後の連続子ども番組とな 
った『戦国忍法帳』の脚本を担当していたの 
で、そのあたりからの発想だったと思われる。 

はじめは古代の忍者から一回毎に時代をた 
どって書くつもりだったのが、 とりあ 之す始 
めた聖徳太子の時代にすっかり とりこに なっ 
て、ついには忍者伝とい、 っょりも 古代史ドラ 
マの ょっな 物語になってしまった。 

小説といぅにしては余りにおそまつなもの 
であったが、それでも、締切りの遅れがちな 
ぼくを叱咤しつつ連載を続けて下さった長#' 
さんをはじめ編集の方々に感謝している。に 
もかかわらず未完のままになっているのは、 
ぼくの力不足であり無責任さであると反省し 
ている。 

とはいえ、当時次々と発表される古代日本 


についての様々な新説や事実に、胸ときめか 
して「日本人とは何なのか」をぼくなりに問 
い続けていたあの頃、やはり燃えるものがあ 
った。若くもあった。その意味では『ガ ロ』 
に登場した多くの若い、実験精神旺盛なマン 
ガ家の諸君と気持ちだけは同じであった。 

現在に至っても「下手な小咄みたいなもの 
を『ガ ロ』 に書いて たよ」 というと、びっ く 
りする 若いスタッフが多い。『ガ ロ』は 今や 
神格化され、伝説化し、聖域となった感 すら 
ある。そのサンクチユアリーに参加できたこ 
とを幸せに^っ。 

しかし『ガ ロ』 は発刊され続けている。お 
そらくこれからも新しい伝説を作り続けてい 
くことであろう。そしてそれが『ガ ロ』 の使 
命でもある、といっていいのではないだろう 
か。『ガ ロ』 は常に「現代」である。秀れて 
「現代」であるゆえに『ガ ロ』 は「伝説」を 
生み続けるのである。 



f ^£_ s 『ガロ.一は凄い。 

f W 「ガロ』には独特の時間があり、その時の河 
RH //, は、生活の尺度と違っている。いや、それは 
0£7生活の浮薄な表相と対立して、意識の深層を 
/ ss ( 流れてぃる。 

/だから『ガ ロ』 には、発見がある。 

『ガロ』の f させた I 群は、いちいち個 
有名詞を上げないが、それぞれに夢枕獏風の 
サイコ•ダイパーである。記憶や潜在意識の 
s を、そのダイパーたちのカンテラが照ら 
してゆく。私はその光明にみちびかれて、時 
間への旅を、つづけて来た。もちろん、その 
時間は、単細胞な縦軸の経過ではない。 

粘着し、混在し、輪になり、溶解する時間 
である。それが『ガロ』を色彩る独得の水流 
と言えるだろ、っ。 

だから、『ガ ロ』 はエロチックなのだ。 

死、に隣接する愉悦がある。 

『ガ ロ』 に取り憑かれる とい、っ ことは、死に 
至る病なのかもしれない。 

その『ガロ』病は、ほとんど治癒不能の病 
である。犠地獄のよるものかもしれない。 
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『ガ ロ』 は地獄だ。 

私は、何故か『ガ ロ』 といぅと、紫紺のイ 
ンクを連想するのだが、その色は、地獄と法 
悦の攪拌を思わせる。単色に、夢幻の色があ 
り、無限地獄への誘いがある。ひょっとする 
と、終戦後の闇市を色彩ったカストリ雑誌の 
綾と、カーバイトの匂いを、『ガロ』は麻薬 
のよっに封じこめているのかもしれない。 

そこに、エロスの闇もある。 

血の色もある。紫の血がしたたっている。 

だから『ガ ロ』 は凄い。 

時空の#間に、暗渠があり、その中に蠢く 
本性を表現しているものは、 そ、っそ、っ 見当ら 
なぃ。 

だから『ガ ロ』 に惹かれる。 

矢張り、これは死に至る病の症状だ。 

でも、ひょっとすると死の彼方へもサイ 
コ•ダイビングできるかもしれない。 こ、^ 3 
思いはじめている。 

ならば、その病は悦楽だ。 

そぅ、『ガロ』は法悦の経典なのだ。 


[ブロフィール]1937年3月29日生レ、早大仏文ヲ経テ TBS-TV 入社。社外二出来た縁ヲ頼リニ、フリートナル。精神分裂 
症ノゴトク様々ナジャンルノ作品ヲモノニスル。勿論、 CF ノ演出モ枚孥ノ暇ガナイ。鶴ノヨウナ人闥トデモ言オウカ。 
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[プロフィール] 1 948年 5 月 11 日、東京都 
目黒に生まれる。71年、シンガーソングラ 
イターとしてレコード•デビュー0フォーク 
ブーム全盛の火付け役の1人となる0また78 
年に役者デビューし、テレビ大賞および芸術 
祭優秀賞を受寅。同年、映画「ええじやない 
か j に主演。83年、 r 野獣刑事 j に出演し、 
日本アカデミー竇助演男優賨を受賞。86年、 
監督 • 美術等を手掛けたビデオ作品『デスパ 
ウダー j を発表。89年、フジサンケイグ 
»レーブ広告大賞タレント賞および ACC 寅を 
受賞。数々のイラストレーシヨンも手掛け、 
「COMj のぐらこんで入選0 77年以降、 1 ■ガ 
口 j にマンガ8作を発表〇 
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オイラか再ひマンガ (？) にめざめたとき 
(七七年から七九年頃)、手塚治虫氏に原稿を 
送ったことがある。そのときの返事に「まず、 
『ガ ロ』 に載せなさい」とあった。 

オレの絵を後押しする奴も、『ガ ロ』 にの 
ることはかなり重要であるとのたまわったコ 
卜を 今でもおぼえている。たしか八頁モノ、 
五篇ほど載せてもらい、結果はその年、イラ 
ストレ I ター (？) と_3て、デビユーすると 
こまで 進んでし$っ。 

今年、竹害人監督に よる 『無能の人』 が 
映画化になり、オイ ラは ーシ—ン出演の ため 
に、多摩川の現場へ。 な. な.なんと、その 
撮影現場に、あの、つげ よしはる(思ゎずひら 
がなで呼んでしまった) が 来て いるでは ないか！ 
オレのシ—ンにつげ氏も出演してもらい、い 
やァー 気分は、 まさに、 『ガ ロ』 でしたな一。 
やっぱり、『ガ ロ』 は、マンガ界のホ— ムラ 
ン王だナ。 
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僕が『ガロ』を初めて自分のこずかいで買 
ったのは中一の時。ところがそれには大幅な 
乱丁があり、本屋に一冊しかなかったので青 
林堂に直接行った。声変わりしていない学生 
服の少年を見て長井さんはあわれに思ったの 
か「まんじゅぅでも拿っかい？」とすすめて 
くれ、「こんなもの！」と乱丁の『ガロ』を 
引き裂いた。壁は返本の山でできていた。 

「音楽好きがいて、この間、あがた森魚といぅ 
人が事務所に来て歌ってったょ。.知ってる？」 

「知ってます。はっぴいえんどは来ません 
か？」 

「知らないなあ」 

奥には南伸坊さんが机に同じ角度で顔を向 
けながら黙々と仕事をしていた。 

それ以前は、上の兄弟が買った『ガロ』と 
『 COM 』 が転がっていたのを読んでいた。 
ところが、ハイミナ I ルを飲む永島慎二の 
「フ—テン」を親がみつけ、「小学生が読む漫 
画じやない」と 『 COMJ は禁止されたのだ。 
「カムイ伝」や「鬼太郎夜話」の日本的な 


九〇年代の™1ガロ』に望むことは、たと 
えばこのエピソードが物語る 『 COM 』 が瞬 
発的に放っていたメジャーなカウンター性。 
淀川さんぽや渡辺和博、そして最近ではパン 
チザウルスの作家達に到る子供にもおもしろ 
いアンダーグラウンド性。それは、『ガロ』に 
潜在し続けているパネのよっなエネルギ I 。 

このチルドレン•ジャンク•カルチャ—日 
本においては、子供を}に走らせる-^っな 
パワーを秘めたコミック誌がほしいのだ 。 『Y 
OUNG マガジン』じゃ、つっぱりになるの 
が関の山だからなあ。 

今、業界や編集で動いている連中には、初 
潮や精子を出す前に『ガロ』を読んだり、口 
ックを聴いたりしていたパカ者が多い。子供 
の脳に「ねじ式」はきまっせ〜。おかげ様で 
ドラッグたよらずとも脳みそがニユルニユル 
した三〇歳にならしていただきました。これ 
から、バカ者共の真価が発揮される。どこの 
国にもないコミックのアンダーグランド.力 
ルチャーを毛唐にも認めさせて『ガロ !>. の^ 


'-» ガロ』はなぜか黙認だ。 ンターナショナルな地位を確立し上 

子供を脳ミソ不良にさせる『ガロ』に 




読？ して 楽しんだ 

3 


私は、長井さんがまだ貸本屋向けの単行本 
を三洋社で創っていた頃、『ハィスピード』 
などの短編集に参加させていただいた。当時 
は一冊の単行本に何人かのの短編を載せ 
る短編集が流行しており、たくさんの貸本屋 
向け出版社が短編集を出していたが、今で云 
う"編集人"的な感覚を持っていた出版人は 
少なかった。本のパランスを考えて、^^ 
そろえて、 とい、フことを むしろ描き手である 
私達が考えなければならなかった。 そ、っいう 
中にあって、長井さんは珍しく編*^力を持 
った出版人であった。『ガロ』が創刊されて、 
改めて長井さんのそ、っいった能力を認識させ 
られたものだ。 

私にはコミック界をもっとメジャーな世界 
にしたいとい、っ願望があり、コミックはさら 
にポピユラ—なものになるべきだと考えてい 
た。したがって、『ガ ロ』 のょうにマニアツ 
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クな世界におさまってし 孝っ コミックは、コ 
ミック界にたずさわる者としてはいささか評 
価し 難い部分が あった。 

しかし、馨 としては 別である。 コミック 
の王道、娯楽的な作品ょりも、むしろ，，変 
な"作品の方を、私自身の内なるマニアック 
な感情で楽しませていただいた。特につげ義 
春氏の作品は、一作一作ファンの気持ちで読 
んでいた。読者としての私は、『ガ ロ』 に満 
足していたのである。 






青年マンガ 
黎明期から 
発展の 
時代へ 



L プロフィール;11941年、東京生まれ。都立大 
学大学院在学中の66年からゾガロ j のコラム 
「目安箱」を執筆。そのままずるずると批評家 
稼業を続ける。マンガから映画、写真、文学、 
社会風俗と批評対象は広いが、専門は中国文 
学。主著に、 r 鬌迅~~をの沈黙と言葉への抗 
い j (三一書房)、 1 ■沈黙の弾機 j (育林堂)、•■現 
代文化の境界線 j (冬樹社）「映画=反英雄た 
ちの夢 j (話の特集)、「鈴木滴純全映画 j (立 
風書房)、 1 ■肉体の時代一体験的60年代文化 
論 j (現代書館）など。 


東京オリンピックの年に 

=1ガロ』のこと矣さほどマンガに詳しくない若 
い人と話していると、私はいつも決まってつげ 義 
春の「李さん一家」を思いだす。というのも、彼 
らは、それを、古き良き昔の話だとばかり思って 
いるからだ。そこで私は仕方なく、こういわねば 
ならない、「それからガロが ど、フし たかと いうと、 
実はまだちゃんと二階から出ているのです」と。 

むろん、気がついたらいつの間にか二階に入り 
こんでいた李さん一家とは違って、『ガ ロ』 の版 
元である！堂の ほ、フ は、ちゃんと寧王に：^も 
し、 月々 のものも払っ た、？ 之で二階にいるのだろ 
うが、しかしそれにしても、会社設立以来、主は 
変われど自分たちは一貫して二階暮らしを続けて 
いたというのは、これは もっ エライというしかな 
い。だが、そんなふうに、一つのライフスタイル 
を (仕方なく 丄守ってきた『ガ ロ』 ではあるが、 
いくつかの転機というべきものはあった。もっと 
も大きいのは、『ガ ロ』 が創刊されて三力 月 目に 
始まった「カムイ伝」の AM が終了したときだろ 
うが、実は、創刊された一九六四年頃というのも、 
一つの転機であったのだ。 

一九六四年というのは、年間の実質経済成長率 





が一三パーセントになるとい、っ去フに高度成長が 
完全に軌道に乗り、東海道雜線が麗し、モノ 
レ—ルが敷かれ、一〇月には iM オリンピックが 
開催され、それを目指しての急激な都市改造が 一 
段落して莖示のイメージが一新するとい うよっ に、 
日本が、名実ともに戦後的な形態を脱皮していっ 
た年である。そして、いまから振り返って見れば、 
マンガとい、 っ メディアにおいても、この戦# s な 
形態からの脱皮とい、 っ ことが、それとは意識され 
ずに進行していたのである。それが端的に現れた 
のは、 -1 ガロ』の母胎であった貸本マンガの世界 
であり、そこから生まれた劇画である。 

貸本マンガが盛んになるのは一九五〇#の半 
ばだが、その代表的な存在である『影』が、大阪 
の日の丸文庫から創刊されるのが一九五六年であ 
る。そして、 辰巳ヨシヒロ、桜井昌I、さいと 
う•たかを、石川フミヤス、 K •元美津'佐藤ま 
さあき、小森ススム、松本正彦ら によって「劇画 
工房」が発足し、「劇画」という言葉が登場する 
のが五九年である。その頃が、貸本マンガの^® 
期ということになろうが、それを専門に扱う貸本 
店の数がもっと^\ くなるのも、この時期である。 
マンガ出版ということでいえば、戦後間もなくの 
_マンガ.ブームの時期からその頃までは、大 


手出版社の出す少年.少 i 誌や、その付録に載 
るマンガと、貸^5向けに作られた貸本マンガと 
が、まったく別ルートで、子どもマンガの表裏を 
成していたということである。 

しかし、 I 九六〇年を過ぎて、日本が本格的な 
経済成長に入る去フになると、貸 W 5 がどんどん 
少なくなって、貸本マンガは急激に衰退してゆく。 
水木しげるは、のちに、* M オリンピックの前あ 
たりが一番苦しかったと回想しているが、実際、 

六二！三年頃、貸本マンガは壊滅しつつあったの 
だ。$を失った零細出版社は倒産し、描く場を 
失ったマンガ家たちは、新しい場を求めるか、マ 
ンガをやめてほかの仕事につくか、選択を強いら 
れたのである。そんななかで、 さいとう.たかを 
や 佐藤まさあきの 去っに、早々とプロダクション 
を設立して活動の場を広げていく^^出てくる 
が、その一方で、貸本マンガが本当にダメになる 
六五1ハ年頃まで、そこに居残ってし李っ：^た 
ちもいる0 

『ガ ロ』 が登場するのは、そのょ，戦後の子 
どもマンガの重要な一面を担った貸本マンガが、 
そこから劇画を生み出しながら、母胎としての貸 
本というメディアを失っていく転機に当っていた 
のでぁる。 




一九六四年七月二四日創刊！ 

『ガ ロ』 が創刊されたのは、一九六四年七月二四 
日である。 

創刊号(九月号)は、一三〇ぺージで一三〇円。 ■ 
内容は白土三平の「ざしきわらし」、「赤い竹」、 
「陽忍」、「くぐつ」など四本の短編と、水木しげるの 
「不老不死の術」、それに諏訪栄(小島剛夕)の 
「海原の剣」の第一回で、あとは内山賢治の「動 
物百話」とい、っ読物と雲子の「も吉」とい 、 i 
話である。また、前後の表紙裏には、佐藤忠 男と 
影丸とい、っペンネームの_による短い白土三平 
論が載っていた。 

白土三平の新しい作品を載せるために作った雑 
誌の創刊号で、肝腎の白土の作品がいずれも旧作 
ばかりと い、 っのは、考えてみればかなりいい加減 
である。いまだったら、よほど小さな出版社でも 
まずやらないことだろ、っ。しかし' そ、っい、っ 拙速 
をあえてやってし$ っと ころに、当時の長井勝一 
のあせりが よく 現われているし、また、貸本業界 
から出てきて初めて雑誌を出した！堂とい、 

版社の f がよく出ているといえよつ。長井のあ 
せりは、•彼の病気とそのなかでの一種の回心 
(？) に関わつているが、くわしいことは「『ガ 
口 j 編集長」(筑摩書房刊)に書かれているので、 


そちらを参照されたい。ここで注意を促しておき 
たいのは、堂の性格についてである。 

青林堂は、六二年に発足したが、初めは=1サス 
ヶ J や『忍法秘話』や f レビ小趲、「おそ松く 
ん j などを貸^1:けの単行本として出す出版社だ 
った。雑誌刊行のプランはそのころすでに長井の 
頭にあったろうが、会社のありよフは、彼がそれ 
までやってきた日本漫画社や三の延長上にあ 
ったのだ。そしてそのことは、『ガ ロ』 を出す よ 
うになっても、いわば貸本業界の句いの本っにし 
て、この新しい雑誌に つきまとっ ていたのである。 
私が、創刊号としてはかなりいい加減な作りとい 
つたのは、そのことを指している。それは、いつ 
てみれば貸本の世界のいい加減さなのだ。ただし、 
それはたんに悪い意味だけではない。いい加減さ 
は、また、商品としての律気さに収まらないルー 
ズさ、そして自由さを、この新しい雑誌に与えて 
いたからである。のちになって、！■ガ ロ』 は一般 
商業誌とは違う自由な、同人誌囲気があると 
よくいわれたが、それも、このいい加減さと無縁 
ではない。 

ともあれ、そんなふうに大急ぎで走ひ出した 
■1ガロ』に、白土三平の新作「カムィ伝」第一回 
が載るのは、四号目(一二月号)である。一回の分 
量は 一〇〇枚。以後、連載は八年間にわたるのだ 



が、毎回の分量は後半になって少し減るものの、 
それまではこの一〇〇枚べースを維持していくの 
である。これは単純に量の問題でいっても凄い。 
だが、もちろん、それは量だけのことではない。 
創刊号に収められた「ざしきわらし」を見てもわ 
かる-^フに、白土三平とい、っ：^は短編も大変、っ 
まい人だが、やはり長編で^!一の力量を発揮する 
作家だとい、っことは、「カムイ伝」の第一回だけ 
を読んでも明らかであろ、っ。 

まず山や谷で動物たちが餌をとっている自然の 
描写から始まって、収穫' fc 忙しい村の様子、そし 
てそれと対照的に謂王が^?^をして遊んでいる 
城中、さらに一転して村の様子、といぅ-^っに進ん 
でいく場面の転換はきわめてスピーデイで、しか 
もその転換のなかで、江戸時代の階級構成や相互 
の利害や力の®^を明らかにしてゆくところは、 
さすがに白土三平である。それと、「カムイ伝」 
は、あとになると正助だけ S っかけていってダ 
イナ ミックな 展開も乏しくなり、それに応じて世 
界も狭くなるが、にもかかわらず、初めの頃を読 
み返してみると、「忍者武芸帳•影丸伝」よりも 
はるかに i で立体的な世界把握をしていたこと 
がわかる。その点で、明らかに作者は前進してい 
たのだ。むろん、そのことが逆に作者を縛ること 





になった面 も あろぅが、それはやむを得ない。 と 
にかく 白土三 平は、この「カムイ伝」にこの時期 
の力量のすべてをかけて頑張ったのである。そし 
てそれが=1ガ ロ』 の原動力になったのだ。 

さて、「カムイ伝」が始まってよっやく『ガロ J 
は、 長 井などが初めに疋していたかたちになっ 
たわけだが、この頃、『ガ ロ』 を支えたもぅ一方 
の 柱は、楽しげる の短編群である。 楽は、 創 
@から六七年にかけて、ほとんど$欠かさず 
力のこもった作品を発表し、それ以外にも「漫画 
の描き方」や「ロータリー」などのエッセイや、 
「イソップ式漫画講座」といった作品を描いてい 
た。それらは、ときに世相や政治に対するあまり 
にも直接的な諷刺に流れる場合もあったが、その 
底には、生活の地平に浮き沈みする庶民のし 
た姿が、ユーモアと哀しみのなかでとらえられて 
いたのである。そこでは、誰もが、はかない夢の 
梯子を登ろ、っとしては必ずおちてし孝っ。たとえ 
ば「ネコ忍」は、その頃の-^ しげる の傑作の一 
つである。 

しげる は、六五年の春に、講談社三賞まん 
が部門を受賞(白土三平は六三年に受賞)するが、そ 
の夏には、『少年マガジン』に「墓場の鬼太郎」 
の連載を始めるなどして忙しくなる。となると、 


彼もまたアシスタントが必要になるわけだが、そ 
こへやってきたアシスタントがタダ者ではない。 
まずは' つげ義春なのだ。ついで、大阪の日の丸 
文庫にいて、のちに『ガ ロ』 で本格的にデビユ| 
する池上遼一が、また、もっとあとになると 鈴 木 
翁 二などが、水木プロでアシスタントをやるので 
ある。ふつうアシスタントといえば、修行をかね 
ての弟子入りというのがほとんどで、つげ義春の 
よっなべテランがやるなどということは滅多にな 
い。その滅多にないことが、当時の『ガ ロ』 周辺 
で起こったというのが面白いが、面白いのはそれ 
だけではない。つげは、水木プロで、主にあの細 
密な背景を描いていたらしいが、それが水木マン 
ガに新しいタッチをもたらすと同時に、つげ義春 
自身の作品にも、細密な風景として生かされてく 
るのだ。つまり、個性豊かな^: M たちが、そうい 
' r ' sf のなかで相互に影響を及ぼし令っのである。 
同じよ っな ことは、池上遼|の場合にもあったに 
違いない。 

初期の -1 ガ ロ』 では、このほかに 調訪栄(小島 
剛夕) と 楠勝 平が描いていた。しかし、 小島剛夕 
は「カムィ伝」の絵を描くようになってからは 
『ガ ロ』 に描くことはなくなり、われわれが親し 
くその作品に接する よ、 っになるのは、「劇画ブー 





ム」 を迎える よっ になってからの、ほかの雑誌に 
おいてである。その頃の作品にくらべると「海原 
の剣」は、物語も、コマの展開も拙いが、それだ 
けに小島剛夕のロマンチシズムが Wsl に出ている。 

一方の楠勝平も、六四年の一〇月号から「仙 
各といぅ忍者ものを連載していたが' その最終 
回 (六 五年 六月 号)に「しっぱいしました。長編の 
むずかしさ蠢切に感じました」と書いたよっに、 
まだ本領を発揮していない。彼が-^っやく自分の 
世界を探りあてたと思われるのは、しばらくの沈 
黙のあとに、「名刀」 (六六 年 一〇月 号)を描いて以 
降のことである。それも、 三^: m の「おせん」に 
なると、江戸庶民の暮しに材をとったその物語世 
界も、絵やコマ割りも、ほぼ完全に白土三平の影 
響を脱して、彼独自のものになる。そして以後は、 
病気が彼の体を冒していくのと®るかのよっ 
にして、しかもまったく病気^じさせない力強 
さで、優れた作品を次々と描いていくのである。 
死の直前に描かれた「彩雪に舞ぅ」 (七三 年 三月 号) 
は、そのよっな楠勝平の頂点を示す作品であると 
ともに、「カムイ伝」以後大きく変貌しつつ あつ 
た劇画の最後の光芒を示す作品だったといえ去つ。 

ところで、 r ガ ロ』 は、白土三平や水木しげる、 
それにつげ義春や永島慎二といつた貸本時代から 


の：^が自分のやりたい仕事をやる場であったと 
同時に、さまざまの傾向の新人たちが、自分を伸 
ばしていく場で も あった。そのなかで もっとも 早 
い時期に登場したのが藤沢光男とぉがわあきらで 
あるが、六五年六月号で白土三平が「マンガを描 
こ、 っ」 と呼びかけると、それに応じて一二五篇の 
作品が集まり、そのなかから星川てっぶ、渡二十 
四、つりたくにこなどがデビユーした。藤沢の作 
品には杉浦茂の影響が濃厚であり、ぉがわの作品 
には劇画を勉強して きたと いった匂いが強いが、 

星川たちの作品にはほとんどそ、っい、のが感じ 
られなかった。手探りで描きたい世界を作り出そ 
うといった趣がある。なかでも、渡二十四の作品 
がもっとも水準が高かったが、マンガを描くこと 
に対する執着は、つりたくにこがもっとも強かっ 
たのだろう。従来の少女マンガの枠には収まらず、 
SF やナンセンスものに向かっていったところに、 
つりたは、のちの新しいマンガの傾向^ R 取りし 
ていたといえるかもしれない。 

また、マンガではないが、「カムィ伝」がスタ 
—卜した翌月から、佐々木守の「日本忍法伝」の 
連載が始まった。これは、聖徳太子が忍者を使っ 
て 権力を 握ろ、フとすると ころから始まる古代史の 
読みかえといっていい物語で、小説というにはや 
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や叙述が荒っぽいが、八切止夫や、のちの半村良 
につながる作品といっていいだろう。 こうい、っ 読 
物が載るところが、いかにも『ガロ J らしいのだ。 
いや、 r ガ ロ』 らしいといえば、一種の社会時評 
のコラムである。「目安箱」も同様であろう。長 
井や白土が、世のなかの動きに対して ひとこと 文 
句をつけるぺ—ジを作ろ、フ として 始まつた「目安 
箱」こそ、ふつうのマンガ雑誌にはないものだか 
らだ。これは、初めのうちは白土を初めとする赤 
目プロの人たちが書いていて、六六年の四月号か 
ら私がひきついだ。私は、そこに 書く ことでいつ 
の間にか物書きになってしまつたが、マンガとは 
直接かかわりはないのに、『ガロ j が私の文章に 
及ぼした影響は大きかった。 

話をマンガにもどそう。 

先にあげた新人たちが登場したのに前後して、 
つげ義春が「ガロ』に描き始めるのだ。最初が 
「噂の武士」(六五年八月号)で、以後、だいたい一 
力 月 おきぐ らいの ぺ—ス で作品を発表していくょ 
うになる。六六年のなかばからは、ややその間か 
あくが、六七年に入ると「通夜」、「山椒魚/「李 
さん一家」、「峠の犬」、「海辺の叙景」、「紅い花」 

と一気に*^を描き続ける。実際この頃は、今月 
はつげ義春がどんな作品を描いているのだろうと 



い、っのが、「ガロ j のぺージを開くときの楽しみ 
だった。しかし、それ以前においても、つげの作 
品は、たとえば、物語を構成する人間や自然の矛 
盾に満ちた S の相克が劇を構成する白土三平と 
も違い、また、欲望の実現と喪失が絶、 f 逆転し 
あ、っところに劇が生み出される水木しげるとも違 
った劇を作ってきたのである。それをなんといえ 
ばいいか、あえて一般化すれば、人と人との S 
のずれが一瞬の隙間をあける t ころに、負の劇性 
ともいぅべきものを構成してきたのである。六七 
年の一連の傑作は、そこに、語りを持続させる強 
力な話者(ナレータ丄を生み出し得たところで出 
てきているのだ。 

そして、六八年六月に、「つげ義春特集」 とい 
ぅ増刊号が出るが、その巻頭を飾ったのが、あの 
「ねじ 式」 である。これには、例の冒頭の独特な 
モノ ローグで語られる 「メメクラゲ」 が、実は、 
作者が 「XX クラゲ」 と書いたのを印刷所が間違 
えて 「メメ」 にしてしまつた とい、っ-^っな 逸話も 
含めて、さまざまな伝説が つきまと、っが、 それだ 
け一般に与えた衝撃は大きく、とくに、詩人や演 
劇畑の人たちの注目^^めることになった。 



『ガロ』、大いに売り出す 

つげ義春が着実に作品を発表していった六六年 
になると、『ガ ロ』もよ、っやく 売れ出すが、 また 
この頃には、次々と新人たちが登場してくるので 
ある。四コマの勝又進がまず先頭で、ついで田代 
為寛、池上遼 r 佐々木マキ、そして林静一、彼 
らはいずれも六六、七年にデビユ—する。さらに 
六八年には日野日出志に仲佳子、六九年になると 
矢口高雄に淀川さんぽ、といった具合に続くのだ。 

新人の登場によって雑誌が活気づくのは当然の 
ことだが、この場合はたんにそれだけでなく、彼 
らがマンガ表現の枠をひろげていくことによって、 
『ガ ロ』 そのものが、かつて白土三平が願ったよ 
、っな S な実験の場になったのである。たとえば 
勝又の四コマは、むろんそれ自体では伝統的な形 
式であるが、これが劇画中心の『ガ ロ』 に載るこ 
とで、思わぬ異化効果を発揮する。また勝又自身 
が、そのなかで、従来の四コマにはなかった劇性 
をと りこんで、独自の短詩形と もい、フべき 表現を 
獲得していくのだ。さらに田代為寛の サィレント 
マンガは、とりあ、+は了解すみの意味の、？ X を 
滑っていくのであるが、佐々木マキに至ると、そ 
れはいつたん個々のイメージ相互の葛藤が劇を生 


み出す 去っ に再構成されていく。そこには、 アメ 
リカのポップ. f - I 卜やビートルズが f に活用 
されていたのだ。また、おそらくマンガ史上初め 
て、紙の白 さと 墨の黒さをともに色として解放し 
た林静一は、同時に、絵画やマンガが暗黙の前提 
にした奥打きのものの厚みといったものを、紙の 
平面性を際立たせることで脅かした。しかも林の 
場合は、そうい、 っ 試みをやせた前衛主義に陥 いら 
せないょしたたかな物語性をもって、劇の構 
成へと夫させたのである。 

これらはいずれも' マンガ表現の可能性を大き 
くひろ げたのだ。しかし、当時の - i ガロ j が素晴 
らしく 輝いていたのは、たんにそのためではない。 
彼らとともに、たとえば 池上遼|や楠勝平の ょう 
に正統的な劇画の手法でみずからの世界を震す 
る若手がおり、つげ義春がおり、白土三平や.^ 
しげるがいて、しかも相互がたがいに排¥ る こ 
となく、 肯定しあつていたからなので ある。 

そして、 『 ガ ロ』 の内容が充実して、それがク 
チコミを通じて売れ出す六六、七年頃に なると、 
既存の出版界でも、劇画を新しい商品として積極 
的に押し出して いこうと する動きが出てくる。そ 
の早い例は、六六年に創刊された" I コミック.マ 
ガジン』(芳文社)であろうが、ここでは平田弘史 



や影丸譲也といった生粋の貸^^ちの劇画 ^ V 
起用して、青年劇画誌の流行に_をつけた。ま 
た、この年、 I 〇〇万部を突破して少年マンガ誌 
のトップに立った『少年マガジン」(講談社)でも、. 
梶原一騎と川崎のぼるのコンビによる「巨人の 
星」の連載を開始する。 さらに 小学館からは、 白 
土三平の『忍者武芸&が新書判で Bfi 1 されるが、 
その一方で、貸本を代表する日の丸文庫の『影』 

が休刊になる。 とい、 っ-^っに、この時期、それま 
で子どもマンガの裏にあった劇画が表に出てくる 
と 同時に、それを担って きた 貸本出版は最終的に 
姿を消していくのである。 

こぅいった動きは、六七年、六八年といっそ、っ 
激しくな るが、そこで目立ったものだけをあげれ 
ば、六七年には、『週刊漫画アクション』 (双葉 社) 
が創刊され、 モンキ— パンチの「ルパン三世」や 
石森(現. 石ノ 森)章太郎の「009ノ1」が 
連載される。また少年画##から『月刊ヤングコ 
ミック』が創刊されるかと思えば、『少年マガジ 
ン』では、 さいとぅ•たかをの 「無用之介」の連 
載が始まる。そして、翌年になると、『少年マガ 
ジン』で高森朝雄とちばてつやによる「あしたの 
ジョ — J の連載が始まって、いよいよマンガ熱が 
高まるのだが、メディアでいえば、『月刊ビッグ 


コミック』(小学館)の創刊が、ここに至る流れ 
を®^^るといっていいだろ、っ。 

そこでは、手塚治虫、石森章太郎など、早くか 
ら少年誌で公認されと並んで、白土三平、 
さいとう •たかを、 水木しげる といった劇画界の 
大御所がいっせいに顔を揃えているわけだが、そ 
れはとりもなおさず、大手出版社が、劇画を新し 
い商品として積極的に内に取りこんでいくと同時 
に、マンガの！^を、子どもから青年へと拡大さ 
せる姿勢をはっきり打ち出したことを意味してい 
る。六〇めまでは、子どものなかの裏文化 
としてあった貸本=劇画がこうして表文化のなか 
に繰りこまれていくという現象、いわばカウンタ 
I .カルチユアがサブ•カルチユア化していく現 
象は、他のジャンルでも見られることではあるが、 
六〇年代後半にはそれがさまざまな領域で起こり、 
とりわけマンガ、劇画において典型的に現われて 
いたのである。そして大手出版社が、貸本から生 
まれた劇画の成果をこ、っして内に取りこんだとし 
たら、『ガ ロ』 のような雑誌は、いよいよ描きた 
いものを描く、実験的な場とならざるを得ないで 
あろ、っ。 

だが、 そ、っいう 『ガ ロ』に 刺激され てであろう 
か、この「ビッグ コミック」 が登場す る 前年、 手 
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塚治虫は、 『 COM 』 (虫ブロ商事)を創刊し、「火 
の鳥」の連載を開始する。 『 COM 』 の創刊は、 
手塚の-^っに、さまざまなところで描く場が保証 
されている4¢¢でありながら、なお、みずから 
の実験的な試みを展開する自前のメディアを求め 
たとい、臺味で、この t の並外れた創作エネル 
ギ—を証するものだが、ともあれ、これが出たこ 
とによって、六〇#末の数年は、それぞれ肌合 
いの違っ『ガロ』と rcoM 』 の競合する時代と 
なる。しかし、 『 C 0 MJ については、ほかで書 
く人がいるだろ、7から、ここではただ永島慎二に 
ついてだけ触れておこ、っ。 

永島慎二は、つげ義春などと同じよっに、若い 
ときから貸本マンガを描いてきたベテランだが、 
自分が描くマンガと生き方とを重ね合わせるとい 
ぅ独特なスタイルを持った作家で(また、その点で 
若い作家たちの信望を集めていたのだが)、六〇年代の 

初めにはすでに結婚して子どもまであるのに、新 
宿で フー テンをしていた。その後、虫プロに入っ 
てアニメーションをやり、六五年には、国需の 
カラ！アニメ「ジャングル大帝」の演出を手が 
ける。面白いのは、そのちようど同じ時期に、真 
崎守や村野守美なども、虫プロでアニメーシヨン 
をやっており、七〇霖になって『ガ ロ』 に描く 


よっ になる ということ だ。しかし、永島慎二のほ 
うは、 『 COMJ の創刊と同時に「フーテン」の 
連載を始め、同じ年の八月には、『ガ ロ』 にも、 
それとはまたひと味違った「かかしにきいたかえ 
るの話」を描き、以後、七〇_にまでわたって、 
『ガ ロ』 の重要な柱になるのだ。 

さらに、同じ六七年には、やはり貸本時代から 
のキャリアの ある 滝田 ゆうが、 桜井昌|の紹介で 
『ガ ロ』 に登場することになる。滝田は、いわゆ 
る 劇画調の直線的な硬いタツチとはまったく異質 
な、丸みを带びたグンニャリした線で描くところ 
に特長があったが、それが本領を発揮するのは、 
翌年から連載を始めた「#1®町奇譚」であろ、っ。 

そして、その「寺島町奇譚」が始まった六八年 
一二月号には、つげ義春の実弟で、すでに貸本で 
も描いていたつげ忠男が、「丘の上でヴィンセン 
卜.ヴァン•ゴッホは」で再デビユーする。 

実際彼らがいっせいに、それぞれの力作を何く 
わぬ顔で揃えていた六 七、八 年の 孑 口』という 
のは、 いま ^っと夢の よっ に幸福な時期だったと 
いう気がする。それは一人一人のマンガ家が幸福 
だったというのでは、むろんない。一人一人が、 
時代の さまざまな 養分を吸いとって、それぞれの 
スタイルを 開花させ、 そうして 妍を競い あ、 っ こと 



がそのまま総体としてのマンガを活気づける とい 
う、 まるで 嘘の よっな 幸福がそこに あったと い、 っ 
ことなのだ。それは、少し角度をかえていえば、 
あのときはまだ、語るべき物語が、あえてそれを 
解体してみせるにせよ、またそこか^%らす 
にせよ、信じられて いたと いう こと だろ、 っ。 いま 
は、それが決定的に失われているのであり、その 
ためマンガ総体の^*力が貧しくなって、®が 
一人一人で悪戦を強いられているのである。それ 
は、しかし、いま始まつ たこと ではない。「カム 
ィ伝」の連載が終わる一九七一年頃から、すでに 
明らかになりつつある事態だったのだ。 

たとえば、七〇年を境にした一、二年、『ガ ロ』 
でもっ ともよく 奮闘していたのはつげ忠男である。 
彼の作品は、一瞥したところでは正統的な劇画と 
いうことになるが、しかし楠勝平が そ、っで あるよ 
うには'決して「正統的」ではない。それはすで 
■に危機を孕んで、とい、 っよりは むしろ危機を劇の 
核にすることで作品が描かれているのだ。ここで 
はこまかい指摘はできないが、それは彼が#*^ 
る風景一つをとつても明らかだろ、つ。つげ忠男の 
描く風景は、通常のマンガにおける意味づけられ 
た絵からはずれているばかりか、物語の文脈から 
も逸脱して、あや、つくそれ自体が一個の作品とし 


て自立し よ、っと しているのだ。つまり、物語はそ 
の風景に行き当ったところでみずからを超えよフ 
とするのである。そして、その危機的動勢が、彼 
の作品の劇をかたち作るのである。むろん、つげ 
は、そこに物語を！しているわけだが、それは 
t っ一歩踏み出せば解体するぎりぎりのところで 
行われていたのである。そしておそらくそれが、 
時代の転換を暗示していたはずである。 

「カムイ伝」が終わって 

「カムイ伝」が終わったのは、一九七一年の七月 
号である。六四年の一二月号から始まって、あし 
かけ八年に及ぶ大連載だったが、七〇年を過ぎる 
頃は i に苦しそぅで、最後は、刀折れ矢尽きる 
とい、っ 感じだった。 

当時は、それは、作者が、いささか図式的な歴 
史観をあまりに強く前面に出したために失敗した 
とか、カムイより正助に比重がかかり過ぎて苦し 
くなったなどといわれ、 S そ、っい、っ面もあった 
が、しかし、 t っ少し踏みこんで見れば、白土三 
平の、『忍者武芸帳』では可能だった「革命」に 
対するロマンチシズムが、「カムイ伝」では不可 
能になったことのほ、っが大きかったのではないか 
と思われる。実際、作者は、作品のなかで、繰り 





返し「一^とい うこと を語っているが、物語の枠 
組は絶、4すそれを挫折に追い込み、最後は、まさ 
に、その夢の廃墟を思わせる光景で終わっている 
のだ。いわば、白土のロマンチシズムが リアリズ 
ムによって破られた という 観があるが、その意味 
では、戦後的な理念が現実に追い抜かれていくこ 
の時期の状況と、「カムィ伝」の終わりは重なっ' 
ていたのである。 

だが、これを大きな物語の崩壊と い、 吴度から 
見れば、同じよっなことは、他でも見られたのだ。 
たとえば「あしたの ジョー」 が、七〇年に力石徹 
が死んで、その§会なるものがファンによって 
開かれたあと、蠢にエネルギ—を失っていくの 
もそうだし、戦後的な理念とは一線を画している 
が、それでも高度成長的な技術主義を支えにして 
いた「巨人の星」も、やはり七一年には終わるの 
だ。つまり、男の^^たちに よる 大河ロマン的な 
劇画は、この時期、なんらかの形で終焉を迎える 
のである。そして、そのことを、「カムィ 伝」 が 
まさに終わろうとする時期に『ガロ』に連載され 
た^^ しげる の「星をつかみそこねる 男」 は、生 
活的な現実感覚によって照らし出してもいたのだ。 

むろん、その一方で、小池一夫と小島剛夕の 
「子連れ狼」の連載 ( r 漫画アクション匕が始まった 


りするのだが、それは小池 I 夫のよっに優秀な物 
語作者に支ぇられた劇画とい、美現形式が、大人 
のエンタ—テインメントとして生かされたという 
ことであって、それ以上ではない (これは、のちに 
I 般週刊誌に拡大する ことで、より 顕著になる)。それよ 
り、ここで注¥べきは、大きな物語が終わって 
いくその i で、一種私小説的な小さな物語が描 
かれていくよフになったもいうことである。 

『ガロ j では、安部慎 I 、鈴木翁二、古川益 三と 
いう、七〇めに登場した新人トリオがその 
代表格だが' 作品的にそれに先駆けたのは、林静 
一の「赤色エ レジー」であろ、っ。 これは、上村I 
夫の「同棲時代」にも影響を及ぼしたが、若い男 
女の同 i らしと その挫折を主題に したと い、！ 
では、これらのマンガ周辺にはフォ—ク.ソング 
があり、 さらに その外側には、日活最後の青春映 

画があつたと いえば〇 マンポルノはそのあと始ま 
る)、あの頃の空気が想像できよう。いわば彼ら 
は、夢の廃墟で、みずからの生のささやかなリア 
リ ティ—を 探っていたの だ。 そしてこの流れの延 
長上に、秋山しげのぶや菅野修などが登¥るし、 
やまだ紫にしても、作品の感触は違い、何より女 
の側から描いた という 違いがあるが、共通の主題 
を 巡っていたのである。 



ただ、その一方でマンガ全体というと ころに 視 
野を広げてみれば、七〇#の初めは、少女マン 
ガ出身の^^たちが、与えられた少女の物語とい 
う枠組—って、みずからの物語を語り出した時 
期でもあるのだ。すなわち池田理代子、萩野望都、 
大島弓子、山岸涼子、竹宮惠子といった人たちが 
その代表であろうが、彼女たちは、男のち 
が、大きな物語を語れなくなっ たちょうど その時 
期に、みずからの夢を仮託する物語を紡ぎ出した 
のである。 ここには 明らかに、大きな物語から小 
さな物語へとい、 i 換とは異質の、転換があつた 
のだ。 

劇画が、六〇一^のマンガ表現を領導する力だ 
ったとすれば、それが可能にした大きな物語が崩 
れ去った七〇#は、むろん、劇画ほど ムー ブメ 
ント としての力はなかったにしろ、彼女たちのス 
卜— リィ. マンガが、マンガと い、っ ジャンルを活 
性化したのである。それは、絵柄としては、リア 
リズムを目指した劇画とは対照的に、少女的なア 
ィデアリズムを目指していたから、個々の t の 
個性は別にして決定的な新しさはなかったが、マ 
ンガにおける語りを細分化したことで、マンガ表 
現の可能性を大きく前進させたのである。それに 
よってマンガは'日常的な心理の^!な屈折から 


内的な幻想の大きな広がりまで、主題にすること 
がで きる本っ になったのだ。 

では、それに対して、男たち はどうしたかとい 
えば、七〇袭前半の『ガ ロ』 に持® g だった よ 
、！ s ^、 _己の小さな物語へ内向するとい、向も 
あったし、一般の週刊誌に見られる よっな、 形式 
としての 劇画のエンター テインメント 化とい、务 
向もあったが、中心にあったのは、「喜劇新思想 
大系」を経て「がきデカ」に至った山上たつひこ 
のナンセンスな身振りだった といえよフ。むろん、 
ナンセンスと いえば、 六〇#に、一種天才的な 
裸えを見せた赤塚不二夫がいるが、注意しなけれ 
ばいけ ないのは、その違いで ある。 

一言でいえば、赤塚のナンセンスがきわめて健 
康的だったのに対して、山上のそれは、自己言及 
的というか、マンガが、マンガ自体のなかで絶え 
ずみずからを裸にしていく というと ころにナンセ 
ンスを求めた点で、不健康になっているのだ。だ 
が' その「不健康」さこそ、時代が欲したもので 
あり、大きな物語が崩壊し、それに対して批評的 
な位置を占めていたパロディも、もはやパロディ 
として成立しなくなった七〇一^半ばの、男たち 
がよ るべき 身振りだったので ある。 その山上が、 
大阪の日の丸文 f 身の t だったことも興味深 
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い。が、ともあれ、そういう時代の気分は、『ガ 
口 j にも及んでいたのだ。 

むろん、『ガロ」では、それ以前からナンセン 
ス•マンガの流れはあったし、秋竜山、岩本久則、 
高信太郎などのベテランたちは、七〇 
めから、それぞれ他誌では見られない ょっな 独自 
な作品を発表していた。だが、ここで注意を促し 
たいのは、赤瀬川原平、川崎ゆきお、姪子能収、 

平口広美、ひさうちみちお、渡辺和博、小林のり 
かずから、さらに八〇#になって登場して くる 
根本敬、みうらじゆん、泉昌之といった系列の作 
家たちである。彼らを 一口にナンセンスといって 
し<っのは乱暴ではあるが、どこかでセンスとい 
のを嘲弄したり、無化したりするとい、で 
は共通して いょっ。 しかも、マンガでありながら 
それを自壊させ-^っという動勢を秘めている点で 
も、自己言及的なナンセンスとい、っ七01な 
特徴を示していたのである。ただ、誰もが、山上 
たつひこなどとは違って、何かに強いこだわりを 
持っていた点が、いかにも r ガロ』的だったのだ。 

『ガロ j には、これとは別に、花輪和 I を筆頭に、 
谷弘兒、吉田光彦などの耽美派的な系列と、ます 
むらひろし、鴨沢祐仁、たむらしげる、安西水丸 
などのメルヘン的な作品を描く1たちがいる。 


1翼は、物語への志向が強く、馨はィメ—ジへ 
の志向が強いと一応はいえ-^っが' 作品の感触は 
まったく異なりながら共通しているのは、絵がき 
れいな点である。これは劇画的なリアルさを目指 
した作品や' ナンセンス441図した作品と比べて 
みれば明らかだが、物語が仮構された世界を目指 
すのに見合って、絵もまた(具象的な絵でぁりなが 
ら)抽象化するのだ。そして、その向こぅ側に、 
マンガのィラスト化とい、っ現象が、七〇#後半 
になって顕在化してくるのである。 

もはや紙数が尽きたので、概括的ないい方しか 
できないが、七六年になると、南伸坊が編集長に 
なり、「面白主義」を唱えるが、それは「カムィ 
伝」のよ！柱を失った『ガ ロ』 における、この 
よ、っなな傾向を とりあ、 一括りにすると同 
時に、この雑誌を、もっと蠢な表現が流入する 
場へ開いていこぅとい、フコンセプトだったといえ 
よっ。その結果、荒木経惟の写真や、糸井重里と 
湯村輝彦コンビによるマンガ、さらには泉谷しげ 
るや篠原勝之などさまざまなジャンルの人が混交 
する、一種のカルチユア•マガジンになるのであ 
る。 (完) 





KA WAMOTO, Saburo 

川本三郎 

[ブ〇フイーノレ]1944年、東京生まれ。評論家 
(映画、文学、都市論など)。近著に•■アカデ 
5—竇 j (中公新書)、「大正幻影 j (新潮社)。 
つげ義春の大ファンで、つげ義春が旅した温 
泉や港町を旅するのをささやかな楽しみにし 
ている0 
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『ガロ j をもっとも熱心に読んだのは六六、七年 
ごろから七〇年ごろまで。大1から社会人にか 
けてである。時代はちょぅどベトナム反戦運動や 
大 C ® 争が激しかったころ。 

いま当時の ■< ガロ』を振返ってみるとその大き. 
な特色は「片隅の！^」ではなかったかと単っ。 
つげ義春をはじめとしてその弟のつげ忠男、ある 
いは滝田ゆ、っ、辰巳ヨシヒロ、：^一、亡き楠勝 
平ら。彼らの作品にはどこか社会の片隅にいる人 
間の醒めた悲哀があった。世の中は MB オリンピ 
ック以後、高度成長の明る^#かな時代になって 
いたが「ガロ』にはそ、っした明るさに背€ける 
ところがあつた。といつて反抗とか抵抗と い、 フ強 
い姿勢ではない。暗い、隅っこのところで、 i く 
まつていたいとい、っ静かな諫念。 

* M のあちこちに磨ビルが建ち高聾路が出 
来ている時代に - I ガロ』にはまだ裏町のすがれた 
路地がぁり、 $3 a の平がぁり、町工場がぁり、 
ガード下の暗がりがあった。「片隅の抒情」があ 
った。忘れ去られ ょっ とする「戦後」があった。 

この特色はおそらく『ガロ j のマンガ家たちに 
貸本マンガの出身者が多かったことと、 1 M の下 
町の出身者が多かったことが原因しているだろ、っ。 
つげ義春から楠勝平にいたるまで、そこには駄菓 
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子屋や銭湯の匂いがあった。失われていく下町庶 
民の生活風景があった。つげ忠男の「きなこ屋の 
.ばあさん」に代表されるように日本人の昔の 

夢がぁった。 

つげ義春は ある エッセィで、「若いころに トキ 
ワ荘に集まる少年漫画家たちに会ったが違和感を 
持った」と書いているが、そこにも『ガ ロ』 の特 
色が出ている。 『 COM 』 のような健全な明るさ 
は『ガ ロ』 にはなかった。 『 COMJ が表通りに 
出ようと する向日性にあふれて いると すれば、 
『ガロ』は裏通りに姿を 隠そうと する引っ込み思 
案 I 色としていた。 

ベトナム反戦運動や大 C ® 争が激しかったあの 
時代は一見若々しく荒々 しい 時代に旱足るかもし 


れないが、当時の_たちは他方で深い孤立感を 
かかぇていたのだと眾っ。それが -» ガロ j の引っ 
込み思案と共鳴し合った。 

つげ義春はいぅまでもなく、つげ忠男や楠勝平 
の作品^^れ難い。ことに最近つげ忠男の「河童 
の居'1)川」、「或る風景」など^ i み返しその東京 
のはずれの寒々とした風景に圧倒された。「片隅 
の！^」を突き抜けた「はずれ孤独」。 

ただ『ガロ j のょ さはそぅ した自分たちの特色、 
素晴らし さを 決して声高にいいたてたり、 ねじく 
れて表現したりしなかったことだ。その点でも 
『ガロ』は引っ込み思案だった。だからいま私な 
どが『ガ ロ』は 素晴らしいといいたてることには 
内心忸怩たる想いがある。 


NAGATANI，Kunio _ 

長谷邦夫 

[ブロフイール]フジオプロに所属し、ギヤ 
グマンガの巨匠赤塚不二夫のアイデア.プレ 
ーンとしても活躍。過去、数多くのパロディ 
マンガを発表し、その中には「ねじ式」「紅い 
花 J 「山椒魚」など、つげ義春作品を题材にし 
たものが多数ある。 


き 『 COM 』 編集部に持って行った。まさか 
『ガロ』には持って行けない。 

これでぼくは#盗作マンガ"シリーズを描 
くパロディ•マンガ家になってしまったので 
ある。結局ぼくは『ガロ』に一度も執筆せず 
にきてしまつた。 

しかし、ぼくの作品傾向を決定づけたのは 
『ガ ロ』 だつたとい、っことになる。その後も 
ぼくは、つげ作品だけで一冊のパロディ集を 
作ろ、つと考えて、何編かの作品を描いたが、 
まだこの本は実現していない。どこかで出版 
してもいいというなら、是非やつてみたいと 
今でも思っているのである。 



『ガロ』に於ける鮮烈な記憶は、何といって 
も、つげ義春の「ねじ式」をはじめとする一 
連の傑作の登場だ。 

その頃のぼくは、貸本屋向けの青春マンガ 
などを描いたあと、赤塚不二夫のアイデア. 
ブ レー ンをやっていた。新しいタイプのギヤ 
グ.マンガを描いてみたいと思っていた矢先 
に「ねじ式」を見せられたのである。 

興奮したぼくは「ねじ式」の主人公をバカ 
ボンのパパにしてし孝っとい、フパロデイを描 
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TOMA, Masakazu 


とま雅和 _ 


中一の頃だったと埸っが、他人の家の軒下 
一に 捨ててあった廃品の中に『別冊•墓場の鬼 
太郎』があった。当時私は水木しげるさんの 
漫画は大好物だったので速やかに家に持ち帰 
り、御馳走になった。その独特な味とムード 
は期待以上だった。その『別冊鬼太郎』が月 
刊『ガロ』であり、私との最初の出合いであ 
る。何故『ガロ』なんだろう……？当時私 
は鬼太郎のハタケは『ガロ』だとは知らなか 
った。まるで焼印の様なカタ仮名の『ガロ』 

が目ざわりな気がした。それからも『ガロ』 

は時々私の前に現われた。大抵意外な時に意 
外な所で姿を現わす。進んで買いに行っても 
無い事の方が多い。本屋の主人に問うと「知 
らない間に居て知らない間に居なくなつてい 
る、あの本は仙境からやって来るのだ」と言 
つた (これはゥソ) 。とにかく『ガ ロ』 は求めて 
も届かない、その距離がまた、好いのだ。そ 
のうちどこかの川辺の漂流物に紛れていたり、 
柳の下の廃品の中に居たり、簞荀の下敷きに 
されていたりしながら、また、ボソッと現わ 
れるのだと恩っ。そんな奥ゆかしい面もあり 


神出鬼没の 



る。 

これからの『ガ ロ』 も、仙境から漂流して 
来るが如し、妙に妖しい本であって欲しい。 
それが『ガ ロ』 のぅま味だと^っ。 

一九九一年二月十日 


[フロフイーノレ]1明 E 年10月号「懸の骨頂」で•■ガロ j デビュー後' 87年7月号「空中温泉」までの11作品を発表し、その後 



私が、初めて『ガロ』に原稿を持ち込んで 
から二〇年に成ります。その頃は、確か南さ 
んが編集していました。南さんは、髪を後ろ 
で一本に束ねていました。私は、一八で田舎 
から上京したばっかりで南さんの髪形に、ま 
ず ビックリし たものでした。そして、北冬書 
房の高野さんを紹介していただきました。こ 
れが、私の人生を決定的なものにしたと思い 
ます。高野さんは、私の原稿を見ながら、 
「あんたは、マンガの天才かも知れない」 

と、眼鏡を押さえながら言ったのでした。ゥ 
ブな私は、天才を信じてその日から悪戦苦闘 
のマンガ道を歩むのです。頭の中は、マンガ 






のことばかりでした。しかし、『ガ ロ』 に作 
品を発表してもお金には成らないので、いろ 
んな仕事をしてマンガ S きました。二〇年 
間、なんとかマンガと仕事の両立をしてきた 
訳ですが、このごろ^ っ よ っに ならなくなり 
ました。_、怠け者の自分が最近ますます 
病的になっております。 

昨年は、『ガロ』に「ドクロとあんパン」 
といぅ短編一作の発表に終わりました。それ 
では、いったい何をしていたのかと言、っと、 
仕事(広告代理店、新聞社の営業)もマンガも手に 
つかず、遊んでばかりいました。それでも、 
毎月送られてくる『ガロ』を見るたびに来月 
こそマンガを発表し-^っと考えておりました。 

しかし、私の住んでいる村には、私の家か 
ら半径三キロメ—トル以内にパチンコ店が五 
軒もあるため、^^がてら立ち寄ることが多 
.いのです。あとはたいてい、 i を聞いてお 
り自分ながらだらしのないことだと思ってお 
ります。 

『ガロ』と共に一〇年。私の人生暗かった。 
歌の文句じやないけれど、やっぱりこれから 


も『ガ ロ』 とは離れられないのだろうね。 
—— とはいっても、楽しいでありました。 
それは、つげ義春氏と会えたことです。調布 
の奮喫$で会ったことは、私の貧しい青 
春の一べ—ジに輝かしい光を与えて下さいま 
した。是非、 i またとりとめのないお話し 
がしたいと心から希望しております。 

それにしても、『ガ ロ』 から生 t ' れた作家 
には、素晴らしい才能墓じます。どうして、 
『ガロ j だけに集結されるのでしょうか？ 
私は、いつも不思議に思っておりました。多 
分、長井さんの魔力のおかげだと思います。 
一〇年前のこと、私の結婚式にはるばる盛岡 
まで来て下さったのでしたが、式の直前で東 
京に急用が出来たといって帰ってしまわれた 
のが、長井さんらしくて、思い出す度にほの 
ぼのとしてまいります。そんなこんなで、 
『ガロ』と私の二〇年。語りに語り尽くせぬ 
大井川。五月雨塞めて早し！^川。これか 
らも宜しく哀 f 摩川の土手に花咲くコスモ 
ス、れんげ草。そろりそろそろ私^#きます 
良いマンガ。 (平成3年2 月 4 日) 





密やかて 

I ネル3しュ 

私は今年四一歳になった。団塊の世代、世 
界に類なき日本の漫画文化に浸り育った男で 
ある。さらに言えば、私ぐらい漫画をかつて 
読み、今も読んでいる男も少ないであろ、っ。 

『少年ジャンプ』など創刊号ょり今に至るま 
で読んでいることなどは、ほんの一例である。 

漫画以外の本は、読書家の方々と比べるとほ 
とんど読んでいない。従って私の知識は総て 
漫画に依存していると言ってょい。現在の私 
の職業にとって、これが武器になっているこ 
とは事実である。 

さて、『ガ ロ』 との出会いであるが、定か 
ではない。確か、私がよく行った貸本屋さん 
で借りたのが最初かと^フ。中学生くらいか。 
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大判で、紙質が良くなかったのが今でも印象 
的だ。 

やっぱり「カムィ伝」だなあ。未だに私は 
忍者が好きで、 TV 番組で語ってし$っ程な 
のだが、伊賀の影丸に慣れていた私にとって、 
「カムィ伝」にはドギモ抜かれた。胸がとき 
めいた。横山光輝氏の忍の技を SF に例ぇれ. 
ば、スぺースオペラ。白土三平氏の忍びの技 
はハード SF といぇ去っ。 例に全くなつてい 
ない？知らん、そんな事は。ともかく、当 
時友人達と日曜日のたびに遊んでいた忍者ご 
っこでは、私はずいぶんこの忍びの技を取り 
入れさせて もらつ た。手裏剣の投法として、 
風穴、三ッ汽十文字等々。菓子箱を切り、 

紙手裏剣を作り、学校から帰ると裏庭で人形 
相手にずいぶん修業したものだ。一 om 離れ 
ても、狙った所に命中させるぐらいにはなっ 
た。一八歳で上京した時 TV で見た、先代引 
田天巧氏のトランプ投げより、私の方が遙か 
に優って いると 思ったものだ。当時、田舍出 
の少年にとって、魅力的かつ恐ろしかった新 
宿歌舞伎町に行く時は、トタン板で作った自 


慢の手裏剣を、必ず懐に忍ばせて行ったのだ。 
今思えば、使、っ機会がなくて良かったと^フ。 
だって後々、白土氏も言って いるよ、っに、 生 
兵法はケガの元、だからだ。 

青春のまっ$であった私には、-^®慎二 
氏の作品群はこたえたなあ。絵が軽いタッチ 
なぶんだけ重く響いた。大人の人生、垣間見 
た思いだった。 

.なにか妙に、勝又進氏の画風は覚えている。 
正直いって、 おもしろいとい、 フ記憶は ない の 
だが……。 

他の諸氏について、 あまり 覚えていなくて 
申し訳ないと畢7のだが、少なくともその作 
品群は、若き私の思想形成に重要な一助とな 
ったことは、事実である。 メジャ— 誌のみが 
漫画でなく、！^にコビることなく語る諸氏 
の気概こそが、 まさしく 漫画文化といえよ っ。 
そんな漫画が、マィナー芸人の私にとって、 
心の師匠なのだと思っている。 

本日は良い機会を頂きました。私は、密や 
かでエネルギッシュな『ガロ』の世界に、再 
び浸ってみよっかと考えております。 




かなりの漫画マニアでも、私が『ガロ』で 
生まれ育った漫画家だと思っているらしい。 
正確には、『ガロ』に一回投稿して掲載して 
もらい、その後、当時ブームだった三流劇画 
誌へ行ったのだった。しばらくして、三流劇 
画誌での作品をまとめて、青林堂から単行本 
にしてもらったので、「ガロ 派」 の漫画家と 
いぅことになったらしい。実際には、私は 
『ガロ』の外様漫画家である。 

とはいえ 、 r ガロ』 に投稿して、 もし 採用 
されていなかったら、私はくじけて漫画家に 
はなっていなかったろ、っ。すると、今頃は才 
I ルドミスの能無し OL か。考えるだに恐ろ 
しいことである。ついでに告白すれば、小学 
生の畸鉛筆で初めて、マンガらしいマンガ 
を描いた、そのきっかけは「カムィ伝」であ 

った。 


ョ 

一^ 
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小学生の時から少年漫画を愛読していた。 
そして「サ スケ」 や 「ワタリ」 や「カムイ外 
伝」が大好きだった。当時、『ガロ』という 
雑誌があるのは知らなかったが、小学館の単 
行本で「カムイ伝」の頭の部分を読んだ。 シ 
ョック だった。登場人物の ひとりひとりが、 
主人公としてのドラマを背負っていたからで 
ある。こんな漫画が描きたい、と子ども心に 
思った。 

それ以後^-、「漫画でこんなことができる 
のか！」 と感動した経験は何度も あつたが、 
やはり 「カムイ 伝」 の ショックが 一番 大き かっ 
た。結局は、私は『ガ ロ』 では 「カムイ 伝」 
を読んでいない (「カムイ伝」が終了したのは、私が 
中学|年の時だと思う)。その「カムイ伝」第二部 
は、現在、『 ビッグ コミック』 に連載されて 
おり、私も同誌にときどき載せてもらってい 
る。まさか、 こんな偉幸が あろうとは。 思い 
もよらぬ縁である。 

『ガ ロ』 があってよかった。『ガ ロ』 のおか 
げで、私は「カムイ伝」に出会い、漫画家に 
なったのである。 
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『ガロ』はいつもステンドグラスに似たサイ 

ケデリック調のテ—ブルに載っていた。あれ カーン。父いつもと変らず机にしがみつき、 
はガラス板に父さんが色をつけたんだって母 ペンカリカリカリカリ。『ガ ロ』 もあのまま 
さんが言ってたよ。いつもそれを眺めていた テ—ブルの上。私、正解知ってるもの。 

私は、近所の新聞記者の娘(これがぇらぃブス) 父から娘 
に「新聞記者と漫画家とどっちが偉い？」と 解った//:新聞記者//: 

妙な質問をされた。私は真の正解を知ってい 娘から皆々様 
たけれど、ねぇ。だから私、ボコボコにして ？ 

やったの。「寺島町奇譚」が NHK でドラマ 父から娘 

化され、団地の婦人連は母さんに「ォクサァ II 堂さんにハードカバーニ冊、頂いてま 
ン、ミマシタ、ミマシタワヨン、スゴイワァ せんと伝言よろしくね。 

ン。」そ、っ、、っちの父さんはスゴイノヨォン。 娘より 
然しどぶす謝罪せず、あのまま。 、とのこと。 

ちっ//:と石蹴り蹴り帰る道、踏切カーン 
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〇〇 それは従来のマンガの枠を破った異色作家の作品群が世の中に認知された証でも t 3 


6〇年代後半では「大学生がマンガを読む」と、センセーショナルに取り上げられたが、 



あつた。その舞台褰も'商業誌では想像出来ないユニ—クな4 P のだつた. d: うだ。 


第4章異色作家の殴堂 



TAKANO , Shinzo A 

高野慎三， 

t ブ〇フイーノレ]東京生まれ。72年、北冬害房 
を興す。書き下し作品集•■夜行 j 続刊中。つ 
げ義春、つげ忠男、林静 一、 鈴木翁二、伊藤 
重夫、菅野修、渋谷夢吉、鈴木清順、加藤泰、 
秋山漓諸氏の著作を刊行。 


初期 

を支えた 
_作家たち 


「忍者武芸帳」以来の熱狂的な白土三平ファンで 
あった私は、一九六四年頃、 0, a ガロ』の前身とい 
ってもいい=1忍法秘話』を毎月購読しており、白 
土さんの求心的なロマンティシズムや水木しげる 
さんの諧謔の精神を充分に堪能していた。間もな 
くして r ガ ロ』 の創刊となるが' 私は友人と連れ 
だって、練馬のダイコン畑の中にあった白土さん 
のオンポロの木造アパ—卜に四回ほど遊びに行っ 
た。 

白土さんはまだ三〇歳を少しこえたばかりで、 
その鋭い眼差しは、野戦攻城の戦士、.または、孤 
高の人にふさわしかった。だ.が、自ら冗談^ C ば 
したときの笑顔は、無限のやさしさに満ちあふれ 
ていた。 

同じ頃、調布の水木さんの家にもお邪魔した。 

つげさんの「沼」が- I ガロ J に発表された直後 
で、 私が「沼」を絶賛すると、 i さんはわざと 
目を大きくむいて、「おたくも頭がだいぶおかし 
いね！」とあきれていた。私が青林堂を訪ね、 
「社員にしてくれないと放火し ます！」 ■と、長 井 
さんに迫ったのは、それから半年後のことである。 

私が『ガロ J の編集にたずさわったのは、一九 
六六年一一月号から七二年二月号までの五年と少 





しである。わずかの期間にすぎなかったけれども、 
公私ともに激動の時代であり、すべての事柄が色 
あざやかに記憶に残された。 

あらためて r ガ ロ』 編集 員として 水木宅を訪ね 
ると、仕事部屋で黙々とペンを走らせている浅黒 
の青年がいた。水木さんが青年の背中を指さして、 
「彼が頭のおかしなつげさんですょ」と冗談まじ 
りに、 ヒヒヒツと声 を低くして 笑つ た。その あと 
つげさんを正式に紹介されたが、つげさんは水木 
さんのとなりで顔を伏せたまま、ひと言も発しな 
かった。そして、あい変らず冗談をいい続ける水 
木さんと寡黙なつげさんの コンビは 絶妙に感じら 
れた。 

やがて、つげさんは『ガ ロ』 に、「通夜」「李さ 
ん一家」「海辺の叙景」と次々に作品を発表して 
いった。私は、 i モから一〇〇メ I トルと離れ 
ていないつげさんのアパ—卜に度々寄った。二、 
三時間対座することもあったが、つげさんは、二 
言三言話すだけだった。つげさんだけではない。 
「カムイ伝」連載中の白土さんともよく顔を合わ 
せたが、余計な話はいっさいしなかった。 

"俺の目を見ろ、なんにもい、！というわけも 
ないのだが、そこには、"話さなくても、わから 


なくてはいけない"雰囲気が漂っている-^っでも 
あった。筆、 r ガ ロ』 の®たちを評して、 
「身内の言葉でしか語り合おぅとしない」との評 
判を耳にしたことがあったが、的外れの指摘とは 
言い切れない。ただそれは、白土さんやつげさん 
をはじめとする 「ガロ』 の®の多くが、たんに 
口下手であった結果によるのではないか、と舉っ。. 

勝又進、楠勝平、池上遼一、つげ忠男、佐々木 
マキ、林静一さんたちの誰彼もきわめて寡黙であ 
った。それは、言葉をかえて言えば、含羞のなん 
たる かを 体得していたといえる。 ともかく 彼らは、 
己れの世界を後生大亊にした。したがって、^ 
同士が{蒼に肩を組む といぅことを しなかった。 
実際、つげ義春、忠男兄弟ですら、顔を合わすの 
は、年に一度あるかないかだった。けっきょく、 
^それぞれが、"孤高の人\一匹狼"のィメ— 
ジを 抱かれるにいたったが、 もとを ただせば、繊 
細で過敏な神経 M 栢したそれぞれの資質の問題で 
あった。 

六九年の暮れ、『思想の科学』の〃ユートピア 
の会，/に義春さんと私が招かれ、一問一答の形式 
で『ガ ロ』 の報告をおこなった。そのあとで、| 
昨年自死された原爆文学研究家の長岡弘芳さんが 
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「ガロにはニヒルな臭いがありますね」と感想を 
のべられていた。 

そ、っいえば、白土さんは「カムイ外伝」の抜忍 
カムイの行動があまりにニヒリスティックだと思 
囲から批判された、と苦笑していたし、水木さん 
は、ニヒリズムの傾向1刖面に押し出していた。 
白土さんや水木さんが敗戦後の日本を凝視する過 
程で、懐疑の念を深くしただろぅことは、$品 
から充分に推察できる。その白土、水木を両軸と 
する雑誌に、若い S 派が群がるのは必然であっ 
たろぅ。義春さんが一一八歳、忠男さん二五歳、勝 
又、池上、佐々木、林、つりたくにこさんらはみ 
な一九か二〇歳であった。水木さんでさえ、まだ 
四〇を少しすぎただけだ。 

その若さが、激動期とまともにぶつかった。 

その頃、未来への展望は閉ざされ、絶望と破綻 
だけが実感として横たわっていた。勝又さんも、 
マキさんも、忠男さんも、いつ，^足にビニール 
サンダルをつっかけていた。義春さんはダサグサ 
の雪駄をはいていた。つりたさんはチビた下駄だ 
.つた。揺れ動いていた時代であったが、彼らは、 
「俺たち関係ないよ、どうなつたつていい！」と 
い、ついい方をくり返していた。 


『ガロ J の"つげ義春特集号〃に読みふけってい 
たベトナム反戦運動家の M 君は、その一週間後に 
自死し、わが職場の同僚の I 君は、占拠中の安田 
講堂に出入りし、アルバィトで来ていた大 1の 
W 君は、内ゲバ容疑で社内で逮捕された。；口』 
の返品の山の片隅には、赤や白や緑や黒のヘルメ 
ットが二〇、三〇と積まれていたが' それらはま 
た別の物語を生み出すにちがいない。 




『カロ』忘年会 
参加のこと… 

[フ°ロフイーノレ]1941年、東京生まれ。中学卒 
業後、血液銀行に就職。60年前後、兄 • 義春 
の影靨を5け、漫画を画く。以後、漫画画き 
とその他諸々の何者かとの間を行きつ戻りつ、 
或いは両方同時であったりしながら現在に至 
る。著書に、『つげ忠男作品集』（育林堂)ゾど 
ぶ街 j 『無頼の街 j (践折羅社)、『懷かしのメ 
ロデイー』•■雨季』「つげ忠男謙本 j (北冬霤房)、 
r ささくれた風聚』（日本文芸社)、•■きなこ屋 
のばあさん j f 釣0に行く日 j (S 文社）など 
がある。 . 



TSUGE，Tadao 


つ(观男 


『ガ ロ』 の忘年会に、三度だけ、わたしは出席し 
ている。 

いずれも二〇年以上昔の話である。 

一度目は、その年(六八年)の一二月号に初め 
て自分の漫画が掲載されたばかりの時だから、ほ 
とんど駆込み乗車といった感じでの参加であった。 


会場は〃 tls の何処か裏通りの、飲み屋だか、 
小料理だかの二階で、わたしは^:状に記された 
地図を頼りになんとか迪り着くことが出来た。 

当時二七歳のわたしは、その咬初めて，新 
{炉を見たのだが、なにしろ夜だったので、ネオ 
ンばかりの街の様子なんてどこでも同じであり、 
噂に聞くほど面白いところのよっには思えなかっ 
た。 

それはともかく、初参加の「ガロ』忘 UHK の宴 
はどの-^っであったか、実をいえば、わたしはハ 
ナから上がりっぱなしだったので、あまりよく覚 
えていない。 

なんともミーハー的だが、当日は、毎号『ガ 
口 J に凄い漫画を描いている凄い人たちを間近に 
見れるといぅことで、^ ViJ 出る時からすでに上ず 
っていたほどだから、それは仕方がないのである。 

宴会はいつの間にといった感じで始まり' 進行 
していつた。 

『ガロ』常連の執着たちは、お互い何度も顔を 
合わせているらしく、各人の紹介とか挨梭などと 
いった面倒な手続きは省略したよっであった。そ 
れで、兄•義春以外、誰の顔も知らないわたしは、 
飛び交、2エ話を目で追って、何処に誰が居るかを 
確認す るより S がなかったのだが、生憎、わた 





しは終始俯いてばかりいたので、それも果たせな 
かったのである。 

大袈裟ではなく、部屋の蛍光灯の光は、始めに 
一歩足を踏み入れたその時からとてつもなく眩し 
4じていたし、第一、 あまりキョロキョロする 
のはみっともないと考えたのだ。 

何かドジをしでかして、兄に^!を掛けてはな 
らない。 

そのこともあって、わたしは相当に緊張もして 
いたのである。 

結 DT わたしが知り得たのは、テーブル裏ん 
で真向いにドッシリと腰を据えている、今は鬼籍 
に入ってしまったあの滝田 ゆ、 っさんだけであった。 
しかし、滝田さんの方では初顔のわたしに気の向 
く答もなく、周囲の編_や兄と歓談するばかり 
で、こちらには目もくれない。 

恰幅が良く、和服をビタリと決めた滝田さんは 
陽気な人であった。 

ょく飲み、且つ飲んだ。 

そしてテレ屋の-^っでもあった。賑やかに談笑 
中のところどころで、目を伏せてし孝邊子にそ 
れが窺えたりした。その、 つち 滝田さんは、 テー ブ 
ル上にあった当時人気のサツポロジャイアントと 
いうビールの大瓶に興味を示し、「これは片手じ 


や 持てない だろ、！~^<ア」 

と、誰にともなくそ、っいいながら、手を伸ばして 
挑戦しだした。その様子を眺めて いるぅ ち、わた 
しにも興味が湧いてきた。 

滝田さんが失敗して諦めたあと、わたしは控え 
目な調子で瓶の胴に掌を当て、®^にグッと力を 
込めた。 

意外にアッケなく瓶が上がる。 

滝田さんは小さく「オッ」と声を発し、それか 
ら、「いい手だ、これはいい手をしている」と、妙 
な#心のし方をした。 

余計なことをしたか、 そ、っ 思つたわたしは慌て 
て瓶を手放し' 再び俯きの_に戻ったのだが、 
あの啤滝田さんが興味を持ったのは、$はビ 
I ル瓶などではなく、長年荒仕事をしてきたよっ 
な、ぶ f ゴツィ、そして大きいわたしの手では 
なかったろ、っか。 

わたしがタバコを吸ったり、料理を琢んだりす 
る折りにそれとなく観察していて、それで悪戯の 
トリックを 仕掛けたのではなかったか…… 。 

そ、っ わたしが考えたのは、しかし何年も過ぎた 
ずっと後のことである。ぅがち過ぎかもしれない 
が、 そ、 っであったと思いたいのである。その方が、 
人となつた滝田さんとの関わり^ S かに 




話す時、少しは厚味が加わるではないか。 



酒盛りが終わり、食事の時になって、滝田さん 
は渡 i の船頭よろしく二度そぅ大声で怒鳴った。 

なんだかよく判らないが、とにかく大したもの 
だ……。 

凄い人たちの中にあって、始めから終わりまで 
+っていた^##の、これがその夜の感想であ 
る。 

そして、翌年、翌々年ともわたしは出掛けて行 
き、そこで、後に芥川賞作家となつた赤瀬川原平 
さんと 隣り合わせに座ったり、勝又進さんの酒豪 
ぶりに_したり、1、うしろから忍び寄って 
来た；^*一さんに「左にスキあり」と、ボンと肩 


を叩かれて楽しい気分になったり、確か三度目の 
時だったか、欠席した兄とは旧知の、^！慎二さん 
が、兄に付いてのチョットしたエピソードを話し、 
そのことで相づちを求められてドギマギしてしま 
ったりの忘れがたい状景を胸に刻み込んだのであ 
る。 

会社勤めを捨て、漫画描きを生業としたわたし 
の生活はそこまでで終わる。以後は再び勤めに出 
たり、商売をしたりしながら漫画を描くといった 
二足ヮラジの状況の中で、時間的余裕を失ってい 
ったわたしは、『 ガロ」 の忘年会とすっかり縁が 
切れてし$っのだ。 

或る一時期、『ガロ j 史に名を残す人たちと共 
に、ひとつ漫画誌にただ名を連ねていただけとい 
ったところのわたしが、『ガロ』について何かを 
語れるとしたら、それぐらいのことで あろ、フ。 

『ガロ』に関した記いつかまたどこかで書 
く機会でもあれば、わたしは再び同じ話を、八4 
は少し大袈裟に仕立てて みょっ かと考えている。 
たとえば、勝又さん とは 夜を徹して酒を酌み交わ 
したとか、林さん とは 肩組み合い、歌ったいつつ 
夜の®栢を濶歩したとかといったふ、っにである。 

漫画描きとして自慢出来そぅな話が、他に何も 
無いからね……。 





EBISU , Yoshikazu _ 

蛭子能 | をくれた 

[プロフィール]1973年8月号の『ガロ j に「パ 
チンコ」を発表して、マンガ家デビュー。「笑う 
悪魔」 の異名をとる、不条理マンガ家〇近年、そ 
の個性溢れるキヤラクターで、映画、テレビな 
どにも数多く出演。テレビドラマで宮沢りえの 
父親役を演じ、一部から非難される。 



私は長崎の商 i 校^ した あと看^® 一に 就 
職しました。 

商業高校で美術部にいたので普通の事務職ょり 
は少しでも絵の描ける職業をと思い看！^に就職 
したのです。 

その看板屋は小さな小さな看！^で私の他に、 
あと一人しか従業員がいませんでした。社長もい 
れて計三人の看板屋だったのです。 

$えれば、この看！^に就職したこと、そし 
て、この看僵で働いていた、 あと 一人の従業員 
によって私は r ガ ロ』 と 出会えた ことになってい 
ます。 

この従業員 Y さんはマンガが好きでマンガ愛好 
グループなるものを作って毎月一回、日曜日に会 
合していたのでした。 

私もそのグル—プに入れてもらい、会合に参加 
する-^っになりました。 

そしてそのマン ガ露グルーブが、麗 として 
毎月定期購読していたのが『ガロ j だったのです。 

中学、高校時代にマンガを全然読んだことのな 
かった私ですが、この『ガ ロ」 を見た時は、「こ 
れは面白い」とマンガのとりこになってしまっこ 

と 塞 じたので す。 


紙面の半分以上を迫力のある白土—平が埋め、 
あと 残りを水木しげるや辰巳ヨシヒロ、池上遼一、 
つげ義春等が描いてましたが、新人もどんどん登 
場して、その新人の描くマンガが型式にとらわれ 
てない自由な発想で、しかも今までにない変わっ 
た絵でも載っている とい、っ ことが、これはすごい 
と思わせたのでしょ、っ。 

特に## I と、佐々木マキのマンガが入選とし 
てガロに載った時は、これは=1ガロ』以外のマン 
ガ雑誌では絶対に誕生しないものだと思い- I ガ 
口』がマンガ雑誌というより、これはもしかする 
と芸 S 誌の一つではなかろうかと思ったもので 
した。 

『ガロ』を読み始めて五年位たった頃、私は看板 
星を辞めて*足に出て来ました。 

映画に S した仕事をしたくて青山のシナリオ 
センター とい、っ 専門学校に通いました。しかし東 
京での生活は孤独で、シナリオセンターではいつ 
も^ M の端っこに坐り、誰と会話をすることもな 
く一年が過ぎてしまったのです。映画という職業 
が個人ではなく団体で IIJ - っていくものだというの 
に、一人も友人ができない状態では私には映画の 
仕事につくのは無理だと考えました。 

そして次の目標をマンガに切り替えたのです。 
マンガは最初から最後まで一人で完成させること 


がで きる ので、私には、これしかないとい、 i い 
でした。 

会社の寮で夜はセッセッとマンガを描いて、描 
いた作品はもちろん - I ガロ』しか持ち込む所はな 
いと思っていました。 

|力月位で一六べージ程のマンガを描き上げ、 
その発行元である謀堂へ向かいました。水道橋 
で降り主霖堂の ある#^ 町へ歩く時、その付近を 
歩いている董の多さに私は驚きました。この人 
達が皆マンガを描いて るとしたらとても 私のマン 
ガが『ガロ』に載るのは無理だろ、と気持が 
委縮した ことを 覚えています。 

1の間を縫、っ-^っにして材木屋の二階にある 
小さな！|霖堂に辿り着いたのですが、その予想と 
はあまりにもかけ離れた小さくて地味な社内に驚 
きました。 

そこには^?#編集長と言われた南伸宏さんと長 
井社長と、社長の奥さんがいました。他にもっ一 
人位いたと蜃っのですが忘れました。 

私は、おもむろに誰に 言、っ ともなく、多分南さ 
んに言ったと 思っ のです が 「あの ー マンガを描い 
て持って来たんですけど」 と言ぅと「どぅぞ」と 
ニッ コリ南さんが笑って社長の方へ私を！^ E しま 
した。 




私は社長の横へ坐り、マンガを渡すと、社長が 
眼鏡をかけて私のマンガを読み始めました。その 
間、私はジッと坐ったままで、^-かしさで、、フ 
つむいておりました。 

社長は読み終わると、「ぅ一ん。絵が、ダメだ 
ね。ストーリーはいいと枣っんだけど絵がこれじ 
ゃまだだね。また描いてもってらっしゃい」と言 
いました。 

それで私は皆におじぎして iwt 堂を出たんです 
が、残念とい、つよりは、憧れの M ： 堂へ無事入つ 
ていけた とい、 つ思いでホツとしたのでした。 

それから三力月位後に再び私はマンガ堂 
に持ち込みました。 


同じ-^っに社長が読み、そしては「このマ 
ンガ預っと こ、 っかな」と言ったのです。そして私 
が帰ろぅと出口まで来た_社長が大きな声で 
「すみませんがね、もし『ガロ』に入選して載っ 
たと しても、原稿料は払えないんだけど、それで 
もいいです か？」と 言ったのです。この言葉で私 
は『ガロ』に入選するかも知れないと半分以上期 
待したのでした。そして社長の方を振り返り「え 
、^お金なんて、いいです」みた いなこと を言っ 
て_堂^3て来たのでした。 

それから、一力月位して「入選」 といぅ 通知が 
: SWi で私の家に届けられました。 

この時の喜びが今までの人生の中で私は一番嬉 
しかったんじやないかと思っています。通知を開 
けて、狭い六畳のアバートで女房と一緒に飛び上 
がって喜んだのです。 

昭和四八年の八月号の , - I ガロ』で入選となった 
「パチンコ」とい、っマンガで私はデビユーしまし 
た。それからマンガで生活するに至るのに一〇年 
かかりましたが、 r ガロ』がなければ私はマンガ 
家にはなれなかったと思っています。 

絵の上手下手、学歴も_なく、誰にでもチャ 
ンスをくれる 『 ガ ロ』 をい つまでも大切にしたい 
し、永久に失くならない ことを 私は願っています。 



純粋に『ガロ』出身者とは 

言 — ど ysi 


もともとマン ガは 自分の表現方法と して 一 
番あっていると思っていたから、暇があれば 
描いていました。学校*る頃、二〜三 
度『ガロ』に持込みましたが、^は今とは 
全然違、 I のでした。それ Ml さんが気に入っ 
て「こんなマンガ載せたかった」と言ってく 
れたのはとても嬉しかったものです。 

正直言って、自分の本当にやりたい ことが 
煮詰っていない時期で、絵本の原 — 描き、 
それが認められて『ガロ』に初めて登場する 
前に『ありとすいか』(福立最書店)が世に出 
ました。 が、そこでの編集の方との打ち合わ 
せの積み重ねで^^りの大変さを知り、それ 
が『ガロ』に持ち込んだ作品を描くのに役立つ 
たと思います。当^二冊目の絵^-, P 進行中 



でしたが、「雑誌に自分の作品が載る」といぅ 
ことにえらく興奮し、いつの号に載るのか、 
手紙で確認しました。最初は四コマでしたが、 
そのぅち長いものも描きたくなって(フープ 
博士シリーズ)、先に仕上げる前に主日き段階 
で南さんと念入りに毎号打ち合わせをしたも 
のです。 

$も『ガロ』とい、っ自由な発表の場は、 
もっと多くの人々が活用するべきですね。 



辱 
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TATSUMI , Yoshihiro 

星巳ヨシヒロ 

[ブ〇フイーノレ]昭和10年6月10日生まれ。 
大阪 • 日の丸文庫などで貸本向吉専門に描吉 
続ける。昭和42年劇画といろ呼称を考案し東 
^京に出る。 1 ■ガロ j には昭和45年2月号に「さ 
そ0』で登場、その後ヤング雑誌に発表の場 
を移す。現在は仏教コミックシリーズ（すず 
き出版）に執筆中。 


『ガ ロ』 はハングリィマガジンです。飢えた 
マンガ家たちが寒ス腹ペコ雑誌なのです。 
満腹感を味わったマンガ家は、=1ガ ロ』 は必 
要としないのです。 

裹足オリンピック、東海道^;線など、日 
本がやっと腹ペコ時代からの脱却を果たそう 
としていた昭和三〇年代の後半、『ガロ』は 
雄々しいその姿を世間に現わした。 

最近の若い『ガロ』の馨が、その昔『ガ 




口』に白土三平が描いていたといぅこと墓 
く知らなかったと言った。「今や天上人とも 
いえる白土三平が、どぅして貧乏雑誌になど 
描いていたのか……？」と、その若い f は 
しきりに不思議がっているのでした。 

不思議がることはチットもないのです。そ 
の頃の白土三平は飢えていたのです。 

ポクは昭和四五年二月号に「さそり」とい 
、っ短編で初めて『ガロ』に参加させてもらっ 


♦>102 
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穴ぅめ的なもので某有名作家(もちろん現 
点で……)が間に合いそ、っもないので、ひと 
描いて見て . i ± ど、っかといぅ長井社長のお言葉 
で急いで描き上げたよっに記憶している。し 
たがって、その^ I 煮え作品を『ガ ロ』 に描い 
たとい、 っ 欲求不満の よっな ものが、フツフツ 
とその後に残り、「穴」とか「別れ道」とい 
った商業誌には絶対に採用してもらえないよ 
、っな 作品を描くハメにぉ崎つてしまつた。 

『ガ ロ』 は餓狼だと考えていたから、『ガ ロ』 
に作品を描くときは、ある種の緊張感をもっ 
たのでした。 

いみじくも、若い馨が貧乏雑誌と言った 
よ、っに、『ガ ロ』 は未だ. ( C ハングリィ精神を 
持続しているネフです。 

『ガロ』は現在まで数えきれないほどの有能 
作家を M した。しかし、その後もハングリ 
ィスピリット i ち続けている^:^は、どれ 
だけいるだろ、っか。確かに言えることは、 
『ガ ロ』だけは今後とも変わることはないだ 


つ時 








TAKATORI, Ei 

高取英 

[プロフィール] 1952 年 1 月、！？ 

劇作家。マンガ評論家。月蝕歌劇団主宰。大 
阪府立大学商学部卒業後、出版社に勤務し、 
•■漫画エロジェニカ j 編集長の一方、寺山修 
司のスタッフを勤める。80年にフリーとな 
り、演劇団•螳鄉に戯曲を執筆。86年に月 
蝕歌劇団を結成し、代表となる。著書に 1 ■月 
蝕歌劇団 j (沖積舎)、「聖 S カエラ学園漂流 
記 j (尽立窖房)、『マンガ伝 j (共著/平凡 
社)、•■女神ワルキューレ海底行 j (ながらみ 
書房）など〇 TV ドラマでは「いしいひさい 
ちのなんなんだ」を脚本 • 監督。 


悪友めいた 

もう一人の 

教師 


小学生の頃から「忍者武芸帳」や「サス 
ケ」で白土三平のフアンとなっていたので、 
『ガロ』は創刊から期待していた。白土三平 
の「カムィ伝」を読みながら、中学、高校、 
大学へと成長していったのだ。もちろん、手 
塚治虫の 『 COM 』 も読んでいた。 

しかし、高校のホーム.ルームで、「人生 
とは何か？」といったテーマで論じられた時、 
ガ「カムイ伝」を読めばわかる"などといつた 
くらいだから、僕が夢中だったのは白土三平 
の方であった。もちろん、単行本にもなる前 


だったので、みんな、 「？」 といった顔を し 
ていた。 

貸本時代、「墓場の鬼太郎」も夢中だった 
ので水木しげるも楽しんで読んでいた。ねず 
み男のフアンだったのだ。おそらく、中、高 
校生となっていく僕にとって、己0皿』ょ 
りも大人の世界の『ガロ』がしっくりいった 
のだろぅ。背伸びしたい少年には「カムィ 
伝」やねずみ男が似合ったのだ。 

同じ意味で、つげ義春の-.ねじ式」や「紅 
い花」、林静一の「赤とんぼ」、そして池上遼 
一のセーラー服、つりたくにこの作品も、業 




には楽しいものであった。 

大学の四年生の時に安西-^と知り合って、 
士擇寺の「ぐゎらん堂」で、南伸坊、呉智英、 
高信太郎の諸氏と飲む機会のあった僕の喜び 
は、誰もが理解できるだろぅ。 

その頃、面白主義と貧乏、といわれる論 
争が『ガロ』誌上であって、嵐山光三郎のフ 
ァンだったため、僕は面白主義の方に傾いて 
いた。今、恩っと、この論争は、八〇年代の 
世相をリードするものであった。 

やがて出版社に就職し、劇画雑誌の編 i 
となって、『ガ ロ』 執筆者にも原稿を依頼す 
る機会を得た。川崎ゆきお、ひさ、っちみちお 
から始まって、蛭子能収、鈴木翁二、丸尾末 
広、森元暢之といった人たちである。ィンタ 
ビユーの仕事では、渡辺和博、杉浦日向子な 
どに話をっかがった。 

安西-^氏との交流は続いて、最初に出版 
した僕の作品集のイラスト、装幀の手をわず 
らわせただけでなく、僕が演劇にかかわるよ 
、フになった時の ポスター から、やがて、僕の 
劇団である月蝕歌劇団の演出を担当していた 


だくこともあつた。 

また、吉田光彦氏にはポスター以外に舞ムロ 
美術をいつも担当してもらつている。 

そ、っいえば、大学を出る頃、出版社志望の 
僕が、 安西水丸 氏に、「どこに行きたい？」 

と 問われて、『ガ ロ』 と 応えた こと もあつた。 
水丸氏は、「生活できないょ」といったもの 
である。僕はそれでもょかったのだが……。 

太！ NH の頃、赤瀬川原平にも夢中であった。 
天下泰平ワッペンをもらったし、櫻軍団義勇 
軍といぅ ことになるのか。『櫻画報大全』は 
今も僕の本棚に輝いている。高校から大学に 
かけて、『ガ ロ』 から、思想.文学.美術の 
一端を教えてもらったのだと思っている。六 
〇 年代後半、 ヵゥンタ！ヵル チャー、 アン 
グラ文化の中で『ガ ロ』 は僕にとっては悪友 
めいたもっ一人の教師のょっなものであった。 

僕が演劇にのめりこむきっかけは唐十郎に 
あり、師事したのは寺山修司である。その頃、 
唐十郎は『ガロ』と交流があり、寺山修司は、 
長井編集長に ィンタビュー し、『ガロ』論を 
書いていたのである。 




『ガロ』 矗貭 
の私的 
恣意的 

『力、口』_ 



Mady UEHARA 


テ： f 上原 


[フXIフイール] 1957 年、東京都渋谷区生 
まれ。77年、明治学院大学仏文科中退。81 
年、谷岡ヤスジ氏に師事し、翌年に漫画家と 
して独立。87年に出版した単行本「決定版』 
(育林堂）で、少年画報社主催の谷岡ヤスジ 
賞を受賞。89年、八ーパード大学出版、 
G • マーカス著 『LIPSTICK TRACESj に 
漫画掲載。91年、第8回ザ.チョイス年度賞 
入賞。•■ガロ j に「電脳サイパネ KIDSj 連 
載開始（憑作となる懸念ありしも、ここだけ 
の話、実は気合いが入っている)。 


二〇年ほど以前、桜新町の貧乏なアバート 
にランドセルや宿題を打っちゃって、路面電 
車玉電の線路沿いに歩いて用賀の貸本屋に出 
かけるのが、鍵っ子だった私の何ょりの秘か 
な楽しみだった。途中には可愛い同級生が住 
んでる家もあったっけ。あの頃の用賀にはス 
トリップ劇場があったな。で、その貸本屋で 
『 COM 』 や『ガロ』に出逢い、『つげ義春特 
集 号』 も買つたんだ。「ねじ 式」…… 小学生 


の頭にはまるで理解できない漫画ながらも、 
何か悪魔的なモノを感じて魅了されたね。 
『少年 マガジン』や 『少年 キング』は 散髪屋 
で読む漫画で、少ない小遣いをはたいて、或 
いはお袋の財布からくすねた金で買ぅ漫画本 
は、あくまで 『 COM 』 か『ガ ロ』 でなくて 
はならなかった。そんな、.ひねくれた嫌な餓 
鬼は一〇年後、成長して、ひねくれた嫌な、 
そして情けない中年と なる わけだが、ガ 〇 へ 



の片想いに似た憧憬と親愛の情は持ち続けて 
いる。 

最近、かつて親しかった人(悲しい言い廻し 
だ)から、今、『ガロ』に描くとい、っ行為に対 
する否定的な意見を聞いた。推測するに、以 
前『ガロ』とい、っ場でしかやれなかったマィ 
ナ—にしてオリジナルな表現が、今では貪欲 
なメジャー誌で、次々とポップな_として 
ヒット_>っると ゆ一よ一 な意見であろ、っか。 
或いは、それに関連して今のガロには以前ほ 
ど我儘な悪意と言、っ去っなモノ—じさせる 
漫画なんて無いよ……と言う意味であろうか。 
そ、っだ。俺は我儘な悪意に満ちた濃くて骨っ 
ぼい漫画が読みたいし、出来れば描いてみた 
いって言う狂った変人なんだよな。中流の日 
常の類型の小ぎれいな可愛ぶった流行りモノ 
の風俗とくすぐりっこしてる漫画が嫌いなん 
だよな。何言ってやがる。やっぱり『ガロ』 
だよ。『ガロ』なんだよ。根本敬がいるぢゃ 
ねえか。花輪和一や山野一が、ひょっとした 
ら i 末広が読めるかもしれねえんだぜ。 

『ガロ』をなめるんじゃねえやい。 






口』 とぼく の Sf は大きく三つの時期に 
分けられる。まず第一期が^#の時代だ。冲 
学•高校を『忍者武芸帳』を読んで育ったぼ 
くは白土三平の大フアンだった。その白土三 
平の漫画からネ—ミングされた雑誌に、久し 
ぶりの白土作品が連載され ると なれば、なに 
をおいてもである。生活は苦しかったけれど 
必ず毎月買って読んだ。そして水木しげる、 
つげ義春といった貸本漫画で親しんだ方々と 
も再会したのである。 

第二期は執馨としてであった。さる。 ハー 
ティ—で偶然、長井勝一社長にお会いしたの 
】である。まだほんのかけだしの漫画家なのに 
長井さんは、ぼくのことを知っていてくれた。 
その時に会社に遊びにくる ネっ いわれた こと. 
に意を強くし、酔っばらった勢いで友人とた 
ずねていったのである。青林堂が集英社の近 
くにあったころだ。ぼくの初の単行本『怪人 
二一重面相』は！|霖堂から出してもらつた。自 
_分の本なんて一生出ないだろうと思っていた 
ころである。嬉しかった。しかし売り上げに 
はあまり 協力できなかつたろ、つと申し訳な く 


も思った。その i から『ガ ロ』 に漫画を描 
かせて もら、 2 J とになつていく。南伸坊さん 
が編集として入社、ぼくの担当となった。し 
ばらくして渡辺和博さんも原稿を取りにくる 
ょぅになった。『ガ ロ』 に関係のあるいろい 
ろな漫画家と知り合い、 毎日 その内の誰かと 
ドンチヤン騒ぎをやっていた。あのころがぼ 
くの一番楽しい時代だった ネっに^っ。 

そして第三期が現在である。株主時代だ。 
ひょんなことからぼくは！ c # 堂の株を持つこ 
とになったのだ。長いこと冗談かと思ってい 
たのだけれど、ちゃんと総会にも呼ばれたの 
だから本当だ。そこで株主として、これから 
の『ガ ロ』 に、ひとつ注文をつけたい。それ 
は「ガロ賞」の設定である。長い間沢山の優 
秀な漫画家を世に出してきた『ガロ』ならで 
はの権威ある賞で、次の時代の漫画家を育て 
ていただきたいと甲 V フのだ。 


<♦108 



HIRAGUCHI，Hiromi 


平口広美^ 


ザ。へンと 

デ体の触感 

確か二八歳の時だったと恩っ。生まれて初. 
めて原稿を出版社に持ち込んだのは。その出 
版社は『ガロ』 とい、っ 月刊漫画誌を発行して 
おり、やるならここだとず—つと 思つていた。 
一八歳で北海道室蘭から上京し一〇年。何か 
形を残したかった。三本目で入選したのかな。 
デビューが「電車^#つていた」続いて「愛 
のタバコ星」そして「ギヨ—ザ定食の昼」と三 
本描いて考えて。マンガで食いたい、 と。 

当時、エロ劇画誌が異常なブームで『ガ 



口』 系の人々も誌面を賑わしていた。ここな 
ら食えるのではないかと思い、二社ほど回っ 
てみたら幸運にも両社から原稿を依頼される。 
それからは、なんとはなしにここまで来た感 
じだ。自分がかかわってきた何社かの出版社 
が潰れ、何誌かの本が休刊になった。 

それでも『ガロ』は毎月きちんと送って来 
てくれる。不死身である。で、今私は何をや 
っているかというと、アダルトビデオの監督 
をやっている。月に二本程のぺ—スだ。他に 
そういう現場ルポやィラストの仕事をぼちぼ 
ち。 AV 監督、この仕事は面白い。毎回毎回 
色んな女のコがやってくる。そ、っいう人の体 
にベタベタ触ったり、変なかっこ、っをさせた 
り、妙な声を出させたりまさに傍若無人のふ 
るまいである。頭がくらくらする程興奮する。 

それでも『ガ ロ』 は毎月きちんと送って来 
てくれる。たまにペンを持つと手が震える。 
小さなィラストを一点描くのにこのざまだ。 
ペンが紙に引っかかり直線さえギザギザだ。 
女のコの体を触る時はこんなことないのに。 
それでも『ガ ロ』 は . 。 


[フ°〇フイ--パ/]1950年3月11日、北海道伊達市に生まれる。高校卒業後上京。76年、美学校に入り、赤瀬川原平に師事〇卒 
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『ガロ』について語れといわれても、一体、 
何を語ったらよいのでしよ、っ。 

今、私の手元には、創刊号から第七六号ま 
での『ガロ』があります。 

六〇年代の『ガロ』。『ガ ロ』 は暗い といわ 
れます。六〇霖の『ガ ロ』 は確かに暗い。 
どのぺージも、どのぺージも、 黒く ぬりつぶ 
され、ぐちやぐち やに 描きこまれ、 醜い顔を 
した人物が ポロを 身に まとい、 汚物の 中を は 
いまわっているよっ です。 

絶望、孤独、汚濁、貧困、病気、残虐……。 


漫画家たちは、これでもかこれでもかと、暗 
さ汚さを競い合っているかのよっです。 

たちは何を思ってこのよっな漫画を描き、こ 
の去っな漫画を読んでいたのでしようか……〇, 
さて、 ホコリ まみれの『ガ ロ』 から 目を離 
し、今の日本を見回します。今、私たちの回 
りには、六〇の『ガ ロ』 とはまるで異質 
な世界があります。しかし、それは本当なの 
でしようか……。六〇一^の『ガ ロ』 を読み、 
六〇年代の『ガ ロ』を 描いた 人々 が、今、こ 
の日本の中に、散らばり、ひそかに生きなが 
ら えている ことを 忘れてはなりません。彼ら 
は今、何を思い、何を考えて、このように 
変•わ •り•果 .て•た、九〇霖の日本に 

生きているので しよう…… 。その心の中に 

. ああ！暗い情念(じょ一ねん！)と怨念 

(おんねん！) を抱いて、その ドス 黒い かたまり 
を、この飽食の世の中で、人知れずひそかに、 
はぐくんでいるのではないでしよ、 フか……。 
過剰な栄養を与えられた黒い®^は、人々 
の目のとどかない所で少しずつ、少しずつ、 
大きくなっているのではないで しよう か！ 








……深夜にひとり、六〇#の『ガ ロ』 を 
見ていると、恐しい妄相 1がわいてきて……あ 
あ、私は不眠症になつてしまいそ、つです……。 

ここ数年の『ガ ロ』 を、私は見ていません。 
『ガ ロ』 は変わりましたか？ 『ガ ロ』 は明 

.るくなりましたか？ 『ガロ 』 は売れて . 

(あ、この話はやめましよう)。これからの『ガロ』 

はど、 つなる のでし よ、つか 


私も近いうちにまた、『ガロ』に描いてみ 
たいと思つています。九〇年代の r ガロ』に、 
私はどんなふうに迎えられるのでしょうか 
……。私一ーハ〇年代の洗礼を受けた「いに 
しえの者」を、==1ガ ロ』 はあたたかく迎えて 
くれる でしょ、 フか . 。 おしまい 











『ガロ』といぅ窓口 

© 


一〇代の頃から『ガ ロ』 を読んでいた。つ 
げ義春さんが活躍していた当時だった。貸本 
屋全盛の中で、「カムィ伝」なども読んでい 
た。小説ょりも劇画の方が、はるかに現代を 
伝えていたからだ。 

二五〜六歳の頃、状況劇場の劇団員の中に 
つげさんの「紅い花」に熱中した男がいて、 
彼に「紅い花」が載った『ガロ』を見せられ 
た。私は「紅い花」論を書き、それは『ガ 
口』のつげ義春特集号に掲載された。 

その後、状況劇場にいた女優の一人が失踪 
した。あちこち行方を探したが杳 として 知れ 
ない。彼女はつげさんの漫画を好きになった 
末、つげさんを訪ねて行き、一緒に住むょっ 
になっていた。現在の^^である。いかに、 
その頃の若者にとって、『ガ ロ』 がバイブル 
であった か！ 

七〇年代に入って、状況の変化と共に『ガ 
口』 も変貌したが、嵐 山 光三郎さんの文章な 
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なかなか面白かった。 

七五年には自らの原作で「糸姫」を発表し 
た。篠ク原勝之と、絵と文章の二人三脚をやっ 
てみよ、っと創り上げて、『ガロ J に売りこん 
だものだ。これも良いものであった、と^っ。 

かつて、™ B ガ ロ』 は窓口だった。その時代 
を ど、っとらえて よいか分らない_に 、メジ 
ャーではないものの、青っぽい印画紙にその 
時代のシャドウを写し取って見せる窓口だっ 
た。 ちょぅ ど、つげさんの漫画に電柱の影が 
横たわっていた よフ に。 

そして現在、状況が変わって行く中で現代 
の窓口がどぅなっていくのか、私は大変楽し 
みにしている。 




SHINOHARA.Katsuyuki 

篠原勝之 

[プロフィール ] 1 94 2 年札幌生まれ。鉄の 
ゲージツ家"クマさん"は、17歲にて上京 
し、60年、武蔵野美術学校入学。2年後、デ 
ザイン会社に勤務。その後、絵本作家として 
独立し、70年には「銭湯的浴場絵画家 j を 
名乗り、72〜78年は状況劇場で舞台美術な 
どを担当。退団後、エッセイ•■人生はデーヤ 
モンド(角川文靡）を著す。処女小説「嵐の 
中をアカ犬が走る j (角川文靡）では、中央 
公論新人賞にノミネート。その他の著書に、 

『デーヤモンド•ヘッド j (新潮社)、『放屁庵 
退屈日記 j (角川文靡)、 f クマさんタコを食 
らう(育山書房)、『ケンカ道 j (祥伝社)、ラ 
ジオドラマ化された「アイアン•チヤイルド j 
(NESCO) などがある。 



オレの f い仕事歴のほとんどが無残な経 
済状態だったのだが、その中でも短い期間の 
劇画 描きと いぅのがあった。 

その頃ォレはまだ唐十郎が座長をやってい 
た八状況劇場〉の舞台美術を担当していた。 
赤テントの芝居小屋でお馴染みの都市を駆け 
巡った劇団だった。銭もないまま、ただ軀だ 
けは頑丈なォレは苛立っていた。昼間は稽古 
場に行ってる団員たちの部屋は留守だったか 
ら、ケント紙とインクを持ち込み劇画を描き 
始めた。夕方、稽古が終わって戻ってくる団 
員と すぐにエン会が始まるのだが、また明日 
の朝になればビンボ—な一日が始まった。酔 
っばらっちまっても、 っ 朝なんて来なくて イイ 
とさえ 思っていたものだ。それでもやっぱし 
確実に朝が来た。仕方なくてまたコマ割りを 




しては絵を描き続けた。そんな日々がズーッ 
と続く、っち、短い劇画が出来上がった。それ 
が「におい横丁」である。 

すると座長の次の戯曲が書き上がり、ボス 
ターや舞台を作るオレにも台本が渡された。 
「糸姫」だった。団員たちは各自戯曲分析し 
たりするので、自分の部屋に戻っちまいエン 
会の人々はいなくなった。仕方ないからオレ 
も静かに「糸姫」を読み始めた。 

頭蓋内がコマ割りの思考になってたから、 
ォレは早速ケント紙を風呂敷に包んで酒場の 
ニョショウの部屋を尋ねたものだ。 

Ar & s は夜昼逆になった。夕方にニョショウ 
が店に出掛けるのと入れ違いにオレは「糸 
姐」を描き出すのである。明け方、彼女が戻 
ってくる前にォレは巷に消え、昼間は公園で 
台本を読み夕方を待った。一〇〇枚はたっぶ 
り描いた。座長の許可を戴きォレは銭にする 
コトにした。以前から付き合いのあった、ま 
だ青林堂の編 i だった南伸坊に売りつけた 
のだ。大した銭にはならなかったが、劇団一 
派とヤキトリ屋で飲み切った。 




手さぐり 

歩き 


一言でいって、キャパシティの大きな雑誌 
でした。なんでもかかしてくれたし、ほとん 
どクレームもなかったし。 

それだけに、良い人はグングンのびたし、 
だめな奴(私みたぃの)は、落るべき所に落ち 
ましたけど。 

それでも私にとっては、とてもありがたい 
本でした。 

ニニ年前にはじめて青林堂に原稿持って行 
ったのですが、その時出してもらったお茶の 
味は忘れません’ 

あれからずい分たちましたが、まるでまっ 
暗な闇の中を手さぐりで歩いて来たよつです。 

そろそろ自分なりに満足のゆく作品がかけ 
るかなと思っているのですが、才能のなさを 
努力でカバーするには年を取り過ぎたのかも 


にI _フスイイ予 
県ュカアララ版 
■ ビルイトト出 

滋 :?£-5|0コ。« 



しれません。 

四〇歳になって、 
た。， 


ちょつと！^な古川でし 



僕が初めて『ガロ』の編集部へ行ったのは 
二〇歳すぎくらいの頃だと^っ。養のいた 
りと 申し ましょぅ か、メジャー誌にないユニ 
—クな面白さとゆ、！^のと一人ょがりを勘違 
いして、 ひどく つまらないマンガを持ち込ん 
だ。私小説のつもりプラスシュルレアリスム 
ふぅとゆ、のいたり具合だった。その時 
はたまたま社長の長井さんがおられて見ても 









KAWASAKI, Yukio — 

り"崎ゆきお 

[ブロフィー ル] 1951 年生まれ。兵庫県伊丹 
市出身。 71 年「ろらぶれ夜風」ガ□入選。上 
京する引越費ないまま大阪在住非社会人生活 
を継続。代表作「猟奇王シリーズ」「ライカ伝 j 
「夢伝説」「大阪もののけ紀行(文章) j 現在比 
較的入手しやすい単行本は『レトロ帝国の逆 
襲 j (河出書房新社)、「悪いやつほどよく走る j 
『夢伝説 j (青林堂)、「大食もののけ紀行 j (白 
水社)、処女単行本 r 撕奇王 j はプレイガイド 
ジャーナル社がなくなったためビレッジプレ 
スに在靡がある。連絡先はチャンネルゼロ社 
の単行本の裏で確認でぎる。現在ノ人間星占 
い j とい5裏のない占いの本を害いている。 
出版予定は未定。また、小説撕奇王を執筆中。 
これも出版予定はなし。 2 年ほど前に 98 パソ 
コンを翼って JG や花子でパソコン漫画を書 


僕は「入選作品」と表紙に自分で墨書きし 
たおそまつな漫画を投稿し、才能があるかも 
知れないといぅ事で、他の人の反対を押し切 
って長井さんが入選印を押してくれた。生ま 
れた子供が間引きされ、闇に葬られ 去っ とし 
ているのを、一人の老人が手を差し伸べてく 
れたのである。命を与えられた僕はその後 
『ガ ロ』 でどんどん育っていった。 

大阪から上京して A 蘇堂に着いた時、長井 
さんはロッカーの中から洗面器を取り出して 
「疲れてるだろぅ」と言って、いっしょに銭 
湯へ連れていってくれた。 

『ガロ』も一応は商売で出している雑誌なの 


霧が®®© 




たか' 僕の場合一度も管理された事がない。 
メジャー誌ではスト—リーの段階からチエッ 
クを受け、さらに絵コンテで綿密な品篡目理 
が行われ、それをパスしなければ本番の原稿 
にペン入れできない。つまり品翼目理を経て 
原稿ができる。 

そんな会社へいっているょぅな書き方がで 
きるのなら、僕は社会人になれる資格が十分 
ある。会社に行くのが嫌なので、漫画家にな 
ろ、っと していたのに、会社より厳しいチ エッ 
クを受けるのなら話が違っのではないかと思 
いたくなる。 

僕は『ガロ』で野放しの状態で育ったので- 
妙な世界に入り込んで、普通の漫画とは違、フ 
ものになつてしまつた。 もつとも 今でも まと 
もに絵は書けない。漫画そのものをまともに 
書けないタィプなので、漫画を書く とい、っ展 
開は、普通の漫画家には味わえないスリルが 
ある。 

永年に渡って『ガロ』は僕に紙面を開放し 
てくれた。そして今でもそれは継続中なので 
ある。そんな事ができる雑誌は他にない 。 ft 










TSUCHIHASHI, Toshiko 

土橋とし子 

[プロフィール] 1 960 年、和歌山県に生ま 
れる。80年、浪速短期大学デザイン美術科 
を卒業後、 B グラフイックスにてアシスタン 
卜として仕事を始め、チヤンネルゼロの人た 
ちや関西の漫画家さんたちと知0合いにな 
る。84年、フリニのイラストレーターとし 
て、東京で仕事を始める。灃画作品は同年、 
•■コミック•アゲイン j で初出。 


の女流疆家 


絵を描く事を生#としている私は例にもれ 
ず絵を描くのが大好きな子供で、広告の裏と 
かに毎日描きまくつておりました。そんな私 
を見て親や親戚は「この子は漫画家になるん 
やろ ねえ〜」 とか話していた。本人もかなり 
その気だったが、小学校六年の時にやはり漫 
画家を目指してたであろぅ絵の上手な子に 
「漫画家は同じ顔を何回もそれもいろんな方 

向から描けらんとなれれへんのやで . 」と 

言われてダメだと思ってあきらめた。ところ 
がそれから約十年後、ヒヨンなことから『コ 
ミック アゲイン』でデビュ—した。ピュ—ピ 


そして女流漫画？目指して上京した。、っ 
そ、 っ そ イラスト レータ—としてがんばろ、 っと 
上京した。 

でも上京四力月後、漫画の殿堂「青林堂」 

へ 持ち込む とい、っ 勇気 ある 行動を とることに 
なる。 えらい 暑い 日、ダラダラと ガマ蛙の よ 
ぅぬ汗をかきかき材木屋の二階を目指した。 
階段やおどり場には『ガ ロ』 が山積みで主霖 
堂の気配は暗かった。部屋には男の人が二人 



<♦220 





と女の人が一人、一番奥に写真で見たことの 
ある長井さんがいた。川崎ゆきおさんから聞 
いてたとおり銭湯で湯舟のへりにつかまって 
ないと浮いてし$っとい、っ私より二まわり小 
さな方だった。 

一回目の持ち込みは長井さんのアドパイス 
を聞く貴重な体験と引き替えに終わった。あ. 
のひさ、っちさんも一回目はダメだったんだよ 
とか南伸坊さんと文子さんからイロイロとア 
ドバイスしてもらって次回への意欲がメラメ 
ラ燃え上がった。 

漫画 Mti 成通信講座の元生徒であった私は、 
川崎ゆきおさんからもはげまされ、心機一転 
再挑戦して三回続けて載せてもらえた。やっ 
たあ一万歳。 

あの戦ぅ漫画家(私が勝手につけた)根本 

敬さんからも「あれ . けっこぅ好きです 

よ」とか 言われて とてもっれし かった。 

やっぱり漫画家って憧れま t また描いて 
みたいし、その時は『ガロ』に載せてもらい 
たいもんだとやっぱり憧れている。青林堂、 






ひさぅちみちお脚本による「実演.不幸」 
は、一九八 二 年一月二四日、大阪の スタジオ 
あひるで上演された。元ネタは『宝島』に連 
載された「不幸」と『ガロ』掲載の「やさし 
い出会い方®」で、その頃プレィガィド. 
ジヤーナル社から発売された『山本さん家に 
於るアツコの不幸に就て』の発行記念ィべン 
卜として、チヤンネルゼロとわんだ〜らんど 
で共同制作した。当時ぼくは、まんが専門店 
の仕事の一‘環と称して『わんだ〜らんど通 
信』とい、っミニコミを 出しており、発想とし 
てはその立体版を目指したものだった。 

実現へと運ぶにあたって、けいせい出版の 
コミックス 編囊でありながら、演劇舎蜂螂 
を率いていた小松杏里さんとの出会いが大き 
かった。彼が演出し、彼の劇団からも二名出 


前代未聞の文士劇 





MIURA, Jun 


みうらじけ>ん 

[プロフイール]〗958年京都生まれ。武蔵野美 
術大学卒。"ガロ"で大学3年時「ウシの日 j 
でデピュー。著作に••単になんぎなろし j (育 
林堂 • 絶版)、『見ぐるしいほど愛されたい j 
(講談社)/学園八 ニ ワもの八二一に首ったけ j 
(河出害房新社)、『ポクとカエルと校庭で j (育 
林堂)ゾカリフオルニアの青いパカ j(JICC 
出版)、『オレに言わせ0や TVj (角川書店)、 
r 八ニワラしカエル j (マガジン八ウス* 6月頃） 
などがある。最近、パンド * 大*渚„のセカ 
ンドアルパム （6 月中旬）のためレコーデイ 
ング中。間寅平氏の"カルマIネ急に止まれな 
し、、、といろ曲の作詞をし、レコード大寅希望。 



ガロ』こそ全て 


湯村さんと糸井さんのコンビで連載されて 
いた「ペンギンごはん」を読んだ時、"まい 
った！"と思った。未だに僕は読み返したり 
する事があるが、その驚きは少し^ S らない。 
今、自分が何とか仕事をやっていけるのもた 
くさんアドパィスをして頂いた糸井さんや口 
数は少ない人だけど、「あんた、もっと描け 
ばぁ〜」って言って下さった当時の編集長. 
渡辺和博さんのお陰だと思っている。 

糸井さんは四年ほど前「もっおまえは一人 
でやっていけ」と言われ、僕は旅に出された 
気がした。「カマボコ板にフェルトペンで書 
いた去っな看板でもやっていい」と温かい言 
葉で送り出された気がした、勝手に。 

でも、どこかで糸井さんは僕の仕事に「パ 
力！」 と言いながらも見守つて下さつてると 
思っている、勝手に。だから僕は手を抜く事 
は出来ない。一番優しくてコワィ人だから。 

『ガロ J は僕にそんな出会いを与えてくれた 
貴重な雑誌だ。いつまでもガンバッて下さ 





































『カロ』的なる 
ものを ^ 
めく VC S 
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MURAKAMI, Tomohiko 

村上知彦 

[ブロフイール]1951年、神戸生まれ。関西 
大学社会学部卒業。スポーツニツボン新聞大 
阪本社文化部、「プレイガイドジャーナル j 編 
集畏などを経て、現在評論家、編集者。著書 
に「黄昏通信同時代まんがのために j (プロ 
ンズ社)、『情報誌的世界のなりたち j (思想の 
科学社)、共•編著に『マンガ伝 j (平凡社)、 
r マンガ批評大系 j 全4巻•別巻1(平凡社） 


八◦一^の「ガロ』について語られた文章を読 
んだ記憶がほとんどない。-1ガロ j についての物 
諸はたいてい、七一年七月の「カムイ伝」第一部 


終了あたりを境に急速に要約的になり、八〇一^ 
初頭の杉浦日向子の登^:近でぷつんと途切れて 
いる。たまに、意外なところで=1ガ ロ』 の名を耳 
にす ると 「昔『ガ ロ』とい、っ 雑誌がありましたが 
.. :…」などとすっかり過去形で語られていたりし 
て、意気消沈することもある。 

確かに『ガロ』の八〇袭は「物語」として語 
られるには、あまりに混沌としていてつかみどこ 
ろがない。『ガ ロ』 自身は六〇年代、七〇年代と 
変わらず、いや、ある意味ではそれ以上に独特で 
ありつづけているにもかかわらず、ど、っ独特なの 
かと改めて問われると、先の一六年と異なり一言 
では答えに くい。 それは必ずしも『ガ ロ』 自身の 
責任とはいえないかもしれない。八〇_以峰 
日本のまんが界自体が混沌とした披大と拡散の過 
程を歩み続けており、 「 ガ ロ』 もまたそれを、お 
そらく最も純粋な形において体現しているにすぎ 
ないともいえるからだ。『ガ ロ』 の混沌を語るこ 
とは、すなわちまんがの混纯を語ることである。 
そのよっな意味で、八〇衷においても『ガロ』 
は正しく r ガロ』であり続けた。 

八〇袭に入ってすぐの頃の「ガロ』は、まだ 
七の雰囲気を色濃く引きずっていた。 渡辺 
和博、ひさぅちみちお' 奧平イラ、沢 田と しき、 
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たむらしげる、安西水 丸といった七末期か 

らの新しい描き手ょりむしろ、古くからの 村野守 
美、永島慎二' 鈴木翁二、古川益三、勝又進、高 

信太郎、秋竜 山といった蠢の方が目についた。 
それがすっかりさま変わりするのは、八〇一^に 
入って二、三年の間のことだ。前述の名っに混沌 
としてつかみどころがない"八〇年代『ガロ』 " 
のィメ—ジが定¥るのは、実際には八〇一^も 
なかばにさしかかった頃だった去っだ。 

八〇年代の『ガロ』を特徴づける^^挙げょ 
と求められたら、まず思い浮かぶのが姪子能収、 
根本 敬の二人である。彼らは七〇#なかば、ィ 
ラスト レー ショ ン界の流行と並行する形で r ガ 
口』を席巻した 渡辺和湯村 輝彦らのいわゆる 
"へタウマ"路線を継承しながら、それをさらに 
進化、発展させた八『ガロ』に独特の反社 
会、非リアリズム、理まんがの系譜をつくり 
あげたといえる。 

姪子能収のデビユーは奔に古く、七三年八月 
号の「パチンコ」にさかのぼる。ギャンブルや、 
サラリ—マン生活の無常さ f 王題とする作品を七 
六年まで継続的に発表したのち、一時プツリと 
『ガロ』誌上から姿を消し、八一年「地獄のサラ 
リ—マン」などで再現場したときは、意味ありげ 


な不条理劇から全く無意味なナンセンス不条理へ 
と変身をとげていた。八〇一^を通じてコンスタ 
ントに™ I ガロ』に作品を発表するほか、エロ劇画 
誌、 i 雑誌など他誌でも活躍。その特異に温厚 
な人柄からエッセイスト、イラストレーター、夕 
レントなどとしてマスコミに登¥る機会^く、 
八〇一^「ガロ』のイメ—ジ•リーダー的_を 
果たしたといえる。 

根本敬は八一年九月号「青春むせび泣き」でデ 
ビユー。無能で内向的なさえないサラリーマンの 
家父長、村田さん牵王人公とする連作でたちまち 
頭角を現わす。最初、短編中心に描いていたが、 

八五年から八八年にかけて長編「天然」を連載、 
続けて八九年「タケオの世界/九〇年「ミクロ 
の精子圏」とたて続けに長編の力作を発表し、長 
編8としての地位を確立する。人に忌み嫌われ 
る汚いもの、グロテスクなもの、惨めなものを、 
美化することなくありのままに、しかしある種の 
愛情をもって描くスタイルは特異で ある。 根本敬 
も自販 i 誌など多方面で活躍し、また歌謡曲評 
論などまんが以外での活動でも知られている。 

この二人の綴のイメージ的影響下に、八〇年 
代の「ガロ』は、 山野一、マデイ上原、杉作獣太 
郎 ( J 太郎)、みぎわパン、石川次郎、山田花子 




らの「汚らしくて品のないまんが」の牙城の-^っ 
な観を呈していた。その作品群が本 ws に' 良識 
的な評価を拒む i っな 性質のものであった ことと、 
彼らの多くが短編^であり、記憶に残るよっな 
有品を生み出しえなかったことが、この時期 
の=«ガロ』自体の一般的な印<8^^にしてしま 
っている原因ともなっている ことは 否定できない。 

だが、子細にながめると、これらのなかからも 
繁くの秀作が生まれていることに気づく。マデ 
ィ上原の八七年の単行本『決定版』にまとめられ 
た四コマ作品の実験性は、いまながめて^^分新 
しいばかりか、ますます輝きを増して見える。根 
本敬にしても、「タケオの世界」を収めた『怪人 
無礼講ララバィ j (九〇年)などの単行本で去っや 
く作品への正当な評価が始まったばかりだといえ 
る。彼らの主要な活躍舞台としての、八〇年代 
『ガ ロ』 への評価が定まるのは、 もぅ 少し先の こ 
とになるだろ、 フ。 

もっ ひとつ忘れてはならないのは、やまだ紫、 

近藤よぅこ' 杉浦日向子を始めとする女性の 
活躍ぶりである。むしろ一般的に印象に残つてい 
るのは、こちらの イメージの 方であるかもしれな 
い。だが、ぼくの見るところでは、これは必ずし 
も『ガロ j に特殊な現象ではなかったのではない 


かと^っ。七〇一^のなかば頃から、それまでの 
少女まんがのィメージを塗り替える女性まんが家 
たちがあらわれ、八〇年代の始めには少女まんが 
誌ばかりではなく、男性誌にも女性まんが家の登 
場が目立つ よっ になった。 そ、 っいった状況のなか 
で、 - 1ガロ j がこれまでに持っていた女性まんが 
殊視しない側面が、花開いていったのだと 
いえる。 

『ガロ』はすでに六〇一^においてつりたくにこ 
とい、っ、当時としては特異な作風の女性8を世 
に出している。六〇其に 『 COMJ でデビユー 
したやまだ紫にしても、=1ガロ』への登場は七一 
年と古い。そのやまだ紫が、結婚、育児による休 
筆期間をへて、「ときどき陽溜りで」で再登場し 
たのが七八年一二月。七九年の「性悪猫」では猫 
に託して、母であり女であることの喜びと痛みを 
巧みに表現し、八一年の「しんきらり」では 
といぅ日常のなかに、人間としての大切なものを 
日々発見する精神のドラマを編みあげた。この二 
作品が3©¢の評価を受けたことによって、一般商 
業誌とは違った意味での女性：^の登 5 T 活躍の 
場としての、八〇羡『ガロ』のもっひとつの方 
向づけもなされたのだといえる。 

やまだ紫の再登場に続けて、七九年五月「もの 




ろおぐ」 でデビューした近藤ょうこは、はじめ女 
性心理の情念的な部分を観念的に塔っ作品が多か 
つたが、次第にドラマ的な広がりと深みを獲得し 
ていつた。 asys 、 民俗学にも精通し、日$世を 
舞台とした作品—い。八〇年一一 月 「通言室乃 
梅」でデビューの杉浦日向子は、遊女や青年武士 
たち f 王人公に、江戸末期を生活感ゅたかに描い 
て注目^*めた。考証家•稲垣史生氏に師事した 
というその描写は本格的だ。同時に、やわらかな 
絵柄とゆつたりとした時間咸餐が読むものをほつ 
とさせた。八なかばには、折からの江戸ブ 
—ムで一躍時の人となり、エッセイ、イラスト、 
さまざまなインタビューや取材にと、八面六臂の 
活躍ぶ りと なつた。 

この三人に続いて『ガ ロ』 では、八〇袭を通 
じて 森下裕美、松本充代、芳賀由香、内田春菊、 
津野裕子、桜沢 H リヵ、鳩山郁子、大黄菜春子、 
ヤマダ リツコと いつた女性；^たちが、続々 と デ 
ビュー'ないしは登場している。作風も^ 

、っ彼女たちを"女#^というだけでひとまとめに 
¥ることはもちろん出来ないが、その存在が八 
<■ ガ ロ』 基徴づけるものとして、常に印 
象的にあつたことは否定できない。 

八01の「ガロ J を語るとき、もつひとつ忘 


れてならないのが、みうらじゅんと泉昌之の存在 
だろう。彼らは、七〇一^=1ガ ロ』 の後期、白土 
三平「カムイ伝」終了後の南伸坊編集時代に花開 
いた"面白、墨"のエッセンスを、純粋な形で受 
け継いだ®たちといえる。 

みうらじゅんは八〇年一〇「ウシの日」で 
デビユー。彼はまた、 渡辺和 博の直接の影響下に 
あると思われるへタウマ風の絵と、極私的"ナサ 
ケナイ話*の描き手として登場 t た。みうらじゅ 
ん徴づけるのは、関西風の笑いのセンスとサ 
—ビス精神である。"ウジ""はにわ〃"なんぎ" 
などのキーワードで、たちまち此|一末^%辺の話や、 
幼時から現在までにいたるメディアの中の流行に 
まつわる話題を、流行の装い^ t ： って気のきいた 
笑い話にまで仕立てあげてしまった。多種4な 
ジャンルにわたるマニアックな収§が、みうら 
じゅん自身をもメディアの向こう側に送り込んだ。 

八三年 五！！！^ 「夜行」でデビ ユーした 泉昌之は、 
知られる とおり 泉晴紀、久住昌之の<#ペンネー 
ムである。美学校赤瀬川原平教場の同 f だった 
二人は、赤瀬川、南伸坊とつながる=8ガロ』面白 
主義の、直系の後^！であるといっていい。泉晴 
紀の絵には赤瀬川原平の細密画の影響が顕著だし、 
久住昌之の原作のアイディアの源は、後に〃路上 




観 f 学"と呼ばれた日常見過ごしがちな街の変な 
ものに注目する視線と共通だ。デビユー作「夜 
行」は' 夜行列車に乗り込んだ一人の男が、駅弁 
を食べ終えるまでの心理的葛藤を、劇画的リアリ 
ズムで.描いたものだが、「弁当のおかずをどのよ 
、る順序で食べ終えるか」とい、っ、：^っでもいい 
よ5~^<テーマを、あくまでリアリティをもって描 
き終えたことで不思議な共感を呼び、いまにいた 
るまで靠として語り継がれている。 

この二人など、『ガロ』だけにとどまらない活 
躍をしただけにかえって、 - 1ガロ』の作家という 
イメージが_になつてしまつているとさえいえ 
る。むしろ=1ガロ』との強いつながりじさせ 
るのは、 みうらじゆん なら「恥づかしい話してみ 
よう」、あるいは久住昌之が単独で担当した「ク 
スミのお楽しみ箱」などの連載コラムにおいてで 
あったかもしれない。この、まんが以外の連載記 
事の充実こそは、実は八〇一^の=1ガロ』を特徴 
づける、？八〇一^『ガ ロ』 らしい部分だった 
かもしれない。その-^っな特色を『ガ ロ』 に与え 
たのは、もちろん 渡辺和 博の退社後『ガ ロ』 の編 
集長格だった手塚能理子の功績である。以前より 
荒木 経 惟「浪曼写真」の担当者だった手塚は' み 
うら、久 住の前記コラムに加えて、八五年までに 


上杉清文.手塚能理子コンビの「ラッキ！カム 
カム」をスタ^させ、以後も八六年に みうらじ 
ゅん「こいつってキテるよね」、八七年四方田犬 
彦「犬も歩けば」、八八年久住昌之「絵にも描け 
ない一^など、今日まで続くコラム路線を作り上 
げた。 

それらは、嵐山光三郎、糸井重里、上杉清文な 

ど、面白、 HW の時代の『ガロ』読物の系譜を引き 
継ぐ ものというより むしろ、 『 ガ ロ」の 伝統とし 
ての読物べ—ジの1だったのではないか。佐々 
木守の小説「日本忍法伝」の昔から、鈴木清順の 
エッ セィ、そして もちろん 上野§の 「目{畜」 
と、『ガ ロ』 の読物はまんがとはまた ひと 味違っ 
た、 "9 ガ ロ』という 雑誌の特色を象徴的に表すべ 
—ジだったのである。だとすれば、それが雑誌全 
体のィメージをも決定づけた"面白主義の時が 
が特殊だったのであり、八〇靠の™1ガ ロ』 のコ 
ラムのありよっは、内容がいかにも八〇に 
変化している ことを^; t ば、 ある 種の伝統回帰で 
あったのだと もい える。 

八〇霖の - S ガロ J が生み出した作品で、これ 
まであげたもの以外の主なものを、新人の作品を 
中心に追ってみよフ。 

花輪和I、谷弘兒、吉田光彦らにみられた懐古 
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趣味やマニエリスムへの傾きの強い作品傾向は、 
丸尾末広、東元、高山和雅、大越孝太郎らに受け 

継がれている。なかでも 高山 和雅は『ガロ』には 
珍しく物語性の強い SF を描く：^である。長編 
「ノアの末裔」は未完成ながら本格 SF として読 
みごたえ^^分だ。 

ひさうちみちおの影響を受けたと思われるみう 
らじゅん、森下裕美、森元暢 之は、それぞれ扱う 
テーマも作風も目方向も全く異なっているの 
が面白いが、なかでも「反省しない Ki などの 森 
元暢 之は、内向的性格のもたらす精神的悲劇を描 
いて擊の心をゆさぶる.ものを持っている。 

内田春菊、 桜沢 エリカ、 マディ 上 原、杉作 獣 太 
郎 、とり •みき、唐 沢俊 一&なをきといった_ 
たちは r ガ ロ』 出身ではないが r ガ ロ』 で重要な 
仕事をした。なかでも内田春菊は「南くんの恋 
人」「波のまにまに」など彼女自身の代表作とも 
いえる作品*^しているし、 とり •みき' 唐 沢俊 
|&なをきらも、他誌でも活躍しながら『ガロ L 
により純化した実験的ともいえる作品を発表し続 
けた。 

久住昌之が泉春紀ではなく実弟.久住卓也と組 
んだの作品も、泉昌之のと きとはまた 
違った久住昌之の個性が表れて面白い。 QBB で 


は主に幼時体験が作品化されているのだが、それ 
が幻想的な観念のリアリティとして再現されてい 
るため、児童文学にも似た一種のフアンタジーと 
して読めるのが特徴だ。 

新人以外では、ひさうちみちおが八八年から九 
〇年にかけて i した長編「托卵」が印象に残る。 
ョーロッバの偽史に托して差別の本質を語る。そ 
の手つきは手慣れており破綻がない。近藤ようこ 
「HORIZOZW BLUE 」 (八八-九〇) も力作だっ 
た。わが子に手をかけてしまった女性が、カウン 
セリングを受けながら自らの心の奥底 にある 母親 
との確執を覗いてゆく過程の緊張感と、それを受 
容 したときの 開放感が印象だった。 

■以上が、八〇$の『ガロ』を概観したときに 
特徴として抽出できるものである。七〇一^後半 
から見えていた、化•拡^^の傾向がいっそ 
、っ強まり、他方では一般商業誌やテレビ、マスコ 
ミ、音楽など他メディアへの越境、相互交流が盛 
んになって、逆説的に『ガ ロ』 の独自性が薄まっ 
たよっな印象を与えている。しかし相対的に はと 
も.かく、広がりとして考えた場合、八〇年代に 
『ガロ』が広い意味でのまんがとその周辺文化に 
与えた影響は、七〇#までと比べてもむしろ大 
きくな ってい ると いっていいのではないだろうか。 





ガロ』のこと 



ANZAI , Mizumaru 


安西水丸 


『ガロ』に漫画を描くことを勧めてくれたの 
は嵐山光三郎だった。当時ぼくは彼といっし 
よに『ガロ』誌内で「真実の友」という。へ一 
ジ^ t： つていた。ぼくの受持ちは主にカット 
で、「真実の友」の隅つこに「しんじつ大王」 
とい、备妙な四コマ漫画を描いたりもしてい 


た。 

はじめてストーリー漫画を描いたのは、や 
はり嵐山光三郎の原作で、「怪人二十面相の 
墓」といぅタィトルで前後二回に分けて連載 
した。多分、『ガ ロ』 誌のなかで、原作者別 
で漫画を描いたのはぼくがはじめてだと思っ。 
三回目からは自分でストーリいた。約 
三年間、休みなく毎月一六ぺージのストーリ 
I漫画を描いた。担当者は、今をときめく南 
伸^渡辺和博だった。編 i にはめぐまれ 
たとおもっている。漫画を描くに当ってはい 
つ—ペンを使用した。おかげで丸ペンをマ 
スタ—できた。ストーリー漫画を描くことは 
映画を作っているネっな気分があって楽しか 
った。漫画を描くことで学んだことは多い。 
『ガ ロ』 に描いて思ったことは、根強い『ガ 
口』 フアンのいることだった。『ガ ロ』 のな 
かには、一般の漫画誌にない胸に刺し込んで 
くる情感があることだとおもっ。これはとて 
も重要なことだ。時代はど、 i っても、人々 
は『ガロ』、あるいは『ガロ』的なものを求 
めている。 


[ブ〇フイール]1942年7月、東京生まれ。 AB 型。日大芸術学部美術科辛。電通、 ADAC(N.Y •のデザインスタジオ)、 




インハクト 

の勝利 



私が初めてちやんと描きあげた「モダンラ 
ヴアーズ」というマンガを抱えて、『ガロ』 
編集部に至る暗い階段をドキドキしながら登 


っていったのは、たしかニニオの春であった。 
今から一二年前のことだ。その日の私が、ど 
んな格好をしていたのか、よくは憶えていな 
いのだけれど、その時私の作品に目を通して 
くださった渡辺和博氏に言わせると、相当ハ 
デな格好だった去っだ。なにしろその当時の 
私は、たんなるパンクなお兄ちやんだった訳 
で、髪はツンツ、ノ、蛍光ミドリのパンツに、 
ピンクモヘアの穴あきセータ—、勿論胸には 
数個のバッヂ付き、てな感じではなかったか 
と辱っ。渡辺氏は、メタリックムラサキのパ 
ンツであったと記憶されているよっだが、あ 
いにく私はそれを所持していた記憶がないの 
で、これは氏の記憶違いだと思われる。ま、 
なんにしても、その作品よりもその時の格好 
の方が、氏にはィンパクトをもって映ったら 
しく、おかげで私の作品はなんとか無事掲載 
される事となった。思えばそれが私にとって、 
マンガ家並びに、いわゆるギョーカィデビユ 
—とあいなった訳だからして、ハデな格好は 
してみるものだ、といぅ教訓を改めて心の中 
で嚙みしめてみる今日この頃である。 



SAWADA, Toshiki — 

沢田としき 

[プロフイール]イラストレーター。1959 
年育森県生まれ。81年、 r BLUESj を自費 
出版。阿佐ヶ谷美術専門学校を卒業し、デザ 
イン事務所 K2 に所属するが、84年に独立0 
著書に 「Weekendj (プレイガイドジャー 
ナル社)、「街角パラダイス j (CBS ソニー出 
版)、 r PINK & BLUE j (ビクタープックス） 
がある。また、86年 「CARNAVALj (原宿 
AtGallary) 87年 「HEART 1987j (神戸 
TAO と大阪 SPONGCLUB) 「緑の家から j 
(ギャラリーいわき)、89年 「TOSHIKI 
SAWADA 1989 j (八戸 ONOGallary)、 
90年 「PINK & BLUE. (青森スペース21、 



一番身近に 

ちった 

『3』 


一九七九年の『ガロ』二月号に、はじめて 
描いたコミックス「こくはくのワルツ」が入 
選した。二〇歳だった。自分の描いたものが 
印刷されて本屋に並ぶといぅのが、なんとも 
嬉しかった。 

それから五つのコミックスが『ガ ロ』 に載 

り、自費出版のコミックス集 『 BLUES 』 
を創ったのが八一年、ちょ、っど一〇年前にな 
る。 

何かをしたくて、それが何なのかわからな 
いけれど、一番身近にあった『ガロ』への投 
稿をきっかけに、コミックスを描くょっにな 

った。 

コミックスは描いていたけれど、マンガ家 
になろぅとは思っていなかった。だんだん一 
つのコマに色をつけたりシルクスタリーンで 
プリントしたりしている、っちに、コミックス 
から絵に、自分のやりたい事が変わっていっ 
た。これからどんな風に変わっていくのかは、 
いつもわからないのだけれど、はじまりは、 

ガロだったわけです。 



ィラストレ 1 
應囑ターか挑戦 

一九八〇年の事だ。当時の『ガロ』編集長 
>— l - pj !^ 渡辺和博さんの勧めで、ぼくは『ガロ』に漫 
4一!^画を描く事になった。青天の霹靂だった。 

一ィラストレータ—としては既でに十余年や 
^1 ってきてはいたが、こっちの方はまったくの 
rMM ^. 門外漢。しかし、『ガ ロ』 には畏敬の念を持 
ra つ愛 i であったし、漠然とだがガロ風な漫 
. To , 画が描けたらいいな、なんて事も思っていた。 
sffl で、楽しさ苦し さを 交錯させながら「夏の 
G / 放課後」とい、っ自分の少年時代をモチーフに 
A ® した一六頁の漫画を何とか仕上げた。ストー 
M / リ— 漫画のノウハウなどまったくわからなか 
ったので、好きな安西水丸さんや渡辺和博さ 
んの作品を横に置き、ストーリーの展開の仕 
方やコマ割の仕方など色々と参考にさせても 
らつた。制作には二週間ほどかかった。 

今見ると難点は多々有るが、ぼくにしては 
まずまずの出来だった。処女作で尚且つ初登 


場という分際で、巻頭二色の頁に載せていた 
だいた。一九八〇年の一一丹号である。面映 
い気分だった。いいのかな、という不安感も 
あったが、やはり嬉しかった。 

その頃、本業のィラストの方がやっと低迷 
期から脱出しかかっていた時期だったので、 
『ガロ』に自分の漫画が載った事は、大変励 
みになった。可能性の幅が広がっていく気が 
した。 

その後、二年の間に「一中 フ アィト」 とい 
うのと 「扁桃腺の 夏」というのを 二本描いた。 
やはりどちらも少年時代の話である。「扁桃 
腺の夏」は、あの『木造モルタルの王國』に 
も転載された。有難い事だ。 

本当はもっと続けて描かせてもら、っつもり 
でいたのだが、本業が忙しくなり目先の^^ 
についつい動かされ、そのうち描こう、その 
うち描こうと思っている間に、時はどんどん 
過ぎていってしまった……。 

たった三回ではあるが、ガロに漫画を描い 
たとい、 r # を、ぼくは今でも誇りに思って い 
る。 
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[プ D フイ—7レ]イラストレーター。1944年、群馬県生まれ0育山学院大学中退0セツ•モード•セミナー卒〇 •■ガロ』に 
は、90年11月号に初めて漫画を執筆0 







ITOI，Shigesato 


糸井重里 

[プロフイ ー ル;]1948年11月10日生まれ。群馬 
県前橋市出身。67年3月、群馬県立前橋高等 
学校卒業。同年4月、法政大学文学部入学、 
翌年中退。75年、 TCC (東京コピーライター 
ズ）新人賞受貨、広告プロダクション勤務か 
らフリーになる。79年、東京糸井重里事務所 


と 

■=D 

ガ 
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いわゆる愛5として、白土三平先生や水 
木しげる先生のでている『ガロ』を買ってい 
たのは、高校生のころだったと思います。 

そのあたりの時代の私は、マンガ家になり 
たいものだと考えておりましたので、いずれ 
いつかは『ガロ』に作品を持ちこむのだと心 
に決めておりました。 

大学に入学してすぐに、ケント紙やら墨汁 
やらを買って、持ちこみ用の原稿を描きはじ 
めました。ひとつは、キ チンと 墨入れまでし 
ました。タィトルは、笑われると思いますが、 
「風流狐風呂」といいます。それが仕上がっ 
てすぐに、もっひとつ SF もどき のものを描 
きました が、タィトルは「さだめ」だったか、 
「つとめ」だったか忘れました。こっちのや 
つは、鉛筆で線を描いて、あとはペンだけと 
いぅと ころで挫折しました。はじめて行った 
砂 川とい、っ 所でのデモで、めちゃめちゃにぶ 




たれて、それ以来私は学校に寝泊りする劣っ 
な人になってしまったからです。 

どちらのマンガも、 i っ失くしてしまいま 
した。未練はありません。つまらんものだっ 
たとい、っことだけが確かです。 

あとは、同じよっに『ガ ロ』 聾だった湯 
村輝彦さんとタッグを組んで「ペンギンごは 
ん」のシリーズをやらしてもらいました。あ 
のシリ—ズは、もっとずっと若いマンガ家の 
人たちが「子供のころ読んでましたよ才」と 
か言ってくれるので、とても、っれしいです。 

さんと知りあって、つくづく「ォレは絵 
を描く商売にならなくてよかった」と思いま 
した。早い話が、向いてなかったのです。 

ほんと、っは、もっとたくさんの『ガ ロ』 関 
係の人たちのことも書きたかったのですが、 
やめます。長くなるから。 

ともかく、『ガ ロ』 じゃなきゃできなかっ 
たことや、『ガ ロ』 だからできたことの数々 
に、あ'らためて驚き、長井さんはじめ_者 
の皆さまにお礼をもっしあげてごあいさつに 
かえさせていただきます。ホン ト に。 



YUMURA, Teruhiko 

湯村輝彦 

[ブロフィール]1942年 H 月丨日、東京生ま 
れ。多摩美術大学グラフィックデザイン科卒〇 
(㈱)フラミンゴスタジオを主宰。アートドイ 
レクター、イラストレーター。68年に東京イ 
ラストレータークラブ新人竇、76年と81年に 
東京アートデイレクターズクラブ 4Z>C 竇受 
賞。主著に糸井重里氏と共著の絵本>■さよな 
らペンギン j と漫画「情熱のペンギンごは 
ん j、 作品集「ムーンライトカクテル j •■湯 
村嫌彦ヒットパレード j r TERR K100%j r C 
っぼんのえ湯村輝彦作品集 j •■へた5ま略 
画•図案辞典 j 「モンスターリミックス j など 
があり、ビデオ作品丑/?及 y 100% 
CHANELS^ も手掛ける0 



「何を やつてもいいてもよ」とい、っ 編集長の 
あまりに無防備な、私にとっては渡りに船の 
言葉を耳にして、思わず私の内部で全血液が 
逆流す るよ、 っな興奮を覚えたね。 

嬉しくて楽しくて、踊りだしたいくらい感 
動をもって、私は好き勝手のやりたい放題に、 
毎号毎号『ガロ』表紙の一^に挑んだよ。 

ある時、調子に乗った私は「次号はウンコ」 
と提案したが、これはさすがにダメが出たね。 

ホントのところ、私は『ガ ロ』 表紙を、谷 
内六郎の『週刊新潮』表紙みたいに、生涯の 
仕事として、死ぬまでやり遂げたかったんだ 
けどさ。ま、世の中、 そ、っは 甘くないってこ 
とだね。 

•いずれにしても、『ガロ』表紙は、ホント、 
自分で 言、っの もおこがましいけど、私がこれ 
までやってきた、多くの仕事の中でも、ズパ 
リ M : 大好きな仕事の三本指に入るよね。 


: ZG になった表紙案 




O lc=fe 

^ 一『ガロ』の放つ魔力は、純真なマンガ青年には、かなりの毒かも知れない。『ガロ』に憧れ' その門戸を叩いた〇 


G けなく、すれちがつてしまつた例もある。この「すれちがい」方も'『ガロ』的なのかもしれない0 





僕の部屋の押入には、開けられることのな 
いダンボール箱が何箱かあり、その中には六 
〇一^から七〇一^にかけてのガロが何十冊 
も入っている。いつか じっくり 目を通 そ、 っ、 
スぺ—スが許せばそれを本棚に並べよっと思 
ぅのだが、それも叶わず引越しの度、それら 
はダンボールに梱包されたまま、ただ移動を 
繰り返している。 

あの頃僕は漫画家になりたかった。 

一時期白土三平に感化されて、考えてみれ 
ばその S ばかりをしていた。その教科書の 
一つに『ガロ』があり、それを読む内に僕は 
知らず知らず、『ガロ』派の人間になってい 
た。每日のよっに古本屋を巡り、奇癖のよっ 
にパック.ナンパーを集めた。 

そして僕の漫画は白土三平から、『ガロ』 

の中のいろいろな漫画家の作風に移行して行 

った。 

しかし結局はその情熱に追いつけないまま、 
漫画家の夢は、夢で終わってしまい、僕はフ 
才—ク.シンガーの道を選んだ。 

そ、ついえば今はなくなつてしまつたが、士口 


祥寺に〈ぐわらん堂〉 とい、 っ、夜な夜なフォ 
—ク•シンガー連が集まる、飲み屋があった。 
そこでよくのぼる話題の一つに、必ず『ガ 
口』 のことがあった。誰とはなしにその話を 
持ち出すと、決って議論の場となった。だけ 
どその場所に、希に長井(勝 I ) さんや、永 
島(慎二)さんが表れると、みんな突然押し 
黙ってしまったのが、懐かしく思い出される。 

そ、 っ だ、林静一、シバ〇二橋乙揶)、コ—シ 
ン (高 信 太郎)、翁二(鈴木 翁 二)、やまだ紫、杉 
浦日向子の姿も見かけたっけ。その人たちと 
席を側にしてると、なんだか歌を、ィヤ、漫 
画塞心れた自分がやけにうとましく思えた。 

白土三平、滝田ゆ、っ、つげ義春、、董慎二、 
佐々木マキ、^:#一、等々のみなさん、夢を 
ありがとう。 

押入のダンボールから『ガロ』が出るとき、 
僕はあの頃の感動のままにそれらを見ること 
が出来るのであろうか、あの頃よりだいぶ俺 
も汚れちまったからなあ〜。 





"マンガを勉強しているんですけど、要らな 
くなった『ガロ』を売ってもらえませんか" 
と、近所の貸本屋に申し出て、.引き取り先は 
決まっているから、と冷たく断わられたのは、 
忘れもしない一七歳の冬だった。女性に交際 
を断わられるほどではなかったけど、若い主目 
春のーコマだ。一九六七年、北九州の書で 
のことだ。当時のボタは、一枚マンガを第一 


とするマンガ S 望者だったが、貸本劇画の 
臭いの強い『ガロ』と、創刊されてほどない 
手塚系の 『 COM 』を、やや距離を置きなが 
らも新人の舞台としての有り様に注目してい 
た。それと、マンガは物語りにあらず(青さが 
ぃゎせてぃた)、の観点から、白土三平「カムィ 
伝」の圧倒的な物語りに瞠目した。 

翌六八年、ポクは上京してマンガ学校に通 
い始めている。その年のマンガ界最大の事件 

は『ガロ増刊、つげ義春重号』だった。色 
んな場所でさまざまな人達が、つげ義春の名 
を囁き合っていたのを鮮やかに記憶している。 

ボクはといぇば、小学生の頃につげさんを 
好まなかった延長で、相変らず泥臭い貧乏話 
しを描いてるなあ、といった程度にしか受け 
止めていなかった。おおっ、師匠になんと失 
礼なことを。 

現在の M 大なマンガ出版の基礎は、六〇年 
代の末に作られたといっていいと思、っ。『な 
んとかコミック』と付けられた大手の青年誌 
が出揃い、ボタが目差していた『漫画讀本』 

は風前の燈で『漫画サンデー』は歴史を抱ぇ 




た分だけ色褪せ『アサヒグラフ』は有力な登 
竜門でなくなりつつあった。つまり一枚マン 
ガは市場が成立しなくなっていた。ポク自身 
も一枚モノ絶対の気持ちが薄れ、徐々にスト 
—リー マンガの試作に比重を移していってい 
る。暗中模索に灯を燈してくれたのは「旅立 
てひらりん」「喜劇新思想大系」の山上たつ 
ひこと、改めて開いた『つげ義春作品集』だ 
った。ボロクズのネ っに 疲れ果てた身に「紅 
.い花」が染み込んだ。 

『ガロ』は七 I 年に「カムィ伝」が終了し、つ 
げさんも描かなくなり、ポクと同世代の人達 
が中心の脆弱な芸術至上主義的誌面に移行し 
ていき、数年後には美学校系の面白主義が柱 
になった印象がある。その頃の『ガ ロ』 には、 
.友人の平口広美が—している。 

ポクは、一枚マンガの自費出版後に描き溜 
めた作品群の持ち込み先.に r ビックコミッ 
ク』と共に『ガロ』も選んだ。そして南伸坊 
に アツ サリ断わられて いる。 不安を裏返した 
去つな 自信しかなかったポクは強いショック 
を受け少々腹も立てた。が、商業誌に行きな 


さい、といつた南さんの判断は正しかつたと 
眾 つ。 

八一年にあるパーティで長井さんに話しか 
けられたことがある。青林堂のソファ—にス 
テテコ姿で座つておられた長井さんを思い出 
しながら、実は初めてじやないんですょ、と 
持ち込みのことを話し始めたら、プィッと横 
を向いてスタスタと行つてしまわれた。長井 
さんに対しては懐かしさと尊敬以外のものは 
無かつたのだけど、ポクの対応下手のせいか、 
話 t つかが、つ チヤンスを逃して しまつた。 

七七年頃から『ガ ロ』 は遠くなつていたが、 
その後のわずかな関わりでいぅと、八二年に 
ユズキ.カズの第二作目を友人の編§に切 
り抜きで見せられ感心したことと、八四年に 
スター トした日本文芸社の夜久弘編集にょる、 
かつての『ガ ロ』 色の強い 『 COMIC ば 
く』に參加し、成績が悪くてクビになつたこ 
とがある、くらいのもの だろ、フ か。 

思えば貸本屋に売つてもらえなかつた時か 
ら『ガ ロ』 とは、すれちがいの コース が引か 
れていたのかも知れない。 


[フロフイール]1950年3月20日、福岡乘小倉生まれ。74年 r それでも僕らは走っている j を自費出版。77年、 r 月夜 j (話の特 





_ 『ガロ』 

颜持象の 

安こと 

1 「持ち込み」の経験は後に，^にも一度きり 
W しかない。その相手が『ガ ロ』 だった。今か 
FOS ら一六、七年も前のことで、その頃僕は動画 
0. 家をしながら原稿仕事に1 く飢ぇていた。 
沉 「作家」になりたかったのだ。それで憧れの 
淋 青林堂に向かった。モノは、当時入れ込んで 
^ いた秩父事件にネタをとった四〇枚ばかりの 
r 一作で、恥に目をつむってそれを応対してく 
れた初老の編§に見せた。その方が今にし 
て^っと長井先生であった。先生は「わかり 
易くて良い。ど、^この頃のガロのモノはム 
ズカしいのばかりでねェ」なぞとソフトに仰 
つた。そして、次号に載せてやるが当社は原 
稿料が払えない、代わりに本で払、つからそこ 


いらから好きなのを持っていけと、これまた 
仰った。意外な幸運に僕は天にも昇る心地だ 
った。そして"次号"を待った。当の次号に 
僕のは載っていなかったので次の次号^#っ 
た。そ、っして二、三号待ったが結局僕の原稿 
は誌面に載らなかった。怒りはしなかった。 
さすがに巧い断り方があるのだとだけ思った。 
原稿の出来もど、っもひどいものだったと気付 
き、その方で納得もいった。で、それからし 
ばし、「作家」への夢はさっぱりと断ってひ 
たすら本業に励んだ。 

後年、この件をふと口にした相手は青林堂 
でアルバィトをしたことがあるとい、い同 
_だった。彼は言った。 

「それ、長井さん忘れちゃったんですよ。そ 
ういうヒトなんだから！」 

僕はたまげた。 

_ならあるまじき事だ。だが長井先生と 
い、に関しては、それは「また……」とい 
、っよフなことであるらしい。つまりそれ程の 
方であるということだ。スゴィのである。や 
はり全然腹などたたなかった。よかったとさ 












[ブロフイール」 1 9 55 年3月20日生まれ。多 
摩美術大学グラフィックデザイン専攻卒業。 
明るくてかわいらしい画風の裏にするどい毒 
を持つ作品で『宝應』等に登場し若者の支持 
を得る。84年にスペース唯での「穴展 j から 
「大穴展』『網展』『南極展』、昍年 HB ギャラ 
リーでの^7■ダモノ展』まで5回の個展を開 
<0またグループ展■■東京フアンキーデスマ 
ッチ J f これがいらすと新世代だまつり J 『メデ 
ィアスクラッチ J「FAKE 展 J 等に参加。著 
書に r それゆけ小松君 j 『郵便ボストモダン j 
『ポツポ • アート (91 年夏出版予定 h がある。 


^uzy Amakane 

スージマ 甘 金 


この度は出版おめでとぅございます。 

『ガ ロ』 を初めて拝見したのは、確か湯村輝 
彦さんと糸井重里さんの「{女息の夕铜」とい 
、っマンガが載っていた号だと思います。も、っ 
一〇 f らい前でしょぅか。その後、蛭子能収 
さんとか 根本 敬さんとか出てきて『ガ ロ』 っ 
て面白い本だなあと思い、愛読させていただ 
いております。 

そんな私も一回だけ『ガ ロ』 に持ち込みし 
た事があります。今、考えれば、自分の画風 
もかえりみずにょく持っていったな あと 思い 
ますが、案の定、長井さんにお会いしてお見 
せした ところ、 

「、っちは 青年マンガ誌だから、 『コロコロコ 
ミック』にでも持って行けば」 

とあけっけなく断わられました。その時、 
私の頭の上の方に、ガーンとい、っ石でできた 
文字が三つほど浮かびましたが、今、思い直 
せば、的確な判断をして下さったんだなあと、 
有難く思っている次第であります。 


^1*150 




TORI, Miki 


とり•みき ( 



ガロ』は怖い 

『ガロ』は怖かった。 

いまでも『ガロ』は怖い。 

まず『ガロ』とい、姜刖が怖かった。 

白土三平さんの「大摩のガロ」シリ—ズを 
まとめて読んだのは後年のことだったので、 
当時の私には、そもいったい"ガロ"とは何 
を意味する言葉なのか皆目見当もつかず、そ 
れがまず怖かった。そして案の定、ぺージを 
開くとそこには怖い漫画が載っていた。 

『少年サンデー』と『少年マガジン』にどっ 
ぶり浸かっていた私は、だから『ガロ』と 
『 COMJ は、特にガロは立ち読みはするけ 
れども決して買って家に持って帰る雑誌では 
なかった。小学生の私は「カムィ伝」ょりは 
「カムィ外伝」の方に心をときめかせたし、 
水木しげるさんは既にメジャー誌の中の大好 
きな：^の一人となっていた。それでも私の 
周りには、たとえ立ち読みにせよ『ガロ』を 
読んでいる小学生は一人もいなかった。 


『ガロ』から受けた決定的なショックは、私 
にとってはやっぱりつげ義春さんの一連の作 
品だった。『ガロ』"つげ義春だった。呆れ 
たことに今でも、=1ガロ』と聞いて真っ先に 
想い浮かべる漫画家はつげさんなのだ。 

しかし、それでメジャー誌や少年誌の漫画 
にあきたらなくなって『ガロ』へ、とい、っ.^ 
ことには(その後も)ならなかつた。メジャ— 
■誌の漫画も『ガロ』も同等におもしろがって読 
む無節操な漫画少年だった。と同時に『ガロ』 
の漫画はやはり怖く、それら f っと載せ続 
けている『ガロ』もあいかわらず怖い雑誌だ 
ったので、『ガロ』にのめりこむ、なんてこ 
とは臆病者の私にはとても出来なかったのだ。 
結果、私はいわゆるメジャー誌側からデビユ 
—することになる。 

何年かたって、その怖い『ガロ』から原稿 
依頼がきて、だから私は大いにびびった。怖 
い描き手、怖い_、怖い編集、そしてなに 
よりも自分に怖い漫画が描けるかどうか……。 

幸い編集の人はやさしかったが、他の面で 
私はいまだにびびりつづけている。 









[プロフィール] 1958 年、香川県高松市さ 
まれ。多摩美術大学卒。漫画家。 

著害に、 1 ■傷だらけの天使たち j (小学館)、 
「まんが王 j r まんが大王バ竹書房）がある。 
パンド"大應渚"のペーシスト。現在、2枚 
目の CD を制作中。 

私の「ガロ j BEST3 は、以下の通りです。 

1. 「マッチー本の話 j (鈴木翁二） 

2. 「カムイ伝」（白土三平） 

3. 「赤とんぼ j (林静一） 



デビユーニー歳、初の連載二八歳(傷だら 
けの天使たち)その間作品は一年に一作とい 
、っ超スローぺース。何故こんなにも遅咲きな 
のか、マトモな神経を持っているものならば 
と、'9*にマンガに見切りをつけ他の職について 
いるであろ、っ。その原因は『ガ ロ』 にある。 
『ガロ』さえなければ僕はもっとトントン拍 
子の人生を歩んでいたはずなのだ。 

小さい時は漠然とマンガ家になれればいい 
なとは思っていた。アクションマンガ、野球 
マンガ、 SF マンガ、夢は純粋だ。しかし高 







校にな〇、美術大学をめざそ、っとい、っ頃にガ 
口に出会ってしまった。 NHK でドラマが放 
送された「つげ義春」と、寺山修司の単行本 
の装丁画を描いていた「林静一」の文_が 
小学館から発売されたのだ。 

衝撃だった。今まで信用していた物が、导 
つぺらな物に思え、マス(大衆的)ィコ—ル悪、 
娱楽すなわち低級だと思い、社会に背を向け 
てしまったのだ。 

まずこれがガロの第一の罪であった。 

そして大学の時に初めて一本マンガを描く 

(当然-Iガ nJ に持ち込もぅと思って描いたものだ)。 

『ガロ』を見る。「原稿料は出ません」とはっ 
きり書いてある。 

「な、なんだと!?そりや俺は大金持ちにな 
んかなろぅと思っちやいない。しかしこっち 
は就職しないで不安だらけの世界に飛び込も 
、っとしているのだ。少なくとも紙代とィンク 
代ぐらいは手にしないと二作目が描けないじ 
やないか」 

原稿をつかむとすぐさま小学館へ-^しか 

し夜の S 街で娼婦と青年が出会い一夜人生を 


語り合う、なんていうマンガが『少年サンデ 
—』に向くはずなどない。 

「こんな暗いのダメだよ」 

批評はヒトコトで終わった。 

そして苦悩の日々が続く。当時『ガロ』以 
外に『ガロ』無く、『ガロ』では原稿料は出 
ない。集英社では「君の作品は馨を選んで 
いるからダメだ」と言われ、かといって『ガ 
口』を知った今、脳天気なスポ—ツマンガな 
んか描けやしない。鈴木翁二を抱きながら、 
しりあがり寿とグチをこぼす日々が続く0 
すべては『ガロ』の罪である。 

人生は不思議なモノである。『ガロ』とは 
何の関係もない僕がこうやって『ガロ』の本 
に書かせてもらっている。これでやっと苦し 
かった日々から解放された気分である。 

(追記) 

今でもガロでデビユーしたというマンガ家 
に会、っとちょっぴり嫉妬してし李っ私だが、 
ただ一つの救いは、てっきり『ガロ』出身だ 
と思っていたみ、っらじゅんが『ヤングマガジ 
ン』デビユーだったとい、っ事である。 





AIHARA, Koji 


相原コージ 

[プ tl フイ—ル]1963年、北海道に生まれ 
る。東京デザイナー学院まんが科を卒業。 

「8月の濡れたパンツ j で漫画家デビュー。 
主著は r ぎゃぐまげどん j r 文化人類ぎゃぐ j 
1 ■かってにシロクマ j 1 ■神の見えざる金玉 j 
(双葉社)、竹熊健太郎と共著の『サルでち描 
けるまんが教室 j や『コージ苑 j (小学館)ゲ 


ここは 
「まんが道」 
の時代か 


一九八二年、まんが管志す一九歳の私は、 
と ある 専門学校の"まんが科"に籍を置いて 
いた。私は自分を、他の クラスメイトとは チ 
ガウ『ガ ロ』 的な^だと思っていた。だか 


らその夏休みに、'一力月汗だくになって描き 
上げた『ガ ロ』 的 (と自分では思ぃ込んでる) な作 
品を、青林堂に持ち込みに行った。神保町を 
さんざん歩き回ったあげく、材木屋の二階に 
ある青林堂を発見した。しかし、いざとなる 
とおじけづいてしまった私は、路上の自動販 
売機でビ—ルを一本購入し、それを一気に飲 
みほしてから、編集部への階段を登っていっ 
た。ここは「まんが 道」 の時代か!?と見まが 
、っ編集部で、編集長の長井さんに原稿を見て 
もらつ た。 

-1もっ と！ g# のことを考えて描か なきや」 
ガビ^—'—ン f?: 

まさか『ガ ロ』 に、そんな事を言われるな 
んて!? 

……私は落ち込んだ。自分のあさはかさに 
涙が出た。真剣にまんが¥諦めよっと思っ 
た。でも諦めなくてよかった一〇 
思えば、当時私は少々無理をして『ガロ』 
を読んでいたのではなかろ、 っか？ 今は、読 
んでいない。でも、頭の片隅では、なくなっ 
てほしくない、と常に思い続けている。 





[プロフイ_クレ；11960年、東京生まれ。桑沢デザイン研究所中退。幼少より漫画家を志すも' ある時 1 ■経局自分は漫画 
以上に漫画 w 雑誌〃が好$なのだ j といラ結論に達し' 編集者兼文筆兼漫画周辺業者として今に至る。共著に•■色単•現代 
色単語事典』『サルでも描けるまんが教室 j がある0 



TAKEKUMA，Kentaro 


竹熊健太郎 



事実上の恩師 

高校時代、所属していた美術部の部室の片 
隅でボロボロになって転がっていた『ガロ』 
に出会った啤極論すれば私の人生は変わっ 
たと言ってよい。そこに載っていた、 i 慎二 
氏や増村博氏、管野修氏等の作品は既にして 
思春期後期にさしかかっていた私の自意識を 
粉々に打ち砕いたと言ってよく (逆に余計 
"青く"なったと言ってもよいが)、とりわけ 
鈴木翁二氏の作品一^か「旅の一夜」だっ 
たと記憶する——は私のそれまでの漫画観に 
深刻な反省を迫るものであった。 

しかしながら私のその後に決定的な影響を 
与えた作品となれば、これは一にも二にも嵐 
山光三郎氏、渦巻龍二 f 、 安西水丸氏その 
他の共同執筆になる痛快コラム「真実の友」 
ということになる。 

「真実の友」は勿論漫画ではないが、活字も 
また漫画以上に漫画た9つるのだということ 
を気付かせてくれた点で、私の事実上の〃恩 


師"と言っても過言ではない。殊に渦巻氏の 
カゲキかつインテリジェンスあふるる"エラ 
ソー文体"は私の文章に影響を与える ことは 
なはだしく、また嵐山氏の天才的編集センス 
は私にミニコミを創刊させる決意を促すのに 
充分であった。その結10冋校時代、ミニコミ 
発刊にぅつつを抜かし.ていた私が大学入試に 
失敗した ことは もとより、ヤクザなフリーエ 
ディター稼業に身を持ち崩すキッカケとなっ 
た訳であるが、回り回ってそれが現在の「サ 
ルまん」へと M がって行くのであるから、ヤ 
ハリ感謝してもしきれぬと言、 っべきだろ、っ。 

漫画の みならず 「真実の友」の 去っな 常識 
では 判断しきれぬ コラムを 載せてし 忘っとこ 
ろが『ガロ』のキャパシティであって、現代 
のキャバレー•ヴォルテールとも言ぅベき 
『ガロ』の，，場"としての機能がその後の漫 
画界(否、出版界)を陰に陽に支えてきたこ 
とは 改めて私が言、 っまでもない。 『ガロ』を 

嗶善は『ガロ』に泣く。百万雑誌の編眷 
氏よ！この言葉しかと肝に銘じておかれま 
すことを…。 




『ガ ロ』 と 
サツマイモ 

の由来 



天久聖一 


[ブロフイール]19昍年8月14日生まれ。マ 
ンガ家、 イラストレーター。現在 1 •ヤングサ 
ンデー j プロス j 「ボパイ j などにイラ 
ストを揭載、連載中。 




僕も『ガ ロ』 はときどき読ませていただい 
ております。なぜかとい、 っと おもしろいから 
です。でもお話にょりますとあまり売れてな 
いとの御様子。なんとなく分かるネフな気が 
します。「なんとなく」といったのは、ほん 
とに「なんとなく」で、別に「ホントは知って 
るケド君を傷つけたくないから」とか「でも 
それをいつちやうと君の為にならない」みた 
いな優しい彼氏の思いやりや親切な親心でも 
全然ないのです。ホントーにただ単に「なん 


となく」なのでちゆ。「なのでちゆ」と、 
少々おどけてみせたのは、なんだか話が深刻 
な方に向かっててちょっとィヤだったからで 

す。 

話を続けます。「おもしろいのに売れない 
『ガ ロ』」 これは僕らヤングに置き換えると、 
つまり「おもしろいケドもてない彼氏」とい 
えるのではないでしょ、っか。このひとこんな 
おもしろいのに全然もてない。そんな 人 あな 
たの周りにもいるんじやないかしらん。僕の 



友達にもいます。田辺公太郎君です。じゃあ 
田辺くんの様に「おもしろいのにモテないヒ 
卜」 の理由はどこにあるので しょう か。 ちょ 
つと箇^ ij きにしてみます。 

◊田辺くんのモテない理由 

.全くつまらない時がある。 

.ひどく貧乏。なのに無職。 

•話題が下ネタ(しかも «'»' か)。 

.ヤギに似ている。顔が。 

•カレーの旬いがする。 

.サィレンの音で泣く。 

•実は五六歳だった。 

う—ん。これじゃあモテないのも無理はあ 
りませんね。しかしそんな「トンネル内での 
玉突き衝突」みたいなクラィ人生を送る方も 
いるなか一方ではそれこそ素晴らしいモテモ 
テ人生を歩んでいく好青年もいる訳で t 僕 
です。僕がそうでした。でも田辺くんもそう 
だけどだからと言ってそ、ついうヒト達が僕を 
見習い僕を目指す、とい、つのは少々的はずれ 
とい、つ感がなきにしもあらずではないでしよ 
うか。そこでモテる僕からのワンポイントア 


ドパィス。「まず長所を 伸ばそう」という こ 
とです。それから「短所をあきらめよ っ」 こ 
れが大事だと^っのです。自分が短所を気に 
してると相手もそこを狙って攻めてきます。 
プロレスと同じです。相手があきらめるまで 
知らんプリ。そんなガマン強いけなげな能 M 
がモテない キミ 達に必要だと枣っんだな。ボ 
カ ア。ああ、 ハツキリし ない な。，53,フい いや。 

言わせてもらいます。ガロもおんな じ！ 
モテないからって悩んでてもいいことはない 
てすよ。もっと前向きに、大きく手を振って 
歩いていってください。手を大きく振ると歩 
幅も大きくなっていいですよ。僕は好きな雑 
誌です。応援してます。 

それでは最後にひとつ為になるお話をし 
ておきます。むかし江戸時代に青木昆陽と 
い <2 がいました。このヒトは九州^ is の 
地方 (当時のさっま) でつくらせていたかモを 
江戸に とりよせ そこで人々にそのつくり方を 
教え全国に広めました。つまりさつま地方か 
ら来たィモ、ということでサツマィモと呼ば 
れる様になったんですね。以上。 




高校^して予備校や大学に通っている 
ころに『ガロ』はよく買った。確か湯村輝彦 
さんが表紙を描いていたあたりの『ガロ』だ。 
青林堂の単行本もいろいろ買って読んでいた。 
一般漫画誌には絶対載らないよ、っなすさまじ 
い個性の漫画家がたくさんいるものだなあ、 

と思っておどろきかつ憧れた。その頃から学 
生がいやで、でも働くのもいやで漠然と漫画 
を描いてゴハンを食べていけたらなあ、と思 
っていたので、「漫画は何描いてもいいんだ。 
何でもできるのだ」と思わせてくれた『ガ 
口』の漫画はありがたかった。いろいろな人 



が言っていることだが、本当に『ガ ロ』 はえ 
らいと思、っ。でもそこですなおに『ガロ 』 に 
投稿せず、ぼくはお金が欲しくてエロ雑誌で 
デビユーした。ぼくの漫画を使ってくれた高 
校時代の同級生である編書も『ガロ』の漫画 
が好きであり、「ガロっぽいの描け、でも少し 
エッチも入れろ」とい、っふ、っに、きわめて 自 
由にやらせてくれた。エロ本時代に、『ガロ』 
に憧れたりメジャー誌に憧れたりして描いて 
いった六〜八頁の短編は、なまいきにもコミ 
ックスニ冊にまとめることができたのだから 
ありがたいやらなんとやらだ。『ビッグコミ 
ック•スピリッツ』で描いている四コマも、 
最初は何をやったらいいのか困ったので、 
「ええい、『ガ ロ』 のエッセンスに頼れ。一 
部の人がおもしろがってくれればいいのだ 
あ」とい、っ気持ちで始めた。いろいろ本当に 
『ガ ロ』 には恥かしいほど影響を受けている。 
日本に『ガロ』が無かったら、今の漫画界も 
なんだか違、っ形になっていたと思、っ。ひょっ 
とするとぼくは漫画家になっていなかったか 
もしれないと界っと、あらためてありがたい。 



者、思想家。49年京大助教授となり、54〜60 
年東京工大助教授、61〜70年同志社大教授。 
雑誌•■思想の科学 j の創刊 （46 年〜）メンバ 
一の一人。主著に 1 ■日常的思想の可能性 j 1 ■不 
定形の思想 j •■限界芸術論 J 「鶴見俊輔著作集 J 
5卷などがある。 


もし『ガロ』がなかったら、もし『ガロ』 

に私が出会、っことがなかったとしたら、私は 
今とかなりちがっていただろぅ。それほどに 
影響を受けたと言える。 

はじめの頃、驚くほどおもしろかった。白 
土三平と水木しげる、つげ義春にはじめて出 
会った。それからしばらくして、ひねりすぎ 
のマンネリずくの時代があった。これで失速 
するのかな、と思つていると、盛りかえした。 

一度衰えてまた盛りかえすといぅのは、日本 
では、この一〇〇年になかなかないことだ。 
ことに高度成長、好景気の中では、一度衰え 
てくると、気前よく手ばなしてし李っのだが、 
『ガロ』はまさにこの好景気の時代の裏側で 
奮闘した。 

糸井重里&湯村輝彦「ヘンタイよいこ対恥 
ずかしい根っ子の会」(八二年五月号)のア 
イデンテイテイをめぐる戦いなんて、私の知 
らないこの時代の暗流を思わせて、啓発され 
ました。 
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〇〇 は執筆者に対して原稿料を支払っていないので、 1 ■ガロ』にだけ作品を描いていた〇 


のでは生活出来ない。登竜門としての『ガロ.一を語るとき' これも重要な要素なのである。 


第7章『ガロ 


名の登竜門 


新人作家にとっては登竜門である>■ガロ』は、マスコ5業界人にとっては密かな「愛読書」であり、 



YAMANE，Sadao 


山根貞男 




一わが批評の 
出発点 

最初に『ガロ j を手にしたのは、いつであった 
ろ、っ。創刊のときではないことはたしかで、三、 

四力月たったころ、あの白土三平の作品が載って 
いると耳にして、急いで創刊号から集めたのを覚 
えている。その前年であろ、っか、私は貸本屋で白 
土三平の大作『忍者武芸帳』をむさぼり読んでい 
たから、これを I 逃してはなるまいと思ったので 
ある。そして、やはり貸本屋でファンになった水 
木しげるの作品も掲載されていることに躍り上が 
って、毎月「ガロ』を読みはじめた。 

『ガロ』との出会いから数力月後、私は大阪から 
莖足へ出てきて、ある書評新聞の編壽になった。 
その新聞はいまは t っ姿を消したけれど、そこで 
のさまざまな体験が、現在に至るわたしのすべて 
を決定することになつたといつてよい。そのなか 
の大きな一要素として『ガ ロ』 がある。 

その書評新聞の編集部には、感性と思想におい 
て異彩ならぬ異才を発揮する人物ばかりが集まつ 


ていたが、そのうちの一人と私はとりわけ親しく 
なった。のちに； 口』 編集部へ移り、いまは北 
冬書房の主となっている高野慎三である。私は彼 
と諸事百般について語り合い、じつに多くのこと 
を教わったが、なかでも夢中で話し込んだのはマ 
ンガと映画のことであった。当然ながら毎月の 
『ガロ』は注目の的で、白土三平と水木しげるに 
関しては、これほど偉大な表現者はほかの分野で 
もそうはいないとい、^^で意見が一致した。彼が 
白土三平を日本思想史の文脈のなかに明快に位置 
づけ、私は私で、日本のシュールレアリスムとい 
う観点から長大な水木しげる論*# くぞ、と宣言 
したことを よく 覚えている。 

そ、 っ こ、 子る、っちに、つげ養春の「沼」が出現 
した。忘れもしない、『ガ ロ』 一九六六年二月号 
である。 

衝撃&らった。私は高野慎三とこの作品につ 
いて来る日—る日も論じ合って飽きなかった。 
短篇のマンガー本をネタに、あれほど熱中してし 
.やべることができるなどとは、いま思えば嘘みた 
いな話である。つげ義春の作品はひきつづき毎月 
の『ガ ロ』 に登場したから、衝撃の爆弾は何か月 
も連続して投下され、私たちの談論もどんどん過 
熱されていった。 
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ここで、もっ一つのことにも言及しておかねば 
ならない。それは映画のことで、一九六五年の秋、 
i 泰の『明治俠素.三代目襲名』を見たあと、 
高野慎三と私はやはり来る日^^る日もこの映画 
の魅力について語り合った。そして、つげ義春の 
連続爆弾^!らったのと ちょぅ ど同じころ、聖 
泰の『杳掛時次郎.遊侠一匹」に接して一段と興 
奮を高めていた。これら1泰作品はともに東映 
やくざ映画であり、私たち二人はそのころ最盛期 
にはいる東映やくざ映画の熱狂的なフアンであっ 
たが、そぅした笔嘻を突き抜けたところで聖泰 
の映画にしびれ、熱に浮かされた-^っに論じ合っ 
た。 ょり 正確にい、ら、やくざ映画で ある こと 
においてやくざ映画たる域をはるかに越え出た表 
現の素晴らしさを、泰の映画にまざまざと見 
た、 とい、っ ことにな ろ、っか。 

つげ義春の作品についても'まったく同じこと 
があてはまる。マンガ史における位置づけがどぅ 
のこ、っのとか、マンガか劇画かといった区分など 
にまったく®®なく、ただ一個の表現としての深 
さと高さと美しさに衝らつたのである。 

約半年後の一九六七年のはじめ、私たちと石子 
順造と梶井純の四人が同人となって批評誌『漫画 



ろん私もつげ義春論^#いた。その経緯を私自身 
なりにいえば、つげ義春ショックが過熱の頂点に 
達して、なにか行動を起こさずにはいられなくな 
ったのであり、つげ義春の表現の圧倒的な迫力に 
JSg するには、こちらも表現行為に乗り出すしか 
なかったのである。 

私はそれまでにも文章 i いたことはあるが、 
そのつげ義春論がちゃんとした形で印刷された最 
初のものとなった。まだ書評新聞に在籍していた 
ので、編*!!?としての活動に支障があってはと思 
い、〃菊池浅次郎"なる筆名を用いた。知る人ぞ 
知る、『明治侠客伝.三代目襲名』の主人公の名 
である。 

こ、フして私は押しやられるょっに批評を手がけ 
るょ、っになった。 

べつに批評家になろうなどとは思わなかったが、 
奪『漫画、屋』に書きつづけることで、批評へ 
深入りしていった。やがて高野慎三と組んで M 
泰の本を出すことになり、長い謹泰論も書いた。 
それが私の映画批評のはじまりとなった。 

あの「沼」のラストは青年が沼の向こうを猢銃 
で撃つ後姿で、「ズド—ン」と銃声が描かれてい 
るが、それはそのまま私の批評活動が火ぶたを切 
る音であったということができる。 
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[フフイ ーノレ]1939年' 大阪生まれ。大阪外国語大学フランス語学科辛。新聞•雑誌.書箱の編集者を経て批評家活動をは 
じめ、現在は映画批評専門。主著に 1 ■手塚治虫とつげ親春 j 「映画狩り j 『映画が探になると r 日本映画時評 j など。 






佐藤忠男 


啊〇 


かつて心理 f の波多野完治先生が、自分 
はひとつの文化が芸術に育つてゆく過程を同 
時代で見つづけることができて幸福だつた、 
とおつしやつたことがあつた。一九二〇# 
から熱心なフアンとして接してきた映画のこ 
とを 言つておられたのである。おなじことが 
ほぼ一九六〇年代頃からマンガを熱心に読ん 
できた人々に言えるだろ、つ。じつさい、一九 
六〇年代のマンガ界にわき起つた百花斉放ぶ 
りは目ざましいものがあり、それまで単純に 
子ども文化だつた ストーリー •マンガを、一 
気に、じつに夕遙で多彩で深味のあるものに 
したのだつた。その大きな動きの最前衛にあ 
つたのが月刊誌『ガ ロ』 で、おおいに愛読し 
たものである。 とくに 白土三平の「カムイ 
伝」や、つげ義春の「ねじ式」その他一連の 
作品が素晴らしく、まさにいま、ひとつの通 
俗的な大衆文化が芸術の域に高まりつつある 


とい、っ感動を受けた。まあ、マンガはマンガ 
としてすぐれていればそれでよく、芸術であ 
ろうと あるまいと 知つ たことではないとい、っ 
立場もあり得るが、あるひとつの分野が、芸 
術と呼ばれることがためらわれる状態から、 
これこそ現代の最も、っいういしく活力ある表 
現であり芸術であると言える状態へと、あた 
かも突然変異のネっに一 1 SK 際には満を持し 
つあふれ出る去っに大きく開花してゆくとこ 
ろに立ち令っというのはなかなか感動的な経 
験だったものである。たぶん波多野完治先生 
がチャップリンやグリフィスやアベル•ガン 
スの傑作に接したときがやはりそ、っだったの 
であろう。 

それにしてもあの、つげ_春のリアリズム 
と幻覚との絶妙に混交した世界の不思議さは 
ど、っだろう。あんなに心の奥深くに何かがと 
どいたという経験は' 文学でも映画でも、そ 
、っ 滅多に味わえるものではない。彼こそ、た 
んにマンガ界にとどまらず、一九六〇$、 
七〇一^の日本を代表するに足る最大の芸術 
家の ひと りだったと^っ。 




MITSUHASHI, Otoya 

三橋乙揶 

[ブロフイール]永島懊二 • 地獄プロをへて 
独立、翌々年、 r 漫画アクション j でデビユ 
— 〇後、70年中津川フォークジャンポリーに 
はミユージシャンとして参加。71年のジャン 
ポリーには「武蔵野タンボポ団 j としてデビ 
ユー。 アルパムニ枚発表。〈現在 CD で復刻〉 
解散後ソロシンガー「シ Aj としてアルパム 
を三枚発表、そのろち育い空の日 (URC) と 
夜のこちら（キングべウウッド）が CZ) 復刻 
るその後科学勉強マンガを三冊描吉おろす。 
オリジナル作品集として青林堂より「野辺は 
無く j 北冬書房より「三橋乙揶謙本」私家版 
イラスト集「誰かが何かを待っている」等。 



当咬貸本マンガに夢中であった私は、書 
店で目にとめた r ガ ロ』 にいち早くそのにお 
いをかぎつけたものです。版元の堂」 
といぅのも、白土三平の™ i サスケ』の単行本 
を出していたし《それが又ふつぅの書店で売 
られているにかかわらず何か貸本ぼかった。> 
もちろん、あの『忍者武芸帳』を出版してい 
た「三の後進である事もすぐにピンと 
きました。「月刊漫画」とあるのが中学三年 
生の私にとっては当哼大人向け雑誌の「週 
刊漫画」を連想させて、ちょっといけないも 
のとい、っ何か秘密めいた感じの雑誌なのでし 
た。 

貸本マンガを描くとい、っ事が高校に進む頃 
の私の漠然としだ.ユメで、又そんな気になつ 
たのも貸本マンガの中に何か自由で新しいモ 
ノを 感じたからにほかなりません。 ちよ、つど 
その頃、秋本昇児とい、つ男から「我々はこれ 


«>の頃の『ガロ』と私 






から新しいマンガを描いていくのだ。アソビ 
でないグループをつくろぅではないか！」と 
い、っ内容の、やけに鼻息のあらいハガキがま 
いこんだのです。士择寺でパ—テンをしてい 
る畠大輔とい、っ大変絵の、っまい男がいる、ぜ 
ひ会お、っ、会わなければはじまらない n : とい 
、っ 事で日曜日ごとに、 ちょくちょく 会っては 
マンガを見せあったり熱心なマンガ論を戦わ 
せたりして、いい気になっていたものでした。 

途中から向後つぐおとい、备の高いアロハ 
に雪駄ばきの色男も加わりました。その風体 



からか、こいつはきっと}^にちがいないと 
私は思っていました。ところが後になって分 
かった事ですが、多# B 身の私の言葉づかい 
がきたないので実は私の事を「やくざの子 
供」だとばかり思っていて大変こわかったの 
だと向後から聞かされ、大笑いしたものです。 

『ガロ』には新人募集の入選作が発表されは 
じめ、「ふん！このていどなら俺だって」 

と内心ドキドキしながら投稿のための作品を 
描きはじめたのは高校一年生の夏頃だったで 
しよう か。 

例の四人とは、又ちよくちよく吉祥寺でお 
ち合いました。井の頭公園の池の まわりを ぐ 
るぐ る回りながら将来のマンガについて果て 
しない議論に顔を紅潮させ、帰りの電車の中 
で高鳴る熱いものがこみあげて来るのをおさ 
えながら、落ちてゆく真赤な夕日を見ていた 
あの日々はいったい何だったのでしよう。 

そして夏も暮れ、又はじまった退屈な高校 
生活の每日にうんざりしていたある日、玄関 
にはさまっていた一枚のハガキが私のそんな 
気持をいっきに吹き飛ばしてしまったのです。 




「選考のすえ、あなたの作品が入選と決定い 
たしました」 

青インクのこまかい字で、そんな内容の事 
が書かれてありました。頭の中がカーッと熱 
くなり、髪をなびかせたカムイの絵ハガキの 
やけにペラペラな事や、絵の中の赤い印刷イ 
ンクの事ばかり気になっていたのを今でもよ 
く覚えています。 

「ある日 雲は旅立った」 とい、っタイトルの 
三〇枚ほどの作品がその年の一九六五年一二 
月 号に掲載され、一万 円という 大金が私のは 
じめての原稿料なのでした。 

ところが、畠にはその作品は不評で「あれ 
は俺達の描きたいものではないナ」というの 
が畠のおおかたの意見だったと思います。し 
かし後年、長井さんにうかがった話によれば、 
白土三平氏が強く推したので入選決定となっ 
たとの事でした。さらに私も当時、あれはあ 
れで良いと思っていたのでした。 

その後も例の四人で、傾倒していた、 f 慎 
二先生宅にお伺いして、たびたび作品を見て 
いただいたりしました。そのつど、 じつく り 


とていねいに作品を見ていただいたのが深く 
印象に残っています。 

そうこ、るう ち、私1尚校三年生となり、 
、 i 先生は虫プロをやめ、又本格的にマンガ 
の道に入るとの事で、その頃ひんぱんに文通 
していた向後つぐおが、印刷会社をやめて永 
島先生のアシスタントになりました。そんな 
ゎけで私も真剣に、行く末の事を考ぇる様に 
なったのでした。 

けっき ょく高校を三年で中退して、私も永 
島先生の内弟子と い、っ 事でその世界に入って 
いきました。そして 先生の作品を てつだう 事 
で又、『ガロ』に深くかかゎる事になってい 
ったのです。 

当時、若い私達のマンガ修行のテキストは 
『ガロ』の楠作品や、つげ作品で、しかも永 
島先生の1コマーコマの解説付きとい、っ大変 
ぜいたくなものでした。そして今でも、阿佐 
ヶ谷にある. i 先生のあの六畳間に私達、村 
岡、向後、三橋のきちっと正座して先生の解 
説を聞いているう しろ 姿が、きっと染みつい 
ているのだと思います……。 




『ガ ロ』 

豕為 I 



く#; 


は走る 


YODOGAWA, sanpo 

淀川さんぽ 


時代の中……、精神の地下水脈を求めて列 
車は走る。精神の地下水脈だから何が出てく 
るかわからない。この列車は地底を走り銀河 
を駆ける創造の带だ。都会の谷間を駆け抜け 
る時、人間疎外と言、の吐息を乗せて来る 
事もあるのだ。乗客はやたら若い。才能の原 
質は早熟だ。魂の探究者達は大切そ、っに袋か 
ら鉱石を取り出す。未来と言、っ確かな方向性 
を孕みつつ、この列車には終着点は無い。終 
着点の無い列車が一本ぐらい走っていてもい 
いではないか。今日も紫色した眩い鉱石が機 
関部にくべられる。 

「何かいいものが見つかりましたかね」 
少年の心を持った鳥取りが尋ねる。 

「情熱のある、っちに、思、っ存分掘らねばなり 
ません」 

機関長はやたらに元気だ。ずいぶん時代を 
駆け上がって来ただろ、っに、その眼はキラキ 
ラと 輝いている。 

「走れる 処まで 走ってみ 去っ！」 

列車は紫色の燐光をたなびかせながらひた 
すら走る。この列車もずいぶん走り込んだの 





だから、少しぐらいガタがきても よさそ、 
ものなのだが、なんとまぁ丈夫なものかびく 
ともしない。 

「ほら見てごらんよ。あの時はずいぶんひど 
い鉱石だと思っていたが、あの峠の辺りが今 
では一番 美しく 輝いて いるじ ゃない か！」 
まるで石英に懐かれた金や銀の混合物。辰 
砂、メ ノウに孔雀石。未知のものほど面白い。 
彼らは成り立ての鉱山技師だ。心を誑かす錬 
金術師だ！彼らが持ち込んだ鉱石は海の物 
やら山の物やらてんで分からない。今日も機 
関長は' 映画『白鯨』の中のエィハブ船長の 
去っに勇ましく 咆哮す る。 

「運命よ！来るなら来て 見よ！ 俺は一歩 
も 退かない ぞ！」 

機関助手達はその声に奮い立ち、力の限り 
シャベルを運ぶ！鉱石から立ち登ったさま 
ざまな燐光は、たなびきながら遠くまで、や 
がて黄金色の真っ直ぐな軌跡を残す。カンパ 
ネルラやジョバンニ達の夢を乗せた列車は今 
日 も逞しく走り続けるので ある！ 

「ドコマデモ . 、ドコマ デモ！」 
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[近況]十数年ぶりに芸事の世界に戻る。神原くみ子が浮浪者集めて芝居をやると閡き' 旗揚げに参加。浮かれ狼集団「浮狼 
舍」の役者連中にそそのかされ、37歲にして初舞台。肋骨を折る。2年前、「60億万世紀の瞑想」を執筆し好評を博す。 







MARUO, Suehiro 


丸尾末広 




『ガ ロ』 と自分のかかわりについて書こぅと 
思ってもさっぱりネタがない。人に聞かせる 
程の想い出話や裏話があるわけでもない。そ 
もそも自分はガロの作家ではないのだ。『木 
造モルタルの王國』に自分の作品が収録され 
ていないのも当然である。 

自分は『ガ ロ』 に対しては冷たい能簾をと 
ってきた。「『 ガロ』万才！」とい、っ 気になれ 
ない。『ガ ロ』 の独創性至上主義がそもそも 
俺の気に入らなかった。リンゴはあくまで赤 
く 丸くあるべし。個性を出す為に白いリンゴ 
やブヨブヨのリンゴを描いてど、 i るのか。 
問題はリンゴの個性であって I の個性では 
ない。独創性とは呪われた者の課題だ。世の 


[プロフイ—ル]本名同じ。1956年1月28 


中には独創性の強制をうける者とうけない者 
がいる。" I ガロ』にかかわりあった多くの人 
達は、独創性の呪われた強制 t っけたのだ。 

最初に11霖堂から単行本を出した時から俺 
の方針は決まっていた。 

「ハデにやれ」 

といってもこれはせいぜいカバーデザィン 
ぐらいの事、中の作品のほとんどはポルノ雑. 
誌に描いたもの。ハデな方が目立つという打 
算もあるが、何より芸術漫画とい、 i りがた 
なレッテルをはられたくない為だった。 
だから安っぽくなるのを覚悟の上で見世物 
的なデザィンをした。間違ってもモダンア— 
卜のマネはしたくなかった。ただでさえガロ 
にモダンアートのしらけた影が忍びよってい 
るのだから。 

モダン ア—卜 なんて大嫌い だ。 

ところで「芸術漫画家」として取材を受け 
る時、ハンで押したよっに聞かれる質問。 

「この作品を通して何がいいたいのですか？」 
笑わしちゃいけね えよ。 




[ブロフイール]漫画家と製版オペレーター 
を兼業。現在、月刊 MOE に「ネコムシ•ス 
卜ーリーズ j を連載中。『ガロ j には86〜昍年 
頃に作品を発表0著書に『ペーパーシアター J 
『ネガテイヴ』(育林堂）がある0 
初登場。 


『ガロ』は11です。『ガロ』の読者は闇鍋 
の愛好 M —なんだかわからないものをとり 
あ之す口に放っては、はて、これは滋養にな 
るのかしらん、と無邪気に考える風変わりな 
人たちです。 


実をいうと、ぼくは鍋そのものに愛着を感 
じてるわけではありません。「斷鍋的」とい 
うコトバにも「闇鍋の時代」とい、っそれにも 
さっぱり興味がわかないのです。けれど、と 

きお CT -ラグラの煮汁に泳ぎまわる怪魚 

を見つけてはニヤニヤし、 A ? 恋しく光る真珠 
の小粒を見つけてはソワソワし、——そんな 
人たちに混じっていっしよに唄を唄いたい気 

持ちになることは、ときおり-どころか、 

しよっちゅ、っなのです。なぜでしようね。 

『ガロ』は口—ルシャッハ•テストです。 

「これ何に見える？」とばかりに変てこな形 
をつきつけては、ぼくたちのコンプレックス 
をあらわにする、ちよっと怖いメ—トル原器 
です。実をいうと、ぼくは未だにこのテスト 
を目の前に出されると、不安で落ちつかなく 
て、ぷるぷるふるえて_ i まいます。なぜで_ i 
ようね。 


闇鍋とロールシャツハ•テスト 



[プロフィール]本名同じ。1967年4月24日、横浜市生まれ。•■ガロ j 1986年12月号に入選。現在漫画家としては失業状態 
で、『ガロ j 以外にはどこにも描いていません。 



大越孝太郎 


制的 




私は漫画家を切望した訳ではないが、とり 
あ之すどこかの雑誌に自分の漫画を 送ろうと 
していた。 

「なら、あそこにだしてみたらど、っです か」 

と、マンガ好きの美術科の先生。半年後大船 
の本屋で初めてその雑誌をみた。一九を過ぎ 
るまで 存在 すら 知らなかったその月刊誌の存 
在感は圧倒的だった。すごすぎる。 

この本には下心がない。全べージに漂、っ攻 
撃的な空気が他誌にない密度で圧縮されてい 
るのだ。異端を M げた意識的なマィナー誌が 
百戦練摩の！によつてたちどころに抹殺さ 
れていく中、この本だけは脈々と躍動してい 
くにちがいない。夥しい才能をドンドン呑 
み込んでしまう無限の管重と強靭で柔軟な編 
集の体質をかえない限り、この本に限界^^ 
く、これからも型破りな異端児をポロ#^ 

み#としながら=本=.—の中^^^，. 
るはずだ」メジャ—化とかカルト-^^ 

いうのは、読み手の 脳、、、 ソが掌に：. 

とだからそれを意識したときは、『ガロ ^ H 
死ぬ破目になるだろ、っ。 ^ 



YAMANO, Hajime 


山野 一 _ 


『ガロ』編集部 


初めて編集部を訪れたのは、昭和五八年の 
夏であった。水道橋で降り、見知らぬ裏通り 
を行った。手には投稿原稿、もらったフトン 
と盗んだ机以外何もない四畳半で描きためた 
漫画だ。当然一般の鑑賞に耐ぇ、っるょ、っな代 
物ではない。カア—ッと晴れた日で、光と影 
の部分が妙にくっきりと別れていた。アスフ 
アルトはギラギラ照り返していて、まともに 
目を開けていられない程だが、道ぞいにある 
町工場の中は真っ暗で、真っ黒い印刷機がガ 
シヤコンガシヤコンと音をたてていた。ルー 
テル^^の庭では、油ゼミがやかましく鳴い 
ていた。 

左斜め上方に貧相なブリキの看板が見ぇて 
来た。〃青林堂"……それは廃屋同然の材木 
屋の二階にあった。日に焼けたブラインドは 
ところどころ 槎れて、マバラになつていた。 


々出版社"とい、っ名前からはおおよそかけ離 
れた雰囲気だ。せまくて急な階段には、置き 
場に困った出版物が積み上げてあった。流し 
の三角コーナーには茶ガラがてんこ盛りで、 
古い木造家屋の日向臭い匂いが漂っていた。 
"ガロ"の旬いだ。 

"ノック 無用" と 書かれたドアをたたいた。 
「あの、 r — した とい、 ですがァ……」 

化粧合板の壁をプチぬいて、旧型のやたら 
デカい ク丄フ I が取りつけられていたが、音 
が、 っるさいだ けで、室温は外とさして変わり 
なかった。雑然とした空間に六つのスチール 
机がかろ、っじて納まっていた。そしてその一 
番奥に温厚な面持ちの長井社長が……。 

あれから八年、ガロも発！^数五〇〇万部 
を越え、二〇階建てのハィテックな自社ビル 
を持つに至った……とい、っ去っな話は全然聞 
かない。先日何年かぶりに行ってみたが、激 
しい地上げの嵐にもめげず、材木屋は残って 
いた。マパラなブラィンドも、効かないクー 
ラ—もそのままだ。多分百年後も"健在"で 
あろ、 っ、とい、っ去っな気もした。 


[ブ〇フイール;！1961年、福岡県生まれ。立教大学文学部卒〇著書「夢の島で逢いましよろ j •■四丁目の夕日 j •'黄困魔境伝ヒ 
ヤパカ j (青林堂)。現在、山野夫人（ねこじる）が絵を担当した「ねこじるうどん」（原作担当）を連載中。 
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[プロフイール]1955年3月25日、埼玉生まれ。大学時代に湯村作品と桂文楽と古今亭志ん生きるに触発されて漫画を描き出す。 
『ガロ j に投稿し、2〜3度目に入選。本業の傍ら、マイペースに作品を発表。 



『ガ ロ』 にはほんと、つに感謝しています。 

一〇年程前に作品が入選して以来、振り返 
つてみれば、よくもまああんな愚作、駄作、 
拙作群を辛棒強く載せ続けてもらえたものと 


思つています。さらに困つたことに、それは 
今でも続いているのです。おしゃか様の手の 
ひらにラクガキした慢心孫悟空が、その手の 
ひらをいつまでたっても飛び越えられないよ 
、っな ものです。いつになったら人様の目に触 
れても恥かしくないものが描けるのでし よう 
か。まさに"石の：!蔵さん腐るまで"的時間 
の経過を必要とするのでしよう。 

『ガロ』 は 面白いし、新しい人の作品には興 
奮 もするし 発奮 もします。 泣きたい ときには、 
志ん生の大®^だけど、元気をつけたい とき 
は やっぱり『ガ ロ』 です。 

そんな訳で『ガロ』にはいつまでも、ゆっ 
たり 若々しく続いて欲しいのです。少なく と 
も あと半世紀は 続いて欲しい。そしたら私も 
作品のムダを省きに省き、 また 省き、さらに 
省いて、ついにはなんの ことさらの味 もなく、 
もつれもなく、まるで水か空気のよっな心安 
らかな作品ができるでしようから (そ.?なると 

もう在っても無くてもいいようなものでしようが)。 

それまでこの滸太郎めを『ガロ』の手のひ 
らにのせて遊ばせておいてください。 





鴨沢祐仁 


[ブロフィール] 1952 年、岩手県に生まれ 
る。75年、「クシー君の発明 j で•■ガロ j 入 
選。以来、今日まで散発的に作品を発表。好 
吉なマンガ家は、水木しげるとつげ義春。趣 
味は、探石、登山、犬。 

作品集に、•■クシー君の発明 j (青林堂)、 1 ■ク 
シー君の夜の散歩 j (河出書房新社）がある。 


人知れず 

r m 

は続く 


この本の話を 聞き、 ついこないだ二〇年史 
が出たばかりなのに、今更ながら時の立つ，の 
は早いと^っ。数 ある マンガ誌の 中、 『ガ ロ』 
は今や最も老舗の部類に入るのではないか。 

『ガロ』と聞くとぼくはどぅしても、 七〇年 
代の「$線気分」 といぅ か、高 円 寺、阿佐 
ケ谷吉祥寺を結んだあたりのあの頃をイメー 
ジしてしま、つ。 あの界隈、 『ガ ロ』 関係の多 
くのマンガ家、編§、ミ ュ—ジ シャン、更 
には 直 無くとも『ガロ』 っぽい人々が 
いた。ぼく も高 円 寺でそれらの人々 と 直接交 


流は無いものの、なんとなく『ガ ロ』 的な空 
気を吸い、『ガ ロ』 的な物件で暮らしてた。 
初めてマンガを描き、『ガ ロ』 に持ち込んだ 
日は雨。長井さんが直に読んでくれて、その 
場で採用の返事をいただく。「やった ぜ！」 
帰りの$線の電車、こすった窓から雨の 
街を眺めながら、当時初めて出来た「恋人と 
呼べる人」への報告を考えると、ぼくもフト 
クィ。 でもその時ぼくは「これでもっプロに 
なったん だ」 となぜか勘違いしてた。それ以 
来、青林堂さんには あまえ っぱなし、未だに 
御迷惑ばかり掛けている。 










きれな S 関^ 


$生の頃だったか、それまで、夢中で没頭し 
ていた少年漫画^し、漫画から遠ざかった時 
期がしばらくあった。——： t れど、ある日、 M 仃 
のア乂 リカ ンポップスを口ずさみながら、気まぐ 
れに、ちょいと銭湯帰りに立ち寄った貸本屋の書 
棚で、私はまたマンガとパッ タリと 再会をしてし 
まったのだ。 

棚から何気なく取り出しパラパラめくっている 
、っちどんどんその世界にひきこまれている自分に 
驚いてしまった。それまでみ たこと もない リアル 
な描——首や腕を斬り落とされた体からは血 
が吹き出し、忍者は体力の限界を競い合い_な 
戦いの末、死んでいく、また銃から M 莢"'が飛び 
出し、弾がなくなれば弾倉をこめ殺し屋相手に撃 
ち 合、！^ —劇画と. い、 っ、その迫力ある描写は、 
私をその場に釘づけするに充分なパワ—をもって 

いた。 

白土三平氏の『忍者武芸帳』との出合いである。 
これを読み終えた時の充実感と興奮は大きなもの 
で、昨日の ことのよつに 憶えている。 さぃとぅ. 



たかを氏のハ I ドボィルド「台風五郎」シリ I ズ 
のスマ— 卜な キヤラクターは、授¥、私のノー 
卜の端の Wn きの常連となった。それからといぅ 
ものは、貸本屋通いは再開され、 ますま 墓画に 
夢中になっていった。しかし、それから まもなく 
時代の波におされてか、その貸本屋が店 じまいを 
してしまい 私の第二期マンガ時代も終わりをとげ 




てし$フのだ。 

ところが、しつこくマンガは、すり寄ってきた。 
高校二年の畸通学途中にあった小さな書店に何 
故か* I ガロ J の創刊二号がおかれてあった。マン 
ガ雑誌にしては洒落たデザィンなのでふと手にと 
ると、表紙には貸本で馴みだった憧れの®の名 
前が連なっていた。それはもっ大狂喜し買って帰 
宅した。そして 仲間、 っちで r ガ ロ』 を知っている 
のが自分のみといぅことにも、ちょっとした気分 
のよさがあった。発売日になると" I ガ ロ』 は、そ 
の店に三冊積んであり、必ず完売した。一冊は私、 
あとの二冊はどんな人が買っていくのか興味があ 
ったが結！ T わか—じまいだ。 

きっと私と同じネフに、色々な知識や感性、又、 
表現媒体としてのマンガの素晴らしさを得られた 
とは^っが……。 

その後、私は上京、美大の油絵科に籍をおくこ 
とになるが、その間も『ガ ロ』 は、いつも私の横 
にあった。後、 ィラスト レ— ショ ンをまがり 
なりにも生繁にすることになった頃、とんでもな 
いことに八 rl ! は『ガ ロ』 の方が、私に会いに来て 
くれた。 

天# ii 館というの打ち上げの席で知りあつ 
た南伸：^は、読むことは好きでも描くことがな 


かった私のマンガ第一曹を無謀にも=»ガロ』に 
掲載してくれた。 

一足とびに側からいよいよ執筆陣になって 
しまつた。私にとって、マンガを考ぇる時に商標 
のよ っに 浮んでくる『ガロ j とい、っキ ーワード。 
それは、私にとって、とても大切であり、色々な 
意味でのステータスでもある。いつでも仕お 
ろ そかにする ことは ないつもり だが r ガロ』 の 二 
文字は、ことさら、その畤プレッシャーで私を 
金縛りにした。 

それを境に、^^少なく、遅筆ではあるが、マ 
ンガを描き続ける-^ っに なった。 

結 DT 私にとってマンガは、運命的にど、お 
近づきの§の本っだ。つらつら考ぇても油絵の 
具を捨て、紙の上に筆やペンを走らせる仕事につ 
いたのも、マンガ^^介で知った雑誌などの印刷 
メディアに興味をもったことが、きっかけの-^っ 
な気がする。 

単純な話、自分の想っている ことを 絵に描いて 
沢山印刷してくれて稿料もいただける、こんない 
いことないと思つてしまつたのだ。 

一枚のイラストから、はみだしたり、拡がって 
いく想いや物語を当分マンガとい、っ手法をかりて 
描いていきたいと思っている。 



⑱ GA 的 / 


MORIMOTO, Nobuyuki 

森元暢 Z 

[プロフ^ w ル]本名です。1961年2月20 
日に大阪で生まれました。血液型は A で、魚 
座です。懊重177センチで体重は65キロの右 
投げ右打ちです。背番号は9です。漫画以外 
の趣味は考え事、お菓子などの景品の応募で 
す。将来の夢は、まだ考えていません。 

(• ■ガロ j 82年11月号で入選） 


と僕と“ 

明 



「あなたのはまだ八割方自分のことだけどせ 
^めて半分は読む人のことを考えて描かないと 
駄目です」^^が初めて主霖堂を訪ねたと 
きにいただいた長井さんのアドバィスです。 

それからずっと青林堂でお世話になってい 
ます。描くものはあんなですが、載せていっ 
てくださいます。制約も^ bt もなく、未熟な 
部分も敢えて作品として扱っていただいてい 
ます。ありがたく嬉しいのですが、僕はそこ 
が少し怖い気もするのです。 

描かせていただいているぅちに、自分でき 
ちんと制約し、充分に£し、未熟な部分を 
なくしていつている.4/っです。良し悪しでは 
ありません。それは個性や作風とはまた異な 
るものですが、自分の中の流動的だったもの 
が固定されていく焦り^^じます。 

『ガロ』はいつも不安定で、先行き不明の魅 
力を秘めていますが、できれば僕もそぅ在り 
たいと思います。そ、っして、潔い漫画を描け 
て、おまけに生活できれば一等で t 



決定的瞬間 

1元 

■東 

一九八五年三月四日、午後。僕はひとつの 
建物を仰いでいた。僕の不必要なまでに大き 
な鞄の中には、約二力月近くかけて描き上げ 
た漫画三二枚が恥ずかし気に、そのくせ早く 
紹介して くれょとば かりに じっと 待機してい 
る。「ついに来たで。」アポィントメントはす 
でに#^町駅の公衆電話から取っておいた。 
その建物の二階の窓の下には横書きで『青林 
堂』 と 標示されている。 

いよいよ編集部へ入った。奥から二番目の 
イスに図々しくも腰かけた。一番奥のイスに 
はもちろん、長井さんが座っておられる。僕 
はすかさず三二枚の漫画を差し出した。 


決定的瞬間だ。大袈裟にではなく、この数 
分後には僕の将来が決定されるよっな、そん 
な気がしていた。にもかかわらず、僕は以外 
と冷静で、ぼんやりと編集部を眺め回しなが 
ら、読み進んでは規則的にめくられてゆく原 
稿と、長井さんの手元を目の端で認めていた。 
漫画とい、フのは描く時には時間がかかるが、 
読むのはあっと い、 っまだな、などとあらため 
て思った時、長井さんは三二枚目を読み終え 
られた。と同時に、あのしわがれ声ですかさ 
ず「これは入產のに使おう。これからもどん 
どん描いて、郵便でいいから送ってくればい 
いよ」とおっしゃっ た……と思、 っ。 緊張する 
まもなかった。編集部を出て、僕はあの階段 
を、きっと色々な人達が色々な気持ちで登り 
降りし、また今後も そ、っであろう、 あの階段 
を、 ゆっくり 降りて行った。 

そのずっと後、仕事が全然ない時、長井さ 
んは電話でひと言こうおっしゃった。 

「駄目だよ、辞めちゃ。ずっと描き続けなき 
ゃ」 

だから、『ガ ロ』 も、ずっと……。 






ISHIKAWA, Jiro 


石川次郎 


. 

m 


[プ D フイ'—外/]1967年6月30日生まれ0東京生まれ。高校を出て上京、マンガを描き出す。 r 健康であること j 「マンガを 
続けてゆくこと j 「将来小さなオモチヤ屋さんを持ちたいなァということ」をいつまでも願っている。 


とても広い、 
自由な世界 

ぼくはガロが大好きです。どぅしても、や 
っばり好きで好きでたまりません。 

それはぼくが始めて『ガロ』とい、っ雑誌と 
出合った中学二年生の夏の日の«|撃的な思 
い出がそのまま今現在までも心の中にありあ 
りと残っているからなのです。 

その夏の日、ぼくが本屋さんで見つけたマ 
ンガ雑誌には、根本敬さんとい、去のマンガ 
が載っていました。何か^!きべージにドカ 
—ンと大きなおやじが小さな男を略み潰さん 
としている場面がぼくの目に入ってくるなり、 
「、っわ一、なんてすごいんだろ、っ。こんなこ 
とマンガでやっていいのか!?、っわ—ぅわ 
1」と、もつとにかくすごい何ともいえない 
心の中の何かが燃えてきて、勇気が勝いてき 
たのでした。それが r ガロ』との最初の衝撃 
的な出合いだったのです。 


■それからとい、 I の、ぼくはマンガとい、フ 
モノがとても自由な世界、広い広い宇宙のよ 
、る、何か心がとき放たれるよっな世界のよ 
、っに思ったのです。そんな世界へ飛び込んで、 
ぼくも自由_なマンガ^#きたいなァと思 
い始めたのでした。そんな強い思いがあって、 
ぼくはまだまだアマチュアのよっなものです 
が『ガロ』でデビューをさせて頂き、11^な 
がらも今、こうしてマンガでメシを食えてい 
る……なんて嬉しいことなのかと思います。 

『ガロ』というマンガ雑誌のとても広い自由 
な世界に飛び込んで、その広さゆえに自分の 
小ささじたり、それでも限りなく広い世 
界に翼を広げて飛んでみたいと思ったり、絡 
、ろす『ガ ロ』 でマンガの、そして生きること 
の勉強をさせて頂かせてもらっている^/フに 
思います。そしてこれからも、もつともつと 
もっと勉強させてください。 

『ガロ』と出合えてよかった。本当によかっ 
た。ぼくは『ガロ』さん、ど、 っ，^ 当にどう 
もアリガトウございますと言わせてもらいた 
いです。アリガトウございます。 
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『カロ』の頃 


MINAMI，Shinbo 

南伸坊 


[ブロフイ_ル] 1 94ァ年東京生まれ。イラ 
ストライター。ガロ編集長を経てフリーに。 
数多くの育林堂の単行本の装丁も手掛ける。 
主藿に『笑う写 llj 『チヤイナ•ファンタジー j 
f シンボーの常識 j 『哲学的 j など。 


ボタはね4ガ ロ』 の熱心な読者〃っていぅん 
ではなかったんですよ。高校のころにね、一九六 
四、五年だと^っけど、白土三平さんのフアンが 
いて、時々学校に『ガ ロ』 持ってきて、回し読み 
なんかしてた。当時は水木さんのマンガが好きで 
したね。|度原稿持ちこんだこともあつたな、長井 
さんモチロン iJ/Ll' れてましたけどね。で、その時、 
長井さんの高校生に対する応待だけどすごくなん 
ていぅか気持のいい対応をしてくれたんですね。 
バカテイネイなわけじやないし、大人がコドモに 
対する^-つでもなし、ごく自然にフランク。こつ 
ちはオヤジにぶつかってくみたいな意気込みだつ 
たから、妙に拍子ぬけした感じでしたね。 


「また持ってきてね」って言われてね、まア断わ 
られたんだけど、なんだか期待かけられてるみた 
いなね、そういう感じがあった。高校葉した頃 
から、つげさんの大フアンになってね、図 in® に 
『ガロ』のパックナンパーがおいてあって、つげ 
さんのものは全部さか-<7)ぼって読んだなァ、一年 
後くらいかなつげさんの臨時増刊が出たんで、勿 
論すぐそれは買ってね、気のあった友達に見せて 
自慢した。 

それでも、まだ=1ガロ』の定期講_になった 
ワケじやないの、まア金がなかったってい、フのも 
あるのかな。結局ひょんなことから、『ガ ロ』 の 
編集に入っちやったんだけど、いわゆる熱心な読 
者の、熱心な入社希望者の人に、なんか後めたい 
って気持ありましたね。 

裏口入社みたいな感じなんですよ、当時、一九 
七三年だったかな、デザィン会社やめて失業保険 
もらってたんだけど、美学校の赤瀬川原平クラス 
の沢井君が、原平さんの紹介で入社してた。で、 
沢井君の仕事ぶりひやかしにネ、時々あそびにい 
ったりしてたんですよ。 

仕$に行ってさ、雑談したりしても、全然な 
んていうか、居心地いいところでね、長井さんも 
話しかけてきてくれたし、.返品くると、一生懸命 



手伝ったりして さ、 オヤジが死んじゃったか 
ら、なんか長井さんのことをオヤジみたいに思っ 
てたかもしれない。大体の場合は、反抗する方向 
にいくんだけど妙に「気に入られたい」みたいな 
ところがあったんだと思いますね。 

で、長井さんがさ、 

「南君ブラブラしてる-^っだけど、仕事は見つか 
るのか、予定がないなら明日からゥチで働きな 
ょ」 って言ってくれてね、で、決まりなの。後で 
聞いたらさ、入社試験やるとかいい、っと、ドッと 
集まったらしいんだょね。で、『 ガロ』 が編集募 
¥るの待ってるって人がかなりいたらしいんだ。 
それが、 ロ クに_でもないのが ィキナリ だから 
ね、なんか悪いなァとか思ってましたね。 

入社前は殊勝なもんだったんだけど、入っちゃ 
ったら、1社員でさ、毎日遅刻なんだ。普通の 
会社と違、っからさ、_工業みたいな S みたい 
なもんだから、遅刻ってのはマズィんだ。それに 
勝手に領分以外の仕事に手出すしね、妙なとこに 
凝って、なんだか一生懸命仕事ふやしたりしてる。 

仕事がおもしろくてし 去 フがないんだ。長井さ 
んは「やる気のあるヤツにやりたいようにさせ 
る」つていう、東洋的親分^^の人だからさ、パ 
ツといきなり新人にまかしちや、つ。こつちは認め 


られたと^っから、夜おそくまで、台割りつくっ 
たり、写真貼ったり、 レイアウトし たりって おも 
しろくてしよ っがない。毎日、自発的残業なの、 
で、本当は自分の楽しみでやってんだけど、「仕 
事だ」って本人は思ってるからさ、遅刻しても当 
然みたいに思ったんですね。困ったもんですよ。 

デザインやってたから、レイアウトしたり表紙 
のデザイン変えてみたりね、そんなことしたから 
って壳れ行きがど、っこぅなるってんじやないんだ 
けど、本人は仕事してるつもりでしたね。 

長井さんは時々ね、あんまり一人でもって仕事 
かかえちゃって、滞ってるもんだから' 

「南、あんまり凝らないでな」 

ってよく言ってましたね。原稿依頼なんかも勝手 
にね、好きな8にどんどん頼んで、承知もして 
ないぅちに！ >Ma しちゃったりね、ムチヤなことし 
てましたね。長井さんはそばで見てて、きっと口 
はさみたい時もあったと^っけど、ガマンしてた 
と！^っ。 

朝、遅刻してって、一五分くらいは神妙にして 
んだけど、冗談言って笑ってくれたりすると、そ 
のまま、っかり何もなかったみたいにしち 
ゃってね、毎日、毎日はなんか、すごく楽しかっ 
たって思い出ばっかりですね。夏は暑いから、ク 




— ラーとかないからさ、あけはなの銭湯行っちや 
う。社長以下全員で。で帰りに西瓜買ってきてみ 
んなで食ったりね、の思い出みたいでしたよ。 

ナベゾ(渡辺和博)が入ってからは、また面白 
かったな。長井さんの満州時代の話や、世界！^ 
の床屋政談や、毎日テレビ見てるみたいでね、 
「モーゼルの勝っちゃん」とか「馬賊の寿疾治療 
法」 とかね「ミグ戦 i 北海道飛 i 件」 とかね、 

イロイロ ぁった。 

® 堂にやってくる「お客さん」も風変わりな 
人が沢山いてね、バルタン星人の人ってのがかな 
りインパクトあったね。「わたしはバルタン星人 
なんですよ」って言うらしいんだ。'_私の正体を知 
りたくば、明日代々木公園にいらっしやい、と i 
うい、 っこと だった。 

翌日、日曜日、ナベゾが代々木公園出かけて、 
物陰からうかがってると、バルタン星人(のぬい 
ぐるみ)が歩いてたっていうね。まァ、変り者が 
多かったな' き手も、編_もね。 

持ち込み原稿の応待は、見よっ見まねで、長井 
さんと同じ-^つにするんだけど、長井さんの大胆 
さみたいなのは、生来のものだと辱つね。ポクな 
んか、なまじ自分で絵描いたりするから、そ、つい 
うコダワリで狭く見ちや、つ。 


「絵なんか、描いてれば上手になる」って、長井 
さんは、產の暴めっていうか、見出し方って 
いうのがポクなんかより、ズッと、頭柔かいと思 
いましたね。 

ポクなんか、『ガ ロ』 やめてから「南さんに原 
稿つきかえされた」とかよく言われましたよ。そ 
の人が、ちゃんと後で売れた人なんだ。見る眼、 
ぜんぜんないですね、ポクは。 

青林堂へは、直接本買いにくる人がずいぶんい 
て「私もあの頃よく行ったなァ」なんて人に会、っ 
ことがある。「何年ごろでした？」つて聞くと、 
ポクの在籍してた頃なんですよ。 

「じゃ、その時顔合わせてたのかな ァ」 って 言、っ 
と、いや、覚えてないなァ、会ってたらゼッタィ 
わかるよ(その顔だから)って言う。「どんな人 
がいた？」 って 聞くと、 長井さんに香田さんに、 
女の コが 二人、いや三人だ窓際にブスが一人いた。 

「それオレだ」 (S その頃ね、長髪でさ、写真 
ハ リコ ミん時は、ゴム輪でしばって、 さらに アッ 
プにして、アミかぶってたりしたんですよ。 

とにかく、ポクにとつては、あすこは職場つて 
い、っより、 学校みたい なと ころだったんですね。 
なんかいろいろあったはずなんだけど、楽しい思 
い出しかないね、今は。 



夢のような 
めぐり合わせ 





WA TANABE，Kazuhiro 

渡辺和博 

[プ ri フイ ー ル] 1950年、広 島 生まれ。イ 
ラストライター。 ガロ緬集喪を経て フリー 
に。 マン ガの著作は r タラコクリーム J 1 ■夕 
ラコステ ーキ J •■たらこ 筋肉赛電波 J など。 
他の主著に、日本流行語大賞受賞の (§)© で一 
世を風靡した•■金魂巻 J や「金魂巻の謎 J 、 
「虚ろな 愛’ 87_1「物々 巻 J (主婦の 友社)、 
『診 男 法 j (平凡社）などがある。 


僕は南伸坊さんが病気で倒れたのをきっかけに、 
七八年 i 八〇年の約二年間『ガロ』の編集の£ 
を務めました。 

当時の^ M で特に印象に残っているのは、峰岸 
達さんと泉谷しげるさんです。峰岸さんは以前か 
ら-1平凡パンチ』のィラストで注目していたので、 
安西水丸さんに紹介してもらい、『ガロ. I へ登場 
を引き受けてもらいました。今で^#し訳ないと 
思っていますが、結果は峰岸さんにとって，か 
ったのではないでしょぅか。 

泉谷しげるさんは、自ら表参道でお店の^;を 
している所に原稿をもらいに行ったりしました。 

編§針、などは総て南さんの引き継ぎでした。 
r ガ ロ』 が現在まで続いているのは、全く南さん 
の力が大きいのです。 

僕は子供の頃、模型飛行機少年で、兄と二人で 
『航空 ファン』 といぅ雑誌を定期講続してい まし 
た。また、貸本漫画もす ごく 読んでいて、『ガ ロ』 
や水木しげる作品など、日曜日に雨でも降ると、 
大量に借りてきて一日中読んで いました。 その. 
『航空 ファン j の二階にかつて間借りしていた、 

『ガロ』の青林堂で僕が働けたのは、まるで夢の 
よっな、不思議な めぐり 合わせだっ たと 思います。 



@rfie * は 

『マズィク：』二四歳の秋、憙堂から採用通知が 
届いた時、私は思わず心の中でそう叫んでしまっ 
ブー たのでした。まず採用されるワケがないと思って 
- - J いたので、募集要項にある二三歳迄という規定に 
合わせ、ナント私は墨書を偽造していたのです。 
hA ホントにマズィよこれは……。念願の会社に入 
匕匕社が決まったのに、私の心は} f {女の念にかられっ 
ム012ぱなしで『まったく何という社会人の一歩を踏ん 
でしまつたのか』と情けなくなつてしまいました。 

結 MT そのままぬけぬけと入社してしまったの 
メーー ですが、やはり一歳サバを読んでいることが気に 
TTP なって仕方がない……。 

ええい、それならクビをカクゴで自首するか//: 
on そう決心した私は、まずワンクッション置いて 
A ……と、長井さんの奥さんの香田さんに自首する 
^ ことにしたのです C スルィ、小心者)。 

S 「ぁの、実は……」 

7^心臓が口から飛び出しそ、&ほどドキドキしな 
^ がら、ポソポソと告白する私……。も フク ビかも 

しれない . 。カウンターパンチのーコくらいは 

S していたのです。 

ところが、私の告白をきいた香田さんは、「他 
人に言、？ シ なんていくつでもいいのよ」 という 
一言でこの問題をかたずけてくれたのでした。ス 


』としての青林堂 VS 私 

ゴィッ//:何だかょくわからないけれど、すごく 
重みのある言葉だ//:私はモーレツに感¥ると 
同時に、やはり|^堂とい、23=;社がタダ者でない 
ことを 肌で感じてしまったのでした。 

後でこの話を耳にした長井さんも 
「そんなコトを気にしていたの？バカだねぇま 
ったく。ウチはそんな会社 じ やない から」と、 笑 
いながら言って下さったのです。 

根はマジメなんですが、少し調子ノリの所があ 
る私は、このことでパッカリと脳眷の半分を神 
保町のドブに落してしまい、そのままはしやぎな 
がら、勝手に青林堂に溶けこんでしまったのであ 
〇ます。 

ただ、遺伝子を引き継ぐためだけに生まれてき 
ているのかもしれない人間の中で、根があまりに 
もバカ正直なために、塵尸と同時に『たとえば』 
とい、っ 言葉を思わず言つてしまつた人々のことを 
フト考えたりします。 

『たとえば、手塚能理子とい、っモノは……』と生 
まれたと同時に言ってし孝 フと 、それからの長い 
人生の中で、例をあげて自分を説明しなきゃいけ 
ないのに、実はそんなことは何も考えていなかっ 
たりする、にもかかわらず、 とりあ、^.^ 『たとえ 
ばつ』 と言つてしまつたとしたら……。 


❖ i90j 





これは取り返しがつきません。物心がついた頃、 
そんな自分にチラ ッと 気付き、「アレエ!?」なん 
ちやって頭を搔いてみても、もっ遅い。まさに人 
生行路。それがためにものすごく困ったり、つま 
ずいたり、しかし、それだけに楽しかったりはし 
やいだりする こと もあります。 

さらに 『たとえば』と 言つてしまつた手前、わ 
がまま^ N くなりが、それを通すヮザ-^ っま 
くなれば、その人の面白味として、.反映するのか 
もしれ ません。ただその裏には、恥をかいたり情 
けない思いる ことは つきものですが、それさ 
え、 こっそりと 認めていれば、わがままの 道 も心 
夂イながらも結構楽しめる余地はある-^っな気が 
します。 

イカれている、と言われてしまえばそれまでで 
すが、そのイカれた部分に$してわがままを通 
す、そんな強烈な豪華一点、 HWS プライドを持っ 
た人って私は大変好きです。だいたいプライドを 
持っていない人なんて面白くもなんともない。プ 
ライドは一種のイカれもんですから、どぅせイカ 
れるなら、 M 的にイカれた方が、ずつと面白い。 
苦労話も隠れてし$ つくらい 大きくイカれた ブラ 
イド^ つてい る人の方が、やっぱり引かれるな あ。 

ガ ロと 拘わりを持つてから、そんな素敵なまで 


にわが ままを 正直に通している人達に出会、 っこと 
ができ、私は、そのィカれ具合に、ただただ感嘆 
するばかりです。時々、その真似^'るだけの人 
もいますが、『たとえば』と言っていない分だけ、 
迫力に欠けるものがありますね。 

私 i まれた時に" I たとえば j と元気良く言っ 
てしまった ょっな 気がしますが、：！# H - R にい まひ 
とつ欠けているので、強烈な win 点主義がなか 
なか成り立たず。恥をかいたりない思いをし 
たりの くり 返しだけで、 あまりカツコ 良く ありま 
せん。 

ただ、ハツキリしているのは、この世界に足を 
踏み入れてから、身内の者に「パカツ//:」と罵倒 

される回数がやたらと増えたことです . 。まっ 

I •か。出だしが履歴書偽造だし、 もう ひとつ、 
の際書いた『現在の出版界における漫画の状 
況』というテーマの論文も、実は漫画評論の本三 
冊から、こっそり抜き取ってつなげただけの"盗 
斤を提出したのですから、自分でも最初の一歩 
から、思いきり踏みはずしていた 去っな 気がし ま 
す。 

(入社後『論文の内容はともかく、まず万年筆又はペンで 
書いたものを残し、あとは面接の印象で決めた1.と聞いた 
時、やはり青林堂の方も何枚も上手で、とてもかなうもの 
ではない、とつくづく思い知らされました)。 


[ブロフイール]1955年10月24日、栃木乘宇都宮に生まれる。胄林堂に6年間在箱し、その後フリーに。しかしさらに6年後 




養货段‘ 


YAMANOI，Yasushi 

山ノ井靖 

[ブロフィール]1961年福座県郡山市生まれ。 
1984年4月育林堂入社、88年同退社。その後、 
白夜霤房「才トメクラブ」読者ページ担当、 

レディスコミック編集などを経て、現在、郡 
山市で女性向け小物販売店を営む。 


ほくが、主媒堂にお世話になったのは、一九八 
四年から約四年間、アルバイト時代もいれると五 
年間くらいである。 

『ガロ』をはじめて見たのは高校の頃。 


本屋さんで「わからない人には、わからせるま 
でです。 そ、っ、 ガロ、二八〇 円」とい、っコピーと、 
太い線で描かれた男の人が素手で石と板切れを壊 
している絵、が表紙になっている号( I 九七七年五 
月号)であった。 

「なんだ これ！」 

とい、7のが、最初の印象だ。 

漫画の本らしいのはなんとなくわかる。本なら 
ば本屋さんで売っているのも当然だが、 -1 ジャン 
プ J や-1ビッグ コミック』 と|緒に並んでいるの 
がなんとなく違和感がある。まるで、喫^!^5のメ 

ニユ—の中に、チョコレ—トパフエやロシアンテ 
ィーと一緒に、ヵツ丼が混ざっている感じなのだ。 

なかまはずれのょっだが妙にめだつ。ぼくは、 
半ば強制されたネフに、その変なものを買った。 

それから何年かたち、ぼくは、その本の出版社 
でアルバイトる事になる。 

なんの事はない、当時つきあっていた女性(今 
は女房)が漫画 f 心望で、；口』に入選して何本 
目かの原稿を届けに行ったときに、長井社長に 
「誰か、アルバイトをしてくれる人いないかな」 

と聞かれたのだ。 

最初に買った時から『ガロ』を読むのが習慣に 
なっていたぼくだが、あの表紙の イラストは！®？: 




輝彦さんで、 コピ— は糸：^ Ml 里さんの手に ょる も 
のだといぅのがわかっていたくらいで、本文の大 
部分をしめる鍵の8さん達については、何も知 
らなかった。読んではいたが、 r ガロ J はやっぱ 
り変なものであった。 

アルバィト初日、めざす！堂は材木屋の二階 
にあった。階段が長かった。 

手塚さんが、掃除をしながら自己紹介をしてく 
れて、そのあと長井さんたちが出社してきた。ぼ 
くの初仕事は、本の配達である。取次の車にその 
日出荷する単行本を積み込む。 

変な本を作っている出版社でも、日常の業務は 
淡々と流れる。みんなまじめな顔をしながら『私 
は八力に なりたい』 とか『かっこいいスキヤキ』 
とかいぅタィトルの本を車に積み込むのだった。 

ぼくは「会社って偉大だな」となんとなくその 
時思ったのを覚えている。 

そのころの*1^堂の面々は、長井さん、香田さ 
ん、斎藤さんに谷田部さん、そして手塚さんであ 
る。ぼくは、斎藤さんが入院したので、ピンチヒ 
ツター としてアルバイトに入つたのである。 

その翌年四月、ぼくは正社員になった。 

正社員になるといろいろ仕事が増えてくる。ま 
ず、本の配送ばかりでなく本^^らなければなら 


ない。営業もやらなければならない。 

谷田部さんが「蛭子さんの本つくりなさい」と、 
編集のへの f 知らないぼくに、蛭子能収さんの 
連^を教えてくれた。蛭子さんは、今、ブラウ 
ン管でよく見かけるのと同じ よっに 「優しい おじ 
さん」 てい、 っ 感じで、何も知らないぼくにはあい 
そもつかずに、忍耐強く一緒に仕事を してく ださ 

った。 

この時できた本が『ゲィジユツ 魂』とい、 i で、 
協力していただいた霜田恵美子さんやス—ジィ甘 
金さん、後にぼくが担当となる根本敬さんら とお 
会いできたのだった。 

蛭子さんや根本さんとは公私共々いろいろお世 
話になり、根本さんの- I 生きる』『天然』や、蛭 
子さんの『馬鹿パンザィ』など、ぼくが青林堂時 
代に作った単行本の半数近くは、お二方の作品で 
ある。 

単行本を作る間にも『ガロ.,を毎月作らねばな 
らない。 

毎日、何本も新人が投稿してきて、長井さんは 
全部に目を通す。面白い原稿、つまらない原稿。 
いや、ほとんどが箸にも棒にもかからないものだ 
が、それでも 4 ISS に目を通す。百本千本の中の一 
本を求めて目を通す。 
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ぼくは、長井さんの隣に座っていたので、 よく 
「こんなの書く奴いるんだ よな」 と、送ってきた 
原稿を見せてもらった。それらは、白い紙にただ 
ィンクを 垂らしただけのもので* ■ ったり、コマだ 
け割ってあって、あとは何も描かれてないもので 
あったりするのもあった。 

「ひどい よな—」 と、長井さんは、本気で怒る 
「こんなの『ガ ロ』 には載っていないはずだけど 
な一」と、原稿を送り返す。 

「t っ 少しで面白くなる」 とい、っ 原稿に関しては 
.「、っ I んも、っちよつと だけどな 一-と、ちよつと 
コメントを入れ やっぱり 原稿を 送り返す。 コメン 
卜は、簡単なものだ「頑張って下さい」くらいな 
ものである。 

社員になって少したつと、ぼくが前に r ガ ロ』 
に対して思っていた事が変わった 『 ガ ロ』 が変な 
のではなく、回りの雑誌が変なのではないか。本 
来、集が描くものについて雑誌側で「こぅい、っ 
話を描いて くれ」 と注文をつける事こそ、おかし 
な事ではないか、と。 

勿論、ぼくは、商業主義的な漫画雑誌の作り方 
を否定するものではない。！^が「読みたい」と 
思った話を供給するのは並み大抵の技術ではない 
し、そんなふうにして生まれた作品の中にも^; 


は多い。 

しかし、漫画家と111が打ち合せをする時 
こうい、 フ 話は面白い' とい、 っ 観点で話し合われる 
のではなく、こうい、 フ 話が、っける、または売れる、 
という観点から話し合われたとき、その作品は創 
作ではなく、パズルの穴埋めと同じものになって 
し$っのではないか。 

『ガ ロ』 は、頑固なまでに「創作」 とい、 g のの 
プリミティブな部分を守り続けて いる。 編春に 
与えられた権限は、^®るいは作品の選択権だ 
けである。雑誌に載ったとたんに、その作品が、っ 
けるか、っけないかは完全に®の責任になる。 

これは、新人^: M にとってはかなりきつい事な 
のかも知れない。長井さんは、持込みにきた人に 
多くは語らない。面白いか面白くないか、いいか 
悪いかだけである。中には、長井さんにつっかか 
る人もいる。「どこが悪いんですか」その答えは、 
「ガロを読みなさい」 

まさしくその通りである。 

ぼくは一九八八年に！堂を退社した。 

退社したある日、しばらくぶりに青林堂にごき 
げん伺いに行った。 

その時上りなれたはずのあの長い二五段の階 
段が、今までで一番長-じられた。 




⑧纖テ鐵 


HARAGUCHI, Ken-ichird 

原口健一郎 

[ブロフィール]1959年' 畏畸県生まれ。デ 
ザイン事務所を経て、現在フリー。85年に個 
展 『SINKING LINERj 、 90年に個展 
OWBOYS ON THE ROOFj を開く。 


僕が最初に " a ガ ロ』 と関わったのは、根本 
敬さんの単行本、『怪人無礼講 ララバイ』 の 
装幀の仕事でした。 しばらくして、 ガロ本誌 
の表紙のデザインのお話があったときは、嬉 
しさと 同時にかなりの プレツシャ—じま 
した。 

とい、っのは、三〇年の歴史の重みもさるこ 
とながら、僕自身もやはり愛 S の一人だっ 
たからです。はじめて自分で買ったのは高校 
生のとき、、驚慎二さんの絵が表紙を飾って 
いた頃です。他の漫画誌では味わえない不思 
讓な魅力をもった作品群は、地方に住む一高 
校生にはとても眩し^^じられました。 

そぅいった思い入れがあまり強いと、失敗 
につながってし$ っの はよ く あることです。 
それをよい方向に活かせるよっにデザインす 
ることが、自分なりの課題です。現在の表紙 
は、『ガ ロ』 の作家の方々のキャラクターを 
使用させてもらって構成しています。それが、 
これから『ガロ』と 出会、っ、 かつての自分の 
よ、 っな 人たちに向けての 何 かしらの 合図と な 
れば 、とても 嬉しいのですが。 



SHIR A TORI, Chikao 

白取千灘 

[プロフイ 1 レ] 19XX 年7月17日、函館生ま 
れ。高校卒業後上京し、某学校で長井勝一に 


一九八五年の春から八六年の夏にかけて、椅玉 
県は所沢市.航空公園に毎月第一日曜になるとな 
にやらヘンな集団が現れる-^ っに なった。手に手 
にパットやらグローブ* j ®： って。そこは公園であ 
るからして、もちろん他に野球をやつている オト 
—サン達の集団、サッカーに熱¥る少年、テニ 
スやパドミントンに興じるカップルといつた善良 
な市民が圧倒的ではある。ただ先の集団は、それ 
ら一般の「善良な市民」 とは 明らかに違っていた。 
皆、歳はバラパラ、素には見えないし、かといっ 
てマットーな社会人には金輪際見えない。要する 
に得体の知れない 一 ET 

まず、朝十時になると黒塗りのパットヶースを 
下げた、坊主頭に野球帽、口髭もたくましい…い 
や何と言ってもその突き出た巨大なアゴが周囲を 
いやが上にも圧倒する大男が現れる。広場を啤睨 
する大男。多少ジャリ共が遊んでい-^っが1が 


所沢の皆さん、 

治騷がせしました 




4^11 を広げてい^-っが一睨みで*^は、あく。そ 
こで男はおもむろにカバンからべース——ボール 
紙や雑誌を縛って作った一^取出し、ホームか 
ら1塁、2塁…と丁寧に配置してゆく。その大男 
の名は、平口広美。 

そ、っこ、っして苓っちに、メンバー がぽつぽつ集 
まり始め、「いやぁ、平口さん早いっすね」など 
と愛想笑いをしながらグローブをはめ、ソフトボ 
—ルでゥオー ミング アップを始める。昼近くにな 
っても人数は思ったよっに集まらない。皆漫画家 
や編§といった、世間で f 早起きの苦手な連 
中だからだ。男は黙々とノックなどをするが業を 
にやし、先刻自分の一瞥で蹴散らした$民の才 
トーサンにソフトボールに加わる-^っ要請する。 
誰がこの大入道の「依頼」を断れよっか。日没ま 
で結局三試合も付き合わされたりする。へ卜へ卜 
である。動惇、息切れ、眩暈。後で女房と「何で 
断んないのよ馬鹿」と口論になったりする。明日 
はム吞だといぅのに…！この様にして大奪休 
日をこの集団に台無しにされた市民は少なくない 
とい、っ。 

以上が当哼所沢市民を恐怖のドン底に陥れた 
「謎のソフトボール集団」である。メンバーは、 
我が編集部のポクと谷田部、「じゃまのい」の三 


人男、漫画家では平口広美、姪子能収、根本敬、 
やまだ紫、芳賀由賛^$^4<^^生といった 
常連に加、一/ゲストで井口臺 H ス—ジー甘金、 
イワモトケンチといった方々、さちに元アリス出 
版の原野さん、元！^堂の斎藤さん、当時 EU 才 
フィスの 菅野、村田' 小谷、松 i 氏、当時平凡 
パンチの及川さん等々…といった知る人ぞ知るそ 
うそうたる顔ぶれ。. 

当事のよっな事をやっていたポクが連絡す 
ると、 皆さん「日曜日に早起きして所沢あ？」な 
どと渋い顔をされたが、その割には結構盛況だっ 
たなあ、と界っ。スイカ割りもあったし、昼はめ 
いめい弁当を広げて S あいあい、終われば®^ 
沢駅前の「つぼ八」に繰り出し、凍ったジョッキ 
で飲む生ビ—ルは s だった。あのビ—ルは、今 
でも語り草になっているくらいだ。編 i や漫画 
家、というと世間では「不健康」の代名詞のよっ 
に思われているかも知れないが、月に一度とはい 
<ハードなスボ—ツに興じていたのだ。そんな 
楽しい ソフト ボールもいつしか立ち消えになって 
しまった。寂しい限りである。 

…で、今はとぃ、 PAJ 、 一部でボゥリングに熱中 
していたりする。 



HARATA, H’eiquiti 


羽良多平吉 


[プロフイ—ル]グラフィック.アーティ 
スト。1947年、東京、井の頭生まれ。東京 
芸術大学工芸科辛。79〜80年の YMO の 
ワールドツアーに参加し、 AD とプレスを担 
当。サイパー•エディテクスを提唱し、 
WXY と EDiX を主宰する。87年、「竹尾ペー 
パーショウ j のボスターで通産大臣貨と生活 
産業局長寅、88年•■マーキュリーシティー 
(永井宏著/東京害箱）で第23回造本装幀コ 
ンクール審査委興会奨励寅、91年•■一千一 
秒物語（稲垣足穂著/透土社）で講談社出版 
文化賞プックデザイン寅を受賞。育林堂で 
は、81〜90年度10年分の•■ガロ j の背表紙 
や•■木造モルタルの王团 j の装丁を手掛ける。 



背表紙を1刪双の屏風絵に「見立て」て 



を工夫して もらえな いかな」 との 相談 も あり、 
翌一九八 二 一^からは、一年分で一つの絵柄 
になる よ、っに 構成することにした。背表紙を 
「三曲一双」、いや(この頃には年刊二冊 
だったので)「一一曲一双」の屏風絵に見立 
てての試みは、多分 これが 最初だった 去っ に 
恩っ。 

一九八二^のものを長井社長はとても気 
に入って喜んで下さった。それは、写真が入 
れ子構造に回転しているもので、「春」をテ 
I マにしたその絵柄は、印刷工程でスミ版抜 
きの刷り出し分を確保しておいたものを使用 


『ガ ロ』 を購読し始めたのは、一九七 二 年の 
春、大学^した頃からだった。二四歳に 
もなって本格的に『ガ ロ』 に熱中してしまい、 
一時は「作品」を発表したい とい、っ 野望(当 
時ペン画は嗜んでいた)もあり、表紙のダミ 
I を作って長井社長に見て頂いたこともあっ 
た。 

当時も、超厚手の漫画雑誌が書店に溢れて 
百花繚乱、その$の背表紙は、書店先でな 
にかと気になっていた。「書籍や雑誌の背に 
あたる部分に、デザィナーとして、何か底抜 
けに面白いコンセプトを持ち込む ことは 出来 
ないだ ろ、 っか、"当たり i 刖"になつている こ 
とを" はずれ横" ぐらいに 観念させて、 もっ 
一度考え直しても良いのでは…… 」 などと、 
思い始めていた。丁度その頃、装丁を手掛け 
ていた草森紳 一さん の単行本『狼藉集』の中 
に「本棚は羞恥する」 といぅ エッセィがあっ 
た。背表紙への思い込みが I 層、増したのは、 
その影響もあったかもしれない。 

初めの頃は『ガロ』の背表紙を毎号 ごとに 
構成していたのだが、長井さんから「製版代 


❖ 2981 





した。改めて、背表紙のために素材を一点一 
点写真分解をする必要のない、口—•コスト 
を目的としただつた。 

後日、編集の谷田部さんからも、「各年毎 



長髪の頃の伸坊と最初に会ったのは、写真 
展の時。彼はマンガ以外でも面白いコトやり 
たがっていたから、声をかけてくれたわけ。 
「花輪和一のマンガ、好きでしょ？」って感想 
を『ガ ロ』 に書かされたのが最初だったかな。 
座談会にも引っ張り出されたしね。 

昼間、ドアに鍵かけて妻とファックしてた 
ら、伸坊が古本屋に持っていく感じでヒモで 


に、全号揃えたくなるとい、 つ；^ の購買意欲 
を駆り立てるのか、販^!冗に貢献して くれまし 
た」といつた主旨の嬉しい話をお聞きした。 
少しは『ガ ロ』 のお役に立てただろ、 つか。 


キンパクした『ガ0』を両手で持ってミーテ 
ィングにやって来たんだ。ドアが開かないっ 
てんで、むりやり窓を開けやがった。モロ、 
真昼の情事を見られちまったもんね。それで 
彼を気に入って「浪曼写真」の長きにわたる 
連載が始まったってわけ。 

最近は、また昔の人が返ってきてるけど、 
それだけじゃ面白くないよね。それに触発さ 
れて新しい才能が出てくるよっ画策している 
のはわかるけど。でも、 ちょ、っどいい よね。 
気合い入ってて。ベテランと、新しい次なる 
者との才 I ラがぶつかり合ってて。 

また、面白くなりそぅな気運は見えるね。 
最近、 声かけてくれなかったけど、ノリマン 
(注•手塚能理子)も帰って来たことだし、また才 
レも登場すっかな。 



ますむらひろし _ 


MASUMURA, Hiroshi 


里 V 病院 

あの頃『ガロ』は、黒の病院だった。串箸 
たちは病室や路地裏で原稿を描き、やがて重 
症になったり退院したりして行ったが、重症 
ではなぃ私はその証拠に、〃病院職員〃を九 
力月間やったのだ。しかしその間、長井勝一 
院長は、「ああ、やっぱりコィツは病室にブ 
チこんでおけばよかった」と、つくづく思っ 
たに違いない。なにしろ私は、しよつちゆ、フ 
さぼり、マメに休み、そして早引きした。ま 
あ、 ヒデヨシを 雇ったよっな苦しみを長井 さ 
んは味わったのにクビにもしなかった。今に 
して思えば本当に赤面の至りであるが、あの 
病院時代は本当に楽しかった。『ガロ』で 
"宮沢賢治"を知り、透明王とも言、つべき超 
重症患者の鈴木翁二氏のお宅ではモク拾いの 


親切 も 見たし、初めて 『ガロ』 を 買、っきっか 
けになった「軍刀」の S 慎一氏のお宅では 
ワィセツなアルバムを拝見した。そして巨匠 
つげ義春氏のお姿 もニメ ートルく らい そばで 
拝見し、つげ忠男氏のお宅ではアシスタント 
も体験し、酔っ払って独演する唐十郎氏まで 
目撃した。 

実に楽しき黒の病院だった。そしてあれか 
ら一六年たった今、家にたまった嘉聞や雑 
誌をビニール紐で縛る時、その手ぎわの良さ 
に思わず私はジョバンニみたいにホザいてし 
_っ。 

「古新聞縛りなら誰にも負けない。……でも 
僕は、どこでこの コツを 憶えたんだろ、 っ」 
すべては、病院職員時代に憶えたのだ。あ 
の返本され てくる 『ガ ロ』 の山を縛り まくる 
なかで、私は コツを 憶えたのだ。一六年たっ 
ても消えない手の記憶とともに、ヒデヨシみ 
たいな私に時々お弁当までくださった長井院 
長に心から感謝したい。 

"む、っちやす•ぐらあしやす、せこょ、っる. 
ながいさん！" 


[ブロフィー ル;!本名、增村博。1952年、山形栗米沢市に生まれる。「ガロ J 73年 B 月号に「1975」でデビュー。代表作に「ァタ 
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特異な場所 


『ガロ』に！^サロンというコーナーがある。 
掲載された漫画についての批評や感想を结 f 
が自由に述べるというコ—ナーだが、一般の 
商業雑誌のよっにやたら作品をほめ上げたも 
のばかりが掲載されるのでなく、ときには痛 
烈な批評、あるいはその批評に対する再批評 
などが延々と続くこともあり、結構面白い。 

私がはじめて『ガロ』を読んだときとい、っ 
のは、ちょうどつげ義春氏の「紅い花」の掲 
載されていたときだから、創刊数年後とい、っ 
ことになる。今思い出してみると！^サロン 
に掲載される投書内容もずいぶん様変わりし 
たネっに思、っ。その当時は学生運動がもつと 
も盛んな時期であったせいか、掲載される投 
書も変に気負ったものが多く、中には何度読 
み返しても意味のわからないよ、つなものもあ 
り、なかなか面白かった。しかし最近の i 
サロンに掲載される投書にはど、つもそ、ついう 


面白さがなくなってしまった^っな気がする。 
作品それ自体に対するべたべたとしたほめ言 
葉を並べたてるだけならまだしも、その作品 
の背後の作者にまで興味を抱き、ほめ上げよ 
、っとする姿勢にいたっては、読んでいて思わ 
ず眉をひそめてし李っ。世代が変わったとか、 

が変わったとかいろいろ理由はあるの 
だろ、っが、本当に変わったのは実は『ガ ロ』 
そのものなのであろ、っ。『ガ ロ』 がそのよ、? 
な！^層を対象にするよ、っな方向に向かいつ 
つあるということであろ、っ。 

昔の『ガ ロ』 がよかったなどというつ もり 
はない。それでもへんに垢抜けして、少女漫 
画風の作品がいくつも掲載されているときな 
ど思わず溜息が出てしまう。『ガ ロ』 には絶 
対に垢抜けして欲しくないとい、っ思いがある。 
常に適度のやぼったさを秘めながら、決して 
時代の先端を目指そうなどとせず、時代の流 
れに多少の距離をとりながら、時代をはすか ノ 
いにながめる本っな特異な『場所』であって 
欲しいと思っている。『ガ ロ』 にはそのよう一 
な立場が似合っている-っな気がする。 r 


f、 北九州市若松区に生まれる。16の時、単身上京。71年、駒沢短期大学卒業。ショーペン八ウア 







だから仕方がない。ムカシ、『ガロ』の読者 
欄、あれが大の嫌いであった。狭量というか 
依怙地とい、フかヘンクツとい、っかわがままと 
いうか無用の論争好きというか產が不幸と 
いうかそれとも他になにか言いようがあるか 
知らないが、とにかくやかましい連いで、 
それも理論として首尾がととのっているなら 
ともかくも、殆どが感情論、やれ誰ソレの作 
品には真摯な姿勢がないの、あんな作品を載 
せるとは編集部の見識を疑、っの、何某とい、っ 
作家は結局のところニセモノにすぎないの、 
〇〇よかかる駄作を描き続けるよりは、いっ 
そ筆を折ることを勧めるのと、まあ百^ f. 鳴、 
喧々囂々、われこそは時流に迎合せぬ真のマ 
ンガ読みなり、と信じこんでいるヤカラが出 
放題をヌカして、読むたびごとにハラが立っ 
たものである。以前、男色^:けの雑誌を読 
んでいたらそこの投稿欄がこれとまったく同 
じだったのに笑ってしまった。毛ズネのモデ 
ルは使うなとか外人がいいとか中 f 以上に 
興味はないから載せるなとか、まるで自分の 
趣味にあわせてその雑誌が存在しているかの 


よっな言い草をしているのである。 

思、っに彼らは世間から揀外されている分、 
この雑誌だけがわが味方、という思い入れが 
強く、それが昂じてここになら何を言っても 
許される、とい、っ、生みの母親にダダをこね 
てみせるよ、っな甘えの快感に酔っているのだ 
ろう。ど、 っにも困ったものである。が、不思 
議なことに、こうい、っ連中が跋扈していたと 
きが、なにか雑誌が (ホモの方でなく f ガロ J でぁ 
るが) 一番輝いていたような気がするのであ 
る。雑誌のもつエネルギ ー のバ ロメー ターは、 
こういった勝手な意見に対しどこまで包容力 
を示せるか、とい、っことなのかも知れない。 
最近の；？響欄には、妙なモノワカリのよさと 
いうか、『ガ ロ』 に対するいたわりすら感じ 
られる。その心映えは美しいが、はたして 
『ガ ロ』 自身のためになるかどうかは疑問で 
ある。勝手を言、っのは1 箸の権利なのだ。も 
っともっと、好き勝手を言、っヤツが出てきて 
いいだろ、っ。それを期待しているのである。 
もちろん、僕の作品に対しては別であるが。 
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TAKAHASHI, Satoru 

局橋耳 心 

L ブロフイール]1962年生まれ。現在、青山 
プックセンター六本木店勤務。 また' r 流行通 
信オム j 9〗年3月号より"隔月報„の誘物を 
連載。 


『ガ ロ』 すなわち"®堂"について、1刖線た 
る現場から。 

棚づくりの中で、世代交代を目まぐるしい程感 
じるが版元の事情と馨の二—ズとのとても大き 
なズレ程、シンポリックなものはあるまい。スト 
レートにい、っならば、現在一番欲しい本は品切れ 
や絶版のタィトル。 

これらは、あの消費税導入の際、"漫画出版〃 
全体で起こった、とい、つより切り捨てとして明確 
に表面化した事だが。むしろ何よりも、^ m 体 
にすれば代表作が店頭より姿を消したままの状態 
が長く続いているとい， r# だ。 


もちろん、これは版元以上に書店そのものの棚 
づくりに原因があるといえる。的に*キンタ 
ロウアメ "式が蔓廷、また専門店をしている 
店の商品構成の中での# f さなど。 

現場の棚担当として、書店業界全体の衰退はも 
ちろん：^、編集、版元と送り手の状況一つとっ 
ても、ていねいな仕事を結果として否定する。漫 
画出版の現況を知る中で、ょく i 的な意味での 
"漫画-とのマスコミの表現にアンビバシン 
ツを強^じている。 

めぐる状況は、内実危機的ともいえるがその中 
で歴史は歴史として、原点にたつ本づくり集望 
したい。 

















排便の後肛門をぬぐつたらチリチリとした痛みを感じ、見ると今日も 
血がついていた。おまけに赤黒いただれた よぅな 皮膚の破片まで落とし紙に 
付着している。その紙の表面には黄褐色の糞便と共に赤い鮮血がにじみ 
微かに黄色味をおびた浸出液が回りに—— 






















































時代と 

『カロ』と 

僕ど… 



「影響 J という 
視点での 
『ガ ロ』 史 


YONEZAWA, Yoshihiro 


Wi 

F 著1 


米沢嘉博 


[フロフイール^ 1953 年 3 月 21 日、熊本栗に 
生まれる。明治大学卒。コミックマーケット 
:表。マンガを中心とした評論活動を続ける。 
f 書 1 ■戦後マンガ史 J 3部作（新評社）など 
の他に共著多数。 


はじまりの頃 

とりあ、 4すぼくが r ガ ロ』 を四号目から買い 始 
めたこと Mi しておこ、フ。何故に四号目かという 
なら、創刊からの三冊は、 小^，^ |だったぼくには 
金を払うことのできない再録雑誌にしか思えなか 
ったのだ。わずかなぺ—ジ数の-^ しげる のため 
だけに、買うことは出来ない相談だったのである。 
しかし、創刊号を本屋で見た時に受けた感覚とは、 
あっ、貸本マンガが売っている、しかも大判だ、 
というわけのわからない興奮だった。 

孑口』は当初、明らかに貸本マンガ短編集『忍 
法秘話』(青林堂)が形を変えたものだった。メ 
ンパーはほとんど同じで、当時人気の忍者マンガ 
を内容と している のも同じだった。が、 r ガ ロ』 は 
貸本マンガ本から大きく一歩を踏み出していた。 
それが、 B5 判とい、っサィズの大きさで あり、| 
般書店で万人が買えるとい、っ二点だったのである。 
それはことの^ -K きな意味* Jf： つていたのだ。 

時はまさに赛示オリンピック直前、時代は大き 
く変わろうとしていた。貸本短編集『影 j の創刊 
から一〇年、一時隆盛を誇った貸本マンガ業界は、 
六二年あたりから落ち込み始め、危機的な状況に 
あった。日々音もなく出版社がつぶれ、一冊あた 
りの部数は三千冊を割るところまできていた。 



■1ガロ』の創刊とは、貸本マンガ出版社が普通の 
出版社へ成り上がる こと^# 味していたし、貸本 
界に見切りをつけた上での冒険とも見えたのだ。 
これを見てなのか、日の丸文庫が平田弘史、水島 
新司、山本 まさはると いったメンバーで B 5 判月 
刊誌『まんがサンキユ—』をこの年に創刊させて 
いる。 PH 、 小取り次ぎに頼った形の出版から.、 
一般書店へといぅ動きの先陣を切ったのが r ガ 
口』 だったのである。同年には"カッパコミック 
ス"の『鉄腕アトム』が創刊されている。消費社 
会が動き出し、マンガ本は借りて読む共有する存 
在から、個人所有のものへと、この年あたりを境 
に変わっていくことになる。 

また「ガロ』は白土三平の「カムイ伝」を発表 
する場としての意味を持っていた。人気：^のワ 
ンマン雑誌といぅよりは、製に捉われない「描 
き手」の為のメディアの創設と受けとめられたの 
だ。新興勢力である々劇画*にライバル意識を燃 
していた手塚治虫が自らのファンクラブ誌的性格 
の『鉄腕アトムクラブ』を発§消させて"|〇0 
MJ (虫プロ商事)を創刊させるのは六六年末の 
こと だ。明らかに、「カムイ伝」に対抗するもの 
として 「火の鳥」は あつた。 r ガ ロ』 の劇画に対 
して rcoMJ は当初児童マンガという立場をと 


った。 "100河』は『ガロ』がなければ、なかっ 
たかもしれない。そして、やがてこの二つはマン 
ガマニアを 二 派に分けてい くこと になっていく。 

その頃には、山川惣治が絵物語の再生を目指し 
て『ワイルド J を創刊させ、$に終息しかかっ 
ていた貸本業界では、 S を担った光伸書房 (日 
の丸文庫)が1こん』『劇画マガジン J r まんがジ 
ヤイアンツ」等を次々と創刊させていった。『ガ 
口 j の登場は所謂マニア誌の一つの形を創り、そ 
の歴史の始まりとなつたことはまちがいないだろ 
、っ。 また、 B 5判と いぅ サイズが、ドラマ、物語 
中心だった貸本劇画に、「画」への指向を植ぇつ. 
けていったと見ることもまちがってはいまい。 
『ガ ロ』 の創刊'とは、ことの他大きな意味を持っ 
ていたのである。 

七〇年下とい一っ時代の中で 

水木しげるやつげ義春の作品リストにひかれて 
マンガ評論誌™ I 漫画主義』を購入したのは中一の 
時だった。佐藤忠男や佐々木守、上野勗志の文章 
も含めて、そんなものを読んでしゃべる小賢しい 
ガキは、地方都市において「アカ」と言われた。 

佐世保闘争から七〇に向けて時代は走り出 



していた。『ガ ロ』 はこぅした七〇年下の状況に 
対して、マンガ表現としてアクチユアリティを持 
.つことに意識的だった。少なくとも、受けとめる 
側は、そこに時代を嗅ぎとっていたのである。 

おそらく、 r ガ ロ』 に寄る形で展開されていっ 
た『漫画、囊』のマンガ評論は、それまでの眷 
者たちによるそれとは違った、マンガ本体に則し 
たものだった。民衆のまなざしとマンガが出会ぅ 
ところに生まれる力^み解こ、っとする評論、そ 
れは、まぎれもなく、日本における個有の大衆文 
化であるマンガ、の本格的評論の始まりだった。 
だが、ここにあった劇画偏重主義は、七〇一^頭 
まで尾を引き、語られるべきマンガとは=1ガ ロ』 
の作品であり、劇画でなければならないといった 
傾向を生んでいくことになる。 

また、こ、っしたマンガへの「言葉」は思いの他 
大きな影響力^ f ： っていた。七〇年に発表された 
「ねじ式」は、天沢退二郎等、言葉に変換された 
ものによってさらに大きな評価を得ていくことに 
なる。六七年頃より登場していた佐々木マキ、林 
静一といつた新人たちの作品も、そこに従来のド 
ラマや物語構造が欠如していたが故に、「言葉」 
が必要とされた。「難解マンガ」あるいは「アン 
グラマンガ」「サイケマンガ」と様々に呼ばれた 


それらは、詩人、評論家、き込んで、 
「現代芸術」として語られていくことになる。連 
続するタブロー……それは美術評論の言葉で読む 
ことはできそ、っにもなかったのだが。 

そうした中の赤瀬川原平の誌上への登場は、ま 
さにマンガと前衛芸術の接近と見なされた。後に 
『朝日ジャーナル』でトラブル「桜画報」は七一 
年に『ガ ロ』 に発表されている。 -1 ガロ j は進歩 
的ィンテリが語ることのできるマンガ誌となり、 
それに応えようとするところも確実にあった。 

^れは形 K 面白主義としての嵐山光三 
郎に受け継がれ、安西水丸と組んだ元祖へタゥマ 
マンガ「怪人二十面相の墓」、七五年の篠原勝之 
による「糸姫」(原作=唐十郎)、ついには湯村輝 
彦による「ペンギンごはん」(原作=糸井重異 
を生むことになっていく。七〇_に入ってから 
の『ガロ』は意識的に新しい文化を創り出そうと. 
していた。 

が、一方には『新青年』(大正モダニズムやエログ 
ロナンセンスの)的世界を思わせる川崎ゆきお、淀 
川さんぽ、陰溝蠅兒(谷弘兒)等の_がおり、 
また、私小説的な世界を描く安部慎 I 、鈴木翁二 
等も人気を得ていた。一言で言、！ N 1：¢らノスタルジ 
—と四畳半フォーク的な世界である。それらは、 






確実に七〇一^に入ってからの日本のフォ—ク、 
ロックと通底していた。ハッビ—エンドの「ゆで 
めん」は林静一のジャケットが f ガロ』を思わせ 
たし、確か遠藤賢一の投書も載ったはずだ。$ 
線沿線のフォーク喫茶にマンガ家たちが出入りし、 
永島慎一のアシスタントだった三橋誠(乙揶)は、 
やがてシパとい、名でフォ—クのアルパムを発表 
する。あがた森魚の自主製作盤「赤色エレジ—」 

の通販も誌上で行なわれた。『ガロ J は日本の才 
リジナルなフォーク•ロックに影響を与え、また 
影響を受けていつた。一年とちょつと遅れ 
るが、かつて貸本劇画誌や 『 COM 』 に作品を載 
せた泉谷しげるが久しぶりにマンガを描いたのも 
『ガロ』だった。 

七〇年以嗓目標を失った世代にとって『ガ 
口 b . の創り出していた世界は、表現の基盤となる 
疑似ユ—トピア蠢じさせていた ネフな気，^る。 
生や肉体の痛み、そして戻るべき「少年」の風景。 
ィラスト、絵画、唄、コピー、小説……。『ガロ., 
は表現のきっかけを与え、やがてそれは何らかの 
形で誌面に還元されていったのである。 

80年代の展開 

パンクとテクノポップが一緒にやつてきた頃、 


マンガ界ではニュ I ゥヱ ーブブー ム、三流劇画ム 
—ブメントが起こっていた。仕掛けたのはぼくら 
なので語りにくいところもあるが、その時『ガ 
口』でデビユーした^たちがどちらのシーンに 
もいた。ひさうちみちお、近藤ょうこ、奧平衣良、 
蛭子能収、……。 

七〇#末から八〇#、はっきり言ってしま 
、るら-=1ガロ』はメディアとして、力を持たなく 
なってしまっていた。七〇其半ばから進行して 
いった少女マンガ、ラブ.コメへと至るマンガの動 
き、マニア誌、専門誌、新青年誌を始めとした、 
マンガ雑誌の創刊が招いたマンガの氾濫といった 
中で、『ガロ』はワンォブゼムとなっていったの 
だ。つまり、かつては『ガロ』でなければ載らな 
かったものが、現在ではそれは何処に載ってもお 
かしくないという状況となり、マンガ誌としては 
数の中に埋没していく結果となったといえるだろ 
う。 

が、そこにはまだ見ぬ才能があった。そして新 
しい才能が登場してくる。杉浦日向子が、たむら 
しげるが、鴨沢祐仁が、何処かに連れていかれて、 
メジャーな形で登場させられてくる。『ガロ』は、 
メディアの為の"メディア V となったと言えるか 
もしれない。それは作家に留まらない。-『ガロ』 




の編* I ? でもあった南伸坊、渡辺和博は、イラス 
トレーター 、エツセイ ストと して活躍する。それ 
は遠く、嵐山光三郎から連なる ■! ガロ J 面白、_ 
の、一般での前面展開だ。一時期世間を騒がせた 
トマソンやら路上観察学会は、ど、っ見ても『ガ 
口』 を母胎にして生まれてきたものだろ、っ。 

八〇年代『ガロ j はその生み出した才能がマ 
スコミの中で様々に活躍するのを尻目に独自の道 
を歩んでいった。「カムイ伝」の第二部は『ビッ 
グコミック』で連載が始まり、同誌でデビユ—し 
た池上遼 I 、矢口高雄、どおくまん……は商業誌 
で活躍し、杉浦日向子、内田春菊、姪子能収等は 
マンガを超えて話題となっていった。『ガ ロ』 の 
生み出したものは、メディアに乗って日本の文化 
の中に一画を占めるよっになつてしまつた。その 
影響は、深く静かに大きい。—だが、『ガロ j 
は大きく時代を動かしたことはないし、動かそ、フ 
ともしてきたことはない。あくまで唯我独尊、自 
らの道をただ歩み続けてきただけなのだ。だから、 
たぶん、何物からも大きく影響を受けず超然とし 
てこられたのだろ、つ。時代のベクトルと重なり合 
つた時一時の幻想が生まれはしたが、いま、振 
り返って確認すると、何時の時代も「ガロ』は 
『ガロ』でしかなかったことに気付くのである。 


それを「生み出す者」「種蒔く者」と捉えるこ 
とは可能だろ、っ。ただ、常に刈り取る者になりき 
れなかったことに一面でのと、ポリシーがあ 
ったと思、っのだ。 *1 ガロ』が創刊されて四半世紀 
が経った。長いよっで短い二五年である。毎月每 
月、出るのを楽しみに待ち、舐めるよっに読んだ 
昔。今、ぼくにはそぅした読み方はできない。マ 
ンガに対する飢えを失ってしまったのかもしれな 
い。飽食の時代とは、食べ物に関してだけではな 
いのである。総てが過剰に供給される。しかし中 
身は貧しい、とか W っことは言わない。マンガと 
は「消費材」なのだ。、、、ソもクソもいっしよくた 
にして、マンガなのだ。そぅして、つまみ食いも 
構いはしない。『ガ ロ』 だけがマンガ誌ではない。 
だが『ガ ロ』 のないマンガ状況とは、ぼくにとっ 
て実に寂しいものになるだろ、っ。——それは『ガ 
口』の中に未だある「飢え」の fl が、何処かで 
呼応するからだ。マンガとは、もっと面白く、何 
物でもあり得るはずだとい、っ、満たされぬ夢想へ 
の飢え。それは『ガロ j から発せられたメッセー 
ジであり、また iPp から『ガ ロ』 へ向けられた無 
言のメッセ—ジでもあるだ今っ。その出会いのメ 
ディアとして、まだまだ r ガ ロ』 は大きな意味を 
持ち続けているのである。 




SUGISAKU ， J-toro __ 

杉作 J 太郎 

[ブ〇フイーノレ]「杉作獻太郎 J のペンネーム 
でデピュー。この名前だと女の子にモテない 
といろ理由で、数年前 J 太部に改名。週刊 
HSIEW パンチザウルス j では、編集も担当。 
大槻ケンヂが師とあおぐ(7)、さすらいのよ 
ろずマンガ家。 



マガジンハゥス総務部•長田衛の¥根本敬、 
長戸雅之とともに訪れたときのことだ。 

長田は良きマィホームパパであるから、娘を喜 
ば そ、フ と、 

「このお兄ちゃんたちはね、^漫画家さんなん 
だよ。そ、つだ、似顔絵を描いて貰おぅか。いい記 
念になるよ」 

と言って、私たちに娘の似顔絵を描かせたのだ。 
「動いちやいけないじやないか！プロの漫画家 
がせっかく描いてくれてるのに！ L _ 

と、長田が娘を怒鳴りつつ、私たち三人は三枚 


の似顔を描きあげた。 

「さあ、できた よ」 

娘は、モデルから開放され、喜んで三枚の絵を 
長田とともに受け取ったが、娘の顔は一転して暗 
い顔になった。三枚とも、性別はおろか、年齢も 
判らない、果たしてこれが少女の顔かいな、とい 
ぅ物に仕上がっていたのだ。中でも、根本敬の描 
いたものは、{女達ケ原の§のよっであった。 
「もっと喜ばなくちやダメじやない か！」 

長田が叱ると娘は泣き顔になった。それを見て 
とつた根本敬は、 

「あっ、そぅだ。これはこ、んだよ」 

と言って、その^!の絵の傍にサラサラと 
〇年後の® f ちやん〕 







と書き加えたのだが、それが何のフォロ—にも 
なるはずはなかった。だって、未来図を描くのな 
ら何^不自由な_でモデルになる必要はなかっ 
たのだし、仮りに五〇年後とはいえ、^^ではあ 
ん まり だ。もちろん、それはキヤ パレー のホス テ 
スを描いた長戸にしても、ゲゲゲの鬼太郎を描い 
た私にしても同じである。いよいよ娘が泣き出し 
そ/っになる のを見て、長田は 深く、っなずくよっに、 
「『ガロ J の漫画家さんだから……ねえ」 

と娘をなぐさめたのだが、まだ小学校にも上が 
らぬ子供に、『ガロ j 云々と言ったところで問題 
は解決しないのであった。 

まあ、一見、何て言、っことのない話である。 

が、実は、このエ ピソー ドの中にこそ、今日の 
『ガ ロ』 とはなにか？また、なぜ今日の『ガロ J 
の漫画家が特殊漫画家と呼ばれるかの回答が隠さ 
れているのだ。 

それは、こぅである。 

普通ならば、私たちはその時娘が喜ぶ絵を描 
くべきであった。可愛らしく描くべきであった。 
実際、その娘は母親似の可愛らしい娘であったが、 
可愛らしいならば、より一段と可愛らしく描くベ 
きであった。 

それこそが、モンマルトルの丘の似顔絵描きを 


引きあいに出すまでもなく、漫画家のサ—ビス 
精神とい、っものであろう。モデルが三戸部スエ 
のよっな S なら小川真由美のネフな熟女に、小 
川真由美の去っな熟女なら昔のヘプパ—ンのよっ 
なレディに描くのが漫画家のサービス精神とい 
のであろう。 

だが、少なくともその時、私たちにサービス 
精神と い、 z のはなかったのである。 

そして、漫画家に必要不可決とも思われるこの、 
へのサービス精神が恐ろしく欠如したコミ 
ック誌こそが『ガロ』なのである。よく、私たち 
に他誌の編 i が仕事を依頼する際に、 

「『ガ ロ』じ ゃないんですから、そこん とこヨロ 
シク！」 

と付け加えるケースがあるが、これは、 

「サー ビスしてくださいよ」 

とい、 臺味 だと 受け取る ことにし ている。 そし 
て、一応、お金を貰、 っ 手サービスをする (し 

てるつ もり だけだった りして) わけである。 

さて、ここで何故、 r ガ ロ』 の漫画家が サービ 
スしないのだろ、っ、という問題が浮上する。 

その理由は、の性格的なもの、生きる姿勢、 
ポリシー 等、それぞれだと思っが、やはり大原因 
は、『ガロ』 とい、 っ雑誌の持つ性格で あろ、 っ。 




f ガロ J の編春は、作品に関して注文をつけた 
ことがない。 

「§のことを考えてくださいよ」 

などとは、一度も言われた経験がない。これは' 
今日『ガロ』は原稿料が出ないからだと見る向き 
もあるが、私はもっと深い考えがあって注文をつ 
けないのだと理解している。 

私も、一時期、フリ—の編春をしたことがあ 
るので、雑誌業というのはサ1ビス業なのだとい 
うことは知っている。常に編集サィドで考えるこ 
■とは、！の設定であり、その！がど、导 
れば満足するか' とい、っことである。そして、そ 
れに失敗すれば、雑誌は廃刊に追いこまれてしま 
、っのだ。 

だが、『ガ ロ』 にはそうした読者層の設定もな 
ければサービスも存在しない。また、それは、読 
者の望むことでもあるらしく、1 響欄に載る馨 
の声も、一言で言えば、 

「あんまりサービスするな！ | 

とい、 z のが ほとんどである。 

話は少々それるが、近頃、『ガ ロ』 以外の雑誌 
に 於いても、『ガロ J 的な漫画を目にするよ、 つに 
なって きた。 私の よ、つに 専門家(なんじやそれ 
は)の目から見れば、それらは たとえ 『 ガロ』 的 


な ふりをしていても、編集サィドと練りあげた 
"あざとさ" がミエミエなので ある。 早い話が 力 
ルト的_ を 狙って サ—ビスされ 尽くした人工的 
『ガロ』的^作品なので ある。 A V で言う ところ 
の本番発射 モノと 疑似発射 モノとの 違いで あると 
言ぇば 判り 易いだろう？)。 

とにかく、話は一見それつつも言いたい ことは 
パッ チリ 言っ^^ まったわけなの だが、 つまると 
ころ、 r ガ ロ』^^ 物である。 

何をもって本物と¥っかなどとい、っ聾な論説 
はこの際必要ないだろう。 

とにかく、本物なのだ。 

現代社会が至れり尽くせりの サー ビスス精# t 卜の 
渦の中で、いつしか失ってしまった本物というこ 
とが『ガロ』そしてその漫画家の中には息づいて 
いるのだ。 

そして、さらに言、 っなら ば、総てが混沌として 
しまった今日の状況下、その出口を握っているの 
は『ガロ』の持つ本物性、無サービスーリ神でし 
かないはずだ。 

しかし……子供の似顔絵はやはり良くない a 子 
供は本物の手焼きせんべいょりも、ォマヶ付きキ 
ャラメルの方が好きなんである。 
af みちゃん、ゴメンね。 







編ガ 

II 


YAKU, Hiroshi 

夜久弘 


[フロフイーパ/]1945年、兵庫県生まれ。20年にわたるマンガ雑誌編集長を経て独立。84年〜87年、つげ義春を中心にした季刊 
マンガ誌 r COMIC ばく』の編集長を務める。現在但馬弘介のベンネームでマンガ原作者としても活躍中。著書に編集者時代 
の体験を網った 『COMIC ばくとつげ義春 j 、エッセイ「心優しきジョガーたち j (いずれち福武書店刊）がある。 




ぼくはおょそ二〇年間マンガ雑誌の編集を職業 
にしていた。マンガ業界の片隅で過ごした期間は 
短いものではなかったが、その間、絶、4す意識し 
ていたマンガ誌があった。それは自らが関わって 
いた雑誌でも、そのラィパル誌でもなかった。 

>■ガロ』だった。 

「ガロ，一に対するぼくの意識といぅのは、コンブ 
レツクスといってさしつかえない種類のものだ。 
つまり「マザコン」のょっな短縮ことばでいえば、 
ぼくは「ガロコン」編§だった。 

一九六四年、 - 1ガロ』は白±三平の新作発表の 
場として創刊された。ぼくが隔週刊のマンガ誌の 
編春になったのは、その四年後だった。 

当喷青年マンガ誌は雨後の筍の霜を呈して 
いた。次から次へと青けマンガ誌は簇生し、 
おおむね軌道に乗っていった。 

突然やってきた青年マンガ誌ブ—ムは当然のよ 


ぅに描き手不足の事態を招いていた。 

編§にとってまずしなければならない仕事は 
マンガ保することだった。 

原稿を受け取りに行ったマンガ家の仕事場で編 
§同士が三すくみ、四すくみの状態になること， 
はしばしばあった。 

かつて貸本マンガの作者だったマンガ家たちは、 
自らの生^®力をほとんどることなく原稿 
の依頼を受け入れていた。無理もなかった。つい 
直前まで貸本マンガの衰退とともに失業を余儀な 
くされていたかれらは、原稿の依頼を断わるなど 
思いもょらなかったのだ。 

一旦マンガ家のもとへ出掛けると、編：の帰 
社は i になった。マンガ家はわずかな仮眠をと 
りながら次から次へと原稿を仕上げていった。作 
品の出来不3^この次だった。 

あるマンガ！原稿待ちをしているときだった。 
マンガ家は手にしたべ/先をぶつぶつ言いなが^', 
いじくりつづけていた。何をしているのかと訊く 
と、かれはペン軸にペン先を嵌めたいのだが、二 
つ重なっていて離れないのだと答えた。かれの手 
にしているペン先はど、っみても j つだった。放っ 
ておけば、かれは一時間でも二時間でも一つのぺ 
ン先をふたつに分離し去っと無駄な努力を続けて 
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いたに違いない。連日の睡眠不足からくる幻覚が 
起こっていたのだ。 

このころ似た 去っな 話はあちこちで聞かれた。 
机上に用意した二〇枚程の原稿用紙をエンドレス 
テーブの-^ っに 繰り返し繰り返し数えては溜息を 
^ていたマンガ家の話。原稿を描いている姿勢 
をとりつつ 目を 開いたまま眠っていたマンガ家の 
話などだ。そんな状況では作品の質を問うよりな 
により原稿を入零ることが第一だった。 

マンガ編春というのは、マンガ家にへばりつ 
いて原稿を取ってくる^^ 要員、 もしくは忍耐労 
働者だナ、と当時認識した。なにしろマンガ雑誌 
の編§になりたてで、出合い aE 的に第一次青 
年マンガ誌ブームに遭遇したぼくには そうい、！^ 
のだと^っほかなかった。 

作品が面白いか面白くないかを論じるのはぜい 
たくだった。作品が印刷に間に令っか間に合わな 
いかで苦闘していたのだ。 

そうやってぼくらがつくりあげたマンガ誌を超 
然と見下ろしていたのが『ガ ロ』 だった。=1ガ ロ』 
は白土三平の「カムイ伝」15^心に編まれていた。 
一回掲載分百ぺージの「カムイ伝」はぼくらが手 
掛けている作品とは内容の深さにおいてもスケ— 
ルにおいても桁違いだった。とても同列に論じら 


れるものではなかった。当然といえば当然である。 
過重労働の果てに慢性睡眠不足で苦しまぎれに捻 
り出した思いつき作品が「カムィ伝」と比肩でき 
るわけがなかった。 

ぼくを打ちのめしたのは「カムィ伝」だけでは 
なかった。他のぺ—ジを埋めた作品のひとつひと 
つが放つ強烈な個性も衝撃的だった。とりわけつ 
げ義春の作品には毎回目をみはらされていた。一 
般の商業マンガ誌では考えられない素材がみごと 
な作品となっていた。こんな世界がマンガで表現 
されてし 李っ のか、類型的で篇がみえみえのス 
トーリー マンガを送り出す ことに 汲々としていた 
ぼくは、ただ呆然とそれらの作品を眺めていた。 

そして『ガ ロ』 に自分が直 tS わっているわけ 
でもないのに、『ガロ』のょぅなマンガ誌が存在 
する ことを マンガ業界にいる 一員と してずいぶん 
誇らしく思っていたのだった。 

やがて『ガロ』から白土三平が抜け、つげ義春 
もブッ ツリと 作品を発表し なくなる。 いってみれ 
ば『ガロ j の 中心的^13りを担っていたスターが 
いなくな ったのだ。 このことは 『ガ ロ』 の存亡に 
かかわる打撃だったはずである。しかし、『ガロ ，I 
はそれを転機と してむしろ一層 その 存在価値^ 
める ことになる。 



すなわち日本で唯一のマンガ家の才能を発掘し、'. 
育成する貴重な雑誌となつたのだ。 

新人のマンガ¥デビユーさせるというだけな 
らどのマンガ誌も行なっている。けれどもマンガ 
家の個性を吸収する許 f 星は『ガロ』とは比較に 
ならないほど小さい。一般商業誌からデビユ—す 
るマンガ家はどこかブロィラーに似ている。個性 
を伸ばすことより，^業戦略にのっとった型には 
められてし李っせいだ。それに較べて『ガロ』は 
とことんマンガ家の個性に着目し、それを開花さ 
せることに腐心している。 

『ガロ』の誌面には強烈な個性が自在な世界を現 
出している。先見の明がない三流編 S のぼくは、 
ときには新しい才能の登場に首を傾げることもあ 
った。だが、いつしか傾げた首は元に戻り、『ガ 
口 j への信頼感を増幅するというふうだった。 

『ガロ』からは多くのマンガ家たちが誕生し育っ 
た。そして、育ったマンガ家たちは一般商業誌の 
要請に応えて活躍の場を移行していく。育てるだ 
け育てて、潔くマンガ家を放出してしまう r ガ 
口/なんとも損な役回りに思えるが、それがで 
きるのは、青林堂の『ガロ』というよりも日本の 
マンガ界の『ガロ』の自負があるせいだろ、つ。 

ぼくは一九八四年に 『 COMIC ばく j という 


マンガ誌を創刊した。つげ義春が長い沈黙の末に 
描きあげた 『 f の日々』が雑誌誕生のきっかけ 
になったのだった。 

『ガロ.,が白土三平の作品発表の場として創刊さ 
れたよぅに、『ぼく』をつげ義春の舞台とするつ 
もりだった(そのことはつげ自身にとって甚だ迷 
惑であり、そのために四年間、かれを苦しめるこ 
とになったのだが……)。 

つげ*春の霜を得たぼくは、かれを中心にし 
た雑誌を つくる には、ほかにどの ネフな マンガ家 
に原稿を依頼すればいいか頭をひねった。どの雑 
誌でも読めるよっなマンガ家の作品はほしくなか 
った。 A さんがダメなら B さん、そんなふ、フに代 
替の利く個性の稀薄なマンガ家にも依頼したくは 
なかった。 

つげ義春の作品を入手してから半年後に『ば 
く』は書店の店頭に並んだ。 Hi # からいち早く寄 
せられた声は「往年の ™1 ガロ』みたい」だった。 
いわれてみればたしかに-1ばく』は遠い日の『ガ 
口』の匂い i っていた。 

ぼくは意図的に『ガロ j に似た雑誌をめざした 
のではなかった。自分の好きなマンガ家に拘わっ 
た結果が そ、 ったのだ。 

花輪和一、やまだ紫、近藤よっこ、杉浦日向子、 




つげ忠男、創刊号を飾ったマンガ家の大半がかつ 
て、あるいは現在も『ガロ』に深いかかわり鼻 
つマンガ家だった。 

.『ガロ』に似ている、そぅいわれるとぼくはとて 
せな気分にさせられた。憧れの雑誌と同じょ 
、っなマンガ誌をつくっていると認知されるのは痛 
快でさえあった。だが幸せな気分には同量の後ろ 
めたさもつきまとつた。 

それは、たしかに形の、っえでは『ガロ』と『ば 
く』は似ていたが、本®！®な部分ではまるで違っ 
ていたからだ。 

初期の『ガロ J は日本のマンガの！^質をめざ 
していた。そしてある時期からは日本のマンガの 
底辺を拡大し才能の芽 t むことに血道をあげて 
いた。 

『ばく』をつくるぼくには『ガロ』の去っなアク 
チブな目的意識は十分の一もなかった。つげ義春 
を始めとする異能の士たちに寄りかかり甘えるだ 
けで r はく』の号を重ねょ、っとしていたのだ。 

新人のマンガ f ほとんど育てることはできな 
かった。なんとか採算べースに乗せたいという社 
内事情があって新人を育成している余裕がなかつ 
たと弁解はできるけれども、やはり編として 
非力だったのだ。 


『ガロ』の主霖堂とぼくの在籍していたム吞は二 
百メ I - ^ルほどの距離をおいて同じ通りに面して 
いた。 r ばく』へ原稿を持ち込んでくるマンガ家 
は決まって『ガロ』へも足^:けた。原稿を断わ 
ったマンガ家が主霖堂方向へ去っていくのを見送 
りながら、ぼくはかれが『ガロ』編集部でどぅ評 
価されるのかひどく気になった。自分は金の卵を 
逃したのではないかとい、っ女が残った。そして、 
かれには悪いけれども自分の評価しなかった原稿 
が！堂でも不採用になったのを知るとホッとす 
るのだった。 

『ばく j は一九八七年秋一五号の刊行をもって休 
刊に入った。ぼくはそれを機にマンガーー^生活 
に別れを告げた。 

そしていまぼくは" I ガロ』の純粋な 一 i であ 
る。津野裕子' 山田花子といった好きなマンガ家 
がいる。これから好きになれそ、っなマンガ^^い 
る。何年後かが気になるマンガいる。こんな 
「ガロ』の構図は三〇葉一貫している。 

最近の=1ガロ』はツマらないとい、っ声を耳にす 
ることがある。ぼくはこ、っい、2尸には頷けない。 
最近の『ガロ』は不幸だとい、っなら頷ける。『ガ 
口』が不幸な時代はマンガ界そのものが不幸な時 
代なのだか^——〇 





NAGAI, Go _ 

永井家 

[ブ〇フイ ー ル；]1945年9月8日、石川栗生 
まれ。石ノ森章太郎のアシスタントを経て、 
67年、「目明かしボリ吉 j (ぼくら)でマンガ家 
デビュー。68年、『八レンチ学 llj が大ヒツト、 
映画 • TV 化される。80年、『凄ノ王 j で講談 
社漫画竇受賞。他の代表作に、ザビルマン j 
『パイオレンス•ジャツク j r マジンガー Zj 
r あばしり一家』などがある。 


いていた 『 COM 』 は『ガロ』と違って上品 
だったが(『ガロ』が下品だと云、フのではな 
く、 f っなれば、台所の汚れが目立つょっな 
通俗性が強かったように思うのです…… ) 
『ガロ』も 『 COM 』 も実験雑誌というか、 
実に自由な創造の場だった。今にして思えば、 
この二誌が青年漫画の先駆者だったのだ。 


『ガロ』はなつかしい感じのする雑誌だ。私 
が一番影響を受けたのは手塚先生なのだが、 
白土先生から受けた影響も強く、その白土先 
生の：「カムィ伝」が載っている雑誌として、 
まめに読み続けていた。「カムィ伝」にょっ 
て社会の矛盾、といったものを知り、深く考 
えさせられたものだ。 

同時に、まだデビユー前だった私は、新人 
の載りやすい雑誌としても注目していた。メ 
ジャ—誌でデビユーできた為、『ガロ』に描 
く機会はなかったが、いつか『ガロ』でしか 
発表できない-^っな漫画が描きたくなったら 
……と考えたことはあつた。もしそ、っしてい 
たら、今の永井豪の評価も少し違ったものに 
なっていたかも知れない。 

『 COMJ の方には、なにしろ手塚先生の本 
なので、何か協力させてもらおうと作品を発 
表したことがある。手塚先生や石森先生の描 


青年 i の先駆者 





『ガ ロ』 の 

未来 

『ガロ』は、ワレワレ 『 COM 』 族にとって 
は〃"であった。 

"宿敵"、即ちラィパルである。それも良い 
意味の、だ。 

『 COM 』 は、ご存じの-^ っにスト—リーマ 
ンガの先駆者、故手塚治虫氏の主宰したマン 
ガ専門誌であり•時代の先駆けともなる実験 
作品など^^く載せていた。拙作『ジュン』 
などもそのひとつである。 

そして『ガ ロ』 もまた同じく、というより 
は、 『 COM 』 よりも更に過激に、マン ガと 


は何ぞや、マンガによる表現の可能性等々を 
模索していたよフに枣っ。 

墓論には多少の差異こそあれ、目的はひ 
とつだった訳で、否応なしに、お互いに意識 
し合わざるを得なかった。当然そこには、次 
代を目指 t たちの活気が生じた。 

現在、マンガは時代霞の表現メディアと 
して隆盛を極めている、かに見える。メジャ 
—、マイナ—誌併せて何千万部の量を誇り、 
出版業の 70 %に近い利潤シェアを占める、と 
まで言われる。 

が、果たして、真の意味での，，黄金期"を 
迎えているのだろ、.'9か？ 

私見だが、隆盛を極めているのは"量"で 
あって、"質"ではない、 よぅに 思える。量 
産とい、っ言葉が在るが、機械的に押し出され 
る作品が大部分で、次代を甲す熱気も視点も 
不足して いる、と^っの だ。 

だからこそ、 『 COM 』 なき後の『ガ ロし 
に、？ るところ 大であり、その存在価値を 
もつ一度、真剣に考え直さねばならない。 

今こそ、 そういう" 時がなので ある。 
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へタウマの時代 


長井さんには、「血染めの紋章」を、青林傑 
作 シリー ズとい 、っ® の自選 シリー ズとして 
出版していただいき、この時は、大変お世話 
になりました。この作品は、ニニ六事件を題 
材にしたもので、掲載誌の出版社が単行本化 
に二の足を踏んでいたところだったのです。 

私は、大学時代に描いた劇画が商業誌に認 
められてマンガ家としてデビユーしたので、 
『ガロ J に登場する機会はなかったのですが、 
創刊号を手にした高校二年の時から愛読して 
いた雑誌です。既成のコミックの概念を無視 
した玉石混合の作品群を一冊の中に詰め込ん 
でいたのは魅力的でした。 

『ガロ』最大の功績は、七〜八〇年代に渡辺 
和博さんや! g 子能収さんなどの魅力あるへ夕 
ウマ路線を生み出したことだと思います。『ガ 
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口』とい、フ 「器」がなければ、この ネっな 新 
感覚のマンガが世間で認知されるのは、大幅 
に遅れたのは確かでしょ、っ。 

実験の場として、大手のマンガ雑誌の編集 
者は、『ガロ』の発する特異な電波を傍受し、 
彼らも そこから 新人作家を発掘していつたの 
は事実です。この功績はやはり大きいのでは 
ないで しょぅ か。 







OKATOME，Yasunori 

岡留安則 


この本の企画はぃってみれば、わが『嗜の 
真相』が創刊一〇周年を記念して別冊で刊打 
した『噂の真相の真相』の去っな内容だろう。 

一冊の単行本としてまとめあげられるとい、っ 
のはそれなりに編§にとつてはうれしいこ 
とだろ、っと 一^っ。 それも『噂の真相』の フ 
に自社発行ではなく、 TBS プリタニカのよ 
、っな第三者的出版社から出版してもらうのだ 
から、、っれし さも 二倍ということだろ、っ。 

それにしても、過去の栄光はひとまず置く 
としても、万年危機説の中で、あの『パンチ 
ザウルス』よりもマイナーなセンスで編集を 
続けながら雑誌が定期刊行されている IbWK に 


ついては敬服するしかない。まさか新人登竜 
門のためのボランティアで雑誌を出している 
わけではないだ ろ、っと ^っので、長井勝ーサ 
ンはエライ。かくい、っ私も漫画とルポの違い 
はあるにせよ、編集発行人としてマイナーセ 
ンスの雑誌を刊行し続けているのだから、こ 
れまたエライということになる(笑)。 

『ガ ロ』 と『噂の真相』はマイナー雑誌の相 
互扶助活動の一環として交換広告を実施して 
いる。 ど、 姜えても『噂の真相』が-* i ビッグ 
コミック』 や『漫画 アクション J と交換広告 
を実施するわけにはいかないことから見ても 
『噂の真相』と『ガ ロ』 の間には何らかの共 
通性があるということになる。それはひとこ 
とでいえば、 自立ミニ 資本という経 とア 
ナーキーな 誌面づ くり、 とい、 っ ことだろう。 
最近の SEX マンガ規制ブームにいっさいの 
ることなく、前衛的.実験的誌面づくりに賭 
け続けて欲しい。そのことこそが『ガ-13』の 
過去の1を引きついで漫画雑誌として生き 
残り続ける唯一の途なのだから。ガンパレ 
『ガロ』 、そして個人的に林静一、根本敬サン。 
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僕らの 
『ガロ』 との 

関わり 

MAKIGAMI ,Kdichi 


小学生の頃から読んでいた『ガ ロ』 とは、 
直接の接点はないけど、『ガ ロ』 出身の方々に 



は、ヒカシュ—を結成してから、何かとお世 
話になったものだ。 

南伸坊さんが、末井昭さんや上杉清文さん 
らと『総合商社 HAND — JOE 』 (命名は糸 
井重里氏)を結成した時ヒカシューはそこ 
に事務所を間借りさせてもらつたりもした。 

また、蛭子能収さんには、もちろん、シン 
グル盤「私はパカになりたい」のジャケット 
画を描いていただいた。 

花輪和一さんには、「蠢 二®紀」と 題し 
た コンサ—卜 の舞台装置を手掛けて もらった。 
今はなき虎ノ門の久保講堂で、大阪の浪曲師 
の京山小牛若さんを招き、平岡正明さんに司 
会進行役をお願いした、 とつても 妙な ィべン 
卜だった。 

あまりに お客さんが少なかったので、知っ 
ている人は少ないかもしれないけど、花輪さ 
んに描いていただいた巨大。ハネルは、ともか 
く凄かった。取っておけばょかったと今でも 
後悔している次第。ポスターやチラシもやっ 
てもらったけど、お会いできなかったのが残 
念だ。 


f イール;）1956年、熱海市生まれ。「ヒカシュー」のリーダー。79年「20世紀の終りに j でデピュー。「じやらん」「解決 
”ハ 等の CM ソングなども歌う、迫力のポーカリスト。作詞、演劇など多方面で活躍中。 
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四畳半 

つ文 ー ク 

のように 

INOUE, Makoto 

W±M 


『ガロ』も 『 COM 』 も、創刊間もない頃か 
ら愛読していたが、 ヒ カシューとしての活動 
を始めてからは、ちょつと疎遠になつていた。 
その、っち 、 『COMIC ばく j が創刊される 
と、『ガロ』の代わりにそれを熱烈に読んでい 
たので、ますます『ガロ』から遠ざかってし 
まった。. 

優等生的な 『 COMJ は、グループサウン 
ズの衰退とともに休刊になつたが、その直後、 
フ オークソングが台頭した頃 『ガロ』 は 圧倒 


的に支持されたんじゃなかったかな。もちろ 
ん、 『 COM 』 以前に既に『ガ〇』は凄いステ 
イタスを確立していたのですが、少年時代の 
僕にとっては、音楽のムーブ メント の移り変 
わりと 両誌をディゾルブさせて捉えていたの 
でしょ、っ。 

面白いことに、シパみたいなマンガとフォ 
—クの両刀使いが出てきたり、あがた森魚さ 
んやハッビ—エンドのジャケットを鈴木翁二 
さんや林静一さんが描くなど、『ガロ』の持つ 
不思讓な磁力には、ホントに驚かされます。 

僕たちも蛭子さんにお願いした ことがあっ 
たし、最近では、丸尾さんも筋肉少女带ジャ 
ケットを手掛けているしね。 

こぅいぅことは、 『 COM 』 関係者ではあま 
りあり 得なかったはずです 。 r ガロ』 がサブカ 
ルチャ—誌化していくのも、必然的なことだ 
ったのかも知れません。ただ、その無限のキ 
ャパシティも、七〇年代の四畳半フォ—クの 
イ メ—ジ から、なかなか脱皮できない よフ に 
感じられます。これは永劫に続く「業」なの 
でしょ、フ か。 




ISHIKAWA, Km — 

石川浩司 

[プロフイール] 1961 年 7 月 3 日、東京に生 
まれる。81年頃弾ぎ語りを始め、84年に初 
めて「たま j の名でコンサートに出演。以 
降、自主製作カセツトやライブ活動を経て、 
89年に「イカ天」に出演して注目を浴び、 
90年にメジヤーデビュー。「さよなら人類/ら 
んち「さんだる Jo 


かこまれた 0 


七、八年程前、あかねとい、っ友達の自主製 
作テープのジャケットに苦雅和さんの絵を使 
いたいと青林堂に行った事がある。とうじ魔 
と、っじとい、っ友達とバンドを組んだ時は、ア 
.ルバムジャケットを根本敬さんに頼んだので 
知り合いになり、妙な廃盤レコードの話を聞 
いた。「たま」 とい、 っパンドを組み、ラィブ 
ハウスでチマチマと演っている時、お客さん 

で、奮慎二さんが来てくれて、八晏家に遊び 
にきなさいと云ってくれ、山田花子さんは僕 
のやっていたミニコミ誌にマンガを描いてく 
れた。三橋乙揶さんは虫の話をしてくれ、久 
住昌元さんのパンドとは共演し、サィンを書 
いてもらった。「たま」が売れ出した頃 、 T 
V でみうらじゅんさんと顔合わせし、その T 
V で気にいって招待してくれた山上たつひこ 
さんの家では、とり.みきさんに会った。奥 
さんが美しかった。「月刊カド カワ」とい、 っ 
雑誌で蛭子能収さんと対談をし、妻の実家と 
同じ団地に住んでいるのでビックりした。 

てなわけで人生、気付かぬうちに『ガロ』 
に囲まれてるとは、はは呑気だね。 
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CHIKU, Toshiaki _ 

知久寿焼 

[プロフイ—ル] 1 965年2月 1 0日、埼玉に 
生まれる。81年頃弾き語りを始め、石川と 
出会い、84年に初めて「たま」の名でコン 
サートに出演。自主製作カセツト時代から 
ジャケツトのイラストを担当。90年以降の 
「ガロ j の目次イラストを手掛ける。 



どうも 

すみません〇 


『ガ ロ』。 あ、ぼく ™ i ガ ロ』 買った事ないん 

です。本当に。よく考えたら . よく考えて 

も買った事ないです。友だちがね、誰かしら 
友だちが持ってるんで、どっかしらにはあっ 
たんで、そ、っいぅとこで見てました、いつも。 
で、去年から#?まわり突然よくなって、ガロ 
買ってもちっとも痛くも痒くも何ともなあい 
やって感じになったら、感じになったのに、 
感じになったとたん！ c # 堂さんからタダで贈 
られて来る-^フになりました。それでタダで 
は申し訳ないとゆぅわけで、タダのお礼に目 
次ィラスト毎月タダで描かさして頂いており 
ます。これならいちお、 っ 執_とゆ、 っ ことで 
月一冊タダで送られて来ても当然だもんね。 
けどその一応執_の当然のせいで、いちお 
、っ しっぴつしやの当然としてこの原稿 ひき、っ 
けざるをえなくなって、文章とっても苦手な 
ぼくは二週間 〆 切りのばしてもらってもこん 
なしか書けましぇんのごめんなさいでした。 
しょぼん。 



負ける 
な 

T nn 



大槻ケンヂ 


[ブロフィール] 1 966年 2 月 6 日（水瓶 
座)、東京生まれ。"筋肉少女帯"ヴォーカ 
ル。87年「高木プー伝説 j でインディーズ • 
ブームを席巻し、88年6月にリリースした 
1 ■仏陀 Lj でメジヤー•デビュー。他のアル 
ノてムに r SISTER STRAWBERRY j •■猫 
のテプクロ j r サーカス団、パノラマ島へ帰 
る j 「月光塞 j 。 近年、映画やビデオ作品にも 
出演。 

著書に、詩集「リンウッドテラスの心霊フィ 
ルム』(思潮社)、対談集 1 ■大槻ケンヂの人生 
いろいろ j(JICC 出版局）がある。 


最近のマンガはすごい。すごすぎる。特に 
青年誌系の一部のマンガ。そのぶっとびかた 
たるやアンタ。どないせえつち ゆ、つねん！ と 


いった勢いである。 

例えば吉田戦車、檟本俊二などのギャグマ 
ンガが、あるいは、たかもちげんの「祝福 
王」、曽根富美子の「ファーザ—」などのぶ 
っとび方だ。 

シユールであったり、超ド級に観念的であ 
ったりするこれらの作品が、会社帰りの、ド 
ブネズミ背広の、どぅでもいいよっな若者達 
に読まれちやったりしているのだ。 

すごいことだと一^っ。 

ちよっと前だったら、それこそ『ガ ロ』 に 
しか載らなかったん じ やなかろ、っかとい、 っよ 
、っな、つまり悪く言えば、パワーはあるけど 
マイナーであったこれらの作品が、今ではメ 
ジャー商業誌においてドードー三番、四番バ 
ッター として活躍できちやぅんである。いや 
はや南友ゴイスな時代よ平成は……。 

しかし、僕は現在の『ガ ロ』 を開くのがち 

よつと怖い。 

はたしてメジャー青年誌よりも強烈なイン 
パクトを『ガロ』は僕に与えてくれるだろ、っ 
か。がんばれ『ガ ロ』！ 負けるな『ガ ロ』！ 







第 S 章面白主義以降のバラエティな面々 


南伸坊が編集者時代に唱えられていた「面白主義」こそ、「カムイ伝」以降の『ガロ』の重要な柱であり続けて^^ 





ベテランも 


忘年会だの出版記念会だの、-=8ガロ』関係の集 
まりが時々ある。そんな時、高 f マンガ家や評 
論家や編春たちの交の広さを横に見て、 
さすがベテランだな、と思ってきた。若僧で未熟 
な売文業者の私は、『ガロ J 関係者の間でも新参 
者であった。しかし、ふと気づいてみると、未熟 
な売文擊であることは相変わらずだが、四〇歳 
半ば 近く なった私はも僧ではない。新参者ど 
ころか、=1ガロ』とのつきあいは四半世紀を超え 
ているのである。私と『ガロ』とのつきあいを想 


い出話として語れば、それはほぼ『ガ ロ』 の歴史 
に重なり、『ガ ロ』 が世に送り出した多方面の人 
材を紹介することにもなる。^4#が刊行されるこ 
れ^||会に、想い出話でもしてみよっと思っ。 

私が大学進学のため1足に出て来たのは一九六 
五(昭和四 S 年の春であった。まだ一八歳。前年、 
車足オリンピックに間に合わせるべく東海道霖 
線が i し、六五年秋から五年間続く「いざなぎ 
景気」を目前に控えていた。高度成長経済はほど 
なく ピークを迎えよっとしていたわけだが、現在 
から較べれば人々の生活はまだ貧しかった。アパ 
—卜暮らしを始めた私が住んだ部屋は、四畳半、 
共同便所もちろん風呂なしだった。それでも、 
地方出身の CtHJl としては中の上の生活だった。 

受験勉強の煩わしさから解放された私は積極的 
にマンガを読んだ。他の文 ci や思相、#も読んだ 
が、それはどの学生でもすることだった。六五年 
当咬積極的にマンガを読む大学生は多くはなか 
った。その翌六六年秋、『少年マガジン』が百万 
部を発行し、大1がマンガを読むことが社会の 
話題に なり 始める。だが、一年の差で、私はまだ 
少数派だった。マンガを積極的に読んだ理由は長 
くは述べない。 とにかく 好きだからであった。 

その夏、定晝のテーブルに置かれた『別冊少 


招待されて、2月に燔国。また東京理科大学教養課程でマンガ論の講義をする。著作に、 1 ■パカにつける薬 j (双葉社)、『読書家 
の新技術 j (朝日文靡)ノ現代マンガの全体像.増補版バ史輝出版）がある。 
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[フ°〇フイール]〗946年9月19日生まれ。愛知-出出身。士族。早稲田大学法学部辛。評論家。近代思想の限界を根本から問い 
直す評論活動を展開。マンガ評論も手掛ける。海外からも注目され、第18回アンジレーム市国除マンガ条（フランス）に公式 Q 


年マガジン』で、暗く陰気なマンガに出会った。 
青少年に諦めを説く 去っな 嫌な短篇だった。題は 
「テレビ くん」といっ た。この嫌なマン ガ は、し 
かし、変な嫌 さを 持っていた。嫌 さの 中に不思讓 
な真実味があふれ、その後、忘れたつもりになっ 
ていてもふと思い出してし 孝っ。 それどころか、 
実に今に至るまで、西武線下井草駅前の定に 
交通量調査のアルバィトを終ぇて入った時に読ん 
だとい、っ細部の記憶が消ぇないのである。 

暗く陰気な、しかし不思議な真実味があふれる 
このマンガの作者は、-^しげるといった。その 
五年後に資料整理のアルバィトに使ってもらい、 
以後現在まで® くして いる水木しげると 
の出会いである。-^は、その「テレビくん」が 
大手出版社系雑誌の初仕事であった。それまでは 
貸本誌か、前年の六四年九月に創刊された『ガ 
口 j にしか描いていなかった。そして、当時創 
刊一年を経た『ガ ロ』 を私はまだ知らなかった。 

大学へ入った年の秋、私は、先輩の H 5 でマン 
ガ雑誌十数冊を見せられた。5堂とい、^®いた 
こと もない出版社で出している『ガ ロ』 だった。 
一読、衝撃的な面白さを覚えた。一日では読み切 
れず、何回か先輩の I 伯へ通った。 

私もこの『ガ ロ』 が欲しくなつた。創尊から 


読みたい。先輩に譲ってくれる去っに持ちかけた 
が、鼻で笑われた。まあ、いいや。私は；口 j 
の新刊を買い続ける ことにした。 同時に、『ガロ』 
で知った白土三平や楽しげるの作品をもっと読 
みたいと思った。貸本誌に連載された彼らの作品 
が新書版として^3から復刻されるのは六六年の 
ことである。まわりに読んでい.る者も、もちろん 
持っている者もいなかった。しかし、滅亡寸前の 
貸本屋がまだあった。私の通っていた大学の西門 
たと ころに、大学 ィモと 駄菓子—、があ 
った。この店があきらめ顔で貸本屋も兼業してい 
た。学校の帰りに、ここで私はボロボロになった 
『忍者武芸帳』を借り出し、 とびとびに それを読 
んだ。全巻揃ってなどいなかったからである。 

貸本屋は、私のアパートの近くにもっ一軒見つ 
けた。ここも新刊雑誌との兼業だった。池袋から 
西へーキロ余りの要町交差点に T 文庫はあった。 
ここでも私は貸本誌を借り、ぼつぼつ出始めた新 
書版のマンガを買った。店の主人は、大 f 風の 
私に親しみを感じるのか、『ガ ロ』 のパックナン 
バーを取り寄せてくれたり私の読みそぅな®！！！版 
を取り分けておいてくれた。青林堂へも直接仕入 
れに行っているらしく、当時入手しにくくなって 
いた白土三平の『シートン動物記』も取り寄せて 



くれた。青林堂へ直接行くなどということは、 

■1ガロ J ファンのであった私には明治人が 
皇居に参入するのと同じぐらいに畏れ多いことで、 
この主人がまぶしく見えた。ところが、その細君 
は、私をただの売上げ協力者としか思っていなか 
った。入荷した本は i すすめた。000の fQ 
ook . まですすめた。その上' 全く無学だった。 

平田弘史が映画から翻案した『座頭市』を出した 
時には「ほら、アンタ、これ面白いよ、 M . みなさ 
いよ、この#ズキン』ての」と言った。 T 文庫 
は一〇年ほど後、道路拉張にひっかかり、今では 
池袋駅近くに移って新刊専門店になっている。 

六六年秋、私は大学祭の委員になっていた。講 
演会の企画会議では、他になぃ異色の講師を呼び 
たいとい、 HI . が出ていた。私ともっ一人の委員は、 
『ガロ j という雑誌で「里畜」という時評コラ 
ム*#いている上野昂志を呼ぼ、っと提案し、ただ 
ちに承認された。私の大学ではその年の夏まで学 
生たちが五か月間もストラィキをやった。いわゆ 
る全共闘運動より二年ほど早いそのハシリだった。 
上野はこのストライキを好意的に取り上げていた 
のである。後に論敵_人となる上野とは、 
この時以来のつながりがある。 

七〇年初め、その年の春には二度目の落第をす 


ることがきまっていた頃、三 一#!® S の®!!の企画 
で私とは別の大学の松田哲夫と知り合った。その 
新書は i 運動_イロモノで、赤瀬川原平が装 
丁し、上野昂志も執筆した。松田は極めて—な 
115ロク矿タイプの男で、参謀にしたら百戦危ぅか 
らずと思わせた。松田の名前は、マンガ評論誌 
『漫画主義』の執 WP として、少し前から知って 
いた。この雑誌は、石子順造、靈 H 梶井純、 
菊地浅次郎の四人が同人になり、主に貸本系. 
;口』系の作家に関する〃難解な"マンガ評論 
を掲載していた。彼らのマンガ論に対する§は 
両論あり、っるが、マンガに評論が成立することを 
S を切って示した先駆的 t は評価されなけれ 
ばならない。同誌は投稿も歓迎しており、私も松 
田-^月臭いマンガ論いていたのである。 

その後、松田は筑 Hii 房に入社し、いくつもの 
ヒット企画を手がけ、今では取締役に就任してい 
る。前述の水木しげるの資料整理のアルバイトを 
紹介してくれたのも松田で、七〇年の夏のことだ 
った。松田は今で^*々水木プロに子連れで打ち 
合わせに訪れる。水木の仕事部屋で悪戯をしては 
しやぎ回る子供をアグネス松田は叱ろ、っともしな 
いらしい。筑 n # 房らしいリベラルな§方針を 
もっているわけである。 -I 文学の森』『哲学の森』 




シリーズで大当りをとつた松田は、次に『しつけ 
の森』を企画するのではないかと言われている。 

私が！堂に出入りするよつになつたのは、意 
外と遅く、松田と知り合つて二年ほど後である。 
南伸坊が入社してほどない頃であつた。七二年夏、 
堂で箱根へ旅行することになつた。松田や赤 
瀬川の Sf で私も誘われて同行した。この旅行で、 
当時『ガロ』に執筆していたマンガ家たちと口を 
聞く機会を得た。その他に何人かの怪人もこの旅 
行に参加していた。編§の去つなエッセィスト 
のよつな芸人のよつな暴力団の0つな変な男がい 
た。嵐山光三郎だつた。その友人のこれまた全く 
正体不明の着流しでスキンヘッドの男もいた。銭 
湯のペンキ絵を描く人で、富士山の脇に巨大なソ 
I セージを描くのだとい、つ。こんな説明をされて、 
その男がどんな人物かわかれといぅのが無理であ 
る。嵐山たちが、クマと呼んでいたから、熊本と 
か熊井とか言、7のだろぅと思つていたら、篠原勝 
之とい、だと後で分かつた。鉄製 アート やエッ 
セィで i だが、その時は無名に近かつた。 

箱根旅行の後から、®堂へは頻繁に行くょっ 
になった。『ガ ロ』 にコラムを連載し始めたから 
である。担当は南伸坊だった。当哼私は友人の 
始めた小さな会社に勤めていたが、それは生活の 


ためのアルバィトだった。売文業の方は駆け出し 
も駆け出し、雑誌の埋め草べ—ジ^一-々書く程度 
だった。絵と文のちがいはあっても境遇の似てい 
る南と私は話が合い、原稿を南に渡した日はビー 
ルやコーヒーを飲んで馬® g に興じた。少し後に 
入社した渡辺和博 ともよく 会った。 

コラムの連載が終わってからも、神田へ出た時 
は！堂へ寄った。お茶をごちそ、っになり、編集 
部員たちと無駄話をし、青林堂に寄贈されてくる 
マンガ誌の不要になったものをもらって帰った。 
マンガ誌を二〇冊ほどビニール紐でゆわこ、っとし 
ていると、椅子から南が立ち上がり、「僕がやる、 
僕がやる」と言って私の手からひったくる^-っに 
して取った。親切からとい、っわけでもなかった。 
ゆわき終わると「ほら、上手でしよ、 っ」 と得意気 
である。「僕、製本屋でアルパィトしてたから」 
と鼻高々である。おかしな自慢^'る奴だと思つ 
ていたら、その、っち、自分の顔が面白いと自慢す 
る本っになり、またたくまに売れつ子となつてし 
まった。ちようどその頃から私も単行本が出るよ 
うになって忙しくなり、神田界隈 t っろつく時間 
がなくなった。八〇めの頃である。青林堂 
へフラリと遊びに行くということも、ここ五、六 
年はほとんどなくなった。 (文中敬称略) 



YOMOTA, Inuhiko — 

四方田犬彦 

[ブロフィール]1953年、西宮生まれ。大阪府 
箕面市立南小学校在学中に「プタ女 j 1 ■プタ女 
の逆しゅを書きあげる。教育大駒場中学 
に進学。同級生と肉筆回！！誌を刊行、白土三 
平を真似た画風で高野畏英伝「夜明け j にと 
りかかるが、連載第一回で挫折。 r COMj に 
投稿し、生涯最初の（そして決定的な）挫折 
を体験する。東京大学に進み、大学院生時代 
に最初のマンガ論「物語から細部へ j (1978) 


にして最年少の 
読者の自画像 

敕在口学ク^ £50 


後5…議 
以ガ国と〇乃 w J 
。ン建を授ル”物 
表マの鞭教 SU 社獲 
発にル教助ひ聞な 
をもゥで部' -7 新雅 


『ガロ』の最初 

—あなたが『ガ□」を知るょぅになった衡撇を教ぇてく 
ださい。 

『ガロ B - をはじめて手にしたのは一九六四年の暮 
で、創刊第三号、まだ表紙が厚い紙だったときで 
した。ちなみに次の四号、「ヵムィ伝」の連載が 
開始された号から表紙の紙質が変わって薄くなっ 
たことを憶ぇています。〈ガロ〉とい、っ名前はそ 
の以前から知ってました。近くの貸本屋で『忍法 
秘話』を読んでいて、そのなかに他心通を極めた 
大摩のガロなる長身白髪の忍者が登場していたか 
らです。なにしろ白土三平に夢中で、似顔絵ばか 
り描いてましたからね。 

ぼくは、一一歳で、$校受験のため、日曜日 
になると原宿の社会11141大学を借りて行なわれる 
進学塾の講習に通っていたころでした。たぶん 
『ガロ』のもっとも初期からの読者だと、これは 
ちょっと_慢していいと思い買ったわけで 
はありません。いつも日曜ごとに手をつないで進 
学塾に通っていた、小学校の同級生の女の子原さ 


*>242 



んを通じて、そのお兄さんから借してもらったの 
です。 

原さんのお兄さんはその学年でただひとり麻布 
$に進んだという大秀才で、ぼくの代の母親た 
ちの間でフアンクラブができるほどに英雄視され 
ていた存在でした。借してもらった号には白土三 
平の忍者マンガが三編掲載されていて、とりわけ 
ぼくは「スガルの死」とい、各品に強い衝撃を受 
けました。沼の水面に何本もの日本刀が突込まれ、 
長い黒髪の女が謎めいた笑を浮かべながら死に赴 
こうとする名！'4^を、いまでもありありと想い浮 
かべることができます。これは後に泉鏡花のロマ 
ンチックな怪奇譚^^むときに、ぼくの映像の前 
史として強くはたらいたと思います。そう そ、 っ、 
原さんのお兄さんのことを付け加えておきますと、 
その三年後に『悲しみに彩られた一二のパラー 
ド j という8ミリを発表し、天才少年監督として 
一躍脚光を浴びました。人ぞ知る、原将人のこと 
です。 

『ガロ J の話に戻りたいと思います。 

それからしばらくたつて、原君とは同じ*<子で 
はないが、ともかく$に進んだぼくは、自分で 
も『ガロ .一を定期購読しよつと決意しました。そ 
れからバックナンパーもきちんと揃えておこうと。 


六六年の一月だったと思います。「カムィ伝」 
では利発な正助が下人の$を脱して、子供なが 
らに独立した生き方をはじめ、身分下のナナと恋 
中に陥っていました。聖1子の千円札を一枚も 
って、ぼくは！堂を直接訪れることにしたので 
す。当時ぼくは世田谷の下馬町に住んでいて、中 
学では剣道の練習に明け暮れていました。(ほら、 
ここにも白土三平の影響があるでしょ)。竹刀の. 
袋を下げたまま玉電(現在の地下鉄新玉川線にあたる 
都電)に乗って渋谷に出、東急文化会館の前の夕 
—ミナルでまた別の都電に乗って神保町へ向かっ 
たのです。青山から四谷へ、そして九段下へと、 
小一時間かかったと思います。いつまでたっても 
神保町とい、っ停 i に到着しないのでひどく不安 
になり、隣の人やさんに尋ねたりしました。 
着いたときはも、でした。それから何人も 
の人に道を尋ねて、去っやく IWt 堂を発見しまし 
た。今の場所ではあ〇ません。すずらん通りの裏 
の方だったはずで t 近くに陸風館とか北陸館と 
い、^33版社の看板が出ていて、あ、これは 
のころに繰り返し読んだ、植物図鑑を出している 
ところだなあと、そのとき思つたのを憶えていま 
す。両脇に本が積みあげられている狭い階段を昇 
って二階の扉を開けると、小柄な中年のおじさん 







がいて、あとになって考えてみれば長井勝一氏で 
した。 

「カムィ伝」の第一回からずっと揃えたいのです 
が、とぼく。 

悪いけど、途中の三回分はもるくなっちゃっ 
たよ。それでもいいかい、と長井さん。 

それでもいいです。お金はここにあります。ぜ 
ひ売ってください、とぼく。 

たぶん このときの ぼくは、一九五〇# のアメ 
リカ 映画に出て くるよ っな、ひたむきで、すばし 
っこくて、一人前に鳥&でも被って大人の仲間 
入りを したくてしょうがない といつ たタィプの餓 
鬼に似ていたと思います。映画ではたいてい、こ 
ういう子供は途中で撃たれて死んでし卖ので 
すがね。 

おそらく長井さんの方でも、一二歳の子供が千 
円札を手に、こんな生意気な口をききながらやっ 
て来るとは、予想されていなかつたと思います。 
お金を払って一冊ほどのパックナンパ—^一んで 
もらっていると、ほら、これが今日出たばかりの 
新しい号だから、一冊おまけだよといわれ、白地 
に青の表紙の『水木しげる特集号』をタダでもら 
つてしまいました。 

帰りの*#町の交差点はもつかり暗くなっ 


ていました。渋谷行の都電が¥、 ひどく 心細い 
気持ちでした。都電の夕—ミナル駅だったのでい 
ろいろな系統の電車が通過するのですが、なかな 
かお目当てに出会わないわけです。よっ やく 乗っ 
た電車の薄暗い車両のなかで、ぼくは手にした紙 
包みを破いて、『ガロ j を読みはじめました。.-下 
馬町の家に戻るまでと、ってい待ちきれなかったの 
です。その結果、包みはボロボロに破れ、一二冊 
の本を ほとんど 抱える-っにしてぼくは帰宅しま 
した。 

これがぼくの麓町事始めです。一度経路を憶 
えたぼくは、それ以後古本屋廻りが病つ きとな り、 
当時八〇号くらいまで fa 打されていた 『 SF マガ 
ジン』 を、一年もたたぬ、っちにほとんど買い集め 
てしまいました。当時は一冊八十円とか百円でい 
くらでも手に入ったものです。マンガの肉筆同人 
誌をクラス内で flj 打し、そこに白土三平タッチの 
葉動乱ものを連載しよっとしたのはその翌年、 
一九六六年のことです。これは一回で挫折しまし 
た。文化大 f 勃発のこのニユースを剣道部合宿 
先の小諸で聞いたぼくたちは、北京でも剣^15い 
ている少年たちがいる、ひとつぼくたち-子剣 
道部を*足カムィ軍団と1して、後に続くべき 
だと真剣に討讓しあったものでした。 



- m 土=平以外では、どんな作家に夢中でしたか。 

誰に、というより、『ガ ロ』 に登場したすべて 
のマンガ家に熱中していました。そして彼らを通 
して圧倒的な知的刺激を受けました。たとえばつ 
りたくにこ(彼女は惜しくも夭折しましたが)の 
マンガの科目にその名が引用されていたというだ 
けの理由で、セリ—ヌの『夜の果ての旅』を求め、 
これは文後戻りができないほどに決定的な 
影響を受けました。水木しげるは『ガロ J だけで 
はもの足りなく、知りあいの貸本屋でボロボ ロに 
なった『墓重太郎』のシリ—ズを譲ってもら、っ 
ほどに好きでした。武良茂という、全然聞いたこ 
とも何もない人が先生の絵を真似て描いてます。 
けしからん こと だと思いますとい、 っ 手紙を調布の 
水木さんにむかって出したところ、武良茂と^フ 
のはぼくの f ですという返事を、鬼太郎の色紙 
とともに、いただきました。 

六八年だったと思いますが、佐々木マキと# * 
一があいついでデビュウしました。年齢的にはは 
るかに年少だったのですが、これはぼくが最初に 
同時代の.ァート、とぃぅょりァ|卜の同時代性を 
自覚した瞬間だった と 思います。「アグ マと 息子 
と 食えない魂」 とい、つ： It # 一の処女作を読んで、 


木版画の-^っな線の太さとブラックユーモアの寓 
話に強い印 f 受けました。それが次の「巨大な 
魚」では細い線に変わり、因襲に満ちた田舍町で 
の人間の業とい、？王題に挑むわけで、ぼくはしば 
らく彼の一挙一動に振り舞わされっぱなしでした。 

佐々木マキはといぅと、当時は難解だとい、っ評 
が圧倒的だったと思います。六〇年代とはまだ 
人々が物事の深層に隠れ潜んでいる意味とやらの 
探求に€であり' 難解であることが価値の微で 
あった時代でした。もつとも佐々木マキ本人とし 
ては、解釈すべき i な意味など何もない、ある種 
のニヒリスティックなノンサンスが主眼であった 
わけです。このノンサンスは時代の雰囲気でもあ 
ったわけですが、文学言語が到達するには七〇年 
代 S たなければならなかったと思いますね。エ 
ドワー ド.リアと かルイス.キャロルがそれなり. 
に紹介され、読まれる 去っ になっ たとき、 はじめ 
て人は佐々木マキの正レさが理解できたわけです。 

ぼくが書いた文章でもっとも最初に活字になっ 
たのは、何を隠そぅ、六八年の『ガ ロ』 の馨欄 
に投稿した佐々木マキ論です。ど、っしてだか忘れ 
てしまいましたが、矢野武徳とい、っを用いま 
した。状況は緊迫している、もはや蹲躍は許され 
ない、 とい、っまる でアジビラみたいな口調のもの 



です。今回のために久しぶりに読み直してみまし 
たが、十六歳の自分がいったい何^#いていたの 
か、今では文意が把めなくなっていました。 

—— あの当時「ガロ」は大学生に人気があつて，：： 〇 

そうそう、おかしいのは、ぼくの弟に東大生の 
奎教師がついていたのです。駒場寮に住んでい 
て、しよっち？备带を卷いてきたり、眼を兎の 
眼の-フに腫らしてきたりしてね。この人がぼく 
の本棚にキレィに並んでいる『ガロ』を見てね、 
ぜひ借してほしいと。でこっそり借してあげたら 
$を一廻りしてボロボロになって戻ってきてね。 
いったい何人のノンセクト.ラジカルの東大生の 
手に渡ったのかわからないけれど、それが全部高 
校生の本棚から来たものだというのがちよつとお 
かしいでしよ。 

—— あなたは現在「ガロ」に - I日記」を連載してますけれ 
ど、I首でいつてこの雑誌をどう思いますか。 

、つ 一 ん、これはどこかで誰かがいってることか 
もしれないけれど、『ガロ』とい、フのは永遠にマ 
イナーな位置にあるわけですよ。 r ガロ』に入門 


-3^ した人は、次々とノジャ I になってゆく。 
けれども本誌そのものは、どこ吹く風とばかりに 
いつまでもマィナ I な、アンダーグラウンドな位 
置に留まり続ける。これは今日の車足の大衆消費 
社会では稀有な、とい、っより唯一の文化現象のよ 
うな気がしますね。「ガ ロ』 が創刊されて三十年 
近くになるわけですが、今日では「難解」も「前 
衛」も「実験」參ベて死語となりおおせてしま 
った。その状況のなかでけっしてメジャ—の文化 
システムの内側に懐柔され馴致されることなく、 
持続の志を貫いてゆくというのは、これは大変な 
力業ではないでしよ、フか。ウォホールがいみじく 
もいったよっに、地上の誰もが三分間だけは素 
になることができる現在というのは、逆に三分間 
以上真の名声を保ち続けることが何人にとっても 
困難であるよる時代だとい、 A 味でもあります。 
その意味で『ガロ』は I 度も名声の犠牲にならず、 
それゆえに独自のシステムで新人作品をとりあげ 
てきた。生涯を通じてマィナーであり続けること 
の凄さのものじます。それは一九六0 
$の-^っに、文化の位階がまだ明確であったこ 
ろにははっきり見えていなかったことですが、九 
〇羡の万物斉同時代に互って露わになってきた 
ことではないでしよ、っか。 


編集部注：本文はインタビュー形式をとっておりますが、氏の書き下ろし原稿です。 




—紀伊國屋大コミックフェア- 

斑〇職 


3月24日〜4月25日 



漫画はいつも文化だった!! 


漫画界の情勢に左右されることなく、常に、 
最良の漫画を追求し続けてきた「ガ ロ」 の歴 
史と、「ガ ロ」 から登場した漫画が一挙 
に展示されます。 

新宿紀伊國屋害店6 FPR ルーム AMI0：00~PM6 ：00 





上杉清文 

[プロフィール] 1 946年生まれ。静岡県富 
士市在住。日蓮宗成就山本国寺第25世住職、 
劇作家など。著害•■仏の十戒』》■ニーチェ遊 
び j 1 ■礼儀正しい思想 j •■無 資 任な思想 j (北 
宋社)、••仏の上手投げ j (太田出版)。共著 
『ど_もすいません j (白夜書房)、「天覧思想^ 
大相撲』（秀 英書 房)、「高級藝術宣言』 ^ 
(JICC 出版局)。劇作、演劇活動は休止中。 

現在は宗教活動に粵念している。宗教雑誌 
「な一む j 等に仏教論を連載中。趣味のカラ 
オケが上運しすぎて、ボーカリストとして舞 
台に立つ日も近い、といわれる。ホラを吹 


「私は『ガ ロ』 で大人になった。『ガ ロ』 は 
珍しく もないょ、っな顔をして、.人類のどんな 
種族をも受け入れる。思考のどんな系譜をも 
拒まない。美のどんな異質をも枯らさない。 
『ガ ロ』 の魅力は人をつかむ」。 

@光太郎は『暗里不伝』のなかでこぅい 
っている。 私 もまったく 太田同感で ある。 

ことわっ.ておくが、私は嘘つきである。そ 
んな私に連載をすすめてくれたのが南伸坊さ 
んであった。まったく無暴なことをしてくれ 
たものである。当時のことを思い出すと、私 
は笑わずにはいられない。だが、いつまでも 
笑っているわけにはいかないので、南さんと 
のつきあいを川柳に托して語ってみょっ。な 
ぜ川柳に托したりするのかといえば、_分で 




考えるのがめんどぅだからである。 

南さんは執筆の心得をこ、フ説いた。 

「何のその { k の厚いが芸の^ 

小心者の私はこれで図に乗った。だが、野 
放しは危険だと察してか、 ときどき 釘を さし 
た。「人 ttl ひ慈悲は後に前は鬼」 


おむすびから編集の鬼への変身である。 

「あの様な者がおこるときついもの」 

だがこれも「抜けたるを百にみせたき親 
心」であると知り、私は心の中で掌を合せた。 

「世の中よ産せる医者に流す医者」 

南さんが産せて取りあげたのは面白主義で 
ある。 

これは『ガロ』の歴史のなかで画期的な出 
来事であったと^っ。面白主義の功罪につい 
ては、ここでは論じない。むろん私の立場は 
文鮮明である。 

「ふかぃ事地獄合忠で坊主锻」 

破戒させた南さんも、そして私も、すべて 
承知の、？之で笑い地獄に落ちるのだ。いいじ 
やないの幸せならば、である。 

ところで、 これからの『ガ ロ』 に望む こと 
は、「化物と下戸なき山の花ざかり」になっ 
ては困る、 といぅ ことに尽きる。『ガ ロ』 は 
いつまでも「のっしりと裸^ Ik 土俵入」でい 
てほしいものである。 






《ガロ無くして、今日の私は存在しない》— 
これは決して誇張した表現ではありません。 

もし、『ガロ』という漫画雑誌と出会わな 
ければ、長井さんと出会わなければ、私は現 
在、単なる平凡なサ ラリ— マンとして、平凡 
な每日を送つていたことでしよ、つ。 


ガロ』の発する 


里見陽子、職業私立探偵 


私が、 こぅして 編集の世界で仕事が出来る 
のも、漫画の世界で仕事が出来るのも、これ 
総て『ガロ』の長井さんのおかげと感謝して 
おります。 

さて、私が『ガ ロ』 の熱心な！^となった 
のは、一九八一年に入ってから。この年の 
『ガロ』誌面を飾った作家たちは、杉浦日向 
子さん、管野修さん、!®子能収さん、みぅら 
じゆんさんなどで、そして同年、泉日日之さん 
は一月号で、根本敬さんは九月号でデビュ— 
している。 

おそらく、この頃より数年間が一番夢中に 



なって™1ガロ』を読んでいた時期だったんで 
はないかと思います。 

私自身も一九八一年一二月号でデビユーさ 
せていただき、以来' 一九八八年一一月号ま 
で、断続的に計三〇本描かせてもらいました。 

その三〇本は、絵柄、内容などほとんど統 
一性がなかったよ、っに思います。でも、その 
.頃は、とにかく描く、ただひたすら無我夢中 
で描くことで精一杯でした。 

『ガロ』には何か人をひきつける《魔^}が 
あったんです。ど、っしてもそこに描きたい気 
にさせる《強力な磁を出していたんでし 
ょうね。 

そして私は今、編§として、この世界で 
生きてます。それも、『ガ ロ』 とは 対極に位 
置するほのぼの四コマ漫画の編！^として。 

本当に、『ガロ』と長井さんには、お世話 
になり改めて感謝致したいとおもいます。 

今後、『ガ ロ』 がどう変わろうとも、『ガ 
口』が私の《生まれ故郷》的存在で在り続け 
ることには変わりありません。 







UCHIDA, Syungiku — 

内田春菊 

[フ°ロフイーパ/]生年月日不詳。長崎県生ま 
れ。鏖応大学哲学科(通信制)中退。自らパン 
ドを結成してボーカリストとしても活躍する 
マンガ家。代表作に『シーラカンス.ロマン 
ス j 『闊のまにまに j 『しあわせのゆくえ J 『藻 
(りん)が鴫る j r 南くんの恋人 J (青林堂)など 
があり、『もんもん都市』などのエツセイ集も 
著わす、マルチぶ0を発揮中。 


たとえば、えつ、 その本聞いた ことあるな、 
まだあるのと言う人がいる。同じく、まだあ 
るの、でも昔はいっぱい読んで たよとい、っ 人 
もいる。かと^ っと 探しに探して毎号必ず読 
んでいる人や、全部と つて おいている人もい 
る。貧乏で、心のほうが少し可愛そう な 漫画 
家の作品の載ってる本のよ7に言う人もいれ 
ば、すごい漫画しか載せてもらえないよつに 
思っている人もいる。お金がぜんぜん稼げな 
い媒体の 去つ だが、関わると成功するとい、つ 


私の場合は、まず単行本を出しませんかと 
い、っ 話を先に もらつ た。そのとき『ガ ロ』 は 
® 読んでいたけど、かまって もらえない 世 
界の 去っ に勝手に思っていたので、 とても 驚 


む务ゐだ 


=8ガロ』のことって、ぜんぜん客観的に見れ 
ないの。一緒に話をする人の年齢とか、状況 
とかによって、まるで話の内容が変わつてき 


を呼ぶ 『ガロ』 




針でさしたり 
髪を ひっぱられたり 
汚くてアナクロい 
言葉をあびせて 
じわじわたつぶり 



いた。 印税が まったくもらえないとかい、 っ 話 
だったら考えたかもしれない が、 そんな こと 
もない 去っな のだった。使える原稿は沢山あ 
ったが 商業 誌過ぎるくらいの 商業 誌に 積極的 
過ぎるほど 商業 的に描いたものだと主観的に 
は思っていたため、どんな本になってどんな 
人が 買、っのかとてもしんぱいだったが、 大丈 
夫だった。これは私が死ぬまでに百万回でも 
言って やろうと 思ってるんだけど、最初の単 
行 本『春菊』 は、 故•手 塚治 虫 先生が「今年 
面白かった三冊」に入れて下すってたんだょ 
、っ。 

私ったら、自分が青林堂で最初の本出して 
てとても良かったと思ってるもんで、ついい 
ろんな人にも勧めちゃうんだけど、 もし かし 
たら不幸になる人もいるのかな一。いたら、 
ごめん。でも、聞いたことはまだない。だか 
らやっば、幸せを呼ぶところだと思ってるん 
だけど、 ど、 っなんで しょう かね。でも貧乏は 
貧乏みたいですけどね。おしゃれで金持ちな 
青林堂ってのも、そろそろいいかもって気も 
しますけどね。 
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意識下に 

抑圧したもの 

3寒場_ 


董の時、つげ義春やつげ忠男、つげ義春 
の奥さん(各刖を失念しました)の絵日記が 
好きでした。ふらりと、なんの気なしに買っ 
た『ガ ロ』 を捨てられなかった。それは、他 
の雑誌やマンガ誌にはない、心の内側に巣食 
ぅょっな雰囲気があったからでしょぅか。 

内在化された欲望の一端を、引きずり出さ 
れる不可思議な活気は、今もずっと脈、つって 
いると思います。私は、『ガ ロ』 を長い間買 
い続けたわけではなく、ちやんとした5で 
はありませんが、！の時に買った数冊を読 


んだ感じと、今手 もとにある 最近の十数冊を 
読んだ感じがほとんど違わない ことから も、 
そう 思います。 

知に汚染され そ、 っな領域をあつかっていて、 
なおかつ馬鹿やっているというか、そんなと 
ころがいいと思います。生命って、 棄グロ 
だと^っし、健康な市民生活を 
:が、意識下に抑圧してしまった 
の感傷とか殺意とか恨み、少女性等々が 
『ガ ロ』 にはいっきに噴きでている、花開い 
ているとい、っか、そんな感じがします。ただ、 
もつ と徹底して過激に、と思、っ ことは すでに 
意識的な観念操作であるので、『ガ ロ』 よ、 
もっともっとと小泉今日子のよっに私は叫ば 
ない。今のままでいい、$半端でなんだか 
形容しがたいマンガがたくさん載っていると 
いうんで充分と思います。 

さいごに、最近の『ガ ロ』 とつきあ、っきっ 
かけをつくってくれたのはやまだ紫さんで、 
やまださんのマンガにより私の詩が、誌上に 
載ったのは、とても光栄なことで、私にとつ 
てはその数冊は記念碑の劣っなものです。 






『ガロ』は*^生の頃からパラパラと読んで 
いました。南伸坊さんや渡辺和博さんの編集 
時代からかな。他の雑誌では決して読めない 
よぅなヘンな漫画が載って いて 「ありがた 
い」とい、っ 感じで読んでいました。 

一瞬ですが、原稿を持ち込も7かと思った 
こともあります。高校生の時に、『ガ ロ』 か 
『宝島』か、とい、っ感じで考えたのですが、 
なんとなくなしくずしに投稿せずに今に至り 
ます 

青林堂の単行本はいっぱい持ってます。 
『ガロ』には新人の方ですごく面白い人が出 
てきてグッと来て、注目していても、それっ 
きりだつたりしてそこらへんがニクィ。けつ 
こ、っ作品たまつてるはずなのに、なぜ単行本 
が出ないのだろ、っ、と思、っ人もたくさんいま 

す(毎月ちやんと買つてフアィルしておくほどマメじや 
ないので)。 

でも、すごく面白いのに一回しか描かない 
よっな 人もいて、この「一期一会」のよ っな 
スリルが『ガ ロ』 の良い部分なのかも。 

まあ、こんな感じです。 






1 T の私 

SI 

私と，^ 


非常に恥かしい話なのですが、私は『ガ 
口』 に漫画をのせて頂く ょ、 っになってから、 
性格がとっても明瞭活発に なりました (それ 
までの私は「生きててど、^4^みません」的 
なところのある人間でした)。.で、どおゆう 
ふうに明瞭活発になったかとゆうと、クチで 
説明するのは ちょっ と難しいのですが、でも、 
あえていってみますと、 

それは丁度「今まで恋人のいなかった女の 
子がトッゼン初めて恋人ができて、それでと 
っても明るくハッピーになった」 のと、 どっ 




ます。 

きっと、『ガ ロ』 に漫画をのせて頂いたと 
ゆ—ことで、なんか、 市民権で も得たよおな 
そんなキモチがしたのでしよ、っ。 

さて、私がこれからの『ガ ロ』 に望む こと 
は、といいますと、あたりまえのことなんで 
すが、やはり、「読みおわってから"グウの 
ネもでなくなる"^-^っな漫画を今後もどんど 
ん発掘.掲載して欲しい」 とゆう ことに、つ 
きるでしようか。 

グウのネもでなくなるよっな漫画を読むと、 
それこそグウのネもでなくなって何だかつら 
くなったりする反面、「死んでなくてよかっ 
たな」と、生きていることのアリガタサを、 
シミジミ 味わつてしまつたりします。 

私はそ おゆ、っ ふうに、不安や恍惚が しよっ 
ちゅうカサナリあってる 人生がすきな 
ので、 とりあ 之すそれは私の場合、そ おゆ、っ 
漫画に めぐりあ、っと そ、 っなれ ますんで。です 
から、勝手ながら も、そ おゆうお願いをさせ 
てもらつてそろそろ、おわりにしたいとおも 
います。 おわり。 


[ブロフイール]本名同じ。1969年生まれ。双子座、日型。•■ガロ j 的年】0月号で入選。それ以降、細々とながらも、•■ガロ」 





一 G 今後の『ガロ J はどうあるべきなのだろ5か。 


〇るよ5だ。だが、メジヤーなマンガ誌で『ガロ』的な作品が大ウケしている現在、『ガロ』 




老人 ボケのロックンロ 1 ルを… 


『ガ ロ』とい、 っと、なぜか、 内田裕也」 が、思い 
浮かぶ。 そう、あの、「内田趙」である。 

①ロックン D — ラ—である。 

人に、常に活動のチヤンスを提供してきた。 

唐突で申し訳ないが、『ガロ』と「内田裕也」 

の決定な共通点は、右の二点であろう。 

① の「ロック ン ロ— ラ—」 というのは、社会の 
〃良護"や〃商業主義〃に媚びずに、好き勝手に 
動いている-存在、としておきたい。だから、 
たいてい貧乏でもある。 

内田^一は、まつたく持つていないと言 
つていた。アパ ートも 借りてない。「古着とレコ 
—ドとカセットテ—プと CD 。 それしか持つてね 
えよ」 と言つていた。なんて ロッ クン ローラー な 
やつなんだ。 もっ 五〇歳を越えてるくせに。 

② に関しては、内田裕也の場合、自分のミュ— 
ジシヤンたちのプロデュースに 、っち 込んできた。 
それは、時には、，ありがた迷惑"な こと もあつ 
たかもしれないが、それでも、彼が一九七三年以 

来とぎれることなく "ニューィ；^-ロック•フ 

エステイバル"を開催し続け、新人ロッカ—たち 
にステージ活動の場を提供してきた努力と熱意は、 


けっして否定で きる ものではない。 

だが、 このよっ にしてきっかけを与えられ、や 
がて t 刖-^ルれだしたミユージシャンたちは、次 
第に少しずつ、そうしたィベントの場から離れて 
いく。それは、しかたのない こと だ。いずれにせ 
よ、内田裕也は、彼のうしろから駆けてきた若い 
ミユ ージ シャンたちが、 そ、 っやってどんどん彼を 
追い抜き、走り去っていくのを目にしながら、そ 

れでもなお"ニユーィ-ロック•フェスティ 

バル"への意欲を持続させてきたのである。 

それは、いったい、なぜなんだろうか。 

しかし、まあ、とりあ、导、ここで注目してお 
かねばならないことは、「内田裕 也」とい.う キャ 
ラクター は、 そ、フ した生まじめな ロックンローラ 
—ぶりゆえに、近ごろでは、逆に一種の*ギャ 
グ"として取り扱われて いるとい、 っ こと だ。 

『ガ ロ』 にしても、その点に相違はあるまい。な 
にせ、こんな時代に、いまだ B 打を続けているの 
だからね(おそらく、この点だけで、多くの人を 
驚かすに十分であろう)。 

ギャグでいいのである。そんなことを、いちい 
ち、恐れる必要はない。 ロックン ローラー なんて、 
しょせんは、滑稽なギャグなのだ。 


黒川創インタヴュー集』（思想の科学社)、 1 ■電話で75000秒 j (宇崎竜童との共著、晶文社)ほか。今年5月ごろ、新作評論集 
『ニツボン•ランドスケープ』（仮題)を講談社から刊行予定。現在は、江戸時代中期の画家、伊藤若沖をめぐる創作を準備中。 
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内田裕也にしても、『ガ ロ』 にしても、 そぅし 
た"ギャグ"性を正面から引き受けているだけで 
も、 とっても 偉い と 私は^ っ。 

さて、ところでこの原稿は、 rr ガ ロ』 の未来」 
について書く約束になっている。 

話は簡単である。私は、=1ガロ』の未来は「老 
人ボケ」の中にはらませていると、確信している。 

これが二七歳の人間の人間ならば、「まだ君は' 
若くていいねえ」とか「これからが働き盛りで 
な」 とか、言って もら、 っことができる。しかし、 
創刊二七年などとい、っ雑誌は' 言、っまで もな く、 

1ハなのである。 

そのよ！老人が、アヴァンギャルドとして輝 
くには、「老人ボケ」とい、っ一発逆転のウルトラ 
C を！^するほかないとい、っのが、自明の理とい 
のであろ、っ。また、誰もあんまり言っていな 
いことだが、これからは「老人ボケ」が s に力 
ッコいい。=«ガロ』には、やはり、杖をつきなが 
らでも一直線に、アヴァンギャルドへの道を歩ん 
でいただきたい。 

そ、っいえば、以前、仕事で、内田$に一週間 
べったり張りついて過ごした折り(どんなにハー 
ドな仕事だったか想像してみてほしいが)、彼は 
晩年のお母さんの思い出を、こんなふうに話して 
いた。 


<……最後は、ちよつとアルツハイマーつていう 
か、脳 こ、っそく。 たまに晨いに いくと、歌っ た 
い はじめたり。けど、俺のことだけは、かすかに 
わかってくれたんだ。俺 も、 あっちの言ってるこ 
とがわかるよ っな 気がしてさ。だから、^自分 
もアルツハイマーかと思ったんだけどさ。俺が帰 
る時には「パンザー イ！」 なんてね、やるの。力 
ッコよかったな。真っ白な髪で、短髪で。……〉 

こうい、っ言葉を、臆面もなく吐ける人間が、私 
は好きだ。 

ヤパイものを"ギャグ"として片付けるしか知 
らない、凡庸な現世など、どうでもいい。雑誌と 
しての" まっと、 脈絡など、ど、っでもいいの 
だ。世界のあっち側で酔っばらいながら、時折り、 
世界のこっち側に唐突なパンチを返してみせる。 
そのほうが、よほど自由で、生き生きしていて、 
楽しそうではないか。 

もはや、これからは、破れかぶれに、貪欲に楽 
しんだほうが勝ちである。創刊二七周年の『ガ 
口』には、いささか早めだが還暦の赤いチャンチ 
ャンコ^1¢ていただき、これからの過激な「老人 
ボケ」への船出を祝することをもつて、創刊四五 
年のシーラヵンス雑誌、『思想の科学』編集委員 
としてのお祝いの言葉に替えさせていただきたい。 


[フ°ロフイ-■ヴレ]196]年、京都市生まれ。同志社大学文学部卒業。子ども調査研究所勤務を経て、フリーランスのもの書きに。 






MATSUZAWA,Kureichi _ 

松沢呉一 

[ブロフィール]1958年' 産院生まれ。マル 
チ業界ゴロとして、出版、放送、音楽、映像 
など、各業界でゴロつく。最近は、シティロ 
ード、ガロに日記を同時連載し、日記家とな 
る。また、アングラ科学者として、怪しい研 
究にも従事、ノーベル賞を狙っていると伝え 
られる。ほかに連載として、宝島、クロスビ 
一卜、ゴメス等があり、テレビ、ラジオの出 
演も多い0編著書に》ウンゲロ J など。 


新時代への 

かけ橋 


九〇年の初頭だったと思ぅ。『ガ ロ』 に描いて 
いる複数の漫画家から「『ガ ロ』 の部数が低迷、 
このまま じ や遠からずこの世から消えてし$っこ 
とになるかもしれない」との話を聞いて、頭がク 
ラクラした。 

私はかなりの雜誌好きだが、 とりわけ 『ガ ロ』 
への思いは強い。 といぅの も、=1ガ ロ』 は あら ゆ 
る雑誌の中で、 f 長く購読している雑誌なので 
ある。記憶力の悪さではちょっ とした 自信がある 
ので、正確にいつから買っているのか、実家に帰 
って調べないと定かではないが、確か高一の春だ 
ったょっに^っ。 

个学校四年くらいまでは人並以上に漫画に熱中、 
当時出ていたほとんどの少年漫画誌に目を通し、 
姉が読んでいた少女漫画にまで時！^を伸ばして 
いたが、親に叱られたわけでもないのに興味を失 
くし、きれいさっぱり漫画から遠ざかっ てしまっ 
ていた私にとって、* a ガロ J との出会いの意味は 



あまりに大きかった。それまで持っていた漫画の 
ィメージは見事に壊れ、漫画の意味する範囲は大 
幅に広がり、また深化した。以来、漫画というの 
はとてつもない可 i を秘めたものであるとの感 
激を覚えながら毎号奪べージを繰るのが、オナ 
ニーと同じくらいの楽しみに なり(中高生の時の 才 

ナニ—といったら、そりやあもう楽しかったのナンのっ 

て)、かつて漫画に熱中した頃の数倍もの思いで 
発売日 i った。 

やがては、生まれて初めて、コマ割までやって 
漫画を描こうともした。ちやんと道具も揃え、ス 
トー リーも考えた。デッサンカがなくても面白い 
漫画は描けるの だと、 r ガロ』'を見て、妙に自信 
がついたのだ。高校当時美術部にいた私は、最 
低限のデッサンカはあったのだが、最低限の根気 
がなかったので、結局ひとつとして完成はしなか 
ったのであるが、いつかあの誌面に出たいとの思 
いは心から消えることはなかった。 

高三の冬には、大学受験の下見に行くと親にデ 
マカセを行って名古屋から上京したことがある。 
もちろん、受験の下見にゎざゎざ上^+-る必要な 
どなく、受ける1などない水道橋の日大を横目 
で見て受験の下見は済ませ駆け足で fcit 堂に直^ 
『ガロ』のパックナンパーや花輪和一の限定本を 


長：^長から直々に売っていただいた。四〇冊は 
あっただろぅ漫画を両手に抱えて実家に帰った程 
は、「神田でいい参考書を見つけた」とかなんと 
か親には言って' その参考書の山を何日も読み耽 
けったものだ。そして、見事にすべての大学に落 
ちた。「ガロ』は受験の役には立たない。 

大1になると、あちこちの古本屋や古書市に 
足繁く通って、カムィ伝の増刊号を除くすべての 
パックナンパーを揃えた。自選漫画家シリ—ズも 
全部買った。決して漫画マニアといぅわけではな 
いのだが、『ガ ロ』 に対しては堂々たるマニアに 
なる。 

以来' 三 二になるこれまでずっと 『ガ ロ』 とつ 
き合ってきた ことになるから、 親と過ごした 月日 
とそ、 i ら ない。 親と『ガ ロ』 とどっ ちを選ぶか 
と言われたら、世間体も あること だし、ためらわ 
ずに親を選ぶか、 まだ 生きて いる 祖母と比べると、 
ちょっとだけためらってガロを選び、一族の反感 
を 買、っことになる だろ、 フ。 

その『ガ ロ』 がなくなるとあっちゃ黙ってはい 
られぬ。さっそく雑誌のコラムで 『 ガ ロ』 を買え 
と力を込めて書いたりしたが、そんなことで ji # 
が増えるほど世間は甘くない。 

誌面を強化したり、宣伝をやったりするとなれ 
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ば、ナンポかの資金が必要である。 

その時、私の頭にッァィトの山中社長の顔が浮 
かんだ。この会社は、コンビユータ.ソフトの会 
社なのだが、取締役もみなガロのファンで、他の 
儲けた金を注ぎ込み、採算度外視でつげ義春やひ 
さ、っちみちおのコンピユ—夕•ゲームを出してい 
る会社だ。金のことしか考えないのが会社という 
組織であって、その意味では「バカ」とか「ア 
ホ」とか言われても仕方のないことをやつている 
のである。 

小さいとは言え、コンピユータの会社は出版の 
世界に比べれば規模が大きい。金もそこそこはあ 
るだろう。なにより、 r ガ ロ』 を創刊号から持っ 
ているというだけで私に一目置くよっなわかりや 
すい社長である。気も弱いので、脅せばィヤとは 
言、っまい。また、涙もろいので、 r ガロ』がなく 
なるかもしれないと言えば、きっと、っちに帰って 
枕を濡らす。泣きながら、私財を投げうっても 
『ガロ j を続けてみせると決#^るに違いない。 

さっそく私は山中社長に連絡し、その数日後、 
堂の二人と、ガロ；111#にはおなじみの漫画家、 
井口真吾とともにツアイトを訪れた。 

状況を話していく、つち、社長は頰を上気させ始 
めた。やはり八泣くなと確信した。 


その後の経緯について詳しくは知らぬが、ツァ 
ィトと！堂との間で何度かの話し合いが行なわ 
れ、株主総会も開かれて、話はとんとん拍子に進 
.んだらしい。こ、っして私は祖母を殺さずに済んだ 
のである。 

そ、っこるうち、編集部から日記の連載の話 
が来て、『ガロ』に文章を書けることにまでなっ 
た。漫画ではなかったことに若干の心残りはある 
が、世のため人のために尽くせば必ずいいことが 
あるものだと私も布団を濡らした (ことにしておこ 
う)。 

私は編集の仕事もやっているので、『ガ ロ』 の 
編集も手伝おうかと考えもしたが、どうやら私の 
ょ、っなものが口出しするまでもなく、 ■"! ガロ j の 
誌面には活気が見え始めているし、部数も上昇し 
ている本っだ。今後は、執_として、またこれ 
まで通り、§として応援し続けネっと恩っ。 

今後『ガロ』がどうなっていくのかわからない 
が、私が受けたょっな喜びを、それが少ない人数 
だとしても与えられ続ければいい。何百万部もの 
ベストセラーを生まなくても、確実に漫画の意味 
を拡大、深化させる表現を開拓し続けてくれれば 
いい。そのためには、とにかく出し続けることで 
しか始まらない。 




KIMURA，Tsunehisa 

木村恒久 

[プロフィール]1928年5月30日生まれ〇大阪 
出身。グラフィック.デザイナー〇62年、日本デ 
ザインセンター在箱時代に ADC 銅貨を受賞。 
64年に独立し、写真モンタージュで一斉を風靡 
する。主著に「キムラカメラ j などがある。 



『ガロ』 
という 

既視体験 


なぜか『ガロ』ではなくて、「ゲロ」と思 
い込んでいる。多分『ガロ』が突出した頃に 
流行した風邪薬の"かえる〃の広告の「ゲロ、 
ゲロ」と重なるからだろう。だから本誌が郵 
送されてくると、いつも不思讓な気分になる。 
「あれ!!:ゲロじゃなかったんだっ け」とい 
うわけだ。 

「ゲ ロ、 ゲ ロ」 の調子で「ガ ロ、ガロ」と 声 
を出しても似合わない。やはり「ガロ」とき 
りつめ た調子が良いのだが、 しばらくすると、 
また 「ゲ ロ」 に 戻っ てし t っ。 

「ゲ ロ」 と思い込んでいるのは、 ある 種の既 
視体験にも似た作用だろう。既視体験は、一 
つの擬法体験でもあって、記憶に残像する特 
徴のある形が、現実の姿と符号して生じる連 
想だ。この場合残像された記憶は、多くの場 
合 ピントは ずれで はっきりした 形ではない。 
そこでの特徴だけが、眼前の形と符 f るの 
である。 そういう ことで『ガ ロ』 とい、 フ記号 
は、次の既視体験を生みだす機能がある。 
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『カ ロ』 

の 

存在 

意義 


NEMOTO, Takashi 

根本敬 

[ブロフイーノレ]1958年6月生まれ。東 
出身。『ガロ』1981年7月号「青春むせび泣き」 
でデビュー0以後 r ガロ j をホームグラウン 
ドに、自販機本、平凡パンチ等で活躍。今日 
に至る。代表作品集は『生吉るバ怪人無礼講 
ララパイ』 1 ■龜ノ頭のスープ Jo 


『ガロ』という漫画雑誌は載つている漫画の 
全部が全部(否、極端な事を云えば一から十 
まで総て)面白くある必要はないと思います。 
ここで云、つ面白い面白くないというのは勿論、 
『ジャンプ』や『ビッグコミック』その他キ 
オスクの店頭で飛ぶ去つに売れている漫画雑 
誌一般に見うけられる最大公約数的な通りの 
良い娯楽性の有無という事です。 

で、『ガロ』という漫画雑誌の存在意義は 
昔も今も、異能とか異端とか、特殊とか、狂 
人とか、そして時には天才とか世間様に見な 


された、^<公約数的な面白さと折り合わな 
い、漫画界の無頼の徒に与えられた貴重な表 
現の場とい、っ事につきると思います。 

ハッキリいえば、漫画を描く奴なんてもの 
は、一般誌も『ガ ロ』 も問わず、どっかで歯 
車が狂ってりゃ { mt •勤氏の如き犯罪的行為に 
及んだり、精神病院のお世話になる様な奴 

{他に業が深い、 といぅ 云い方も可)が圧に多い 

んだから、そんなのがピュアな心根で？ Mi 表現 
に挑み、 i 寮とか自己鍛練に打ち込めば、 
自すと世間とは学しも折义口わぬ、實な作 




か 


風、實と呼ぶほどでなくとなそいつ独自の め(他に業が深すぎる、とい、っ云い方も可) 
世界が Kt て然るべ i んだと私®い率ね 水増し出来ない奴がいて、そ、っい、っ漫画家達 
でもそんなの檯 f ハナシ 、てめえの内臓や が、『ガ ロ』 に描けばいいのだ、本来。少な 
^#^><前にさ^な蓉袁るん - C くとも私はそぅ勝手に思い込んでいる。 

健 f 蠢墨 n 女には貪1ばれません。だか だから、 そ、 っいった意味で、私は『ガロ』 
ら S の社ムえた？！®家は商売として成 に載る漫画は面白い必要はないと云、っのだ。 
立せしめ、かつ^ t るためにな自分自身の澱 漫画界を病院に例えるなら、『ガロ』は間 
so ) を、一〇倍二〇倍に水増しして、作家 違いなく精神病院です。そしてかつては精神 
活動頑張ってるワケだ。 (もっとも最近は最初から 病といえば『ガロ』しか行き場がなかったの 
澱みなどなく、社会への適応カパリパリの奴も多ぃみたぃ に、ここ年の間に他の一般 メジャ— 総合病 
だが).それで大低の漫画家は目出たく最大公 院が余裕で精神科を設け、こちらへ来るべき 
約数の面白さの中に収まって、どぅにか世間 串箸を持って行ってし李っ様になっているの 
との折り合いをつけて行くんだが、中には極 で、我が『ガロ』 AJ してもゥカゥカはしてら 
く少数ながら、資質や美意識がそれを許さな れない、今日此頃です。 

ったり、不器用だったり頭がィカれてるた —— 以上、『ガ ロ』 かくあるべしみたいな 
事を、書きつつ、結局自分の事を書いていた 
のですが、『ガ ロ』 がある限り、自分は漫画 
家でいられ、自分が漫画家でいられなくなる 
時は、『ガ ロ』 廃刊の時であるのは間違いな 
い。 と、 い、っ 事は自分と『ガ ロ』 は最早一身 
同体である、 とい、っ 事を再確認しつつペンを 
置きます。 



SHIRIAGARI, Kotobuki 

しりあがり寿 

[ブロフイール] 1958 年1月1日、静岡市に 
生まれる。多摩美術大学グラフィックデザイ 
ン専攻辛。某食品メーカー宣伝部に勤務する 
第2の顔を持つマンガ家。近著に「底抜け力 
フエテラス j (新書館)、「夜明ケ』•■エレキな 
春 j 「おらあロココだ j (白泉社）がある。 


難解 vf 

続けて欲しい 
な『ガロ』 


『ガ ロ』 には大変お世話になりました。なん 
とゆ一かガロは漫画好きの「成人儀礼」みた 
いなとこがあつたんですよね。よく南の島の 
原住民の方々が大人になる証拠に足首にロー 
プを卷いて崖からとびおりたりしますけど、 
なんか漫画書くヤツつて、いちお—『ガ ロ』 
を読んでないと一人前 じ やないつてとこがあ 
つたでしょ。僕自身、最初は『ガ ロ』 を勉強 
だと思って読みました。おもしろいなんて思 
わなかったけど、「この漫画がわからないと 
一人前 じ やないんだ。『ガ ロ』 はおもしろい 
はずだ」と思って読みました。実際むずか 


しくてょくわからなかった。でもって最初に 
「オレも『ガ ロ』 がわかった// :」 と思ったの 
は鈴木翁二の「旅の一夜」でした。ぁりゃす 
ごかった。中学校のとなりの図 s で「ねじ 
式」読んだ時以来。それからとっつきにくい 
けどスバラシィ『ガロ J の世界がひらけたの 
でした。なんつ—か僕は、たくさんの楽しい 
もの、スバラシィものがわかるためにあるテ 
I ドの勉強や修業は必要だと思います。そ一 
いったわけで 『ガ ロ』 には試験の問題が難し 
い方が価値があるょ一に、難しくあってほし 
いなどと思つてし$っのでありました。 




[ブロフィー パ/]1947年、東京生まれ。都立大学人文学部中退。69年、筑摩 書房 入社。「現代漫画」「少年漫画劇場」から、雑誌 
「終末から』をへて、文芸 書、 人文書をてがける。その後、『逃走論 j 『宮武外骨•滑稽新聞』などの話題作を世に送り、路上観 


MATSUDA, Tetsuo 


松田哲夫 1 


『ガロ』の役割 

大学を途中でやめた僕にとって、『ガロ』 

は〈大学〉だった。 

あの頃(六〇年代後半)、大学の授業にでるよ_ 
りも、『ガロ』の編集部の片隅にいた時間の 
方が多かった。たまに返品を運んだり、発送 
の荷造りを手伝ったりしたが、アルパ ィトな 
どではなかった。おおむね。ただそこに坐っ 
てボン ヤリ していただけで' いわば好きな夕 
レントのそばにいたがるグルーピーのネ っな 
ものだった。 

あとから考えてみると『ガロ』編集部の人 
たちにとっては、邪魔者以外の何者でもなか 
っただろ、っ。 

でも、その後の僕が曲りなりにも編§と 
してやってこられたのも、その時、門前の小 
僧として、『ガロ』編集現場の空気から得た 
もののおかげだといつても過言ではない。 

出版社と い、つもの が、 ど、つい、つ 仕事を して 
いるか、返品と い、^ P のがどれだけ大変なも 


のか、まっさらの新人作家への長井さんの向 
きあい方など、その時はただただ呆然として 
ながめているだけだった。 

あとから、覚束ない足取りで編集の仕事を 
はじめた咬いろんな局面で『ガロ』での見 
聞が生きた教訓となっていった。 

『ガロ』が創刊された三〇年前に比べると、 
コミックの世界は驚異的な発展を遂げた。し 
かし、巨大化したコミックの世界は、かなら 
ずしも個性化し4化したとはいえないのも 
一画の事実だ。 . 

三〇年の永きにわたって、いつも新しい才 
能を世の中に送り出してきた『ガロ』はその 
後、さまざまな起伏を経験してきた。 

しかし、 コミック 大発展の糸口に なった 
『ガロ』の役割は、 こぅいぅ 状況のもとで、 
ますます 重要に なってきていると^っ。 

僕の大事な〈大学〉が、その活力をもちつ 
つ、次代の人たち(漫画家、編集者ふくめて)を育 
てていくものとして永く永く続いていってほ 
しいと強く祈っている。 



MATSUMOTO, Michiyo 


松本充代 

[ブロフイール]1982年6月号「糸口』で•■ガ 
口 j 初登場以来、現在までコンスタントに作 
品を発表。日経流通新閜、女性自身などにイラ 
ストやマンガを描いて生活中。著書に「お • 
あ•い•そ j * ■健康不良の学生 j •■裔のマープ 
ル j 「ダリヤ•ダリヤ j (育林堂）がある。 


『ガロ』の 魅力 



八年前、私は長井勝一編集長の、〃火の車 
だけど自腹を切っても漫画を出す" とい、っ 姿 
勢に揺り動かされて投稿しました。 

今でも『ガ ロ』 を読むと、力の ある 作家陣 
に毎日欠くことなく肝を冷やします。他誌で 
は絶対に読むことのできない個性の強いこれ 
らの作品群は、ずっと『ガ ロ』 が持ち得てき 
た魅力だと思います。 

『ガ ロ』 に望むことは、これからも他誌では 
出来ない事を頑なにやり通していって欲しい、 
とい、っ ことです。ハラハラドキドキさせるよ 
ぅな熱のある作品、作家(新人)を期待しま 
す0 



緊張かつ 
恐承值し飞 
ハます 0 


[プ〇フイーパ/]19嫌の時、砂丘に「マンガ 
を描こぅ j と齧って以来、育林堂さんにお世 
話になってます。たま一にお仕事をくださる 
所もあるのですが、十中八九流れてしまって 
今に至ります。会社に行きながら夜中にマン 
ガを描いているので、なにか古い萤光灯がつ 
いた0消えたりしてるみたいにボンヤリして 
いることが多いので、人から見た私はたぶん 
駸惠の人間なんだろろなァと思ろと悲しくな 


コンビニエンスストアで1^っていた『ガ 
口』を初めて買ったのは高校生の頃だったけ 
ど、長井社長さんの著書『「ガ ロ」 編集長』 
を読んで、小学生の頃一日一回は単行本を読 
み返していた白土三平先生や、ランドセルの 
备刖札を入れる所にマネして描いて入れてお 
いた「釣りキチ三平」の矢口高葉生などが、 
『ガ ロ』 の歲だったといぅことを知り、『ガ 
口』とい、っ雑誌は本当に昔から連綿とマンガ 
界の底を流れる川のよっな雑誌なのだなぁと、 
しみじみ感じたものです。 

そんな雑誌に、なんの間違いやら私のマン 
ガなんかを載せてもらっていることに、いつ 
も恐縮しています。 

だから私にとって『ガ ロ』 は、書道の時間 
正座を して 何枚も練習したあとの清書を書く 
時のよっな気持ちで描かなければいけないと 
思わせる雑誌なのです。 

In ^ i きを描くなんて贅沢絶対しないから、 
もっ 少し『ガ ロ』 にお じ ゃまさせて頂きたい 
です。 





1 て 私 

ノ S 


I と愛猫すなは、ずっと前同時にわが 
家にやって来た。どっちもないと困るんだょ。 

美術モデルの仕事をサボって自宅で寝っこ 
ろがっていたところ、電話が鳴って、長：^羽 
から入選のお知らせを受けた。 

同日 午後、 団長 夫婦(全日本食通開発公団という、 
へんな名の劇団で以前、私は芝居の仲間入りをしていた。 
文中の人物はそこの団長、高橋龍之助だ)が^つて来 

て猫を押しつけて帰つていつた。「すな」と 


命名。 

以来、 r ガロ』に描いてるし、すなは生き続 
け、今日に至る。 

この日、モデルをサボったのは正解だった。 

.ちっちゃい頃に克服すべきだった宿題のょ、っ 
なものが、目の前に山と積まれていて、私は 
まだ、その山を乗り越えてはいない。 

落ち着いて一問一問を見れば、そんな難題 
ではないはずだから、ちっちやい子に戻って 
注意深く、少しずつ，崩して いくこと にした。 

そのザマを漫画にすると、子供のばんこに 
なる。 

子供のばんこを描かせてもらえるのは、 
『ガ ロ』 だけだ。克服の手だては r ガ ロ』 し 
かなぃね。 

もし -^人したり、顔にシワができたり 

してもまだ、精神面のほぅが、ちょいと追い 
ついていなかったときのために、と、天が私 
のためにあらかじめ用意しといてくれた、て 
ん ぐの抜け穴なのだ、『ガ ロ』 は (，ガ ロ』 がぁって 
助かったと 思ぅ)。『ガ ロ』 と私は同じ年(一九 六 四) 
に生まれた。必然だ。 


[ブロフイール;11985年6月号「ばんこちゃんになろうつ J で•■ガロ J 初登場。同名単行本の他、「ばんこちゃん J (2 冊とも 





KIMOTO, Hiwako 

木元ひわこ 

[プロフィール]本名、木元多賀子。 1962 
年5月22日生まれ。82年に•■ガロ j 入選。 
86年に「別冊少女フレンド j デビュー。 

現在、「別冊少女フレンド j •■ジュリエット j 
などにも、時々作品を発表。 


勝手な不良 


!P •ジジ， 

* 

■ 

翁’ 



mm 

_ 

I ^ 

論 
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長井さんはヤクザ映画がお好きなようです。 
『ブラックレィン』などは、高倉健サンが出 
たあたりから身を乗り出して御覧になってい 
ましたし……。 

『カロ j にもヤクザのパワーがあると思いま 
す。 

犯罪に近い漫画を描かれる先生もいらっし 
やいますし。 (うそうそ) 

まわりが何と言お、っと、パンチパ—マがか 
っこいいと思えるよっな頑固さも、義理、人 
情が厚い人で^®にドスを持っているみたい 
なところも『ガ ロ』 にはあると思います。 

ヤクザっていうのは、「自分達が規則なのだ 
から好きにやつちゃえ 一！ 」とい、っ感じです。 

私は、ひっそりと『ガロ』に描かせて頂い 
ている漫画家なので、そこまでのパワーは有 
りませんが、学生の頃、入選した時も、曲が 
りなりにもプロになって、再び描かせて頂い 
ている今も、やりたいことを好きにやらせて 
頂いているので、勝手な不良といったところ 
です。 





『ガ ロ』 

の 

未来の 

ために 

_ 4 

TOOJO, Miho _’ 

トオジョオミホ 



ます。美術学校の頃はかけもちで新聞配達 • 
家庭教師 • 焼肉やさ A/ • 絵の教室 • パプウェ 
イトレス • コンパニオン • 土方 • シルク印刷 
などのパイトに明け藝れ、高校のときも皿洗 
い • 街角の似顔絵描き•力トリック教会で芝 
刈りなどを経験。その後は印刷会社•旅館の 
女中•パニーガール•事務職•トレース • CAD 
のオペレーション • ゲームメーカーの CG デ 
ザイン等、短いところで一年という職業遍歴 
の後「やつと、ここなら一生いられる/_!と 
思える広告代理店に巡り会えたのにクビにな 
る。邏歴中にできた人脈でイラストの仕事を 
始め、今もやっています。でも根性も商売っ 
けもなく、世渡りも人づ吉あいもへ夕なので 
全然儲かってません。 


私は今、あんまりバカなこと*#かれては 
困る家族の大変きびしい眼にさらされながら 
この文章を書いています。 

最初に f 情熱こめて書いた原稿はすでに 
ほ、っむられ、テ—マも二転三転、文体も軽か 
ったのが暗くなったり真面目になったり。内 
容も、先輩の足跡に負けないスバラシィ作品 
を描きたいとか、とにもかくにも作品発表の 
場が与えられていることに感謝しています等 
私的なことから、『ガ ロ』 の未来のためには 
作家がもっと積極的に関わったほ、つが雑誌に 
とっても作家にとつてもプラスになるのでは 


ないか、その方法と しては 村 おこし ならぬ 
『ガ ロ』おこしを 提言し、青林賞を設けて有 
力作家陣が審査員となり各界に広く才能を求 
めるの も 一案だし、 イベントを 開催するの も 
宣伝効果があるだろ、っ、オリエンタリズムに 
弱いガイジン相手に海外^3もいいかもしれ 
ない、いつそのごと天衆芸術として版画並み 
に部数を限定出版し、質及び価値を高めスポ 
ンサーを捜すといぅのも、商業漫画に対する 
反旗をひるがえし『ガ ロ』 のアイデインティ 
テイを取り戻すことになるのではないか等、 
今後のありかたへのアイディア、また何故力 
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ムィの続きが『ガロ』に描かれないのだろう 
か、自由を求めて抜け忍となったカムィも資 
本主義からは逃げ出せなかったというオチか 
しらんとか、その他もっ脳が軟化するほどさ 
まざまなことを打っては消し打っては消し 

(ヮ|ブロを使っているので) したのですが . 0 

も一、っそんなことはいいです！そんなの 
は私などより頭のいい実力のある人達が言っ 
たり実行したりするでしよ、っ。それに本当に 
私が一番考えているのは自分のことだけです。 
ど、っしたらもっと面白い漫画が描けるよっに 
なるだろうか、ど、っして早く描ける時と描け 
ない時の差が激しいんだろうか、しかも苦労 
して時間がかかった作品のほうが出来が悪い 
というのはど、っい、っわけなんだろ、っ、いつか 
は私も、日のあたる場所へ出られるかしら、 
とにかく描けるだけ描かなくては。おおそう 
じ や！ 何よりもそのために、『ガ ロ』 には 
ただひたすら蠢しつづけてもら、っしかない 
ではないか！という普遍的かつ根源的な、 
皆さんにも；^していただける結論を見るに 
至ったのであります。めでたし、めでたし。 










YAMADA, Murasaki 

やまだ紫 

[プロフイール；]1948年東京都世田谷区生ま 
れ。19嫌で雑誌 「 COMj 新人賞受賞、同時 
に仙花 j などを発表。『ガロ』初掲載は71 
年2月号『ああせけんさま以後『性悪猫』 

1 ■しんきらり j などの作品を次々に連載。現在 
は漫画の他にエッセイ、詩などの分野でち活 
躍中。主な著書•漫画=•■性悪猫』(育林堂)、 
1編•性悪猫』(ちくま文靡)、「しんきらり j 
(ちくま文庫)、エッセイ+漫画=「空におち 
る j (河出書房新社)、エッセイ集 =■ ■満天星み 
た j (大和書房)、詩画集=「樹の5えで猫がみ 
ている j (ちくま書房）などがある。 
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『冥利』 

を探して 


「原稿料も出ないのに(『ガロ』に)描くな 
んて偽善だ」若い描き手が聞こえよがしに言 

った。, 

『そんな事を言、んじやないのになァ j と 
思いながら、その後も、 

「何故『ガロ』なのか」とい、っ質問には、た 
だ「好きだから」としか答えが出ず、そのも 
っと奥を考えるのが面倒だった。 

「そんなもの、ただの マスターベーションじ 
やねエか」と吐き捨てた人もいる。 

「タダ働き」 に 甘んじて いるといぅ 立場の人 
間を、根拠のない高みに立って汚す人の多い 







疣あ 


のには困った。タダを承知で描いているんだ 
からそれでいいじやないかと恩っが、それを 
アマチュアだとかプロ意識に欠けるとかの秤 
にかけたがる。 

初めて『ガロ』に作品が載ったのはもぅ今 
から 二 〇年も前になる(その頃は稿料が出て ぃた)。 

その年月を経た感想としては、他誌で原稿料 
を貰って描く故の苦痛とい、っ点も否めず、あ 
る。 

大会社の編集者の中には、「編集者」たり 
得ない人がいる。彼等は金を払う「会社の 
顔」になって描き手に会いに来て、会社の意 



入選作品 


図した作品を描けと言、っ。言、っ様に描けない 
作家の傷をえぐる様な皮肉を「親しさ」と勘 
違いして笑、っ。彼等は「まんが」が好きで編 
碧になったのではないと言ぅ人が多い。故 
に「まんが」を現象面でしかとらえていない。 

描き手はいつでも次の作品を産もっとして 
いるのだが、彼等は前に産んだ子をもっ一度 
産ませよ、 っと する。 

『ガロ』は次のものが産まれてくるのをいつ 
でも じつと 待つている。 

何が描きたいか、と何が描けるのか、は別 
問題であるとはよく言われる こと だが、その 
点を一致できれば、描き手としての冥利に尽 
きる、それがしたくて『ガロ』の人々はいる 
のだ。打算で『ガ ロ』 を利用した人々は大い 
に反省すべし。 

先に『ガロ』人を偽善者呼ばわりした人も、 
その後「偽善者」になったので、先の発言は 
ヤ ケクソ であったかしたの だろ、っ。 

『ガ ロ』 は今大きく変わろぅとしている。原 
稿料をもらえてなおかつ冥利も探せるらしい。 
理想である。 


27う.:. 



FUJISAWA, Mitsuo — 

藤沢光男 

[ブロフイ ー ル]1943年、長野県生まれ。立 
正大学中退。65年に•■ガロ j デビュー。社会 
福祉法人長野若槻國コロニー勤務。「才能に障 
害はない j を合い言葉に、障害者の中からア 
ーチストを/と「障害者アートパンク事業 j 
を地域に定着させるための運動をしています。 





かつてマンガに熱中していた頃、『ガロ』 

をはじめて読んだのもその頃でした。「奇妙 
な名のふしぎな 雑誌！」 と感じた『ガ ロ』体 
験は、今も続いています。 

一時期、描く側にまわって、長井さんには 
大変お世話になりました。感謝しております。 

あれから時がたち、日常性のなかで、毎月 
いちど『ガロ』を手にする時、なにが飛び出 
してくるかわからない期待、毒、牙、感傷。 

根性すぇて描いている迫力は痛快です。 

露な、時代の表現だと思います。これは 
クセになる快感です。この世界をいつまでも 
守り続けてください。 

『ガロ』の盛運を祈ります。 
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f 当時私は大坂で貸本漫画を描いていた。働 
I 砂きながら漫画を描いては日の丸文庫に持ち込 
^'.みをしていた 。響と しては佐藤 まさあき 先 
一、 JW .， 生や、 さいとう •たかを先生のエンタ— テイ 
__ L / l ンメントな ものが好きで、私自身 もそうい、つ 
| 孤方向に進んでいたが、同時に『迷路』 という 
| 短編集にミステリーっぽい作品を描いていた 


つげ義春先生も好きだった。 

そんな頃、たまたま、初めて手に取った 
『ガロ』といぅ雑誌で、そのつげ先生の「初 
茸がり」 を 読んで ショックを 受けた。それは 
今までに見た ことのない 漫画だった。 これ ま 
でのつげ先生の漫画とも全く違っていたし、 
こんな漫画があっても良いのか、と 目を 開か 
れる思いだった。 

さっそく私も、いわば「ガロ向け」の作品 
を描いて投稿した。これが初入選作「罪の意 
識」 である。この 作品が水木 しげる 先生の目 
にとまり、 ちょ、っどアシスタントを 探してい 
た水木先生から、長井さんを通じて、「ちょ 
っと東京へ出てきて 手伝いを しない か」と誘 
われた。私は1足にあこがれていたこともあ 
り、すぐに上京したのだった。 

それから 二年、水_生の所に いた。 偶然、 
つげ先生がそこにいて、水_生を手伝って 
おられた。 水_生とつげ先生とは性格的に 
は違ぅが、 とても 気が合って いた-^フだ 。水 
卖生も、つ g 生も、長井さんも、元来大 
阪人で商売人っぽい人々に囲まれて きた 私に 
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は、大らかで、 ひょうひょうと していて、全 
く見た事のない人種に見えた。 

つげ先生は、仕事が忙しい f に、一週間 
も十日もふらりと居なくなつてし$っことが 
あつた。水_生がまた大げさにさわぐのが 
好きな方で、 

「どこかで自殺するんじやあないか？」 
などと いつて大 さわぎし たものだ。 そ、っして 
いるうちに、つげ先生はまた ふらりと 帰って 
来るのである。つげ先生が f で描き上げた 
原稿を、 I 霖堂に運んだ こと もあった。 

そんな中で、何本かの作品を単発で『ガ 
口』に発表していた。あの頃の私は人間不信 
という か、若さゆえに何か®?積したものがあ 
り、偽善を嫌い、焦蠢なども手伝って、今 
から思えば暗いものを描いていた。これは後 
の短期連載「おえんの恋」にも言えることだ。 

その一方で、『ガロ』の世界にのみ浸るの 
を、「恐い」と感じていた。私自身にはマイ 
ナ—な感情の方が多いのだが、かといってそ 
の世界にだけ自分を置きたくなかった。 

少年画1から仕事が来たのをきっかけに、 


水卖生の所を出て独立することができた。 
私はストーリー作りが不得手なので、原作の 
方と一緒に仕事をする よ、っになり、 今に 至っ 
ている。白土三平先生がやめた時点で、『ガ 
口』 も難しい本に なり、 ついていけ なくなっ 
てしまった。時代が変わって、私などの作品 
は『ガ ロ』 の世界ではちょっと 古く さいもの 
になってしまったのだ。 

しかし、『ガ ロ』 はそれで良いのだと 思、っ。 
最初から商業誌に登場するのは無理だ、とい 
い人たちが' 前衛的なものを描く。いず 
れは時の流れと共に、『ガ ロ』 に描いていて 
も古くなる。次から次へと若い作者の感性を 
載せる ことで、 『ガ ロ』 はその時代の ニー ズ 
に応え、作者にとつては登龍 門と なる。 こ、っ 
していろんな才能を生んできたのだ。 

将来の『ガロ』は、下手に分りやすくなっ 
てしまつてもつまらない。売れ行きなどを気 
にしないで、若い人たちの通テ過点として、い 
つまでも3してほしい。かつて六〇年 
の時代にも、その無意識さの、っちに同調して 
いたのだから。 



私の場合 



SAKURAZAWA, Erika 

桜沢ェリヵ 

[プロフィール]1昍3年7月8日生まれ。東 
京都文京区出身。高校時代から自販機本にィ 
ラストなどを発表し、高校卒業後、本格的に 
マンガを描き始める。処女作品集は•■かわい 
いもの j (白夜書 S)。 》■レッツ•ゴー•ラブリ 
-j (育林堂）は2冊目の作品集。近著に•■私 
に優しい夜 j •■ジャスト•ラヴァーズ j (マガ 
ジン八ウス）、今年の夏発売予定の r LOVE 
SO SPECIALS (角川書店）などがある。 


私、『ガロ』についてはあまり思い入れ深く 
は語れなくて申し訳ありません！ 

以前から手塚能理子さんたちとは知り合い 
でしたが、『ガロ』や主堂との正式なお付き 
合いの最初は、青林堂の山ノ井さんが私の作 
品を気に入ってくださって、作品集を出す話 
を持って来てくれてからでした。 もっとも 最 
初の作品集はすでに他社から出ていて、二冊 
目のお話でしたけど。 

最近の『ガロ』には私が描くネフなタイプ 
の作品も載っているけど、二三〜四歳の私が 


三回くらい描いた八七年頃は、心の内面を追 
及する重〜いカンジのものが、ヤ■ハリ多かっ 
たですね。そ、フい、 r - E 容は自分では描けない 
し、また描く必要もないと思ったので、あま 
り意識せず、重くなく軽くなくってカンジで、 
結構自由に描かせてもらいました。 

それまでも制約なしに描いてたから、特別 
『ガロ』向けに描いたわけではありませんでし 
たネ。ま、単行本も出して くださる ので、そ 
れの御礼ってい、っ気持ちも込めて描きました。 
ただ、あまりギャグには走らない よ、っ 配慮は 
しましたけど。 



今後の『ガロ』の展望 『ガ ロ』 編集部 


ここ数年、一に『ガロ』は部数のジリ貧 
とい、 晨機に瀕していました。そんな中で、 

ど、っしたら『ガロ』の灯を消さずに続けられ 
るか、模索し続けてきました。が、今の世の 
中、何かやろぅとした時にネックになるのは 
結局「資金」でありました。青林堂は「貧乏」 
と言われ続けて三〇年。もっ貧乏に年季が入 
つてる、とまで言われた会社ですから、 と、っ 
てい現状のままで何か出来るとは思いにくい 
状態で、とにかく潰さずに続ける、その事だ 
けを考えて土俵際で歯を食いしばるのに精一 
杯だったのです。しかし、『ガ ロ』 はやはり凄 
い雑誌でした。『ガ ロ』 が産んだ=1ガロ リスト』 
とも言、 っべき 各界の方々がいろいろな形で 
『ガ ロ』 を救おぅ、と声をあげてくれたのです。 

孑口』は創刊が一九六四年九月号。当時の 
f も、連綿と連なる今の®の方々 ももち 
ろん、今は社会の中枢で活躍されている方も 
多く、あらゆるジャンルに散った『ガロリス 
卜』の裏が、新聞で『ガロ』出身の漫画家 
の方々を取り上げて下さったり、雑誌のコラ 
ムで『ガ ロ』 i え、と声をあげて下さった 


り…。本当に我々も力付けられました。しか 
し何より原稿料が出ない雑誌に快く執筆して 
下さっている®の方々と！ Si # の方々に支え 
られて来たのは言うまでもありません。 

この度、そんな各界の『ガロリスト』の中 
で、業界は違えど我々と同様に『ガロ』を愛 
する『ガロリスト』=山中潤の協力を得られ 
る事となり、「経済的には」 とりあ、 4 機を 
脱しました。しかし、これからが本当の.「立 
て直し」になるでしよ、っ。具体的には、長井 
の築いてきた『ガロ』という雑誌の「自由な 
創作活動の場」「独創性のある作品、新人作家 
の登用」という路線を崩さず、同時に漫画に 
限らない『ガロ的世界』を発展させたい、と 
思います。そして何より、再び『ガロ』の灯 
を もっと 大きく、明るく燃やし続けるのが！ r ガ 
口』を支えて下さった各界の『ガロリスト』 

の4^への最大の恩返しだと思っています。 
長井勝一、山中潤と共に我々編_一同より、 
心から御礼を申し上げると共に、さらなるご 
支援とご指導を賜りたく、旧にも増して宜し 
くお願い申し上げる次第で t 














































松沢呉一（ X パイ） 

| 1991. /飲尿自転車男業界漫遊^^ 


9 殺し屋稼業 
0 坊ちゃん殺し屋 
1 生きたい 

2 金塊持って50年後に行こ 


7ザ•ゴッド•オプ • デス 
9 巷の神様 
0 電話友 


真崎守 （_ あかね、もりまざき） 

1974. /蛍ゆき 

升田かずお 

1967. 6 マンガ革命 ★ 

増田義忠（舛田義春） 


増村博（ますむらひろし） 1984. /呼吸法 

1973. 8 1975 ★ 2-3 ふたりの時間 

11 再会 4 焦燥 

12 母なる大地の子どもたち 5 流れない 

1974. 3 GOOD-BYE 6 性格改善委員会 

1974. 4 春街スケッチ 7キセイガイネン 

5 星ふる在の天使たち 8 星の中 

5アップルタウン 9 二十四の私（おんな）の中に 

•975. 5 ヨネザアド物語（出発の冬） 1984.70 健康不良の学生 

6 " 11 づくり 

7 » 背景 

8 " 1985. 1 肪間者 

9 " M 肉欲 

10 " 7 私はこうして生きてゆけはするけれど 

12 // 8 鍋鉄のからだ 

1976.2 .5 // _ 9 成人の日 

マーチン荻沢（テリー100 %) 10 午前 4 時〜 


12 // 

-1986. 1 曖昧な毎日 

4 長い夢 

5 小金まさえ覚えがき 
6 ゆめ子さんがパラパラになってゆく 


4 キノコ国のハリー氏 
5 無重力都市 
6 成層圏 

7ポリプの奇» 

11 育写真 


2秋ぐち 
1 女の声帯 

•5 死んでゆくものたち 
4 眠れない 
5 离校生でいたくない 
6 入学 
7「所有物」 

8 Masturbation (恋） 

9 この世の女子 
0 清めのプール 
7木村雪 
2 非常口 

1 したでにでればつけあがる 
•5 天上の精神にお約束して 
4 愛情のほとんど 
5 うめられぬ 
6 肉に喰われた痛み 
7あなたとわたしは一心同体 
8 逸くに聞こえる 


6 過去の恋愛 
7暗い在に近くなる 
8 安城君へよせる想い 
9 乳白色の水 
0 抱けない理由 
1 秋田智世 


マディ上原（上原摩泥） 


8 贵方と私のこと 
9 吸収への憎悪 
10 天然の夏 
11 ひまなきもち 
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1983. / つきばしくるわし 
M 孤独 

4ゲットボールを投げるとき 
5 出稼ぎの夜 
8 牛のいる風景 
9 美しき兄弟 

10 変死体空には円盤がでていた 
11 なによ！あんたバカじゃない 

12 PIKK BOX 
1984. 1 汽車と家族 
4 眩暈 
5 粘土の女 
6 反射 

1984. 7人魚 

8 馬腿の中の男 
10 犬印 

11 訪問者の孤独 
12 空に星、地に血 

1985. / 悟 

2-3 純怒 
4 ナイルの幻影 
1988.70和子の部屋の:*い夏 
1990- 6 髑髏と餡パン 
_ 6 まほ•ろし_ 




菊地浅次郎（山根貞男） 

1968•增9 ♦ふじ沢光男論 
'969.^ ♦身すぎ世すぎに追いまくられて 
11 ♦活動写真1「私が棄てた女」 

12 " 2 「ワイルド•パンチ j 

3 1 ■おんな j 

3 " 4「野獣の復活」 

4 // 5「やくざの横顔」 

5 " 6 1 ■エロス+虚殺 j 

增5♦やさしさとは殺意の別名 

6 ♦活動写真7 「豹は走った」 

7 " 8 •■アコ j 

8 " 9「君が若者なら」 

9 " 10「駑と鹰」 

10 " 11「反逆のメロディ j 

11 " 12「鉄火芸者」 

1971 .1 // 13 •■ジャックの剌靑」 

2 " 14「風の天狗 j 

3 " 15校生さすらい派 j 

4 " 16「博徒外人部隊」 

5 " 17「真剣勝負」 

6 // 18「望郷」 

« 5 ♦裏切られる沈黙 


7 ♦活動写真19「閩東幹部会」 

8 " 20「緋牡丹博徒 j 

9 " 21「戦争と人閜II j 

10 " 22 「栄光のロマン j 

11 " 23「黑の斜面」 

12 // 24「さらば抜」 


1972. J " 25 「博徒斬り込み隊 j 

2 " 26「男はつらいよ J 

3 " 27「先天性淫婦」 

4 a 28「子連れ狼 j 

5 " 29 •■追いつめる j 

6 " 30「閲東抹桜一家 j 

6 木天蓼野原 

1990.2 *5 ある日一人でコンサートへ行った 

4 とってもいいきもち 

6 サキソフォン 

8 ハンパーガー • レディ 

1991. /絶対零度の微熱 

7 " 31「わらの犬」 

8 " 32「昭和女博徒」 

9 // 33「木枯し紋次郎」 

10 " 34「人生劇場」 

11 " 35「八月はエロスの匂 

い』 

12 n 36「木枯し紋次郎」 

清宮政子 

1978. 8 TRIAIG し E ZONE^ 

9不可解人物列伝❶ 

// a ❷パジャマゲーム 

1979. 4 クローン 

5 大東亜戦争肯定論 

7 ME しし OW YELLOW 

キサモリクニヒコ 

1989- 12 読書の秋のドッグショー ★ 

九喜良作 

如月珊瑚 

1966. 4 勝利者 ★ 


1985.72天国列車 


岸田ますみ 

1964•川仙丸❶ 

// " ❷ 

12 n ❸ 

1965. 2 » ❹ 

J »❺ 

4 " ❻ 

6 " ❼ 

1966.70 名刀 

11 いざかや 

12 おせん 

1967. /殿さまとざらざらした味 

2喧嘩 

3 m 

5 冷たい涙 

6 参加 

7どろ棒とこん棒 

9茎（前） 

1〇 » m 

12 赤水（前） 

1968. / // (後） 

5 睡時ニュース 

1969. 7チェッ 

10 石匠 

1970. /盗っ人 

5大部屋 

増5「臨時ニュース/名刀/いざかや」 

「茎」「殿さまとざらざらした味 j 
「喧嘩」「冷たい涙 j 「参加」 

『どろ棒とこん禅」「おせん j 

9 暮六ッ 

1971. 2 あらさのさあ一 

4 まめ 

6 梶又衛門 

9 ほ*ろ tr ろほ*ろ〇 

10 " ❷ 

12 " ❸ 

1976. 9 主婦の絵本 

北川由紀子 

1970. 4 子守唄 ★ 

7少年と少女 

1971. /蟫の鳴く 

きたじまさる：^ 

1978.70共鳴箱 ★ 

きとうよしぉ 

1981. /おもて ★ 

4昇華 

鬼童譲 二 

1965./〇走る殺意 ★ 

11 なんじゃもんじゃ！忍者 

木村潔 

1980- 12 蠢<女 

木村重男 

1973 .12 風呂あがり ★ 

木村恒久 

1977. 7図象の学習塾❶新しきものの終末 

8 // ❷権力と群衆 

9 " ❸肖像 

10 " ❹地図の日本 

// " ❺肖像② 

12 " ❻〃③ 

1978. / II ❼〃④レーニン 

2»3 " ❽"⑤アインシユタ 

木元多賀子（木 元ひわこ） 

1982. 11 キューピー BOX^ 

1983.2 -5 家族崩壤 


30 ^ ♦ 






























■3 南棰物語 
4 うなぎの日 
J 春雨旅情 

6 好靑年の異常な行動（前） 


1 正月号だから四コマだ!！ 
>3 冬の旅人 
4 グルメを斬る！！ 

6 長崎物語第一回 


12 会社のある街 
»• /悲しきギヤンブラ- 
7欲望の白い町 
^23 君と供の帰る道 
4 狂った雀荘 
5 必死の女（ひと） 


絵夢 


8 孝子さんの弁証法的靑春 ★ 


1 おなかが泣いている 
2 倦怠少女の日々 
/夢見ることがつい楽しく • 


6 慝いヤツではないんだけれど 
7たかが夕陽を見にいくだけで 
6 愛の暮らし 


大熊賢二（熊谷賢治） 


9 Mr.MOON し IGHT 

「浪人生に贈るイメ • 
1 白雪姫物語 
2 惑星X 
1 帝共乃黙示録 
4 S 市63街区 
5ウタへ現実ノ唄ヲ 



2盖出人をみたら匿名希望だこ 1 
3 ぺルナデッド 
5 悪夢の森の满開の下 


泣/ 秘密 （2) 

M スター 
5スリ師六さん 
6 秘密 （3) 

7陥穽或いは蹉跌 
8 爱しのマリー 
10 君に恋する 
11 15才の感傷 
夢を売る店 
4 哀愁天使 
8 ノビ師の告白 
9 我が家族 
0- 12 放課後 
(4. 1 何が変わった 
2-3 熱烈家族の不道徳のすすめ 
4 屋上にて 
7知惠の小箱 
8 小学時代 
10 待つ男 
S-A? 小学時代 

4 テレパス•トーク 
6 お見合い 
8 大金持ちになる方法 


大谷弘行（陰溝蠅兒、谷弘兒) 


J 董一すみれ一（前） 


0 蠼蝠横丁❶序.天使飛翔 


6 月光鎮魂曲 
7エルヴェとアダリー 
8 閽黑の贵公子 
0どんじゃらほ*うや 
1 閽小路家の密室 
2 ジギル博士の真実の顔 
7悪の決算 
4 妖夢の圍 


5 檻の中の密な愉しみあるいは近頃変 
わった私の生活 
6薔薇と拳銃 （1) 
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1991.25 z CHAN 2-22 

4 " ピンクのねずみちやん 

5 " おかしなカトウ 

8 学生老人 

9 博多の恋の物語 

10 柔の道 

11 " 第二回「新たなる敵 j 

1969-%¢ ♦徹底的にャクソクを貫いて 

I 970. ii 2 ♦目で唄われる花の命について 
•97 l . lt ? ♦真昼閏の都会に出現する亡霊 
増 *5 ♦実際……どうでもいいかなァ 

池内誠 

12 " 第三回「審査委員長は誰が」 

9 ♦白土三平諭❶自然論 ㈠ 

1967. 6 反乱 ★ 


10 〇 ' 〇 

池上純司 

4 " 第六回おまけ 

12 a ❹〃㈣ 

1977. 3 いつかギラギラする夏 ★ 

5 柔の道第七回おまけ 

'972 1 // ❺英雄論 ㈠ 老雄の場合 

池上遼一 

6 柔の道（最終回） 

2 " ❻" ㈡ 女性の場合 

3 " ❼" ㈢ 統•女性の場合 

5 " ❽" ㈣ 男性の場合 

7 " ❾〃 ㈤ 統•男性の場合 

8 " ❿"(六)子どもの場合 

9 " ❿"(七)子どもの場合 

10 " ❿" ( A ) 母の場合 

11 " ❿" ㈨ 鐃•母の場合 

12 " ❿"(十)統々•母の場合 

1966. 9 罪の意雄 ★ 

9 

11 禁猟区 

12 三面鏡の戲れ 

1968. 2 風太郎ジャンジャン横町の風/^立いている 

4 a ❷無風時間 

8 " ❸片目男の独白 

增9ぼやけた世界 

かずこちゃんと犬 

ドクター9の果てしなき挑戦 

おまけ 

7みいんなじろうちゃん 

8 " 

9 " 

10 // 

11 " 

12 a 

泉昌之 (作=久住晶之、画=泉啃紀） 

10 トモ子と/\卜さん 

11 すばらしき世界 

1969. 2電動式義手 

6 白い液体 

10 かげろう 

11 雪国 

1970. 3 スリップ 

増 J 1 ■夏 j 「地球儀」「スリップ丄 

「白い液体 j 「かげろう j 「禁猓区 j 
「雪国」「ぼやけた世界」「風太郎❷ 

❸ j 

12 風の日の出来事 

1972. 2 おえんの恋❶ 

3 ，， ❷ 

4 " ❸ 

5 " ❹ 

5 " ❺ 

7 " ❻ 

8 " ❼ 

1974. 2 『地球儀 j 

1989. 1 ドンちゃん、ほんまごめんなさい 

M 山本さん一家の1日はこうして暮れる 

4 鉄田太郎のみごとな変身 

三本勝負(授業参親日， C.C. 安らかな衛星） 

5 悲しきじじとばば 

たつたこれだけのために 

6 じろうちゃんの自由大好き！ 

7 " 

8 " 

9 過去形の夢物語 

10 ミゾがない 

11 三年前の四コマ漫画 

1990- 4 おやじのうみ 

5 Fresh じろうちゃん 

6 disrution 

7ちくびとふともも 

8 4コマ100本 

9歩 

10 激烈家族 

11 4コマー本 

1981- / 在行 ★ 

5 ウルトラの星 

6 ロポット 

7スーパーウルトラジャイアントキング G 

9 怠屈な日 

1982. 4 最後の晩餐 

5 ポーズ 

6 ウルトラ LOVE 

7普通の夜 

9 ARM JOE 

11 プロレスの鬼 

1984. /ウルトラの夏 

8 変則ヘンタイ漫画エラ H 

1987- /豪快さん物語 

4 SUGKGII グレート II 

スーン'?ーウルトラジャイアントキング 

5 国際ゲイジュッ先生 

6 ァイッとベァ 

7胤のカッ丼 

(兮やまだ紫の項参照） 

12 Live シブがき隊 

8 日本が危い 

伊沢和平 

石黒清 

9 レッツゴーナーバス 

12 一見の客 

1980. 9 施毛虫 ★ 

いしいひさいち 

1980. 9 砂 ★ 

0985. J ボーシヤンお帰りなさい 

0986. 4 遅刻 

1988. 1 宴会の日 

2-3 狂った肛門 

5意志を売る 

6 »の客 

8 島太郎 

1982. 6 スラップ•スキップ 

1990. 7蜥蜴 

石川次郎 

石子順造 

1986. 11 烏人間 ★ 

1966. 12 ♦庶民という匿名の存在 

10 お父さん久し振りに銭湯へ行く 

1987.2 -5 糞真面自な人 

1968. 2 ♦つげ義春諭ノート、存在諭的反マ 

11 過激な好々爺 

4 旅立ちの日はいつも雲っていた 

ンガ 

1989. 5 " 中の卷 

5 タバコは地球を救えるか？ 

4 ♦淹田ゆう諭ノート、モラリストの 

6 " 後編 

6 潔癖症 

7豪傑とはなんだ！ 

增 （5 ♦沈黙へ向かう抒情 

•991 23 パーテイの鬼前編 
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作家別『ガロ』掲載全作品リスト 


G A R 0 

— 

L 丄 SJ 」 


◎マンガ作品を基本(無表記)に、作家別に作成。 

◎エッセイやコラムは、題名の頭に♦を表示。 

◎再録作品は、『 j で表示。 

◎ 『ガロ』以外からの転載作品は、初出と見なした。 

◎ 「入選作品 j は、題名の最後に★を表示。 

◎作者名は、基本的に初登場時の名前で、作品を整理。 

複数のペンネー厶がある方は、初登場の名前の項目で整理。 
◎対談や、カットなどは、完全に網羅できておりません0 




「ガ n 曼陀羅』図版使用図版出典一覧- 

P 19 ©水木しげる「君、富みたもうことなかれ』より 
P 20 ©つげ義春「紅い花 j より 
P 21エ5—！!の盾 
P 22 ©つげ義春 1 ■李さん一家 j より 
P 23 ©育柳裕介•■よさこい節 j (青林堂刊）より 
P 24 ©村野守美「昇り風」より 
P 26 ©佐々木マキ「ピルクス街異聞」より 
P 27 © ガ 「よくあるはなし」より 

P 28 ©安部懊一「無頼の面影」より 
P 29 © J) 「やさしい人」より 

P 31©杉浦日向子「二つ枕」より 
P 35 ©矢口高雄「長持唄考」より 
P 40 ©永雇懊二（自画像）/「漂流者たち」より 


P141 ©糸井重里「ぼくと弟」より 

P141 ©糸井重里.湯村輝彦「ペンギンごはん』より 

P142 ©湯村輝彦（描き下ろし） 

P144 ©なぎら健吾（描き下ろし自画像） 

P149 ©安彦良和（描き下ろし自画像） 

P150 ©スージィ甘金（自画像） 

P151 ©とり•みき「路上観察の逆護 j より 

P15P ©喜国雅彦 「MAHJONG まんが大王 j (竹書房刊）より 

P156 ©天久聖一（描き下ろし自画像） 

P158 ©吉田戦車（描き下ろし自画像） 

P159 © 刀 r 伝染るんです OJ ①（小学館刊）より 

P165 ©三橋乙揶「野辺は無く」より 

P169 ©淀川さんぼ「台風小備」「かなぶん」より 


P 44あがた森魚主演.監督作品「僕たちは天使ぢやない j より P170-1 ©花輪和一（描き下ろし自画像） 


P 48-9© 赤瀬川原平 
P 50 ©岩本久則 （J 
P 52 © 久住昌之 • i 


P 46 ©鈴木翁二「床助あたりで j より 
「雨の色 j ょり 

I原平•■円盤伝説 j (育林堂刊）より 
IU (描き下ろし自画像） 

: • 泉晴紀「夜行 j よ0 
P 56 ©勝又進「勝又進作品集」より 
P 58 ©I jj 「かんたろ月 j より 
P 59 ©佐藤義昭（描き下ろし自画像） 

P 69 ©白土三平赤目プロ「カムイ伝」予告より 
P 81©つげ忠男「きなこ屋のばあさん j 
P 83 ©とま雅和（描き下ろし自画像） 

P 84 ©管野修「ローカル線の午後」より 

P 昍 -9© 近藤ようこ（描き下ろし自画像）/「ものろおぐ j より 

P 96 ©つげ忠男「雨季」より 

P100 ©蛭子能収「私はパカになりたい j より 

P103 ©辰己ヨシヒロ「さそり」より 

P107 ©マディ上原「電脳サイパネ KOS_i より 

P109 ©高信太郎「勝手にコーシン j (胄林堂刊）より 

P110 ©平口広美「ぎょうざ定食の昼 j より 

P111 ©谷弘兒（描さ下ろし自画像） 

P113-4© 篠原勝之「糸姬」より 

P115 ©古川益三（描き下ろし自画像）/「邪尼マンダラ」より 
P116 ©ひさうちみちお（描き下ろし自画像） 

P117 © 刀 「パースペクティブ•キッド」より 

P119 ©川畸ゆきお『夢伝説 j (青林堂刊）より 

P181 ©土橋とし子（自画像)/「青空脳天満腹画報 j より 

P122-3 実演「不幸 j よ0 

P136 ©安西水丸「荒れた海辺 j より 

P137 ©奥平イラ「モダン.ラヴァーズ_|より 


P173 ©丸尾末広「耳なし芳一（前編) j よ〇 

P176 ©山野一「貧困魔境伝ヒヤパカ j (育林堂刊）より 

P177 ©薪太郎（描き下ろし自画像） 

P179 ©鴨沢祐仁「クシ ー 君の発明 」 より 
P180 ©吉田光彦「梅花二輪 j より 
P1B2 ©森元暢之（描き下ろし） 

P189 ©渡辺和博「夜明けのマルジュ j より 
P200 ©ますむらひろし「再会 j よ！9 
P202 ©唐沢俊一（描き下ろし自画像） 

尸203 ©唐沢俊 一S なをき 1 ■古書街エレジーより 
P238 ©蛭子能収 「AudioUfej より 
P235 ©知久寿焼•■ガロ j 目次イラストより 
P238 ©南伸坊（吳智英似顔絵） 1 ■遇刊宝石 j より 
P249 ©南伸坊（上杉湳文似顔絵） 

P250-1© 畏戸雅之「里見陽子、•職業私立探偵」より 
「くたくたアクター Vol.6 j より 
「波のまにまに j より 
P255 ©岡錡京子（描き下ろし自画像） 

P256 ©安彦麻理絵 「 SAKURASAKURAOKAPPAj より 
P265 ©根本敬 1 ■タケオの世界 j よ0 
P266 ©しりあがり寿「ボンちゃんは人気者 j より 
P26B ©松本充代•■糸口 j より 

© 津野裕子》■デリシャス j (育林堂刊）より 
「ばんこがも5ひとり j より 
「絶対零度の微熱」よ0 
P273 ©トオジョオミホ「井戸の怪 j より 
P274-5© やまだ紫「性悪猫」「ああせけんさま j より 
P276 ©藤沢光男（描き下ろし自画像） 

P277 ©池上遼一（描吉下ろし自画像） 


© 刀 

©内田春菊 


P269 

P270 


©みぎわノ 
©木元ひ才 


本書の実現に:6たり.青林堂の皆様や, TBS ブリタ ニ カの西脇？ L 門さん、堳井春比古さん、図*印刷の相川裕一 
さん、その他多くの方々にご尽力いただ«した。この場を借りて厚く»礼を申し上げます。 （• ■ガロ」史編##員会） 
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